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東南アジア大陸部諸言語の動詞連続

東南アジア諸言語研究会編

慶應義塾大学言語文化研究所



まえがき

慶應義塾大学言語文化研究所の共同研究プロジェクト「東南アジア諸言語研究会」は、

その研究成果として、 これまで『東南アジア大陸部諸言語の「 行く・来る」』(2003年）、 『東

南アジア大陸部諸言語の名詞句構造』(2006年）、『東南アジア大陸部諸言語の動詞句』(2013

年） の計3冊の報告書を刊行してきた。 それらはいずれも、東南アジア大陸部に行われる、

ベトナム語、 クメ ール語、 タイ語、 ラオ語、 ビルマ語、 ロンウォ ー 語の6言語についての

記述的研究である。 各報告書の内容は、 言語間の比較対照がしやすいように、 共通の例文

をもとに言語ごとに記述する方式をとっている。

本書は第4冊目の成果報告書として刊行するものである。 テ ー マは、 東南アジア諸言語

に広く観察される動詞連続(serial verb construction)である。 本書で言う動詞連続とは、

動詞のみの連続だけでなく、 動詞が名詞句を伴った動詞句の連続をも含めた構造を意味す

る。 動詞連続は最も研究者の関心を引く文法現象のひとつであり、 それゆえにこの現象を

めぐる論考は少なくないが、 残念ながらその定義や扱う範囲は研究者によって異なり、 合

意が得られていないのが現状である。 その点を考慮し、 本書では、 執筆者はそれぞれの視

点から動詞連続を取り上げることにした。 いずれの論文も動詞連続の包括的把握のために

は欠かすことのできない重要な現象を扱っており、 全体として多角的な記述を特色とする

報告書となった。 本書が言語研究の進展の一助となることを切に願うものである。 なお、

各言語の概要については、 既刊の報告書を参照していただければ幸いである。

「東南アジア諸言語研究会」参加者は次の通りである。（五十音順）

上田広美 岡田知子 岡野賢二 春日 淳 澤田英夫 清水政明 鈴木玲子

三上直光 峰岸真琴

東南アジア諸言語研究会

代表者 三上直光
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ベトナム語における動詞 V1 と V2 の主体が異なる連続

V1V2 について

目次

はじめに

1. 分析の対象

2. 随意性による分析

3. 語彙的アスペクトによる分析

4. V1V2N2とV1N2V2の相異

5. まとめ

おわりに

付記

注

参考文献 辞書

はじめに

春日 淳

ベトナム語には、 Nを名詞、 Vを動詞としてNIVIV2N2の形の文 1)を形成するとき、 VI

が動作 、 V2がその動作による結果状態を表し、 VIの主体は文の主語 である NI 、 V2の主体

はN2という、 VIとV2の主体が異なる 文が多数存在する 2）。 このNIVIV2N2の文中で連

続 する 動詞VI, V2はN2を挟んでVIN2V2という連続を許すものとそうでないものがある

（以下の例(l)～(7)を参照） 3)。 以下に NIVIV2N2とNIVIN2V2の具体 例を挙げる(VIV2N2

とVIN2V2のVI, V2を太字で強調、 第1節以降も同様）。

(!) a. Tiin xo nga Blnh.（（人名） ＋押す＋転ぶ＋ （人名）：タンはビンを押し倒した） 4)

b. Tiin XO Blnh nga. （（人名） ＋押す＋ （人名） ＋転ぶ：タンはビンを押し倒した）

(2) a. Tiin d�p vci'kinh ci'ra s6.（（人名） ＋叩く十割れる＋窓ガラス：タンは窓ガラスを叩き

割った）
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b. Tan d�p kfnh cl'ra s6 vi'i'. （（人名）＋叩く＋窓ガラス十割れる：タンは窓ガラスを叩き

割った）

(3) a. Anh 且y cua r面 g6. （彼＋ （鋸で）切る＋離れる十材木：彼は材木を切り離した）

b. *Anh 的匹a g6 r迅（彼＋ （鋸で）切る＋材木＋離れる）S)

(4) a. Anh Ay dun soi ntr6c. （彼＋沸かす十沸く＋水：彼はお湯を沸かした）

b. ? Anh Ay dun nuもC soi.6) （彼十沸かす＋水十沸く：彼はお湯を沸かした）

(5) a. Anh 且y phoi kho ao. （彼十干す＋乾く＋服：彼は服を干して乾かした）

b. * Anh fly phoi ao kho. （彼十干す＋服＋乾く）

(6) a. Anh 且y lau s:.ich ban. （彼十拭く十清潔な＋机：彼は机をきれいに拭いた）

b. ?Anh Ay lau ban s:.ich.7l （彼＋拭く十机十清潔な：彼は机をきれいに拭いた）

(7) a. Anh Ay nhuqm do vai. （彼十染める＋赤い＋布：彼は布を赤く染めた）

b. *Anh fly nhuqm vai do. （彼＋染める＋布十赤い）8) 

第4節で改めて論じるが、 不適格とされた(3b), (Sb), (7b) も結果を意図することを明示す

る前置詞 cho を V2 に前置させ、それぞれ cho rai, cho kh6, cho do とすれば、結果の意図が明

示され適格となる。

これらの文に共通する特徴は、Vl が N] の意志のコントロ ールによってその動作が意図さ

れ得る随意動詞であり、 V2 が主体である N2 の意志のコントロ ールとは関係なく起こる事

態、 あるいは状態を表す不随意動詞であるということである叫

本稿の目的は、このような随意動詞 VI と不随意動詞 V2 の連続する VIV2 （以下「V1V2

連続」と呼ぶ）の意味特徴を明らかにし、 それが VJN2V2 の場合とどう異なるかについて

考察することである。 その際、 VI, V2 が単独で持つ随意性と VlV2 連続が持つ随意性のほ

かに、動作・状態の基本的な区別に関わる、動態動詞(dynamic verb)であるか状態動詞(stative

verb)であるかということ、 動詞の表す動作・状態と時間との関わりにおいて動詞を分類す

る、 継続動詞(durative verb)であるか瞬間動詞(punctual verb)であるかということ、 また、 そ

の他の語彙的アスペクトとして、 達成(accomplishment)、 到達(achievement) 、 状態(state)を考
慮する10)。

本稿の構成は次の通りである。 第 l 節では分析の対象を限定する。 第 2 節では VI, V2 単

独と VIV2 連続について随意性による分析を行う。 第 3 節では進行アスペクトの標識 dang

と VJV2 の共起のあり方から、 VI, V2 単独と VIV2 連続の持つ語彙的アスペクトと意味特

徴について分析する。第 4 節では VIV2 連続と VIN2V2 の場合の相異について論じる。第 5

節では VIV2 連続の意味特徴についてまとめを行う。

1. 分析の対象

本稿では、 分析の対象を次のように限定する。 すなわち、 Vl と V2 がそれぞれ単独の意
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味を保ちながら連続し 、 随意性についてもVIの随意 、 V2の不随意が保たれ 、 VIがN]を

主体とする動作、V2がN2を主体とする事態·状態でN]の動作であるVI の結果、 という

関係にあるもの。すなわち 、下の(I)のようなVI,V2 は分析の対象から除かれることになる。

(1) Nam lam vi'i'binh hoa.（（人名）＋する＋割れる＋花瓶：ナム は花瓶を割った）

上の(I)のVIであるlamは 、 動詞としての元来の意味が「する 、 作る」であるが 、 (I)で

は使役動詞として使用されている。 VIが使役動詞の場合 、 どのような動作をしてその結果

としての N2の動作や状態(V2)を生じさせたかという動作の指定がない 11)
0

さらに、下の(2), (3)のようなVIV2連続も分析の対象から除く。(2), (3)のようなVIV2 は 、

VIの元来の意味が ある種の変化を起こしたり希薄化したりして 、V2の意味と結合し 、新た

な意味を持つ複合語となったものである。

(2) Lan d:inh th紅Nam.（（人名）＋叩く＋目覚める＋ （人名）：ランはナムを起こした）

(3) Anh :iy d:inh roi vi.（彼十叩く＋落ちる＋財布：彼は財布を落とした）

(2), (3)のV]であるdanh は元来 「叩く」という意味の随意動詞であるが、 (2)ではその意

味が変化し、 一種の使役的な用法をもち 、thuc「目覚める」と複合して 「起こす」（目覚め

させる）という意味の複合動詞となっている。 また、 (3)ではdanhの意味が希薄化し、 不随

意動詞roi「落ちる」と複合し、 不随意の複合動詞danhmi「落とす」 となっている。

さらに本稿では、分析の対象とする随意動詞(VI)と不随意動詞(V2)からなるV!V2連続を

「 はじめに」の例(l )~(7)の例に現れた次のV!V2連続に限ることにする叫

分析の対象とするV1V2連続

x6 nga「押し倒す」、d�p va「叩き割る」、cuarai「（鋸で）切り離す」、 dun soi「沸騰さ

せる」、phai a o 「干して乾かす」、!auS\!Ch「きれいに拭く」、nhui)mdo「赤く染める」

2. 随意性による分析

ある動詞が随意動詞であるか不随意動詞であるかを判定するには、 動作主体の意志を表

す dinh「～つもりだ」との共起を見るのが有効である。 以下に、 第1節で分析の対象とし

て掲げたVlV2連続を成すそれぞれの動詞VJ,V2についてdinhとの共起関係を示す。

(I) Tan djnh xo Blnh.（タンはビンを押す つもりだ）

(2) *Blnh djnh nga. 13) 

(3) Tan dinh d�p kinh ci'ra s6.（タンはガラスを叩く つもりだ）

- 3 -



(4) *Kinh cua s6 djnh va. 

(5) Anh fiy djnh 匹a g6.（彼は材木を（鋸で）切るつもりだ）

(6) *G6 djnh r姐

(7) Anh 在y djnh dun nu6c.（彼はお湯を沸かすつもりだ）

(8) *Nu6c djnh soi. 

(9) Anh fiy djnh phoi ao.（彼は服を干すつもりだ）

(I 0) * Ao djnh kho. 

(11) Anh fiy djnh lau ban.（彼は机を拭くつもりだ）

(12) Ban djnh si.i-ch. 

(13) Anh fiy djnh nhu9m vai.（彼は布を染めるつもりだ）

(14) *Vai djnh do. 

上の(1)-(14)に見るように、 随意動詞は dinh と共起し、 不随意動詞は dinh と共起しない。

ただ、 随意動詞と不随意動詞が主体の意志のコントロ ー ルが働くかどうかによって区別

されるということは、 当然、 主体が有情物[+Human]か無情物[�Human]かということ 14)も

関係してくる。 一般に、 動作の主体が有情物ならば意志のコントロ ー ルが働く可能性があ

り 15)、 無情物ならば意志のコントロ ールは働かない。

次に、 (l)～(l4)の例中の動詞が VIV2 連続を成して使用された場合 dinh との共起が可能か

どうかを見る。

(15) Tan djnh xo nga Blnh.（タンはビンを押し倒すつもりだ）

(16) Tan djnh d�p VO" kfnh cfra s6.（タンは窓ガラスを叩き割るつもりだ）

(17) Anh iy djnh ma r迅 g6.（彼は材木を切り離すつもりだ）

(18)Anh 且y djnh dun soi ntr6c.（彼はお湯を沸かすつもりだ）

(19) Anh 且y djnh phoi kho ao.（彼は服を干して乾かすつもりだ）

(20)Anh 且y djnh lau S:JCh ban.（彼は机をきれいに拭くつもりだ）

(21) Anh 且y djnh nhuqm do vai.（彼は布を赤く染めるつもりだ）

上で見る通り(15)~(2l)のすべての VIV2 連続において dinh と共起し得る。 このことから、

これらの V1V2 連続は全体として随意動詞として働いていることがわかる。 つまり、 V1V2

連続は複合動詞のように働き、 VI の随意性に意味の重点が置かれているのである 16）。 しか

し、 VIV2 連続は VI 単独の場合とは異なり、 V2 の不随意的な結果の意図まで含意している

と考えられる。 その根拠となるのが、 (15H2I)の文に nh皿g N2 khong V2 「しかし、 N2 は

V2 にならなかった」を後置した表現がいずれも可能となることである。 この例として、 (15)

をこの表現にした(22)を挙げる。
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(22 ) Tan djnh xo nga Blnh nh血gBinh khong nga.（ナムは ビンを押し倒すつもりだった が、 し

かしビンは 倒れ な かった）

以下 に、 文NIVIV2N2内の Nl, N2 が有情物であるか無情物であるか［土H(uman)］という

主体の有情性とVl, V2の随意性 ［士Vol(untary)］ に ついてまとめておく 17) 。

表1. 文N1V1V2N2内のNl,N2の有情性とVl,V2の随意性

V1V2 Nlの有情性 VIの随意性 V2の随意性 N2の有情性

x6nga押し倒す [＋Hl [+Vol] [ �vol] [+H] 

d�pva叩き割る [+HJ [+Vol] [-Vol] [-HJ 

cua rai切り離す [+H] [+Vol] [-Vol] [-H] 

dun so i沸騰させる [+HJ [+Vol] [�Vol] [-Hl 

phaikho干して乾かす [+H] [+Vol] [-Vol] [-H] 

!au s;;ichきれいに拭く [+HJ [+Vol] [�Vol] [-Hl 

nhu9m do赤く染める [+H] [ +Vol] [-Vol] [-H] 

3. 語彙的アスペクトによる分析

VlV2の語彙的アスペクト(LexicalAspect、 以下LAと略記）が、 Vl, V2単独のLAを基

本的 には引き継ぐ形で 成立していることは間違いないが、 Vl, V2のLAの単純な複合では

ない。 以下、LAの判定として、 進行・継続・繰り返しなどが可能かどうかを判定するため

に、 進行アスペクトの標識dang18) 、 継続動詞であるか瞬間動詞であるかを判定するために

時間副詞句～giay/phut/tiもng/ngay「～秒間／分間／時間／日間」、 達成(accomplishment) ある

いは到達(achievement)の特徴を持つ か ど う か を判定 す る た め に時 間 副 詞 句trong

-giay/phut/tiさng/ngay「～秒／分／時間／日{-で／以内 に｝」 19) を用いる。 以下、 VJ, V2単独

の場合とVlV2N2の場合 に加えてVlN2V2 、 VlN2 choV2の場合 も含めてテスト した結果を

示す。

表2. dangおよび時間副詞句との共起

V1V2 VI dangV dangV1V2 dang dang v時間 V trong 

V2 N2 V1N2 VIN2 時間

V2 cho V2 

x6nga x6 十 ＋ ＋ 

押し倒す nga 

d�pva d�p （＋ ） (+) ＋ (+) (+) 

叩き割る VO' (+) 

-5-



cuarm ｀ ・ cua ＋ ＋ ＋ ＋ 

切り離す rbi 

dun soi dun ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
沸騰させる SOI ^ ＋ ＋ 

phoi kho phai ＋ ＋ ＋ ＋ 
干して乾かす kh6 ＋ ＋ 

lau sach !au ＋ ＋ ＋ ＋ 
きれいに拭く s;;ich ＋ ＋ 

nhu◊m d6 nhu◊m ＋ （＋） ＋ ＋ ＋ 
赤く染める d6 ＋ （＋） ＋ 

注： ＋は共起可能なことを、ー は共起不可能なことを表し、（＋）は共起が可能だが、共起

しないこともあることを表す。枠内で＋あるいはー が上下2行にあるものは、Vl, V2それ

ぞれについて、上の1行のみにあるものは、VlV2連続についての結果を示す。

表2に見る通り、VIV2N2は基本的にdangと共起しないが、これは、VIV2連続の結果

状態を表す V2が進行・継続中である動作と矛盾することによる。しかし、d�p va「叩き割

る」は下記のような例では、何度も繰り返しVIの動作 「叩く」ことを行い、その間にV2

の結果状態が生じているような場合にはdangとの共起が許容される 20) 。けれども V1N2V2
の場合はdangとの共起が許されない。VIN2V2の場合は、 N2を挟んでVIとV2が分断さ

れ、VIV2 の複合動詞的な働きもないため不適格となる。だが、結果の意図が明示される
Vl N2choV2の場合はdangと共起する。これは、V2の結果の意図とV2の動作の進行とが

矛盾しないためである。

(1) a. Tan dang d�p VO'kfnh ci'ra sf>.（（人名）＋～ している＋叩く十割れる＋窓ガラス：タン

は窓ガラスを叩き割っている）

b. *Tan dang d�p kinh ci'ra s5 VO'.（（人名）＋～ している＋叩く＋窓ガラス＋割れる）

c. Tan dang cl�p kfnh ci'ra sf> cho vo-.（（人名）＋～ している＋叩く＋窓ガラス＋割れる：

タンは窓ガラスを叩き割ろうとしている）

nhu◊m do「赤く染める」もd�p vaと類似の結果である。ただ、V2のLA がd�p vaのva
ではa chievement(「割れる」の意味の場合）あるいはstate(「割れている」という結果の残

存状態を表す場合）であるのに対し、nhu◊m doのd6ではstate(「赤い」という状態）であ

る点が異なる。nhu9m doもAnh fiy dang nhu◊m do vai．では布を染めるという動作V]が進行

しながら布が赤く(V2)なっていくという意味を表し、＊Anh且ydang nhu9m vai doでは同じ意

味を表すことができない。一方、Anh fiy nhu9m vai cho do．は適格である。

次に cuaraiを取り上げる。cuaraiはx6ngaと同様の結果を示す。けれども、[trong時間］
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と VI の共起に関して、次のような相違点が認められる。すなわち、cua rai の Vl(cua)は[+
trong 時間］であるのに対し、xo nga の Vl(xo)は[�trong時間］であり cua が達成(achievement)

の特徴を持つのに対しXOがそれを持たないことがわかる。
次に dun soi について論じる。dun soi は特異な結果を示す。まず、dangVIV2N2 に関して

は、d?p va, nhu9m do を除いて、他の VI, V2 の組合せと同様の結果である。dangVIN2 cho V2 

に関しては、他のすべての組合せと同様の結果である。dang VIN2V2 に関しては 他の組合
せのいずれとも異なり、[+dang VIN2V2]である。

(2) a. *Anh且y dang dun soi nu&c. 

b.Anh丘y dang dun nu&c soi.（彼はお湯を沸かしている）
c.Anh且y dang dun nu&c cho soi.（彼はお湯を沸かそうとして火にかけている）

phaikh6 と］au S\!Ch は、すべてのテストにおいて同様の結果を示す。しかし、phai は継続
動詞であり、lau は継続動詞であるとともに accomplishment の特徴を持つ (!au trong 5 phut 

「5 分で拭く（拭き終わる）」） 21)。V2 であるkh6 と S\!Ch も state の特徴を持つことでは共通
しているが、dangkho「乾いている」は結果の残存状態（乾いていない状態から乾いた状態
への変化が起こり、その結果が残存している）と看倣すことができ、その意味では
achievement でもある。一方、dangS\!Ch は、(3)のような文中では適格であり、state の特徴を

表している。

(3) Cai nay dang s;,ich, kh6ng dn phai rua.（これ＋dang十清潔な＋［否定辞］十必要がある十洗
う：これは清潔だ、洗う必要がない）

(3)の s:;tch が achievement を表しているかどうかは、この文では不明である。なぜなら、(3)

には、その発話時点で「これ」が清潔であることが示されているだけで、その前に清潔で
ない状態にあったかどうかは示されていないからである。

4. V1V2N2とV1N2V2の相異

第 3 節までに主に NIVIV2N2 内部の VIV2 連続について見てきた。本節では VIV2N2 と
VIN2V2 がどのように異なるかを考察する。まず、前節でも述べたように、NIVIV2N2 内
の VIV2 連続は VI と V2 が複合動詞のように意味的に緊密に結びついたものである。一方、
NIVIN2V2 内の VI と V2 は、V2 が VI の補語の N2 (V2 の主体でもある） の後ろにあるた

めに、VIV2 連続の V] と V2 の意味は分断される。
次に、NIVIV2N2 と NIVIN2V2 の、否定辞kh6ngとの共起の可能性から両者の相異を考

察する。否定辞kh6ngとの共起の可能性をまとめた表 3 を下に掲げる。
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表 3.N1V1V2N2 と N1V1N2V2 の否定辞 khong との共起

VIV2 NIVIV2N2 Nlkhong NJVIN2V2 Nlkhong NIVIN2 NIVIN2 

VIV2N2 VIN2V2 khongV2 nhungN2 

kh6ngV2 

xo ngi.'i ＋ ＋ ＋ 十 ＋ 

押し倒す

d�pva ＋ 十 ＋ (+) (+) 十

叩き割る

cuarm ` ’ 

＋ ＋ ー(+cho 十

切り離す rai) 

dun soi 十 ＋ (+) 22) ＋ 十

沸騰させる

phaikho ＋ (+) 23) 
ー(+cho （＋） 十

干して乾かす kh6) 

lau sach 十 十 (+) 24) ＋ (+) 

きれいに拭く

nhui)m d6 ＋ 十 ー(+cho 25) (+) ＋ 

赤く染める do) 

注：十は、 その表現が適格であることを、 ーは不適格であることを表し、（＋）は適格な場

合もあることを表す。 また、(+~)は、 その表現ならば適格となることを表す。

まず、 「 はじめに」でもすでに述べたが、 N1V1V2N2 は適格となり N1V1N2V2 が不適格

となる VI, V2 の組合せは、 cuarai, phai kh6, nhu9m do の 3 組である。 これらを含む例を改

めて以下に掲げる。

(4) a. *Anh且y cua g6 r針（彼十 （鋸で） 切る＋材木＋離れる）

b.Anh的crra g6 cho roi. （彼＋（鋸で）切る＋材木＋cho十離れる：彼は材木を（鋸で）

切り離した）

(5) a. *Anh且y phoi ao kho.（彼十干す＋服＋乾く）

b. Anh &y phoi ao cho kho.（彼十干す十服＋cho十乾く：彼は服を千して乾かした）

(6) a. *Anh且y nhui}m vai do.（彼＋染める＋布十赤い）

b.Anh且y nhui}m vai cho do.（彼＋染める＋布十cho十赤い：彼は布を赤く染めた）

さらに、 NIVIN2V2 では許容度の低い文として、 次の(7a)がある。
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(7) a. ?Anh 且y dun nu&c soi. 26)（彼＋沸かす＋水＋沸く：彼はお湯を沸かした）

b. Anh fiy dun nu&c cho soi. （彼＋沸かす＋水＋cho十沸く：彼はお湯を沸かした）

上の(4)-(7)の b に見るように、 結果の意図を示す cho（元来は 「 与える」 の意味の動詞）を

V2 に前置させた場合はいずれも適格となる 27)。（4a), (5a), (6a)は、 NIVIV2N2 の文とは異な

り、 それぞれ「彼は材木を（鋸で）切り離した」 「 彼は服を干して乾かした」 「 彼は布を赤

く染めた」という意味にはならない 28)。結果の意図を表す前置詞 choを V2 に前置させると、

それらの意味を持つ適格な文になる点では、 他の VIV2 と同様である。 これは、 NIVIN2V2

の場合、 cuar祈， phai kho, nhu◊m do の VIV2 の複合動詞的な意味の結びつきが分断され、 さ

らに結果の意図も不明な文となっているからであると考えられる。 choによって結果の意図

が明示された場合のみ、 VI の動作と V2 の結果が意味的な繋がりをもつのである。 この場

合、 choV2 に情報の焦点があると考えられる。 これら 3 組が否定辞 khong を VI に前置させ

た NlkhongVIN2V2 において 3 組とも不適格と判断される理由もここに求められる。しかし、

khong が V2 に前置された場合は、 次のような結果となる。

(8) *Anh 且ye四 gf> khong rm. （彼＋（鋸で）切る＋材木＋［否定辞］＋離れる）

(9) ? Anh Ay phoi ao khong kho. （彼十干す＋服＋［否定辞］十乾く：彼は服を干したが乾かなか

った）

(10) ? Anh Ay nhu(lm vai khong do.（彼＋染める＋布＋［否定辞］十赤い：彼は布を染めたが赤

く染めたのではない）

(8)は不適格な文であり、(9)は、 インフォ ー マントの判断からは許容度は低いが許容できる

文である。(10)は、日本語訳に表れるように「布を染めたが赤く染めたのではない」 という

意味で、 「布を赤く染めようとして染めたが赤く染まらなかった」という意味にはならない。

このことから、 (10)の khong v2 の部分は、 結果というよりも Vl の様態を示す (Vl を修飾

する）ものと考える方が妥当であろう。

この 3 組以外の Vl, V2 は、 NIVIN2V2 の文が適格である。 また、 lau s�ch を除いて

NlkhongVIN2V2 も適格となる。 lau s�ch は、 NIVIN2V2 についても他と異なり程度副詞 l細

を V2 に後置させるかによって(lla), (llb)のような許容度の相異が認められる。 注 7 及び注

24 で述べたように、 1紐m を後置させた(llb)の V2(s�ch)は lau b却 「机を拭く」 という動作の

結果に対する話し手の評価を表していると考えられる 29)
0

(11) a. ?Anh &y Ian b却 SIJCh. （彼＋拭く＋机＋清潔な＋とても：彼は机をきれいに拭いた）

b. Anh &y Ian ban S1].Ch ぽm.（彼＋拭く＋机＋清潔な＋とても：彼は机をとてもきれいに

拭いた）
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5. まとめ

第4節までに、NlVlV2N2に現れる VIV2速続の意味的特徴について、VI, V2の持つ随

意性、語彙的アスペクトを通じての分析、VIV2と進行アスペクトの標識dangとの共起可

能性、否定辞kh6ngとの共起可能性からの検討、さらに NIVIN2V2との比較を通じての考

察を行ってきた。 その結果、VIV2 連続は、三上(2007)がすでに指摘している ように、一つ

の複合 動詞として働き、VIに 意味の重点がある、とい うことが確認された。

NIVIN2V2の中のVI, V2については、NlVlV2N2と異なり、各々独立した 動詞として働

き、VlN2が 一つの動詞句となり、V2がこれを修飾する、あるいは VlN2の動作の結果に

評価を与える役割を果たすことがある、などの点が明らかになった。この場合、三上(2007)

で指摘された ように、情報の焦点はV2にあると 考えられる。

おわりに

本稿で取り上げた VIV2連続は、そのパタ ー ンも限られている。V]が 動作、V2が 結果を

表し、V]が随意動詞、V2が不随意動詞とい う組合せのVIV2連続をもれなく調査し、その

意味特徴を明らかにするためには、随意性、語彙的アスペクト、アスペクト 標識や否定辞

との共起可能性、N1V1N2V2 中のVI, V2との比較のほかに、使役性(Causativity) 30)、運動性

(Kinesis/ 1)なども含めた詳細な 分析が必要となろう。これは、今後の課題としたい。

付記

本稿の作成にあたって、VGBiingKhue氏(1952年、ベ トナム旧ハソンビン省生まれ、男

性）には、インフォ ー マントとしてたいへんお世話になった。心より感謝申し上げたい。

注

l) より正確にはNPを名詞句、VPを 動詞句として NP1V1V2NP2となるが、本稿では記号

を簡略化し、N1V1V2N2と表記する。

2) このような VIV2は、ベトナム語以外にも東南アジアあるいは東アジア地域の孤立語に

は多く見られる。Bisang(l991 :520, 2009: 800)、Enfield(2008:13 8-140)、Matthews(2006: 75-76)、

峰岸(2007: 214-215)を参照されたい。 また、このような VlV2は、Aikhenvald(2006)の動

詞連続構造(serial verb constructions)の分類のうちの、la. CAUSE-EFFECT SVCs (pp.14-16)に含

まれるものである。なお、ベトナム語におけるこのようなV1V2に関する先行研究の中

でもっとも詳細なものとしては、三上(2007)がある。
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3) (1-7 b)のV1 N2V2 の適格性についての判断は、母語話者の間でも分かれる場合があるが、

本稿はインフォ ー マントの判断に従う。

4) グロスはNl, V l, V2, N2ごとに付けてある。 同じ形式でグロスを付けてある他の箇所で

も同様である。
5)別の文意 「彼はバラバラの材木(g6 rai)を切った」という解釈ならば適格である。

6) インフォ ー マントの感覚では許容度の低い文である。 否定辞khong と共起した Anh的

khong dun nu6c soi. 「彼はお湯を沸かさなかった」 は適格である。 また、 第3節でも触れ

るが、進行アスペクトの標識dangと共起したAnh且y dang dun nu6c soi．も適格な文である。

7)程度の副詞 l細 「とても」 をsi;ich に後置させてAnh fiy !au ban si;ich I且m. 「彼は机をとても

きれいに拭いた」とすれば問題なく許容される文となる。

8)別の文意 「 かれは赤い布を染めた」という解釈ならば適格である。

9) 随意性(Voluntariness)および随意動詞(Voluntary Verb)、 不随意動詞(Involuntary Verb)につい

ての見解は、 研究者間で必ずしも一 致しているわけではない。 本稿では、 随意性（随意

／不随意であること）について峰岸(2007:211)の以下の定義を参考にした。

随意性 有情物である動作主が、 ある動作をコントロ ー ルできるのは、 その動作を行

おうと企てる ことまでである場合、 これを随意的動作と呼ぶ。 動作あるいは動作

の結果が実現されるかまでは含意されない。

不随意性 事態（有情物の行為の結果、 無情物の状態、 状態の変化といった出来事全

般）に関して、 その事態の成立そのものに着目し、 特定の関与者によるコントロ
ールに着目する必要のない事態を不随意的事態とよぶ。

なお、Minegishi(201l)では随意動詞 ／不随意動詞という対立をVoluntary Verb（随意動詞）

/Spontaneous Verb （自発動詞 ）という対立に置き換えている。
10) Vendler(l967: 106)では、動詞（句）を分類するtime schemaとしてactivity, accomplishment, 

achievement, state を挙げているが、この分類がそのまま本稿の語彙的アスペクトによる動

詞 分類の基準ではない。本稿では、まず、動態動詞(dynamic verb)はその動作性[+dynamic, 

-stative] から静態動詞[-dynamic, +stative]と区別され、継続動詞(durative verb)はその動

作・状態の起 こる時間の継続性[+ durative, -punctual] から瞬間動詞[-durative, + 

punctual]と区別する。Vendler のaccomplishment （本稿の訳は 「 達成」）は、 終点を持つ一

定時間継続可能な動作を表す。 この特徴をもつ動詞としては、ve (tranh) 「（絵を）描く」

のほか、xiiy(nha)「（家を）建てる」、 dao (giもng) 「（井戸を）掘る」、 khilc (tranh g6) 「（板

絵を）彫る」 などが含まれる。 trong十時間名詞(giay/pht'.tt/t誌ng/ngay/th紐g/niim など）「 ～

秒間／分間／時間／日間／ヵ月間／年間で」と共起し、vetrong 5th釦g 「5 か月で描く」、

xay trong m9t nam 「1 年で建てる」、dao trong 5 ngay 「5 日間で掘る」、khilc trong 3 thang 「3

か月で 彫る」 のように表現される。 これらの動詞 に共通する特徴は、 時間副詞の表す時
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間内に途切れることなくその動作が起こり、 動作の終了とともに その動作に よってもた

らされた 生産物(product)が残ることである（上の例では、 tranh 「絵」、 nha 「 家」、 g誌ng

「 井戸」、 tranh g6 「板絵」）。 achievement （到達）は、 終点を持つ瞬間的な 動作を表し、

この特徴を持つ動詞にはdSn 「到着する」、 ma 「 開 （あ） ＜ ・開 （ひら）く」、 dong 「閉

まる ・閉じる」、 chも t 「 死ぬ」、 soi 「沸く」 などが含まれる。 これらの動詞も accomplishment

の動詞が共起すると同じ時間副詞句と共起し得る。た だしその意味は「 ～以内にV-する」

である (dもn trong 1 t 誌ng 「 1 時間以内に到着する」、 chも t trong 3 niirn 「 3 年以内に 死ぬ」、

m釘rong5 giay 「5 秒以内に 開く」、 dong trong 5 giay「5 秒以内に閉まる」、 soi trong 30 giay 

「 30 秒以内に沸く」）。 これらの動詞は、 動作が行われた後、 その動作の結果が残される

ことが共通している (xe buyt dadもnr&i 「（ バスが）もう到着している」「cuadang m& (ド

アが） 開いている」 「cuadang dong (ドアが）閉まっている」 「n6da chも t r&i（あいつは）

もう死んでいる」 nu&cdang soi 「（お湯が）沸いている」）。 このように 、 その結果の残存

状態の表現の仕方には相異がある。xe buyt dang d如は、 バスがまさに今到着しようとし

ているコトを表す場合は、 適格な表現であるが、 バスがすでに到着しているコトを表す

文としては不適格である。 これと同様に 、 n6dang chも tは、 その人物が死に つつあること

をスロ ー モ ー ションのように捉えて表現した文として のみ適格であり（通常は主語は

向gdang chも t 「森は死に つつある」 のように無情物が多い）、 「 死んだ」 結果の残存状態

として 「 死んでいる」 コトを表す文としては不適格である。 このような違いが生じるの

には、 d釦や chも t の属する動詞のカテゴリ ー と、 ma や dong の属する動詞のカテゴリ ー

に 相違があるからである。 すなわち、 d釦と chet は回復し得な い動作を表すのに対し、

ma とdong は回復の可能性のある（ 元の状態に戻る可能性のある）状態を表す。 s6i に つ

いても 「 回復可能な 状態」 ということでは同様で、 沸騰し続けている水や油が元の沸騰

していない状態に戻る可能性がある。 しかし、 さらに詳細に見れば、 dang ma や dangdong 

はドアなどが開いていたり、閉じていた りする静止した 状態を表しているのに対し、 dang

s6i はいった ん沸点に達した 水や油がその状態を 動的に保っている、 という違いがある

(dang ma や dangdong にも、 文脈に よっては、 ドアなどが開 き／閉じつつあるコトを表

現した文として の解釈も可能である）。

II)三上(2007: 177-178)参照。

12) VIV2連続の意味 と用法から分類されるすべて のVIV2連続のパタ ー ンが、 この7種類

のVlV2連続に還元できるという訳ではない。 本稿で扱えな かった VIV2連続に ついて

は、 稿を改めて論じたい。

13) djnh nga 「転ぶつもりだ」は不適格な表現であるが、 cfiy 「 故意に 」 を前置した c6 y nga 

「 故意に転ぶ」は適格な表現である。 このことが直ちに nga が随意動詞であることには

つな がらない。 nga 「転ぶ」 の基本的な 意味は、 意志のコントロ ールと関係なく、 体勢を

崩して地面などに倒れることであるからである。 c6 yという語は、 意志のコントロ ール

を 含意しているが、 そこには、 ある動作を 意志の助けを借りて無理にする、 という含み
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があり、随意／不随意の 判定には有効ではない。

14) 本稿では、主体の属性として 有情物[+Human] 、 無情物[-Human]をた てる。 これを有

情物[+Animate] 、無情物[-Animate]とする用語法もあるが、本稿では人間を含む「動物」

を生物として 、 生物[+Animiate] 、 無生物[-Animate]とする。 次のような例文では主体

Nl, N2 は[-Human, + Animate] である。 また 、dinh「～つもりだ」と共起した(ii)も 物語

中の描写などでなければ通常は許容度の低い文となる。

(i) Con meo dn ch�t con chim.（猫 ＋咬む十死ぬ十鳥：猫は鳥をかみ殺した）

(ii) ?Con meo djnh c�n ch�t con chim.（猫は鳥を咬み殺 そ うとした）

人を除く 「動物」 が動作に意志の コ ントロ ールを働かせられるかは判断の分かれると こ

ろである。 コ ントロ ール が働くと看倣すならば、 用語法としては、 有生性Animacy につ

いての属性 ［士Animate]をた てるべきであるが、 本稿では人を除く 「動物」の意志の動作

に対するコ ントロ ールについては判断 できないという立場をとり、主体の属性について

は、 「 人 であるかないか 」という基準である［土Human]を用いる。

15)主体 が有情物であっても 次のような動詞((i)～(vi)の例中太字で強調したもの） では、意

志の コ ントロ ー ルが働くとは考えられない。

(i) *Anh且ydjnh bi�t tin d6.（彼十～つもりだ＋知る＋そのニュ ー ス）

(ii) *Anh �y djnh hiSu v且ndさd6.（彼＋～つもりだ＋理解する＋その問題）

(iii) *Anh且ydinhy6u Ph叩ng.（彼＋～つもりだ＋愛する＋ （人名））

(iv) * Anh �Y djnh th:iy may bay.（彼十～つもりだ＋見える＋飛行機）

(v) *Anhむydjnh dau d恥（彼十～つもりだ＋痛む十頭）

(vi) *Anh且ydjnh srmg tay.（彼＋～つもりだ＋腫れる＋手）

上の(iHiii)の動詞biさt 「 知る」、hi@u「理解する」、yeu「愛する」はある心理的な状態を

表し、(iv)の thily「見える」は知覚を、(v)のdau 「痛む」は痛覚を、(vi)の sling 「腫れる」

は身体の異常な変化を表す動詞 であり、いずれも意志の コ ントロ ールとは関係ない不随

意動詞で あ る 。 これらの 動 詞の不 随 意 動詞への 分類に つ い て は 、 峰岸(2007) 、

Minegishi(2011)も参照され たい。

16)三上(2007)参照。

17)主体の有情性と随意性について 、 一方には定まらない次の(i), (ii)のような例もある。 xe

「車 」、tau ch& d立u 「 タンカ ー 」の有情性は、 文脈のない単独の 1 語としては[-Human]

と看倣すべきであるが、 車は運転手なしでは走ら ず 、 タンカ ーは操縦士なしでは動かな

いことを考慮すれば、(i)と(ii)の例 では［土Human]とすべきかもしれない。 また 、VIの can

「礫く 」、dam 「衝突する」の随意 性については、 運転手や操縦士の意志の コ ントロ ール
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が働く場合もあることを考慮すれば［土Voluntary]とした方がよいかもしれない。

(i) Xe can ch�t nguai. （車＋鰈く＋死ぬ十人：車が人を轄いた）

(ii) Tau cha d且u dam chim tau ca.（タンカ ー＋衝突する＋沈む十漁船：タンカ ーが漁船に

衝突して沈没させた）

随意性の判断に関わる命令の標識di との共起可能性については、 can chSt とdam chim と

で下の(iii), (iv)のように許容度についてインフォ ー マントの判断はやや異なるが、 いずれ

も VIV2 連続としての can chSt, dam chim あるいは VI 単独の can とdam の随意性は［＋

Voluntary]であると見てよいであろう。

(iii) a. ?Can ch�t ng曲idi. （人をひき殺せ）

b. ?C紐 ng曲i ch�t di. （人をひき殺せ）

(iv) a．珈m chim tau ca di. （漁船に衝突し沈没させろ）

b.l泊m tau ca chim di. （漁船に衝突し沈没させろ）

また、 動詞の基本的な意味としては随意動詞だが、 文脈・状況によって不随意的用法を

持つ次のような場合がある((v)はインタ ーネットのニュ ース記事からの例）。

(v) Trµ di�n dang thi cong nga de ch�t I cong nhiin, …（工事中の電柱が倒れ作業員が 1 人圧

死した） （tuoitre.vn/tin/chinh-tri-xa-hoi/20141217 /tru-dien…/ 686607.html) 

(v)の Vl の主語 trvdi�n 「電柱」は無情物[-Human]であり、動詞は Vl 「転ぶ」[ -Voluntary]、

V2 「押さえつける」、 V3 「死ぬ」 [-Voluntary]と連続している。 V2 のde 「押さえつける」

は、 下の辞書的な意味と例文(v)からも随意動詞[+Voluntary]と考えられる ((vi)は(v)と同

様の不随意動詞的用法。 (vi), (vii)のグロスは語ごと）。

de の辞書的意味：ep Jen tren b且ng m9t v�t n�ng ho�c m9t lt_rc m1;1nh （重い物や強い力で上

から押さえつける） （DTDTV) 

例文：

(vi) Cay ail de ch�t nguもi. （木＋倒れる＋押さえつける＋死ぬ十人：木が倒れて人が圧死

した） （ibid.) 

(vii) l�y guyもn sach de Jen ta gi�y （取る十［類別詞］十本＋押さえつける＋上がる＋［類別

詞］＋紙：本を紙の上において押さえつける） （ibid.) 

1 8) dang との共起については、 三上(201 6)を参照。
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19) trong十時間名詞は、 到達(achievement)または達成(accomplishment)として 「 ～以内に／で
(V-する ）」という意味に用いられることもあれば、 継続動詞(durative verb)であることを

表し 「～間」(5秒間、 1分間、 3時間、 5日間など）という意味で用いられることもある。
到達か達成か （継続動詞で達成という特徴をもつこともあり得る ） という判断は、 文脈
による。

20) d(l.p VO'とよく似たテストの結果を示すVJV2連続に gi釦m nat（踏む＋つぶれる ） 「踏みつ
ぶす」がある。インフォ ー マントの判断では、Namdang gi紐m nat hoa. 「 ナムは花を踏み

つぶしている」は適格な文である。 これは、VI の主体が幅のある時間の中で歩きながら
花を踏み、 その動作の進行の間につぶれていく花があることを意味する文である。 一方
V]とV2の間にN2が挟まれたVIN2V2の ＊Namdang d(l.p hoa nat．は不適格であり、 結果
の意図が明示されたVlN2choV2のNamdang d(l.p hoa cho nat. 「 ナムは花をつぶそうとし

て踏んでいる」は適格である。 これらの結果が生じる理由もd(l.p vaの場合と同様に説明

できる。
21)注19でも述べたが、 trong十時間名詞との共起可能性からは、 到達(achievement)の特徴

を持 つか達成(accomplishment)の特徴を持つか、あるいは、継続動詞(durative verb)であり、

かつ accomplishmentの特徴を持つか判断がつかない場合がある。 それを確定するために
は適切な文脈が必要である。ただ、動詞 phaiに関しては、判定テストの結果が示す[+phai
trong時間］は、achievement (「 3時間以内に干す」）やaccomplishment (「 3時間で干す」）

の特徴を示しているのではなく、継続動詞であることを表す[phai 時間］ （ 「 3時間干す」）
と同様の意味であり、 達成の特徴を示しているわけではない、 と考えるのが妥当であろ
う。

22)注6でも述べたように、このままでは許容度の落ちる文であるが、 結果の意図を明示し
dun IllfCTC cho soiとすれば十分に許容できる文となる。

23) khong phai ao 「服を干さなかった」のようにV2のないkhongVIN2の方がより許容度の
高い表現である。 VI の動作phai 「干す」とその結果としてのV2の状態kh6は意味的に
原因結果の結びつきが強い VIV2 連続であり、 「干さなかった」のだから 「 乾かなかっ

た」は論理的な帰結として当然であり、V2のKh6は余分という解釈が可能かもしれない。
24)注7でも述べたが、インフォ ーマントの判断では、V2の s;;ichに程度副詞 l細を後置さ

せた!auban s;;ich Iiimの方がより自然である。 このs;;ich l紐mは、VI である!auの結果を示

しているというよりも、 話し手のV]の動作の結果についての評価（ 「とてもきれいに拭

いた」） を示していると考えた方がよさそうである。
25)インフォ ーマントの判断では、逆接の接続詞 maを挟んで染めた色に焦点を当てたkhong

nhuf)m vai do ma nhuf)m vang 「布を赤く染めたのではなく黄色く染めた」とすれば、 許容

度の低い表現ではあるが、 許容することはできる。

2 6)注6及び注22を参照されたい。
2 7) これら4つのVIV2のみならず、本稿で取り上げたすべてのVIV2において choによっ
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て結果の意図が明示されると適格な文となる。

28) V2 が N2 を修飾すると解釈し、 「バ ラバ ラになった材木を切った」「乾いている服を干し

た」 「赤い布を染めた」という意味ならば遥格な文である。

29) V2 が si;ich 「清潔な」である場合の Vl, V2 の組合せとしては、 quet si;ich 「きれに掃く」

泣a si;ich 「きれいに洗う」などがあるが、 (i), (ii)の(a)(N1VlV2N2), (b)(Nlkhong VlV2N2), 

(c)(N1VlN2V2), (d)(NlkhongVlN2V2)のように、 その結果は一致しない。 NlVlV2N2 と

NlVlN2V2 に関しては、 それぞれの文に程度副詞 liim を後置させたほうが自然である。

このことからも V2 (si;ich)は結果を表すというよりも Vl の動作の結果に対する評価を表

すと考えた方がよさそうである。

(i) a. ?Anh 的 quet s:_1ch san nha.（彼十掃く＋清潔な＋家の床：彼は家の床をきれいに

掃いた）

b. * Anh Ay khong quet s:_1ch san nha. 

c. ?Anh 的 quet san nha s:_1ch.（彼＋掃く＋家の床＋清潔な：彼は家の床をきれに掃

しヽた）

d. * Anh Ay khong quet san nha s:_1ch. 

(ii) a. Anh Ay rua s:_1ch tay.（彼＋洗う＋清潔な＋手：彼は手をきれいに洗った）

b. Anh 且y khong rua s:_1ch tay.（彼＋［否定辞］＋洗う＋清潔な＋手：彼は手をきれい

に洗わなかった）

c.Anh 的 rua tay s:_1ch.（彼＋洗う＋手＋清潔な：彼は手をきれいに洗った）

d. Anh 且y khong rua tay s:_1ch.（彼＋［否定辞］＋洗う＋手＋清潔な：彼は手をきれい

に洗わなかった）

さらに、 NlV1V2N2 の(ii a)と NJVJN2V2 の(ii C)に目的を表す句 dも an com 「食事をする

ために」を後置させると、 次のように結果が分かれる。

(iii) a'*Anh iiy rua s�ch tay dS an cam. 

c'Anh §.y rua tay s�ch de an cam.（彼は食事をするために手をきれいに洗った）

このことを説明するには、 rfra tay 「手を洗う」という動作と an com 「食事をする」とい

う動作の意味的な結びつきを考慮する必要があろう。 この2つの動作は意味的に強い結

びつきをもつ。 そのため、 (iii C'）では V2 である Sl;!Ch が rfra tay 「手を洗う」という動作を

修飾し（その様態を示し）、 rfra tay Sl;lch 「きれいに手を洗う」という句と dも an com 「食

事をするため」という句が意味的に無理なく結びつき、 適格な文となる。 一方、 (iii a') 

では、 VIV2 連続である rfra Sl;lch が複合動詞のように働き、 rfra Sl;!Ch tay で表される 「手を

きれいに洗う」という動作は、 それだけでは、 「食事をするため」という目的と直接結び
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つかない。 目的を表す標識dもによってその目的が明示されても、rira si.ich tay と血cam

は意味的な結びつきを確立でき ない、と解釈するのである。

30)使役性(Causativity)の判定は、VIN2V2において、VI の動作が V2の動作・状態変化を

引き起こすと判断されるかどうかに関わる、と考えられるが、そ れだけでは判定が難し

い場合 もある。 例えば（以下の文の意味は「はじめに」 を参照）Nam xo Binh nga．が適格

な文であることからxo[+causative]と判断でき るとして、＊Anh的phai ao kho．が不適格な

文であることからphai[-Causative]と判断来てよいか、T釦d�p kfnh cira s6 va．が適格な文

であることから、d�p[+Causative]と判断してよいかという問題がある。使役性について

[ +Causative]であるとは、VIN2V2において VI がN2の随意的動作 V2を引き起こす場

合に限る、あるいは V2の動作（随意／不随意）に限り、状態変化 は含まない、といっ

た限定を設ける立場もあろうが、さらに議論が必要である。

31)運動性(Kinesis) は、その動作や状態が動きを伴うか（動的か）、 伴わないか（静的か）

ということに関わるが、その判定のための有効な判定テストは容易に見つからない。 例

えば、d6「赤い」、soi「沸く」 は、その基本的な意味からdo[-Kinetic]、soi[+Kinetic]と

考えられるが、ともに dang とも[trong時間］とも共起する。 その動詞に方向の付いた移動

を表す移動動詞(ra「出る」、vao「入る」、 16n「上がる」、 xu6ng「下 がる」 など）を後

置させ、状態変化を表す表現にすることが可能かどうか（可能ならばもともとは状態動

詞 という判定） というテストでも d6 len「赤くなる」、 S6i len「沸騰する」 ともに可能で

ある。
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0 。 はじめに

ベトナム語の動詞連続ー「付帯」表現を中心に—

清水政明

目次
o. はじめに

1.「付帯」表現の特徴と問題の所在
1.1.対象となる表現
1. 2.問題の所在
2. VP1-VP2の順序入れ替え可能性
3. 主要部認定の可能性
3.1.dangの作用域
3.2.疑問文、 連用修飾表現への言い換え
3. 2. 1. chuy�n gl?疑問文
3. 2. 2. nhu thもnao?疑問文、 m9t each構文
4. 関連表現
5. おわりに

三上(2015)は、2つの動詞句から成るベトナム語の動詞連続([vP1[Vl(+NPl)]][vPZ[V2(+NP2)]]) 

が、 その意味的特徴により、 まず2つの事態が継起的に生起するか同時に生起するかで2分さ

れ、 更にそれぞれが以下のように分類されると指摘した。

(!) ［継起］ 継起、 目的、 方法、 因果

［非継起］ 方法、 付帯、 並列

本稿は、(I)の分類に見える「付帯」の類に焦点を当て、 中でもVPlとVP2の順序入れ替え

が可能なケ ー スについて考察する。 なお、 本稿における動詞連続の考察対象も基本的に三上

(2015)に従い、「2つの動詞句が表す動きや状態の主体が同ーであり（従ってVl、 V2とも動

詞としての語彙的意味と自立性を有している）、そして動詞句と動詞句がポ ー ズを置かずに発音

されるもの」とするI
o

1 。 「付帯」表現の特徴と問題の所在

1.1. 対象となる表現

三上 (2009,2015)に指摘された「付帯」の特徴をまとめると以下のようになる。

(2) a. VP2の動作に付随する事態をVPl が表す。
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b. VP2 の成立時に、 VPl の動きや状態が持続しているという時間的な重なりがある。

C. VPl の持続的意味を担う動詞は、 変化の結果維持を表す動詞（例：姿勢変化、 着脱

を表す動詞）、 継続動作を表す動詞、 状態を表す動詞などである。

以上の諸特徴に当てはまる例として、 三上 (2015) には以下のような例が挙げられているら

(3) a. kh6c xin lfii Thu 
泣く 謝る トゥ ー 「泣いてトゥ ーに謝る」

b. {ngfii/d血gin細｝ d9c sach 
座る／立つ／寝る 読む 本） 「｛座って／立って／寝て｝本を読む」

c. d\fa tucmg d9c sach 

もたれる 壁 読む 本 「壁にもたれて本を読む」
d.a nha d9c sach 

いる 家 読む 本 「家にいて本を読む」
e. m�c aodai m血

着る アオザイ 踊る 「アオザイを着て踊る」
f. deo kinh d9c bao 

身に付ける メガネ 読む 本 「メガネをかけて本を読む」
g. d◊i n6n 逸t lua 

かぶる 菅笠 刈る 稲 「菅笠をかぶって稲刈りをする」
h. vac h細hly len cii

｀ 

u thang 

担ぐ 荷物 上がる 階段 「荷物を担いで階段を上がる」
1. mang du ra kh6i nha 

携帯する 傘 出る 離れる 家 「傘を持って家を出る」
j. dua con di cong vien 

連れる子 行く 公園 「子を連れて公園に行く」
k. {cu噸6c} tral迅

｛笑う／泣く｝ 返事する 「｛笑って／泣いて｝返事する」
l.iml徊g g�t品u

黙る うなずく 「黙ってうなずく」
m.nh細 m紅 nghe 血c

閉じる 目 聴く 工日木琢 「目を閉じて音楽を聴く」

以上の例の内、d．及び l．の例に関しては、 VPl と VP2 の順序を入れ替えても文として成立可

能である。

(4) d. d9c s釦h anha 「家で本を読む」

I. g�t dfiu im I恥g 「静かにうなずく」

それを可能にする要因には、種々可能性が考えられるが、まず(2)b．に示されたように、VPl の
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事象と VP2の事象 に時間的重なりがあることが大前提となる。 したがって、 動詞連続の分類(1)

の中で、 事象の起こる タイミングに先後の ある「継起、 目的、 因果」の類にはありえな い。 一

方「方法」の類は、 物理的タイミングは同時であ っても、 VP2の実現 にはVPl が前提となるこ

とから、 VPl と VP2 の間に論理的な継起関係があると も言える。 したがって、 VPl と VP2の順

序入れ替え は基本的に不可である。 また「並列」の場合、 理論 的には VPl と VP2 の入れ替え 可

能性が最も高いと思わ れるが、 慣習的にVPl と VP2 の順序が固定化している場合がしばしば

である。 caog§.y「背が高くてやせている」 (*g§.ycao) 、 thilpbeo「背が低くて太っている」 (*beo

thilp) 等。 したがって、 VPl と VP2 の順序入れ替えが可能な例 は、 基本的に「並列」、「付帯」

の類の中の 一 部 に限られることとなる。

1.2. 問題の所在

VPl と VP2の順序入れ替えが可能な場合、 そもそもVP1-VP2 と VP2-VP1 の間には差異があ

るのか 、 あると す れ ばどのような差異か。 まず考えられることとして、 主要部 先行型のベトナ

ム語 におい ては、 前者の場合VPl 、 後者の場合 VP2 が主要部となる主従関係が想定される。 一

方 、順序入れ替えが可能である事実その ものが、VPl と VP2の等位性を 示唆する可能性もある。

以下では先 ず、 そ れぞれの表現の主要部を確定することの 可能性につい て議論し、 次いで、 当

該の VPl と意味・形式両面におい て強い 関連性を有 する 一群の動詞が、 動詞連続内でいか に振

る舞うかを分析し、 意味 的、形式的関連性を有しながらも異なるグル ー プを成す VPl の間の差

異 につい て考察する。

2. VP1-VP2 の順序入れ替え可能性

まず、「付帯」の意味を表す (3)の諸例を例 に、 順序入れ替えの可能性につい てVPI の動詞の

特徴を基準に考察する。 (3)の諸例の中で、 順序入れ替えができな い VPI の動詞（句）を改めて

列挙すると 、C成州肋6c「笑う ／泣く」、 ng6i/d血gin恥l「座る ／立つ／寝る」、 d碑m如g「壁にもた れ

る」、 m�cao d紺「アオザイを着る」、 deokinh「メガネをか ける」、 d◊i n6n「菅笠をかぶる」、 vac

h軸ly「荷物を担ぐ」、 mang du「傘を持 つ」， dua con「子を連 れる」， nh狛l ill紅「目を閉じる」

となり 、 入れ替え可能な VPl の動詞（句）は、 &nha「家にいる」、 im I抽g「黙る」である。 前

者の動詞 はすべてが動態動詞であると 同時 に、 (2)c．に示され た変化の結果維持を表す動詞（例：

姿勢変化 、 着脱を表す動詞）及び継続動作を表す動詞である。 一方後者 は数が限られるが、 い

ずれも静態動詞であることがわかる心

以上を主な基準として、 VP1-VP2の順序入れ替えが可能な動詞連続の例を収集する。 本稿で

は、 Nguy€nNh�t 知hの小説 Toi thdy hoa vang tren co xanh.「青い草の上 に黄色い花を見つけ た」

(Nh恥u紅b細 Tre, 2016) の中から、 まず「付帯」表現の例を収集し、 その中から分析対象とな

る例を 一 部 前後の表現を簡略化したり語句を入れ替え たりしつつ収集する。

上記の基準 に従い 、「付帯」諸例の中で、 VPl が静態動詞である典型例を以下 に示す。
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(5) Toi h6i h◊P nhin chu詞n.

私 ドキドキする 見る ダンおじさん

「私はドキドキしながらダンおじさんを見た」

(5)の場合、VP2 の動詞がどのような主語の心理状態で遂行されるかを VPl が表していること

となるが、 このような場合 VPl と VP2 の順序を人れ替えた(6)が可能となる。

(6) Toi nhin chu珈n h6i h(lp. 

私 見る ダンおじさん ドキドキする

「私はドキドキしながらダンおじさんを見た」

また、(7)の例は、 VPl が動作を遂行する際の主語の心理状態や態度を表すのではなく、 動作

を遂行する際の様態をより視覚的に表現する例である。 この場合にも VPl と VP2 の順序入れ

替えが可能である。

(7) Hai cha 
, ．  con cam cm 

2 父 子 黙々とする

「二人の親子は黙々と稲刈りをした」

g�t. 

刈る

(8) Hai cha con g�t cam cui. 

2 父 子 刈る 黙々とする

「二人の親子は黙々と稲刈りをした」

以上のように、 VPI と VP2 の順序入れ替えが可能な典型例においては、 VP2 の動作を主語が

遂行する際の心理状態、態度、及び視覚的様態を、静態動詞 VPI が表現している例と言えよう。

そこで、 以下では VP1-VP2 及び VP2-VP1 それぞれの表現における主要部の認定が可能か否か

の問題について考察する。

3. 主要部認定の可能性

VPl と VP2 の順序入れ替えが可能ということは、 VPl と VP2 の間に主従関係がなく、 あく

まで対等な関係である可能性がある。 一方、 主要部先行型のベトナム語においては、 先行する

要素が主要部である可能性も高い。そこで、いずれの要素が主要部であれるかの検証を試みる。

従来動詞連続の主要部認定には様々な要素との共起可能性とその意味的差異がテストされてき

たが、本稿では特に、 動きや状態が「最中」であることを表すアスペクト形式 dang との共起関

係、 及び対応する疑問文や連用修飾表現への言い換え可能性を通じて、 統語的・意味的両側面

から VPl と VP2 の関係について考察する。
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3.1. dang の作用域

三上 (2015) では、動詞連続 を成す個々の要素の様々な意味 を抽出する際に、dang を付加し、

その作用域が VP! と VP2 に及ぶ場合、 「方法」あるいは 「付帯」の意味であることが指摘され

ている。 例えば、 (9)は VP! を me （夢中になる）、 VP2 を h9ctiもngNh�t （日本語を勉強する） と

する広義の動詞連続の一例であるが、 付加された dang の意味は明らかに VP! のみに作用して

いることがわかる。

(9) N6 dang me h9c tieng Nh�t. 

私 ＜最中＞ 夢中だ 勉強する 日本語

「あの子は日本語の勉強に夢中だ」

それでは、 上に見た VP1-VP2 の序列 を成す諸例において、 共起した dang の作用域について

以下に見る。

(10) Toi dang h6ihQp nhin chuDan . 

私 ＜最中＞ ドキドキする 見る ダンおじさん

「私はドキドキしながらダンおじさんを見ていた」

(11) Hai cha con dang caCm eu, l ． g且t.

2 父 子 ＜最中＞ 黙々とする 刈る

「二人の親子は黙々と稲刈りをしていた。」

(10)と(I1)はそれぞれ(5)と(7)に「最中」を表すアスペクト形式 dang を付加したものであるが、

これらの文における dang の作用域は、 いずれも VP! と VP2 の両方に及んでいることが明らか

である。 これは VPI-VP2 の序列においては、 それぞれの動詞句が統語的に対等の関係にある可

能性を示唆する例と言える。 一方、 dang を残したまま VP] と VP2 の順序を人れ替えた以下の

例 をみる。

(12) Toi dang nhin chu珈n h6i hQp. 

私 ＜最中＞ 見る ダンおじさん ドキドキする

「私はドキドキしながらダンおじさんを見ていた」

(13) Hai cha con dang giJ_t ⑳mcui. 

2 父 子 ＜最中＞ 刈る 黙々とする

「二人の親子は黙々と稲刈りをしていた。」

これら VP2-VP1 の序列においては、 dang の作用域が VP2 に限定される。 つまり、 VP2-VP1

の序列においては、 統語的な主要部が VP2 に限定される可能性が高い。
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3.2. 疑問文、 連用修飾表現への言い換え

次いで、意味的側面から主要部を探るべく、VPl、VP2 それぞれの内容を問う疑問文への言

い換え可能性 、つまり、VP1-VP2の場合、VP1 + chuy�n gi「こと＋何」、VP2-VP1の場合、VP2

+nhu thもnao「 どのように」への言い換え 、 及び連用修飾表現への言い換え可能性について 見

る。

3. 2. 1. chuy�n gi?疑問文

例えば、(14)の例は(5)のVP2の内容(nhinchu D釦「ダンおじさんを見る」）を問う疑問文で

ある。 ここでは、 あ えて chuy�ngi「 何のこと」という名詞句で問うてみる。 これをlam gi「 何

をする」に憧き換えると 、 全ての例において疑問文への言い換えが可能であるが 、 敢えて名詞

句で問うことにより、「v+o」の形でVP!の主要部性を浮き立たせることが可能となるからで

ある。 その言い換えが可能であれば、VPI-VP2におけるVPlも主要部としての意味的特徴を有

する可能性が示唆される。

(14) May h6i hQp chuy�n gi ? 
お前 ドキドキする こと 何

「お前は何にドキドキしていたの」

一方、(7)のようなVP2の動作を遂行する際の様子を視覚的に表現するVPlの例は、1如1 gi? 

疑問文への言い換えが可能であっても 、chuy�ngi?疑問文への言い換え は不可能である。

(15) * Hai cha con c血cui
2 父 子 黙々とする

「二人の親子は何を黙々としたの」

3. 2. 2. nhu th� nao?疑問文、 mqt each構文

chuy�n gi ? 
こと 何

次いで、VP2-VP1の序列を有する(6)と(8)にそれぞれ対応する(16)と(17)の疑問文を見る。 こ

こで想定されるVPlとVP2の関係は、VP2に対して 、VPlが連用修飾要素として機能する場

合である。 いずれの場合も(6)と(8)を答えとする疑問文として 問題なく成立する。

(16) May nhin chu Dan nhu the nao? 
お前 見る ダンおじさん どのように

「お前はどのようにおじさんを見たの」

(17) Hai cha con gi:it nhu the nao? 
2 父 子 刈る どのように

「二人の親子はどのように稲刈りをしたの」
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一方、 ベ トナム語には静態動詞にm9t each「1十方法」を前置し、連用修飾表現を作る構文

が存在する。そこで上記の例に対し、下記(18)の要領で m9tcach構文への言い換え、つまりVPl

をVP2の連用修飾要素にすることが可能かどうかを見る。 まずは、(5)の類の例について見る。

(18) Toi nhin chu D細 m9t each h6i h9p. 

私 見る ダンおじさん ドキドキする

「私はドキドキしてダンおじさんを見た。」

以下にVP1-VP2の順序入れ替えが可能で、 且つm◊t each構文への言い換えが可能な例を列

挙する。

(19) a.ch細rai giai thich 

じっくり 説明する 「じっくりと説明する」

⇒ giai thich ch細点i giai thich m9tcach ch細点i

b. v◊ i v却g giai thich 

急ぐ 説明する 「急いで説明する」

⇒ giai thich v(ii V却g giai thich m{,tcach VQi V如g

C. th徊tr9ng timki如m

慎重な 探す 「慎重に探す」

⇒tim kie
’ 

m th細tr9ng ＝ tim ki€m m◊t each th徊trc;>ng

d. ng;,i.c nhien nhin toi 

驚く 見る 私 「驚いて私を見る」

⇒nhin toi ngi.ic nhien = nhin toi mc)tcach ng�c nhien 

e. l紐, th却, ngh1' 

ぼけっとする 考える 「ぼけっと考える」

⇒ngm l釦th釦 ngh'i m◊t each l釦th釦

f. h狛g ha i tie
’ 

nlen 
せっせと 前進する 「せっせと前進する」

⇒tie
＇ 

n Jen hang ha i tie
’ 

n len m(>tcach h紐g ha i

g. h血gthu bi�ud話n

やる気満々の 演奏する 「やる気満々で演奏する」

⇒biもudi�n h血gthu b誌udi8n m9tc紐h h血gthu

h. maime Kも

夢中になる 話す 「夢中になって話す」
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i. sung su如g

嬉しい

nhln 

見る

n6 

それ

⇒nhln n6 bay Jen sung su6ng 

J. say sua 

夢中になる

⇒d9c sach 

k. to mo 

興味津々

⇒quan sat 

I. h如h6

d9c 

読む

say sua 

quan sat 

観察する

tomo 

nhay 

sach 

本

うきうきする

⇒nhay 

跳びはねる

h伽 h6

m. ben len 
もじもじする

⇒ke 

’ 

n. nan n6t 

丁寧な
., 

=) viet hai cau tha 

k6. 

話す

benlen 

’ 
・ ＾v1et 

書く

nan n6t 

k ,  0. ap ung h6i 

しどろもどろの問う

⇒hdi lai 

p. J'\lt re 
おずおずする

⇒nhin la th11 

q. van va 

ぼんやりした

⇒nghI 

r. sq hai 

怯える

⇒ng6 

k ,  s. am uc 

ng6 

見る

nhau 

怒りを抑える

⇒da p 

ap ung 

nhin 

見る

rvt re 

nghT 

考える

van va 

nhau 

互い

so hai 

dip 
答える
k ,  am uc 

hai 

2 

lai 

来る

la thu 

手紙

bay !en 

飛び立つ「うきうきしながらそれが飛び立つのを

nhin n6 bay !en m9t each 

「夢中になって本を読む」

d9c sach m◊t each 

「興味津々観察する」

quan sat m9t each 

suong su伽g

say sua 

tomo 

「うきうきしながら跳びはねる」

nhay m(\t each h如ha

「もじもじしながら話す」

k€ m(>t each ben !en 

ciiu tha 

文 詩 「丁寧に2行の詩を書く」
’ 

viet hai ciiu tha m9t each n知n6t

「しどろもどろになりながら問い直す」

hoi !;;ii m9t each ap ung 

「おずおずしながら手紙を見る」

nhin la thu m9t each rvt re 

「ぼんやりと考える」

nghI m9tcach 

「怯えながら互いを見る」

ng6 m9t each 

＾ van va 

sqhai 

「怒りを抑えながら答える」

dip m<)tcach 且muc
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t. thich thu nghe 

興味を抱く 聴く

⇒nghe thich thu 

「興味深く聴く」．．．

nghe m9t each thich thu 

一方、(7)の類 の様に、 VP1-VP2の順序入れ替えは可能であるが、 mf)tcach構文への言い換え

が不可能な場合がある。

(20) Hai cha con C r • cam cul 
2 父 子 黙々とする

「二人の親子は黙々と稲刈りをしていた。」

gi[lt. 

刈る

(21) Hai cha con gi[tt camcui. 
2 父 子 刈る 黙々とする

「二人の親子は黙々と稲刈りをしていた。」

(22) * Hai cha con gi;tt m(lt each cam cui. 

2 父 子 刈る

「二人の親子は黙々と稲刈りをしていた。」

黙々とする

これらm9t each 構文への言い換え不可の場合は、(7)の類と同様、 より視覚的な動作や状況

を表す場合である。 以下その例を列挙する。

(23) a. Jui cui gi;tt 
黙々とする 刈る 「黙々と刈る」

⇒g�t luicui ／ *g�t m9t each luicui 

b. xfun xft xem 

ひしめき合う 見る 「ひしめき合って見る」

=xem xum xit I *xem m9t each luicui 

c. cMpch畑 bay 且Il V面 matroi 

見え隠れする飛ぶ混じると 火の玉 「火の玉と一緒に見え隠れしながら飛ぶ」

⇒bay!釦vai ma tai ch�pch如 ／ ＊bay Jin v&i ma tai mqt each ch�p ch如

d. len !en di 

そっと 歩く 「そっと歩く」

⇒di !en Jen ／ *di m9t each !en ]en 

e. se ｀ se phui chan 

そっと 埃を払う 足 「そっと足で埃を払う」

⇒phui ch釦 se ｀ se *phui chan m9tcach se ｀ se 
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f. r6n ren 

そっと

⇒ chuiv6 

、 、

chui vo 

潜る 入る
, ,  ron ren / 

g. ham ham x6 cua 

カンカンになる 強く押す 戸
｀ ｀ 

⇒ x6 cua hfun h釘n / 

h. l細let 庫c

恐る恐る ちらっと見る

⇒ lie' c l細let ／ 

i. thut thit kh6c 

しくしく 泣く

⇒ kh6c thut thft I 

j. ba
，

t tha
、

n d9i vao 

突然 こだまする 入る

⇒ d(li vao tai ba't th釦` ／ 

「そっと潜り込む」

*chui v6 m9t each ' '  ron ren 

「カンカンに怒りながら戸を押し開ける」

*xo cua ml)t each 

「恐る恐るちらっと見る」

*Iiさc m9t each 

「しくしく泣く」

*kh6c m9t each 

tai 

｀ ｀ 

hamh細

l細let

thut thit 

耳 「突然耳にこだまする」…

*d<)i vao tai m<)t each b紅 th細

ここで重要なことは、mi;itcach 構文への言い換えが不可の場合のほとんどが、chuy�ngi？疑問

文への言い換えも不可である点である。

chuy�ngi？疑問文への言い換え可能性は、VP! の表す状態がどの程度視覚的に明確で具体的で

あるかに関係すると考えられる。 つまり、 言い換え可能な場合は、その表す状態が視覚的では

なく、「何のこと」についてそのような状態なのかを補語として取る可能性があるのに対し、言

い換え不可の場合は、mi;it each 構文への言い換え不可の場合と同様、 その表す状態が視覚的に

はっきりしており、 敢えてそれを問う必要がない場合と考えられる。

以上より、一見主要部性に差異があるように見える(5)と(7)の諸例であるが、その差異は個々

の語彙の持つ意味的特徴からくる差異に過ぎないと言えるであろう。

因みに、chuy�ngi？疑問文への言い換えが可能な場合、それに対する応答文は、例えば、例文

(23)の場合、 以下のような答えが可能となる。

(24) Toi h6i hQp chuy�n nhin chu 枷n.

私 ドキドキする こと 見る ダンおじさん

「私はダンおじさんを見ることにドキドキしている。」

この文は、形式上 Vl と VP2 の間に名詞 chuy�n （こと）を挿入した形となっており、 やはり

「V+O」 の形で主要部としての特徴を明示する例である。
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また、 ch細 riii （じっくり）、 v9iv却g （急ぐ）、 th徊 tr9ng （慎重な）、 ngf.).c nhien （驚く）、 h紐g

hai （せっせこ）、 h(rngthu （やる気満々の）、 maime （夢中になる）、 sungs曲ng（嬉しい）、 saysua

（夢中になる）、 h如 h6 （うきうきする）、 thich thu （興味を抱く）に関しては、直接動詞句 VP2

に前置するほか、 前置詞 v面（～と）を介することも可能である。 さらに、 to mo （興味深々）、

細如（しどろもどろの）に関しては、直接動詞に前置する他、 2 つの前置詞vai(～と） あるい

はvも（～について）を介することも可能である。

以上より、意味的側面から は、 VPI-VP2 の場合、 VPI のみが主要部となりうること、 VP2-VP1

の場合、 予測通り VP2が主要部となりうる点を指摘する。

4. 関連表現

ベ トナム語を含む複数の言語の動詞連続を包括的に取り上げた Bisang (1991)は、 広義の動詞

連続の3分類、 1. consecutivization （連接）、 2. modifying verb serialization （修飾的動詞連続）、

3. subordinating verb serialization （従属的動詞連続） を示した上で、 ベ トナム語の従属的動詞連

続の一つとして、 以下の例を挙げている。

(25) Anh §.y v9i Vも nha.

彼 急ぐ 帰る 家

「彼は急いで家に帰った。」

つまり、 VP2 (v�nha 「家に帰る」） は VPl の動詞(VQi 「急ぐ」） の目的語(object) と解釈さ

れ、 mufin （欲する）、 cfi g細g （頑張る）等と同様に、 従属的動詞連続の VPlに相当する要素と

考えられている。

ところで、 上記(19)b．としてv9iv却g 「急ぐ」が見られる。 この形式は(25)に見える VQi を基礎

とした畳語(reduplication) であり、 いずれも動詞連続の第一要素として生起した例 ということ

になる。 改めて、 以下の 2 文を見たい。

(26) a. Toi v9^ 1•van、 g vi�t bai . 

私 急ぐ 書く 文章

「私は急いで文章を書く。」

b. Toi V9^ 1 • vi�t bai. 

私 急ぐ 書く 文章

「私は急いで文章を書く。」

これら 2 文 はいずれもVP1-VP2 の順序入れ替えが可能であり、尚且つ(24)と同様 VPl +chuy�n 

+VP2 への言い換え も可能である。

(27) a. Toi vi�t bai VQi V却g.
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(28) 

私 書く 文章 急ぐ

「私は急いで文章を書く。」

b. Toi viet bai v◊i. 

私 書く 文章 急ぐ

「私は急いで文章を書く。」

a. Toi v(li vang chuy�n viもt

私 急ぐ こと 書く

「私は文章を書くことを急ぐ。」

b. Toi v9^ 1 • chuy¢n viet 

私 急ぐ こと 書く

「私は文章を書くことを急ぐ。」

bai. 

文章

bai. 

文章

一見、 何ら差異のないように見える 2 文であるが、 3.1 と同様 dang の作用域を見ると、 それ

らの間の差異が明らかとなる。

(29) a. Toi 

私

dang vi_\i v抑g vi�t bai. 

＜進行＞ 急ぐ 書く 文章

「私は急いで文章を書いている。」

b. Toi 

私

dang v◊i 
＜進行＞ 急ぐ

遥t bai. 

書く 文章

「私は文章を書くことを急いでいる。」

(29)の例の場合、 a．は確かに dang の作用域は VPI と VP2 両方に及んでいるが、 b．においては

明らかに VP! のみである。つまり a．の例は「付帯」を表す動詞連続であるが、b．は Bisang (1991) 

の指摘する通り、 VP2 (vi�t bai 「文章を書く」）が VPI (v9i 「急ぐ」）の目的語であり、 そのた

めに、 dang の作用域が VPl のみにしか及んでいないと考えられる。

以下(30)に、第 3 節で紹介した VPl としての各種静態動詞の中で尺対応する一音節語が存在

するものを列挙する。

(30) a. v◊i vang v9^ 1 • 

急ぐ 急ぐ

b. mai me me 

夢中になる 夢中になる

c. no＾ n nao n6n 
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焦がれる 焦がれる

d. thfch thu thich 

興味を抱く 好む

e. sqhai sg 

怯える 恐れる

f. lo I細g lo 

心配する 気に掛ける

g. maime ma，l 

夢中になる 専念する

h. len len l6n 

そっと そっと

但し、 以上の各語が動詞連続の VPI となる時、 a. v9i （急ぐ）と h.len （そっと）のみが、 VP2

との順序入れ替えが可能で、 それ以外はすべて入れ替えが不可である点を指摘しておく。 そこ

で、 3.1 の方法で dang の作用域を見ると、 (31)の【 】内の通りとなる。

(31) b. Chu dang mai me 

おじさん＜進行＞夢中になる

Kも

話す

「おじさんは夢中になって話している。」

【dang の作用域 VPI, VP2】

N6 dang me dqc sach. 【VP!】

あいつ ＜進行＞夢中になる 読む 本

「あいつは読書に夢中になっている。」

c. O
＾ 

ng dang no＾ n nao chb dqi. 

お爺さん＜進行＞焦がれる 待っ

「お爺さんは待ち焦がれている」

N6 dang n6n vも

あいつ ＜進行＞ 焦がれる 帰る

「あいつは帰りたがっている。」

d.N6 dang thfch thu nghe. 

あいつ ＜進行＞ 興味を抱く 聴く

「あいつは興味深そうに聞いている。」

N6 dang thfch nghe nh�c. 

あいつ ＜進行＞ 好む 聴く 立日洋本白＜
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「あいつは音楽にはまっている。」

e. Hai d(ra dang sqhai ng6 nhau. 【VPl, VP2】

2 子 ＜進行＞ 怯える 見つめる 互い

「二人ぱ怯えながら見つめあっている。」

Hai dua dang sq g�p quai v�t. 【VP! 】

2 子 ＜進行＞ 恐れる A云�？ 怪物

「2 人は怪物に出くわすのを恐れている。」

f. N6 dang loぽng theo doi tlnh hinh. 【VPl, VP2】

あいつ ＜進行＞ 心配する フォロ ー する

「あいつは心配そうに状況を見ている。」

N6 dang lo lam釦．

あいつ ＜進行＞ 気にかける 生計を立てる

「あいつは生活のことを気にかけている。」

g. Chu dang mai me 

おじさん＜進行＞夢中になる

Kも

話す

「おじさんは夢中になって話している。」

N6 dang mai I細釦．

状況

あいつ ＜進行＞ 夢中になる 生計を立てる

「あいつは一生懸命生活している。」

h. N6 dang !en !en di. 

あいつ ＜進行＞ そっと 歩く

「あいつはそろそろと歩いている。」

N6 dang !en ma thu ra. 

あいつ ＜進行＞ そっと 開く 手紙 出る

「あいつはそっと手紙を開けている。」

【VPl】

【VPl, VP2】

【VPl, VP2】

【VPl, VP2】

【VPl, VP2】

l 音節語の場合 dang の意味が VPl にのみ及ぶものが主流であるが(a, b, c, d, e, f)、 VP2 にも

及ぶものがあることがわかる (g, h) 。 VPI のみに及ぶ場合は、 上述の通り VP1-VP2 が「V+O」

の関係となり、 したがって VPI が主要部と認定できる可能性が高い。 一方 VP2 にまでその作用

域が及ぶ場合には、 1音節語であっても「付帯」の意味を維持していることになる。

また、 dang の作用域が VPI のみに及ぶ場合、 (32)のような chuy�n gi？疑問文への言い換えや、

更には、 (33)のように VP2 の主題化が可能であることから、 それが統語的にも意味的にも主要
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部であることを示唆している。

(32) May v◊i chuy�n gl ? 
お前 急ぐ こと 何

「お前は何を急いでいるんだ。」

(33 ) Viしt bai thl n6 dang v◊i. 

書く 文章 ＜主題＞ あいつ ＜進行＞ 急ぐ

「文章を書くことは、 あいつは急いでいる。」

ただしv9i「急ぐ」に関しては、 (31)の1音節語でdangの作用域がVPlのみに及ぶ例の内、

唯一VP1-VP2の順序入れ替えが可能であり、「付帯」的意味も兼ね備えている可能性がある。

以上、 動詞連続の中で、「付帯」の意味を持つ例の中でも、 VPlとVP2の順序入れ替えが可

能なものに特徴的な2音節語の特徴を分析し、 それがreduplicateされた語彙あるいは1音節語

同士の複合語である場合、その基礎となる1音節語の特徴も合わせて分析した。その結果、1音

節語がVP1-VP2のVPlとなる場合には、 VPlとVP2の間に主要部性に関し明らかな差異があ

る場合が主である点を指摘した。 以上をまとめたものが(34)である。

(34) 

5. おわりに

VP!（静態動詞） VPJ-VP2 VP2-VPI 

dangの作用域 VP1-VP2 VP2 
VP! (2音節）

意味的主要部 VPl / (VP1-VP2) VP2 

VPl (1音節）
dangの作用域 VP!/ (VPI-VP2) 

意味的主要部 VPl / (VP1-VP2) 

(VP1-VP2): 一部の例で主要部がVP!, VP2のいずれかに確定できないことを

示す。

本稿では、 三上(2015)によるベトナム語動詞連続の意味分類のうち「付帯」表現を取り上

げ、 特にVPlとVP2の順序入れ替えが可能な諸例について考察した。 まず当該諸例のVPlは

静態動詞であり、 VP2の動作を主語が遂行する際の心理状態、 態度、 及び視覚的様態を表現し

ていることを示し、 当該表現の主要部認定の可能性について考察した。
一方、「付帯」表現のVPlとして生起する静態動詞は、 音韻的特徴として通常2音節からな

る語であるが、 それがreduplicationあるいは1音節語をベースとする複合語の場合、 その元と

なる1音節語が、 動詞連続の中で2音節語とは異なる振る舞いをすることが観察された。 つま

り2音節語の場合、VP1-VP2の序列において、いずれが統語的主要部かを決めることが難しく、
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等位関係にある可能性が高いのに対し、 1音節語の場合、 明らかにVPlが主要部と認定可能で

ある。 この差異を生み出しているのは、 形態的に関係のある2種の静態動詞の差に起因するも

のであるが((30)を参照）、1音節語は後続する動詞を補語とする傾向が強く、2音節語の場合は

後続する動詞と等位関係を成す傾向が強いということにある。 そのような差異を生み出す静態

動詞のペア ー の意味的差異については稿を改めて考察するとし、 ここでは本稿で新たに見いだ

されたその現象を指摘するにとどめる。
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1但し、 括弧内の「語彙的意味と自立性を有している」に関しては、 扱う形式の語彙的意味に

より、 自立性に関して濃淡の差異がありうるので、 場合によっては自立性の低い形式も対象と

することを断っておく。

2本稿作成に際しベトナム語母語話者としてご協力頂いたコンサルタント (27歳、 ホ ー チミン

市出身、 女性） によると、 そこに挙げられたn珈1tay Mai nhin Mai（握る＋手＋マイ ・ 見る＋マ

イ）「マイの手を握ってマイを見る」は、 VPlとVP2 の間に、 書く際にはコンマ（，）、 あるいは

r6i（それから） を人れた方が自然とのことで、 2 つの動詞句間の関係が薄い可能性がある。 ま

た、 sayrugu lai xe（酔う＋酒 ・ 運転する＋車）「酔っ払い運転する」は表現自体容認できないと

のことなので、 本稿ではひとまずこれら2例を対象からは除くこととする。

3本稿では、 三上(2016) に従い、 ベトナム語の動詞が「動態動詞／静態動詞」に2分される
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ものと考える。

4 (30)c. non nao は VP1-VP2 の順序入れ替えができないので、 第 3 節では取り上げていないが、

本節ではそれらも含めて考察対象とする。 ch釦J rai （ゆっくり）に対し 1 音節語 ch徊l （ゆっく

り）があるが、 後者は「付帯」表現の動詞連続の中で、 VPI となることがないので対象外とす

る。
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はじめに

クメ ール語 1 では、複数の動詞句が、動詞間の関係を明示する標識を介在させることなく

配列される文が頻出する。先行研究中では、おおむね、文脈は考慮せず、具体的な意味を

もつ動詞2語の連続[Vl+V2]に限定して、どのような種類の動詞がどのような語順で配列さ

れるか、否定辞が前項動詞[Vl]と後項動詞[V2]のいずれに付加されるか、あるいは、前項動

詞[Vl]と後項動詞[V2]が動作の主体や対象を共有するか否かによって、 分類している巳

しかし、 実際の言語使用においては、2語の動詞が直接連続するとは限らず、動詞の間

に否定辞や補語となる名詞（句）が介在することがある。さらに、 同じ動詞が連続してい

ても、前後の文脈を考慮しない限り動詞の間の意味的な関係が理解できないこともある。

[Vl+V2]の連続に限定せずに収集した資料の文脈中で動詞句の連続がどのような特徴を

もつかを検討すると、 以下の3点の問題が生じる。まず、[Vl]と[V2]が補語を共有していて

も、2つの動詞の間に補語である名詞（句）が介在できる場合とできない場合がある。次

に、同じカテゴリ ーの動作を表す動詞が[Vl]の位置にある場合に、語順の入れ替えが許され

る場合と許されない場合がある。さらに、他者の行動を促すような動作を表す動詞が[Vl]

の位置にある場合にも、標識として使役を表す動詞が必要となる場合とならない場合があ

り、[V2]が表す動作の主体が形式的な手掛かりからのみでは特定しがたいことがある。以下

に具体的な例をあげて述べる。

まず、動詞が直接連続し補語が続く[Vl+V2+N]と、動詞の間に補語である名詞が介在する

[Vl+N+V2]とを比べる。[Vl]と[V2]が補語を共有していても、補語の位置は自由ではなく、

以下の例(1, 2)は、 それぞれ、[Vl+V2+N]か[Vl+N+V2]かいずれかの形でしか表せない。

(la) kat ceJlcram b:inlae [Vl+V2+N] 

(lb)* 

(2a)* 

(2b) 

切る 刻む 野菜

く野菜をみじん切りにする＞

kat b:inlae ceJlcram 

切る 野菜 刻む

kat pぬK ?aav 

切る 着る 服

kat ?aav pぬk

切る 服 着る

く着るために服を仕立てる＞

[Vl+N+V2] 

次に、 「立つ」、 「座る」 という身体動作を表す同じカテゴリ ーの動詞が[Vl]の位置にある

場合に、 語順の入れ替えが許される場合と許されない場合の例をあげる。例(3a, 4a)は、

いずれも[Vl]が飲食の際の姿勢（座っているか立っているか）を示しているように見えるが、

語順を入れ替えた例(3b)では、／？叩koj/＜座る＞を[V2]の位置に置くことはできない。
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(3a) ?:i!Jkoj phgk 

座る 飲む

く飲みながら坐っていた3> (CKK) 

(3b)* ph<>k ？叩koj

飲む 座る

(4a) chぷa phak 

立
＇

つ 飲む

く飲みながら立っていた＞

(4b) phgk chう3

飲む 立
＇

つ

く立ち飲みする＞

さらに、次の例(5, 6)は、他者の行動を促す意味をもつ動詞が[VI]の位置にある場合に、

標識として使役を表す動詞／？aoj／が必要でない場合と必要 となる場合の例である。 動詞句が

連続する際に、[VI]と[V2]が動作の主体を共有せず、[Vl]の動作の対象を表す補語が[V2]の

動作の主体を表す連続については、Bisang(l 991)、Haiman(2011)、Self(2014)でそれぞれその

存在が指摘されている。 以下の例(5, 6)では、どちらの[VI](/prap/＜告げる＞とlb3J1Cぬ／

く命令する＞）も対象者に次の動作を命じる種類の動詞であるが、例(5)では、動詞句が

直接連続するのに対し、例(6)では、[V2]は使役を表す標識のI?aoj／が必要である。

(5) b;it prap kuulii laan mni:;ik fa:ik vaaliih 

(6) 

彼女 告げる 雑用係 車 一人 運ぶ 旅行鞄

く彼女は鞄を運ぶようバスの係の人に言った＞ (PSP) 
?3nkaa b3J1Ceg ?aoj ni:;ik coml)UJUI proh tf:Jl) 7::ih ceJl pii mうntii p姪t

組織 命令する（使役） 病人 男性 全員 出る から 病院

く革命組織は男性患者全員に病院から出るよう命令した> (NRK) 

本稿では、複数の動詞句が連続する文について、文脈のある用例 から考察する。 以下、

まず、研究対象とする動詞句の連続の特徴について概観する。 次に、2つの動詞句の連続

を取り上 げ、継起的な事象を表すか否かによって分類した後、[Vl]と[V2]が主語（動作の主

体）や補語（動作の対象）を共有するか、否定辞が[Vl]と[V2]のいずれに付加されるか、諾

否疑問文に対する1語返答が[Vl]と[V2]のいずれによって可能であるか、語順を入れ替えて

も文の意味が変わらないかを検討する。 その上で、どのような動詞がどのような配列順で

並ぶ連続が可能であるか、また、動詞句が表す2つの事象の意味関係はどのように特定さ

れるか、例(1-6) にあげた3点を中心に検討するt
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1 研究方法

本章では、 2章以降で述べる動詞句の連続の分析にかかわる間題点を整理する。

1. 1 動詞

クメ ール語は形態上の特徴による品詞分類を行うことができない。 本稿では、単独で用

いることができ、また否定辞を付加できる動詞や名詞は実詞であると考え、付属語である

助詞と区別しておく。 基本的に、助詞は実詞に前置される。 本稿で分析対象とする「動詞」

は、Huffman (1967: 164-175)の「述語」の定義を応用し、否定辞／mUln/を直接前置できる

厨とする。 否定辞としては、文体によって／mUln/の代わりに現れる／？3ti、/porn／も同様に扱

う 否定辞／mUln／を直接前置できない／llUll)/<～するつもり戸＞ 6- 、/k3mponI<～している＞

は動詞句の連続の要素として扱わない。 完了を表す/ha;ij／くてしまう＞、／ruoc/＜終わる＞

/srac/＜終わる＞や、I?3h/く尽きる＞や、可能を表す／baan/く得る＞は不随意動詞とみなす。

語彙的に組み合わせが定まっている 随伴語 8 との連続は、本稿では扱わない。

先行研究中で、意志性、随意性と呼ばれる性質は、本稿では、その動詞が表わす動作が、

動作の主体の意思によって制御可能なものか否かという性質であると考え、以下、 随意動

詞と不随意動詞と呼ぶ 9
0

1. 2 動詞句の連続と接続語

本節では、動詞句の連続と接続語の介在の可能性について述べる。 まず、以下に、 2つ

の動詞から構成される例(7a, 8, 9)をあげる。

(7a) k33t ?3nkOj tr33baom c31JK31J 

(8) 

(9) 

彼女 座る 抱える 膝

く彼女は膝を抱えて座っていた＞

l:'lk jう:ik prak 

売る 取る 金

く（彼は家財や田畑を）金を手にするために売った＞

kj:,l pjuh baok lee 

嵐 叩く 沈む

く（その船は）嵐にあって沈んだ＞

(PSP) 

(PSP) 

(PSP) 

動詞間の意味的な関係としては、例(7a)では、[V2]/tr⑳baom/<（膝を）抱える＞は

[VI]／？叩koj/＜座る＞の様態を、例(8)では、[V2]/jう3k/く手にする＞は[Vl]/1:ik/く売る＞の

目的を、例(9)では、[V2]/lec/＜沈む＞は[VI]/baok/く叩く＞の結果を表していると考えら

れる。

クメ ール語の文には、様態や手段を表す／daoj／くで＞、 目的を表す／da::,mb.ij／くために＞、

接続を表す／tさgp/＜そうすると＞やlk鉗くすると＞という語が存在するが、例(7a, 8, 9)に

示したように、[VI]と[V2]の間に常にそのような標識が用いられるわけではない。例(7a, 8, 
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9)の[Vl]と[V2]の間に標識となる語を入れてみた場合、例(7a)は／daoj／くで＞を付加する

ことはできない。例(8)は／daambaj/＜～ために＞を付加することにより[V2]が表す 「金を

手にすること」は単なる予定にすぎなくなり生起しない可能性が強くなる。例（9)は／taap/

くそうすると＞を付加することにより、[Vl]と[V2]の因果関係が明示される。また、目的を

明示する語と接続を表す語のどちらも介在可能な連続もある。 このことから、標識のない

動詞句の連続は、単に接続語が省略された文とは考えられない。

また、 以下の例(10)でも接続語を入れることにより、 意味が変わる。 動詞を連続させ

た例(10a)は、 「瞬される可能性がある」という一般的な警告だが、接続語JkのIくすると＞

を入れた例(10b)は、 「必ず瞬されるという結果になる」と解釈される。

(10a) j�al) klaac ?aeIJ ぬV pnom pe.)1 

(10b) 

1. 3 

我々 恐れる あなた 行く （地名）

tr::iv kee tv�::) baap 

当たる 他人 作る 罪

くあなたがプノンペンに行ってだまされるかもしれないのが心配だ＞ （SBY) 

ja;:ilJ kl征C ?aeq tav pnom peJl 

我々 恐れる あなた 行く （地名）

k33 tr.iv kee tv如 baap 

すると 当たる 他人 作る 罪

くあなたがプノンペンに行くと、だまされるので心配だ＞

動作の主体と対象

動詞句が連続する際に、[Vl]と[V2]の動作の主体と対象は、共有される場合とされない場

合がある。[V1]が随意な動作を表さない場合には、その動詞の表す状態の 「経験の主体」と

する方が適切であろうが、煩雑さを避けるため、本稿では以下、「動作の主体」としておく。

また、動詞の補語は、 直接目的語と間接目的語をあわせて、 「動作の対象」としておく。

[Vl]と[V2]の動作の対象は、例(11)のように共有される場合と、例(12)のように共有

されない場合がある。 また、 クメ ール語の動詞は、 基本的に同時に補語を1つしかとらな

い ° が、例(13)では、[Vl]/kcaj/＜借りる＞の補語として、/prak/く金＞とlb四Iく銀行＞

の2つの名詞が現れている。

(11) teJ1 baaj can ?aasraj 

買う 飯 中国 摂取する

く中華料理を食べようと買った＞ (PSP) 

(12) teJ1 srav dak tuuk 

買う 籾 置く 船

＜船に積もうとして籾を買った＞ (PSP) 
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(13) bat kcaj prak b呵 teJ1 srav 

彼 借りる 金 銀行 買う 籾

＜彼は籾を買うのに銀行から金を借りた＞ (PSP) 

[Vl]と[V2]の動作の主体は、例(11-l3)および次の例(14)では共有されるが、例(15)
のように共有されず、[V2]/lurw/＜聞こえる＞の動作の主体は文中に現れないこともある。

(14) sdap lurw lvaaj lvaaj 

聴く 聞こえる かすかな
く （旅人が船着き場で）耳を傾けてかすかに聞こえた（声だった） ＞ 

(15) Ill.
lJ
..e, ;)J . lUIW tae knoIJ b3mp3n k33 

話す 聞こえる だけ 中 喉
く （彼は）話したが（他の人には）喉の奥でしか聞こえなかった＞

(PSP) 

(KLP) 

さらに、[VI]の動作の対象が[V2]の動作の主体となることがある。 本稿で収集した用例 中
には、先行研究中で指摘されたものより多くの動詞の組み合わせで、[VI]の動作の対象を表
す補語 が[V2]の動作の主体を表していた。 また、 同じ動詞の組み合わせであっても、使役を
表す標識／？aoj／を必要とする場合としない場合があった。 以下に例(16) をあげる。
(16) kee hav jさ9n hoop b33b33 

他人 呼ぶ 我々 食べる 粥
く 彼らは我々を呼んで、粥を食べさせ た＞

,. 4 動詞句の連続が表す出来事の区切り

(NRK） 

本稿では、複数の動詞句が連続して現れる文を考察の対象とする。 個々の動詞句の表す
「事象」が標識を介在させ ずに連続して一連の「出来事」を表し、さらに、それぞれの「出
来事」がなん らかの標識によってつながることで文を構成していると考える。 一連の出来
事の区切りとなる標識としては、発話の際の休止、書き言葉でのスペース、 接続語(/daoj/
くで＞、/daambaj/＜～ ために＞、/t:iap/＜そうすると＞‘ /k函く すると＞）、 節の始まりを明

示する語（仮定の/baa/、疑問のItぬI、引用の/thaa/)、節の終わりを明示する指示詞や文末詞 1 1 

を標識とみなす。 以下に例 を示す。
前述のように、本稿で収集した現代クメ ール語資料の用例では、3つ以上の動詞句が連

続している例が多い。 以下の例(17a)では、 4つの動詞/kap/＜切りつける＞、/baan/く得る
>、/dot/く燃やす＞、／caol/く捨てる＞がどのような関係にあるかを示す標識はない。
(17a) kap kee mwn baan dot mootoo caol 

切りつける 他人 （否定） 得る 燃やす オー トバイ 捨てる
く 切りつけられずオー トバイを燃やした＞ （KSP) 

一方で、例(17a)と同じ記事中の下記の例(17b)では、前半部分の3つの動詞の連続と、
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後半部分の3つの動詞の連続の間に接続を表すlk33／くすると＞ 1 2を介在させている。 この

ことから、前半部分と後半部分は2つの出来事を表していると考える。
(17b) deJl kap kee mrun baan ぬ9

追う 切りつける
dot mootoo 

他人 （否定） 得る すると
cheh m:,t tae md:,:,lJ 

燃やす オー トバイ 燃える なくなる 一気に
く切りつけようと追いかけたが果たせず、 オー トバイを燃やした＞ （KSP) 

発話の際の休止や、 書き言葉でのスペースは、 いずれも使用に個人差があり、 否定辞や
修飾句に左右されるが、本稿では、出来事の区切りの手がかりとして扱う。 以下の例 (18)

は前後にさらに別の動詞句が続く文中の一部であり、 原文中にスペースはない。 しかし発
話した際には、／cepl＜出る＞の後と／cav cgt/く チャウチャット＞の後に休止 1 3 が入ることか

ら、3つの出来事を表していると考える。
(18) tveg b::intop r::i::ibagk幽 lee re叩kaaj � 

扉

部屋 開く 出る 現れる 身体 （人名）
stuh baJl trJI] s:,mdav tさV look baalat 

速める 撃つ まっすぐ 方向 行く 副郡長
く部屋の

扉

が開き、チャウチャットの姿が現れ、副郡長目がけて突進した＞（KLP) 

書き言葉でのスペースがある例として、 以下の例 (19) では、 Im3,t/く口＞の後と／d3j/ ＜
地面＞、/tm鉗く石＞の後にスペース 1 4がある。 この文を発話すると、スペースの位置と休
止はおおむね一致するが、 Im⑳t/＜口＞の後には休止が入らず、指示詞／nuh/くそれ＞の後に
休止が入る。 このことから、 5つの出来事を表していると考える。
(19) r:'>:,boot 里直 tlぬk kluon kpook d3l 坐j baek snook 

抜け落ちる ロ 落ちる 体 ポトリ 至る 地面 割れる 甲羅
dooc kee baok nlU1J tm33 slap n�v veelea 麟

同じ 他人 打つ で 石 死ぬ に 時 それ
khaan Sll .. kaa nuh おv

欠く 食べる 披露宴 それ 行く
く（そのカメは）、口をすべらせて、 体が落ちて地面にぶつかり、 甲羅が割れて、 即死し、
披露宴に出席できなかった＞ （RUA) 

指示詞が入る例として、例 (20) では、／peak/く語＞に指示詞／ponna!J！くそれだけ＞が付加
されていることから、 /sraek/く叫ぶ＞の前で、区切りがあると考える。
(20) soojaa kr:,an tae lunu peak J2Q!1lliill sraek 

（人名） だけ 聞く 語 それだけ 叫ぶ

くソヤ ーはそう聞いて叫んだ＞ (SPT) 
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文末詞が入る例として、例(21)では、文末詞／ph331J！くも＞が付加されていることから、

Imぬl koo/＜牛を見る＞と、/?aan si.ivph�v/＜本を読む＞は別々の事象を表すと考える。

(21) ne:;ik m�:;il koo phootJ ?aan si.ivph�v phOOlJ 

彼 見る 牛 も 読む 本 も

く彼は牛を追ったり、本を読んだり（いろいろなことを）した）＞ 

,. 5 資料

用例は、文脈を考慮するため、可能な限り作例を避け、資料中の例を利用した。 本文中

で用例として動詞が連続する部分のみを示す場合には、必要に応じて、和訳中に文脈の説

明を付した。 資料の性質、著者の文体による偏りを避けるため、資料として、複数の著者

による小説、随筆、戯曲、民話、新聞記事を用いた。 例の出典はその例の末尾に記す。 出

典とその略号の一 覧を以下に記す。

BSKlO: Krasuong qaprom (2012) Bhasa kmaer JO. 

CKK : Sym, Chanya (200?出版年記載なし）Chak kamplaeng kannha sobha. 

CPN : Han, Dhun Hale (1969) Cenhcian pancam citt. 

JSR : Lyk, Rari (1967) Jati Sri. 

KLP : Nok, Them (1960) Kulap Pai/in. 

KPM : Mav, Samnan (2000) Kamrang pka mlih. 

KSP : Koh Santhpheap https://kohsantepheapdaily.com.kh/. 

KTH : Pal, Vannariralc (2007) Ksae tuk ho. 

LSK : Hen, Dari (2012) Lok sri kun. 

MDB : Di, Ci Huot (1988) Mekh Pat Duon Cand. 

NKS : Pal, Vannariralc (2016) Nau kbae seckdi slap. 

寧：Om, Sambatti (1999) Muoj ban bi ray huksゎ pram muoy thnai knun narok. 

PSP : Nu, Hae (1960) Phka Srabon. 

PTN: Post News https://postnews.media/other/19918. 

RFA : Radio Free Asia http://www.rfa.org/khmer/. 

RFI : Radio France International http://km．rfi.fr/. 

RPH : Pal, Vannariralc (1988) Ronoc phot haei. 

RUA : L'Institut Bouddhique編(1966) Prajam Ryan Bren Khmaer Bhag Di 1. 

RUB : L'lnstitut Bouddhique編(1966) Prajam Ryan Bren Khmaer Bhag Di 2. 

SBY : Sabay http://news.sabay.eom.kh/. 

SPT : Rim, Kin (1965) Suphat. 

出典の題目の記述には、LC（米国議会図書館）方式から付属記号をのぞき簡略化した転

写を用いた。 なお、資料の一部については、用例検索にあたり、東京外国語大学所蔵のク

メ ール語デー タおよび科学研究費補助金（基盤研究A)「多言語話しことばコ ーパスと学習
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者言語コ ーパスに基づく言語運用の研究と教育への応用」によるデータを利用した。 資料

名CKK, KPM, KTH については、科学研究費補助金（基盤研究C)「現代カンボジア文学の

翻訳と研究」により入手したものである。 出典が記されていないものは、 ウンサー・ マロ

ム氏とバン ・ ソバタナ氏から得た例である。 多くの時間を割いていただき、 忍耐強く質問

に答えていただいたことに、この場を借りて心からの感謝を捧げたい。

2 先行研究

本章では、先行研究における動詞句の連続に関する記述を概観する。

2. 1 動詞句の連続の分類と動詞の配列順

動詞句の連続中の動詞間の意味については、先行研究中では、おおむね、まず動詞を分

類することで、 その連続も分類でき、動詞間の意味が決まるとしている。 また、否定辞の

入る位置によっても分類が可能であるとしている。

クメ ール語文法を概説したHuffman(1967: 164-175)は、/mwn/~/tee／で否定できるもの

を述語(predicatives)とし、/nab/を後置させることができる形容動詞、/nab/を後置させるこ

とができない動作動詞（他動詞と自動詞を含む）、動作動詞に前置される助動詞、動作動詞

に後置される方向動詞、動作の結果や達成を表す結果動詞に分類している。 さらに、結果

動詞を、対となる動詞[Vl]が決まっている特殊な動詞(/deek/く寝る＞に対する応k/く眠る

>、/kurt/＜考える＞、/m::,al/く見る＞、Irう3k/く探す＞、InUlk/く思う＞に対する屈沿9W＜見

える＞、/t::,v/＜行く＞に対する/t:ian/く間に合う＞、/sdap/＜聞く＞に対する/lurur/く聞こえる

>、/chiah/く避ける＞に対する/phot/く過ぎる＞、／rian/く学ぶ＞に対する／CEhlく知る＞‘/hat/

＜嗅ぐ＞に対する!thorn!く臭う＞、／cak/く刺す＞に対する!mot!＜刺さる＞、/prのl331J！く受験

する＞に対する／c:iap/＜合格する＞、/tleak/く落ちる＞）と、対となる動詞[Vl]が決まってい

ない一般的な動詞(/baan/く得る＞‘ /k四tiく生じる＞、／ruo.C／く終わる＞、／chop/＜止む＞、

/khaan/く欠く＞）に分類している 1
5 0 

クメ ール語の入門書である、Jacob(1968 : 76-77)は、移動や場所を表す動詞は、 その他

の動詞に後置されて、 その動作が始まることを示すとしている。 また、Jacob(1993 : 148) 

では、I?aoj/＜与える＞、/t�v/＜行く＞、/d:,1/く至る＞のように、他の動詞に複数が後置され

る語を接続要素と呼んでいる。 そして、文脈や語順や音声特徴によって文の意味が明確で

あれば、接続要素が現れるか否かは文体の差か、正確さの差にすぎないとしている。

以下に例(22)をあげる。

(22) jおk prak pram ri::il hoc tav ?aoj koon 

とる 金 5 リエル 渡す 行く 与える 子

く（彼はポケットに手をつつこみ） 5リエルを出して子どもに渡した＞ （JSR) 

Jacob (1968 : 76-77)があげた 「移動や場所を表す動詞」としては、他に、/mook/く来る
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>、/cool/＜入る＞、／CeJ1/く出る＞、／coh/＜下りる＞、/la.ii)/＜上がる＞も含まれると考えら

れる。 本稿の調査では、 これらの動詞が連続する場合、 発話されても休止が入ることはな

かった。 また、 いずれかの動詞の補語が介在することはあるが、 否定辞が入ることはなか

った。

Huffman (1967: 217-218)は、 動詞句の連続構造における否定辞の位置について、 動作動

詞の連続の場合には、 否定辞は[Vl]の前に置かれるとしている。 以下に例(23)をあげる。

(23a) da:i lee!) 

歩く 遊ぶ

く散歩する＞

(23 b) mmn da<> !eel) tee 1 7 

（否定） 歩く 遊ぶ （文末）

く散歩しない＞

Huffman (1967: 217) 16 

一 方で、 不随意動詞が[V2]の場合には、 否定辞は[V2]の前に置かれるとしている

( Huffinan 1967 : 209)。 以下に例(24)をあげる。

(24) jop m.iJ1 kJ1om deek mwn l::,k s:ih 

昨夜 私 寝る （否定） 眠る 全く

＜昨夜は全く眠れなかった＞ Huffman (1967 : 209) 

連続の分類としては、Self(2014:85)は、統語的な分類として、動作の主体を共有するもの、

対象を共有するもの、 動作の主体と対象を共有するもの、 そして[Vl]の対象が[V2]の動作の

主体になるもの(Pivot 構文）の4つに分類している。 Bisang(l991:511)は、 連接、 修飾的動

詞連続、 従属的動詞速続の3つに分類している。

動詞の配列順がどのように決まるのかについては、 峰岸(1986)が、 「 時間的順序に従っ

て並べられる傾向が多い」と述べている。 また、 フランス語話者向けのクメ ール語文法書

であるKhin(l999:526)も、動詞の配列順は動作の順序と一致すると述べている。Haiman(2011:

253)も動詞の配列順は、出来事の生起する順を反映しているとしている。 上田(2001)では、

［随意動詞＋随意動詞］の連続について検討し、 動詞の配列順は、 後続する動詞が先行す

る動詞を修飾するという、 クメ ール語の語順の原則に従った統一 的説明を試みた。 また、

連続中の各々の動詞の意味の組み合わせによって、 動作の経過、 目的、 手段等の意味が付

与されることもあり、 その場合には、 動詞と動詞の間に何らかの語を介在させた言い換え

も可能であることを述べた。

2. 2 動作の主体を共有しない連続

[Vl]の動作の対象が[V2]の動作の主体となる遮続については、Bisang(1991)、Haiman(2011)、
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Self(2014)でそれぞれその存在が指摘されている。

Bisang(1991 :521-523)は、 従属的動詞連続として、[V2]が[Vl]の補語である構造、pivot 構

文、 使役、接続動詞をあげている。 まず、[V2]が[Vl]の補語である構造では、[Vl]には、／COl)/

＜欲する＞、／cool cat/く好む＞、/trav／くすべき＞、/baan/くできる＞‘ /kuo／くしなければな

らない＞、I？aac／くできる＞、／pr33rn/く同意する＞‘/kh3rn/く一生懸命する＞、/m�al/く試す

>、/cap/＜始める＞、／chop/＜やめる＞‘/kurt/＜考える＞、/s?op/＜憎む＞‘ /klaac/＜恐れる

>、／riap/＜準備する＞、/plec/＜忘れる＞‘/hean/く勇気がある＞が現れるとしている。 以下

に例(25)をあげる。

(25) koat ci:h tae COlJ cap rian 

彼 知る だけ 欲する 始める 学ぶ

く彼はいつも学び始めたがっている＞ Bisang(1991:523) 

また、[V2]の動作の主体であると同時に[Vl]の動作の対象である名詞をもつ構造について、

クメ ール語ではタイ語と同様に、使役を表すnaojI が存在することから‘/khぬW＜見える＞、

/1wrn/く聞こえる＞、I？3JlC泣，H＜招待する＞、／soom/＜頼む＞、／cuoj/＜手伝う＞といった数

少ない動詞にしかこの構造が現れないとしている(Bisang 1991 :524-525)。 以下に例(26)を

あげる。

(26) boroh nuh 

男 それ

khさ:)Jl 加ndool nぬn

見える （人名）

sa::,c 

笑う

くその男は、 彼女が楽しそうに笑うのを目にした＞

j呵 riik reaj

ように 楽しい

Bisang(1991 :525) 

さらに、 使役としては、I?aoj/＜与える＞と／tv�a ?aoj/＜作る、 与える＞をあげ(Bisang

1991:528-529)、 接続動詞としては、 使役と発話にかかわるものに限定して説明し(Bisang

1991 :529-532)、/b:lJ1Cea/＜命令する＞、lbonk39p/＜命じる＞、lb31Jkh3mJく強制する＞、／praa/

く 使う＞、／cuol/く雇う＞、/prap/＜告げる＞‘/hav/＜呼ぶ＞、/pdam/く言いつける＞、／soom/

く依頼する＞、／c31J/＜欲する＞、I？3J1C泣，W＜招待する＞、/baak/く許可する＞という動詞を

あげている。 以下に例(27)をあげる。

(27) look paa n�v tae b:iIJkh:im cat koon ?aoj riap kaa cぬmuoj m:i:inuh dael 
1 8… 

父 まだ 強制する 心 子（使役）結婚する と 人間 （修飾）

くお父さんはまだ私にあの 人と結婚しろと強いる＞ Bisang(1991 :532) 

[V1]と[V2]が動作の主体を共有せず、[Vl]の動作の対象を表す補語が[V2]の動作の主体を

表す連続について、Haiman(201l :277-279)は、pivot構文であるとし、主動詞の補語である名

詞句が同時に連続動詞の動作の主体であると述べている。 主な例として、/j:'>:ik mう3k/く持っ

てくる＞を、 その他に、In3aml＜連れる＞‘/khぬ別＜見える＞、/lwur/く聞こえる＞、/cam/

＜待っ＞、Itok/く置く＞との連続をあげている。 以下に例(28)をあげる。
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(28) b;}t dak loj t:'iv knoIJ th:iIJ VUIJ1 bat 

彼 置く 金 行く 中 袋 戻す なくす

く彼は袋に金をしまった＞ Haiman(2011 :278) 

また、 Haiman(2011)は、 VS 語順の動詞の場合や省略された場合に、 主動詞の補語である

名詞句は現れないこと、[Vl]と[V2]の動作の主体が異なっていても、この名詞句の出現は義

務的ではないことも述べている。 以下に例(29, 30)をあげる。

(29) mae ?av vぬ

父母 彼

?aoj nぷ kvぬl

（使役） いる 放牧する

く彼の両親は牛追いをさせた＞
／

(30) kee khi'l叩 mぬn kot thorn pii 

彼 見える ある 庫裏 大きい 2

koo 

牛

Haiman(201 l :278) 

く大きな庫裏が2棟見える＞ Haiman(2011 :278) 

Self(2014:85)は、 Haiman(2011)の定義より狭い範囲に限定されることを付加しつつ、pivot

構文の例として、 In3gm/く連れる＞を用いた例をあげている。

上田(1998)では、[V2]の動作の主体は、形態上の手がかりからは特定できないこと、[Vl]

の表わす動作がその対象である[N2]にどのような働きかけをし、その働きかけが[V2]の表わ

す動作（あるいは状態）とどのような関わりを持ち得るかという意味的な関係から特定さ

れることを述べた。

以上、 先行研究中の記述を紹介した。 動詞や連続の定義に差異はあるものの、 動詞が表

す動作が生起する時間順に配列されること、 否定辞の入る位置は連続によって異なること、

[Vl]と[V2]が動作の主体を共有せず、 [Vl]の動作の対象が[V2]の動作の主体となる連続が存

在することは共通している。次章では、[Vl]と[V2]の2つの動詞句からなる連続の用例をあ

げ、 それぞれの連続の特徴を整理する。

3 動詞句の連続の分類

本章では、 2つの動詞句からなる連続[Vl(+Nl)+V2(+N2)］の用例を分類する。 以下の用例

には3つ以上の動詞が連続するものも含まれるが、 分類のためにはそのうちの2つの動詞

のみを用いた。 動詞としては、 2章にあげた、 Huffman(1967: 164-175)の動作動詞、 方向

動詞、 動作の結果や達成を表す動詞を中心に扱った。 まず、 [Vl]と[V2]が表す事象が継起的

に生起しているか否かによって分類した後、 以下の5点について調査した。

a. [Vl]と[V2]は、 動作の主体を共有しているか。

b. [Vl]と[V2]は、 動作の対象を共有しているか。

c. [Vl]と[V2]のいずれに否定辞が付加されるか。

d. [Vl]と[V2]のいずれが、 諾否疑問文の1語返答として用いられるか。

e. [Vl]と[V2]の語順を入れ替えても文の意味は同じか。
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5点のうち、dの諾否疑問文の1語返答の調査には問題が多かったため、分類基準として

は参考にとどめた。 まず、諾否疑問文がなされる発話の状況が想像しがたいため、返答も

判断ができないとされた。 次に、1語返答そのものが完全な文と感じられないため、 望ま

しい発話ではないという判断がなされた。 また、 同じ動詞の組み合わせであっても、1語

返答か可能かどうか、判断に個人差があった。

表1 ：動詞連続の分類基準に関する調査結果

事象 a主体 h対象 e否定辞の位置 d. 1語返答 e語順の入替

3.1継起 共有 共有 Vl Vl 不可

共有 X Vl Vl 不可

X X Vl Vl 不可

3.2継起 共有 共有 V2 V2 不可

共有 X V2 V2 不可

X X V2 V2 不可

3.3非継起 共有 X Vl,(V2) ？ 不可

3.4非継起 共有 o/x Vl, V2 X 可

表1に示す調査結果から、以下のことがわかった。まず、[V1]と[V2]が継起的に生起する

事象を表す連続は、動作の主体も対象も共有する場合としない場合がある。 文の意味を変

えずに[Vl]と[V2]の語順を入れ替えることはできない。[V1]と[V2]との意味的な関係は、[V2]

に否定辞を付加できるか否かによって、下位分類できる。 共有される動作の対象を表す補

語の位置は、[Vl]の後と[V2]の後の可能性がある。

次に、[Vl]と[V2]が非継起的に生起する事象を表す連続は、動作の主体は共有するが、対

象は共有する場合としない場合がある。[Vl]と[V2]との意味的な関係は、文の意味を変えず

に[Vl]と[V2]の語順を入れ替えることが可能か否かによって、下位分類できる。語順の入れ

替えが不可能な場合は、動作の主体は共有するが、対象は共有しない。 一方、語順の入れ

替えが可能な場合は、動作の主体は共有するが、対象は共有する場合としない場合がある。

否定辞はそれぞれの動詞に付加され、諾否疑問文の1語返答はできない。

以下、表1について、用例をあげながら説明する。

3. 1 継起的に生起する事象を表す連続（目的）

本節では、 「[Vl]の表す動作が開始された後に[V2]の表す動作が行われる」という継起的

に生起する事象を表す連続を扱う。このような連続は、[Vl]も[V2]も動作の主体の意志によ

って行うことができる動作を表す動詞である。 [V2]は[V1]の表す動作の意図や目的を表す。

この種類の連続は、動作の主体と対象を共有する場合としない場合がある。 動作の対象を

共有する場合に、補語が[Vl]に後置される連続と[V2]に後置される連続がある。文の意味を
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変えずに[Vl]と[V2]の語順を入れ替えることはできない。否定辞の位置は[Vl]が選択される。

3. 1. 1 動作の主体と対象を共有する連続

動作の主体と対象を共有する連続は、補語の位置によって、[Vl+N+V2]型と[Vl+V2+N]

型に分けられる。[Vl+N+V2]型は、諾否疑問文に対して、[Vl+V2]の返答ができない。

[Vl+V2+N]型では、諾否疑問文に対して、[Vl+V2]の返答が可能である。一部の動詞の組み

合わせは、[Vl+N+V2]型と[Vl+V2+N]型のいずれの形もとることができる。

まず、[Vl]と[V2]が動作の主体も対象も共有し、[Vl]の補語が現れる[Vl+N+V2]の例(31a)

をあげる。この例(3la)では、焼いたことはわかるが、食べたかどうかはわからない。例

(3 lb)のように補語の位置を変えることはできない。

(3 la) ？叩 trnj Sll ．． 

焼く 魚 食う

＜魚を食べようと焼いた＞

(31 b)* ？明 S11 .. tr;:ij 
焼く 食う 魚

例(31)では、 否定辞は[VI]にのみ付加できる 1 9 0 

(31c) mrnn 徊 tr;;ij sii tee 

（否定） 焼く 魚 食う （文末）

＜魚を食べようと焼くことをしなかった＞

(31 d)* ?atJ tmj 
焼く 魚

mwn sii tee 

（否定） 食う （文末）

例(3le-f)では、諾否疑問文の1語返答は[VI]が可能である。なお、この[Vl+N+V2]の連

続では、[Vl+V2]の返答ができなかった。

(31 e) ?al) tmj sii ru皿 tee

焼く 魚 食う か （文末）

＜魚を食べようと焼いたか＞

(3 lf) ？叩
焼く

く焼いた＞

次に、[Vl]と[V2]が動作の主体も対象も共有する点は同じだが、[V2]の補語が現れる

[Vl+V2+N]の例(32)をあげる 2
0 。例(32b)のように、補語の位置を変えることはできな

ぃ 2
1 。連続する動詞の間に補語となる名詞句も、 否定辞も介在されない。

(32a) deJl kap kee 

追う 切りつける 他人

く切りつけようと追いかけた＞ (KSP) 
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(32b)* deJ1 

追う

kee kap 

他人 切りつける

例(32)では、否定辞は[Vl]にのみ付加できる。

(32c) mwn deJ1 kap kee tee 

（否定） 追う 切りつける 他人 （文末）

く切りつけようと追いかけなかった＞

例(32d-e)では、諾否疑間文の1語返答は、[VI]が可能である。 なお、この[Vl+V2+N]

の連続では、[Vl+V2]の返答が可能であった。
(32d) deJ1 kap kee ru皿 tee

追う 切りつける 他人 か （文末）

く切りつけようと追いかけたか＞

(32e) deJ1 

追う

く追いかけた＞

補語の位置について、[Vl+N+V2]型と[Vl+V2+N]型のどちらの位置も可能な動詞の組み合

わせも存在する。 2つの型の表す事象の時間的な差については、 4. 2で後述する。

3. 1. 2 動作の主体のみ共有する連続

次の例(33)では、[VI]と[V2]は動作の主体は共有するが、対象は共有しない。 この例で

も、火を起こしたことはわかるが、文脈がなければ、魚を焼いたかどうかはわからない。

(33) b叩kat plさgI) ？叩 tr;ij

おこす 火 焼く 魚

く火をおこし魚を焼いた> (RUB) 
同様に、[VI]と[V2]は動作の主体は共有するが、対象は共有しない例で、[VI]と[V2]のい

ずれかの補語が現れない場合もある。 例(34)では、[Vl]の補語／daj/＜手＞は現れない。

(34) bonthm::in luuk jJ:ik s:imbot 

（人名） 伸ばす とる 手紙

くブントゥアンは手紙を取ろうと（手を）伸ばした＞ (PSP) 

動詞によっては2種類の補語をとることができる22が、補語が現れていない場合、どち

らの補語でも介在できるわけではない。 以下の例(35)では、[Vl]/bajl/＜撃つ＞の補語とし

ては、/kam pJg;ilJ/く銃＞と/kee/＜他人＞の両方があり得るが、[Vl]と[V2]の間に介在できる

のは、共有されない補語である/kam pJg;ilJ/＜銃＞のみである。

(35a) baJl s:,mlap kee 

撃つ 殺す 他人
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く人を殺そうと撃つ＞
(35b) baJl kam pla:)IJ somlap (kee) 

撃つ 銃 殺す （他人）

く（人を）殺そうと銃を撃つ＞
(35c)* baJl 屈e somlap 

撃つ 他人 殺す

[Vl]と[V2]が動作の主体のみを共有する例(36a)のように、[Vl]が／おv/＜行く＞（あるい

は／m33k/く来る＞）という移動動詞の連続では、[V2]が移動の目的を示す。

(36a) tav baok krのmaa nmIJ ?aav 

行く 洗う 布 と 服

く（明日持っていけるように）洗濯しに行く（から待っててね）＞ （RPH) 

例(36b)では、否定辞は[Vl]にのみ付加できる。

(36b) mum tav baok kr⑳maa nmIJ ?aav tee 

（否定） 行く 洗う
ー

布 と 服 （文末）

く洗濯しに行かない＞

例(36c-36d)では、諾否疑問文の1語返答は、[Vl]である 2 3 0 

(36c) tav baok kroomaa nmIJ ?aav rurw tee 

行く 洗う 布 と 服 か （文末）

く洗濯しに行くか＞

(36d) tらv
行く

く行く＞

3. 1. 3 動作の主体も対象も共有しない連続

本節であげた動詞句の連続の用例はいずれも、[Vl]と[V2]が動作の主体を共有する連続で

あったが、動作の主体を共有しない連続もある。 例(37)と例(38)は、同じ動詞／cuol/く

雇う＞が[Vl]であるが、[V2]の動作の主体は例(37)では共有されるが、例(38)では共有

されない。
(37) cuol khぬtk33 ponp33IJ tva9 khぬt

雇う 殺し屋 企てる する 殺人

く殺し屋を雇い、殺人を企てた＞
(38) cuol kheatk:,:, praa kam plaaIJ klaj baJl s:,mlap 

雇う 殺し屋 使う 銃 短い 撃つ 殺す

(RFA) 

く殺し屋を雇い、（殺し屋が）短銃を使い撃ち殺そうとした “ > （RFA) 
この例(38)では、動詞／cuol/＜雇う＞と、それ以外の3つの動詞／praa／く使う＞、/baJ]/

＜撃つ＞、／s:,mlap/＜殺す＞の動作の主体が異なることを示す標識はない。 このような連続
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については、 4. 3で述べる。

3. 2 継起的に生起する事象を表す連続（結果）

本節でも、 「[Vl]の表す動作が開始された後に[V2]の表す動作が行われる」という継起的

に生起する事象を表す連続を扱う。[V2]は動作の主体の意志によって行うことができない動

作や状態を表す不随意動詞であり、[Vl]の表す動作の結果を表す。[V2]が不随意動詞である

連続の場合も、動作の主体と対象を共有する場合としない場合がある。 動作の対象を共有

する場合に、補語が[Vl]に後置される連続と[V2]に後置される連続がある。文の意味を変え

ずに[Vl]と[V2]の語順を入れ替えることはできない。否定辞の位置も、諾否疑間文に対する

1語返答も[V2]が選択される。

3. 2. 1 動作の主体と対象を共有する連続

動作の主体と対象を共有し、[V2]が不随意動詞である連続は、[V1+N+V2]型である。一部

の動詞の組み合わせでは[V1+V2+N]型も現れることがあるが、その場合には[V2]の後に述語

を含む補文が続いているのであって、 3. 2. 2の動作の対象を共有しない連続に分類さ

れると考えられる。

動作の主体と対象をともに共有する例(39a)を示す。

(39a) ne;iIJ ph;ik 皿k c?aet 

彼女 飲む 水

く彼女は水を飲み足りた＞

満腹する

例(39b)では、否定辞は[V2]に前置される。

(39b) nぬI) ph.:ik ttuk mrnn c?aet 

彼女 飲む 水 （否定） 満腹する

く彼女は水を飲み足りなかった＞

例(39c-d)では、諾否疑問文の1語返答は、[V2]である 2 5 0 

(39c) ph;ik nuk c?aet rurru tee 

飲む 水 満腹する

く水を飲み足りたか＞
(39d) c7aet 

満腹する

く飲み足りた＞

か （文末）

(SPT) 

[VI]と[V2]が同じ動詞の組み合わせであっても、 補語の位置は、[VI]の後である場合と

[V2]の後である場合がある。[Vl+V2+N]型の例(40a)は、 「パイさんが怒ったこと」が続く

補文構造であり、共有される 補語である名詞句のみで文が終わるのは不自然であると判断

される 2
6 。 一方、[Vl+N+V2]型の例(40b)は[V2]/khぬpく見える＞が結果を表すため、 そ

こで文が終わっていると判断される。 このことから、[Vl+V2+N]型の例(40a)は、文に現
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れていない[VI]の補語は共有されない補語であり、 3. 2. 1に述べる連続だと考えられる
2 7 

(40a) mぬI kh泣)1 jぬj paj k⑳t stuh kr:i:iJ1ee1J kr呵血l1J doocnEh 

見る 見える（人名） 彼女 2 8 速める 怒る そのように

くパイさんがすぐに怒ったのが見えた＞

(40b) mぬI jぬjpaj khぬJ1

見る （人名） 見える

くパイさんが見えた＞

3. 2. 2 動作の主体のみ共有する連続
動作の主体のみを共有し、対象を表す補語が現れない例(41) 2 9を以下に示す。

(41) naarrun ve3 pr33l33l) C33p ha3j 

（人名） 彼 受験する 受かる （完了）
くナルンは試験に合格した＞

さらに、[Vl]と[V2]が、対象を共有しない例(42) 3 0もある。

(PSP) 

(SPT) 

(42) s:1ml.i1J ヽ

mggJ おv

見つめる 見る 行く J:. 

く空を見上げると星がまたたくのが見えた＞
例(43)では、 否定辞は[V2]に前置される。

(43) 対

何る

3
 
、3m

見

mUIn khぬJ1

（否定） 見える

lぬ

く何を見ようとしても何も見えなかった＞

mらek

空

kh:i叩 pkaaj

見える 星

ploh 

またた＜

(PSP) 

(NKS) 

以下のように、結果を表す動詞句の連続では、[Vl]が随意な動作である例も不随意な動作

である例もある。 また、[Vl]が不随意な動作であっても否定辞は[V2]に前置される。 以下に
例(44-45)を示す。

(44) loot pn ．． lぬ spぬn ?aakaah kbaal tn<>l mUln slap 

跳ぶ から 上 橋 グ＝ロ （地名） （否定） 死ぬ

くクバールトノル陸橋からとび降りて死ななかった＞ (PTN) 
(45) tiぬK pn .. lag ?aakぬ k3mpうh b;}j C33n mmn slap 

落ちる から 上 建物 高さ 3 階 （否定） 死ぬ

く3階から落ちて死ななかった＞ (KSP) 

3. 2. 3 動作の主体も対象も共有しない連続
動作の主体も対象も共有しない例を以下に示す。 例(15)では、[V2]の動作の主体が共有
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されておらず、言及もされない。

(15再掲）niijぬ1 lww tae k:noIJ 切mpdn k33 

話す 聞こえる だけ 中 喉

く（彼は）話したが（他の人には）喉の奥でしか聞こえなかった> (KLP) 

この種類の連続には、[Vl]の動作の対象を表す補語が[V2]の動作の主体を表す文 3 1もあ

る。 以下に例(46-47)を示す。

(46) 

(47) 

?aa plooJl ?aJJ tr.ij c?an 

（人名） 焼く 魚 焼ける

くプロニュは魚を焼いて（その魚が）焼けた＞

joothea baan baJ1 pr:>:>ceacうn slap 

軍 得る 撃つ 人民 死ぬ

(RUA) 

く軍は（米を奪おうとした）人民を撃って（その人民の2人が）死んだ>(NRK）

[V2]の動作の主体には言及されない例(9, 48) 3 2もある。

(9再掲） kj:,l pjuh baok lee 

嵐 叩く 沈む

く（その船は）嵐にあって沈んだ＞

(48) mok cea kr:,:,paa kham slap mwn khaan 

きっと ワニ 噛む 死ぬ （否定） 欠く

く（私は）ワニにかまれて死ぬに違いない＞

例(49a)は、 否定辞は、[V2]に付加する。

(49a) r:it j:in bok mwn slap 

車 ぶつかる （否定） 死ぬ

(PSP) 

(RUA) 

く車にひかれて死ななかった> (KSP) 
例(49b-49c)では、諾否疑問文 3 3 の1語返答は、[V2]が選択されるが、完了を表す/haaj/

が必要である。

(49b) r6t j6n bok 

車 ぶつかる

slap ru皿

死ぬ か

く車にひかれて死んだのか＞

(49c) slap ha::>j 

死ぬ （完了）

く死んだ＞

3. 3 非継起的に生起する事象を表す連続（様態）

本節では、[Vl]の表す事象と[V2]が表す事象との間に時間的な前後関係が存在しない、非
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継起的に生起する事象を表す連続について考察する。[Vl]と[V2]との意味的な関係は、[V2]

が[Vl]の表す動作の様態を表す。[Vl]も[V2]も随意性による動詞の制限はない。動作の主体

を共有するが、対象は共有しない。文の意味を変えずに[Vl]と[V2]の語順を入れ替えること

はできない。否定辞は[Vl]に前置されるが、動詞の組み合わせによっては[V2]に前置される

場合もある。[V2]が不随意動詞の場合、諾否疑問文に対する1語返答は[V2]が可能である。

まず、[V2]が随意な動作を表す例(50a)をあげる。[V2]は動作の様態を表す。

(50a) hl)koj b:it C:l<lIJ 

座る 折る 足

く足を曲げて座る（横ずわりする） ＞ 

例(50b)の否定辞は[VI]に付加される 3 4 0 

(50b) mwn 7:iIJkoj b沈 cさ<ll) tee 

（否定） 座る 折る 足 （文末）

く足を曲げて座らない（横ずわりしない） ＞ 

例(50c-d)では、諾否疑問文は、[Vl+V2]で返答することが望ましいと判断された 3
5 0 

(50c) ?:,l)koj b沈
｀｀ 

C:l:ll) ru皿 tee

座る 折る 足 か （文末）

く足を曲げて座る（横ずわりする） ＞ 
(sod) 7::iIJkoj b::it cさ3IJ

座る 折る 足

く足を曲げて座る（横ずわりする） ＞ 

次に、[V2]が不随意な動作を表す例を挙げる。 3. 2では、[V2]が不随意動詞であり[Vl]

の表す動作の結果を表す連続について述べたが、以下の例(51)は、く酔って倒れている

＞のではなくく死んで倒れている＞という意味であり、[V2]は[Vl]の表す動作の結果ではな

く様態を表す。

(51a) jo!J deek slap sdook sd::iIJ 

（人名） 横たわる死ぬ 長く

くヨンは道路の真ん中で死んで横たわった＞

否定辞は[V1]に付加される。

(51 b) mrnn <leek slap 

（否定） 横になる 死ぬ

く死んで横たわることはなかった＞

bndaal tnal 

真ん中 道

(KPM) 

[V2]が随意な動作を表す連続の一部は、接続語／daoj／くで＞を用いて言い換えることもで
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きる。 以下に例(52) 3 6をあげる。 しかし、 接続語／daoj/＜で＞を用いた文がすべて、 動詞

句の連続の形に言い換えできるわけではない。

(52a) nぬIJ ?aan rmglJ pri:;;ih Iぬks;;in;;ivうlJ

彼女 読む 物語 （人名）

tvぬ b3t b:Jj1CeJ1 s:Jmleel) 

作る 節 出す 声

く彼女はレアクサナボン物語を節をつけて朗読した＞ (PSP) 

(52b) nぬI) ?aan rmglJ prbh lbksgngv泣I)

彼女 読む 物語 （人名）

daoj tvg, b::it b:iJ1CeJ1 s:imleel) 

で 作る 節 出す 声

く彼女はレアクサナボン物語を節をつけて朗読した＞

以下の例(53-54)も[V2]が随意な動作を表す文であるが、 接続語／daoj／くで＞を用いた言

い換えはいずれも不可能である。[V2]が／leelJ/＜遊ぶ＞の連続は、[VI]の表す動作を 「 目的を

もたず遊びで行う」場合に用いる。

(53) b::i::ilJ 7::il)koj leeIJ s::in 

あなた 座る 遊ぶ ちょっと

くどうぞおかけください＞

(54) niijぬj leen nUI1J b331J 

話す 遊ぶ と 私

く私とおしゃべりする（のをやめた） ＞ 

(CPN) 

(SPT) 

以下の例(55a)のように、 [VI]の動作の対象を表す補語が現れることもある。 動作の対

象は共有されていないため、補語の位置は[Vl]の直後のみである。[Vl]が同じ動詞／leeJJ/の連

続の例(56)も可能である。

(55a) J1am nom leelJ 

食べる 菓子 遊ぶ

＜菓子をつまむ＞

(55b)* J1am !eel) nom 

食べる 遊ぶ 菓子

(56) leel) bal t⑳t leelJ 

遊ぶ サッカ ー 遊ぶ

く遊びでサッカ ーする＞

しかし、 4. 1で後述するように、 「遊びですることが考えられない」場合には、 このよ

うな[V2]が／leeIJ/く遊ぶ＞である連続は不自然だと判断される。
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[V2]が不随意な動作を表す連続の一部も、 例 (Slc) のように、 接続語／daoj／くで＞を用い

て言い換えることもできる。

(Slc) slap daoj <leek 

死ぬ で 横たわる

く横たわって死んだ＞

sdook sd::il) 

長く

例 (Sld-e) では、 諾否疑問文の1 語返答は、 [V2]である。

(Sld) joIJ deek slap sdook sd.iIJ bndaal tn:,J 

（人名） 横たわる 死ぬ 長く 真ん中 道

くヨンは道路の真ん中で死んで横たわったのか＞

(Sle) slap 

死ぬ

く死んだ＞

3. 4 非継起的に生起する事象を表す連続（並列）

n皿 tee

か （文末）

本節でも、[VI]の表す事象と[V2]が 表す事象との間に時間的な前後関係が存在しない連続

につ いて考察する。[VI]と[V2]との意味的な関係は、 並列である。[V1]も[V2]も随意性に よ

る 動詞の制限はない。動作の主体を共有するが、対象は 共有する場合としない場合がある。

[VI]と[V2]の語順の入れ替えは可能である。否定辞は[VI]にも[V2]にも 前置される。諾否疑

問文に対する1語返答はできない 3 7 0 

以下に例を示す。例 (57) の前半の/muul k:inteel/ くゴザを巻< >、 /b::,t khao ?aav/＜衣服を

たたむ＞、／c:i:ilJ si::lvphi'lv/＜本を縛る＞の3つの動詞句はそれぞれ語順を入れ替えることが

できる。 また、 後半の/sraaj molJ/＜蚊帳をほど< >、 /pr::,::,mool kna::lj/＜枕を集める＞の2つ

の動詞句も 3

8 語順を入れ替えることができる。

(57) soophaat k:impolJ muul k:inteel b:it khao ?aav 

（人名） （進行） 巻く ゴザ たたむ 衣服

naarwn stuh tav sraaj molJ proomool knaaj 

（人名） 速める 行く ほどく 蚊帳 集める 枕

cool) si:)vph:iv 

縛る 本

くソパートがゴザや衣服や本を荷造りし、 ナルンは寝具を片づけた＞（SPT)

並列を表す場合、類義の動詞が連続することもある。以下に例を示す。例 (58) のIJl.切3Jl.mm

saac/＜笑う＋微笑む＞も例 (59) の/sii phak/ く食う＋飲む＞も いずれも語順も 入れ替えるこ

とができる 3 9 0 

(58) ne:iIJ bn Jlう3Jl皿n s四c

彼女 すると 微笑む 笑う
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く彼女は（白い歯を見せて）微笑んだ＞

(59a) sii ph;:ik 

食う 飲む

く飲み食いする＞

否定辞は[VI]にも[V2]にも前置される。

(59b) mrnn sii mrnn ph;:ik 

（否定） 食う （否定） 飲む

く飲み食いしない＞

(PSP) 

本章の分類基準に関する調査結果（表1)から、b．対象、C．否定辞の位置、e．語順の入替、

の3つの基準を用いた以下の手順によって、動詞句の連続を分類することが可能であると

考えられる。[VI]と[V2]の意味的な関係は、 並列、結果、目的、 様態に分けられる。

① 文の意味を変えずに[VI]と[V2]の語順を入れ替えることが可能な連続は、[VI]と[V2]の

表す事象の並列を表す。

② [V2]を否定できる連続は、[V2]が[VI]の結果を表す。

③ [VI]と[V2]の間に補語となる名詞句が介在できる連続[Vl(+N)+V2]は、[V2]が[VI]の目

的を表す。

④ [VI]と[V2]の間に補語となる名詞句が介在できない連続[Vl+V2(+N)］は、

ア 動作の対象を共有する場合には、[V2]が[VI]の目的を表す。

イ 動作の対象を共有しない場合には、[V2]が[VI]の様態を表す。[VI]と[V2]の間に時間

的な前後関係はない。

4 動詞句の連続の条件

本章では、動詞句の連続が許される条件について考察する。

4. 1 修飾語としての[V2]

本節では、[Vl]と[V2]の統語的な関係について考察する。例(3, 4)のように、同じカテ

ゴリ ーの動作を表す動詞が[Vl]の位置にある場合に、語順の入れ替えが許される場合と、許

されない場合がある。 同じように[Vl]が身体動作を表す動詞の連続であっても、／chぬ／く立

つ＞は例 (3b) のように語順を入れ替えることができるが、例 (4b) は不可能である 4 0 0 

(3a 再掲）？3nkbj phgK 

座る 飲む

く飲みながら座っていた＞

(3b 再掲）＊phgk ?:iIJ恥j

飲む 座る

(4a 再掲） ch泊 phgk 

立つ 飲む

(CKK) 
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く飲みながら立っていた＞

(4b再掲）ph::ik ch泊

飲む 立つ

く立ち飲みする＞

クメ ール語の基本語順では修飾語が後置されることから、 語順を入れ替えると、 修飾関

係も逆になると考えられる。また、[Vl]を修飾する[V2]が意味的に何を表すかは、[VI]と[V2]

の組み合わせによって、 目的であったり様態であったりすると考えられる。例(3a, 4a)は、
「何をしようとして座っているか」という目的や意図を表す継起的な事象の連続と解釈さ

れる。

一方、 例(4b)は、 「飲んでから立つ」のではなく、 「どのようにして飲んでいるか」と

いう様態を表すと考えられる。しかし、 カンボジアの飲食店では立ち飲みという形態が珍

しいので例(4b)は可能であるが、 「 坐って飲む」ことは日常的に行われているため、 わざ

わざ修飾する必要がないと判断された例(3b)は不自然だと判断された。

[V2]が不随意動詞である場合も、動作の時間的な前後関係を示す[VI]と[V2]の語順を入れ

替えて、 ／ch皿叫く病む＞が／slap/＜死ぬ＞を修飾するためには、 例(60b)のように、 標識

となる接続語／daoi/くで＞が必要である4 1。しかし、 例(60c)のように病死であるかどう

か死因を尋ねられた場合には、 ／slap/＜死ぬ＞の後に何らかの修飾語が続くことが予想され

るため、 接続語／daoi/くで＞を用いない例(61)も可能である。

(60a) chwru slap 

病む 死ぬ

く病気になって死んだ＞

(60b) slap daoj chmw 

死ぬ で 病む

く病気で死んだ＞

(60c) slap daoj chWUI n皿

病む で 死ぬ か

く病気で死んだのか＞

(61) mmn m邸
｀

n tee slap loot 碑42

（否定） 本当に （文末） 死ぬ 跳ぶ 水

くいや、 投身自殺した＞

例(7a)も、 [V2]は[Vl]がどのような様態で行われるかを表している43 。語順を逆にした

例(7b)では、 [V2]は[Vl]の目的を表す継起的な事象の連続と理解される。
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(7a再掲） K⑳t 

彼女

?:,l)koj tr:,:,baom C:)1)ぬ1)

座る 抱える 膝

く彼女は膝を抱えて座っていた＞

(7b) bat tr:,:,baom c:>IJkうlJ ?3nk0j 

彼女 抱える 膝 座る

く彼女は膝を抱えてから座った（座ろうとして膝を抱えた） ＞ 

(PSP) 

例(62-63) は一見、 例(7a) とは逆に、[Vl]が[V2]の様態を表しているようにも見える。

しかし、 例(62-63) の連続も同じく修飾関係にあり、 「 どのような状態で座っているか」と

いう様態ではなく、 「何をしようとして座っているか」という目的や意図を表す継起的な事

象の連続と解釈される。

(62) b33roh pl. 1 nぬK ?::il)koj ph:;ik biijEc 

男 2 人 座る 飲む ビール

く2人の男がビールを飲みながら坐って（話していた） ＞ (CKK) 

(63) ?oIJkoj kr331) pkaa mlih 

座る 編む 花 ジャスミン

く座ってジャスミンの花輪を編んでいた＞ (KPM) 

その一方で、同様に[V2]が[Vl]の様態を表していても、動詞の組み合わせによっては、直

接動詞を連続させることができず、接続語／daoj／くで＞か／往al)/くながら＞を用いる “ 必要が

ある。

例(64-65) はいずれも非継起に生起する事象であるが、[Vl]と[V2]の語順を変えること

はできない。 例(64) では、/suo/＜尋ねる＞とIp油J1wrn/く微笑む＞の間には／teal)/くながら

＞が必要である。また、例(65)でも、／c囮j/＜答える＞と/koorop/＜尊敬する＞の間には／daoj/

くで＞が必要である。 これは、[V2]/p切3J1llirn/く微笑む＞と/koorop/＜尊敬する＞が、それぞ

れ、[Vl]/suo/＜尋ねる＞と／cl四j/＜答える＞の修飾要素の選択肢だと理解されないからであ

ると考えられる。

[Vl]と[V2]の間に休止をおいて発話することができるが、その場合には、[Vl]の表す動作

を行い、それとは別に[V2]を行うのだと理解される。

(64) look kruu suo teal) J1切皿m

先生 尋ねる ながら 微笑む

く先生は微笑みながら尋ねた＞

(65) nissat claaj daoj koorop 

生徒 答える で 尊敬する

く生徒は敬意をもって答えた＞
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以上のことから、[Vl]と[V2]の 連続は、[V2]が[Vl]を修飾し ていると考えられる。 継起的

に生起する事象を表す場合には[V2]は目的や意図を表し、非継起的に生起する事象を表す場

合には[V2]は様態を表す。語彙的な制限や文脈上の 制限により修飾関係が成り立たない動詞

の組み合わせでは、[Vl+V2]の語順が許されない、もしくは、[Vl]と[V2]の間に接続語／daoj/

くで＞や／t£gI)！くなが ら＞と いった標識が必要となるのだと考えられる。

4. 2 名詞句の介在

本節では、 2つの事象を表す動詞[Vl]と[V2]が直接連続する場合と、[Vl]と[V2]の間に補

語となる名詞（句）が介在する場合の意味の差異につ いて考察する。

まず、[Vl]と[V2]が 動詞の表す動作の対象を共有する場合につ いて述べ る。 3. 1. 1で

は、継起的な事象を表す連続で、 動作の主体と対象を共有する場合、補語の位置によっ て2

つの語順があることを 述べた。[Vl]と[V2]の間に補語となる名詞句が介在できる 連続[Vl(+N)

+V2]でも、介在できない連続[Vl+V2(+N)］でも、動作の対象を共有する場合には、[V2]が[Vl]

の目的を表す。
(la再掲）kat ceJ1cram 恥nlae

切る 刻む 野菜

く野菜をみじん切りにする＞

(lb再掲）＊kat b:inlae ceJ1cram 

切る 野菜 刻む

(2a再掲）＊kat pぬK ?aav 

切る 着る 服

(2b再掲）kat ?aav pぬk

切る 服 着る

く着るために服を仕立 てる＞

例(la)のような[Vl+V2+N]型、のような例では、[Vl+V2]が複合動詞とも考えられるが、

例(66c)は次のように、[V2]の後にさ らに別の 動詞が続くことで、動詞の間に補語となる名

詞句を介在させることが可能となる。

(66a) deJl cap trnj 

(66b)* 

(66c) 

追う 捕まえる 魚

＜魚を捕まえようと追った＞

deJl traj cap 

追う 魚 捕まえる
deJl traj cap 

追う 魚 捕まえる

leeIJ 

遊ぶ
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＜魚を追って捕まえて遊んだ＞

また、次の例(67)では、補語の位置は、[Vl+V2+N]型 と[Vl+N+V2]型のどちらも可能で

ある 45 。 どちらの文を使ってもそれほど意味に差はない と理解されるが、例(67a)は噛む

と同時に一方向に引っ張っている場合に、例(67b)は、くわえたものをいろいろな方向に

引っ張る場合に用いられる。
(67a) kham teaJ1 chさal) khao 

噛む 引っ張る 裾 ズボン

く（犬が）ズボンの裾に噛みつき引っ張った＞
(67b) kham chぬlJ khao teaJ1 

噛む 裾 ズボン 引っ張る

く（犬が）ズボンの裾をくわえて頭を振った＞

以上のことから、[Vl+V2+N]型の[Vl+V2]は、複合動詞 として考えるのではなく、[V2]が[V

l]の目的を表す継起的な事象の連続であるものの、[V2]の表す動作が開始される際に、[Vl]

の表す動作が終了している必要はない場合に用いられるのだ と考えられる。

次に、[Vl]と[V2]が動詞の表す動作の対象を共有しない場合について例をあげる。 例(68a)で
は、[Vl]と[V2]が直接連続しており、単独では [V2]の補語とならない名詞句／ptf',gh/く家＞が [V2]

の後にお かれる。地名の前に／nさv/＜で＞をつけても46同じ意味であると判断されたことから、動作

の行われる場所を表す前置詞句から前置詞が省略されていると考えられる。
(68a) t�v !eel) (n�v) pt/',gh 

行く 遊ぶ で 家
く家に遊びに行く＞

Bisang(l 991 :514-515)は、/t�v !eel)/を連接 として分類した中で、[Vl] と[V2]の間に地名を表

す名詞が介在できる としている。 しかし、本稿の調査では、[Vl]に補語を付けた例(68b)

は、誰かの家を訪問するのは遊びで行うべきではないため不自然な文 と 判断された。
(68b)* tさV ptbh !eel) 

行く 家 遊ぶ

例(68a)は、[Vl] と[V2]の間に補語 となる名詞句が介在できないことから、 3. 3で述べ

た、動作の主体のみを共有する非継起的な事象を表す連続であり 、[V2]は[V2]の様態を表す

と考えられる。
一方で、例(69)では[Vl]の移動先を表す名詞句が[Vl] と[V2]の間に介在できることから

くカ ー ドをしに家に行く＞ という、 3. 1. 2で述べた動作の主体のみを共有する継起的な

事象の連続であって、[V2]は[Vl]の目的を表す と理解される。 また、[Vl]の移動先を表す名

詞句が文中に現れなくても、例(70)のように、[V2+N]が述語と補語の閉係であれば、[V2]

は[Vl]の目的を表す と理解される。
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(69) tふv p距h IeeIJ bia 

行く 家 遊ぶ トランプ

く家に行ってトランプをする＞

(70) tさv leeIJ 皿k

行く 遊ぶ 水

く水遊びをしに行く＞ (LSK) 

以上のことから、[Vl]と[V2]が直接連続する場合は、補語を共有しなければ、 3. 3で述

べた、[V2]が[Vl]を修飾している非継起的な事象と理解される。補語を共有する[Vl+V2+N]

型の連続は、 3. 1で述べた継起的な事象の連続ではあるが、[V2]の表す動作が開始される

際に、[Vl]の表す動作が終了している必要はない。[Vl]と[V2]が直接連続せず、名詞句が介

在する場合は、 3. 1で述べた継起的な事象と理解されると考えられる。 同じ動詞の組み

合わせであっても、[Vl]と[V2]の間に補語となる名詞句が介在し得るか否かによって、動詞

の間の意味的な関係が異なる。

4. 3 [V2]の表す動作の主体

本節では、[Vl]の対象が[V2]の動作の主体になる連続について考察する。すでに2章で述

べ た よ う に 、 こ の種類の 連 続 に つ い て は 、 先行研究中(Bisang(l991 :524-525) 、

Haiman(201 l :277-279)、 Self(2014:85)）で[Vl]の位置には‘ /kh迎w＜見える＞、/lww/く聞こ

える＞、I？3J1Cぬ別＜招待する＞、Isom!＜乞う＞、／cuoj/＜手伝う＞、/b:JJ1Cea/＜命令する＞、

lb叩k39p/＜命じる＞、lb3nkh3m l＜強制する＞、/pr邸く使う＞、／cuol/く雇う＞、／prap/＜告

げる＞‘/hav/＜呼ぶ＞、／pdam/く言いつける＞、/soom/＜依頼する＞、／c3nIく欲する＞、lb四k/

く許可する＞、／n3aml＜連れる＞、／cam/く待っ＞、ltok!く置く＞といった動詞が入ることが

示されている。

これらの動詞のうち、 不随意動詞である阻沿aj1/く見える＞と／lww/く聞こえる＞は、 [VI]

の動作の対象が何をしているか、 あるいは、 どのような状態にあるかを見たり聞いたりし

ているという補文構造であると考えられる。 以下に例 (71)を示す。

(71) neatJ maanjaan mwm kh泣J1 mおk s3h pii b3nぬn

（人名） （否定） 見える 来る 全く から 便所

くマンヤ ーンはトイレから出てくる様子がなかった＞ （SPT)4 7 

また、Imam!＜連れる＞は、[Vl]の動作の主体も対象も共に移動している。以下に例(72)

を示す。

(72) ?aa n:iam puok cao mおK

おまえ 連れる 集団 泥棒 来る

くおまえが強盗団を連れてきた＞
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この他に、 3. 2で述べた[V2]が[Vl]の表す動作の結果を表す連続の一部も、[Vl]の対象

が[V2]の動作の主体になる連続である。

本節では、[Vl]として上記の動詞を用いる連続のうち、[Vl]と[V2]がいずれも随意な動作

を表す動詞であり、[Vl]の動作の対象が人間である連続について、どのような場合に動詞の

連続が許され、 どのような場合に 使役を表す動詞が必要となるのかを考察する。

Bisang(1991 :532-533)で、使役を表す／？aoj／を必要とする接続動詞としてあげた動詞のうち、

/cuol/く雇う＞ 4 8、lb3nk39p/＜命じる＞、／prap/＜告げる＞、 ／pra�／く 使う＞‘/hav/＜呼ぶ＞

は、naoj／を用いることなく 49 、[V1]の表す動作の対象が[V2]の動作の主体になる例がある。

以下に例(5, 73-76)を示す。

(5再掲） K函 prap kuulii laan mnぬk l江9k vaaliih 

彼女 告げる 雑用係 車 一人 運ぶ 旅行鞄

く彼女は鞄を運ぶようバスの係の人に言った＞ (PSP) 

(73) kmぬn prak cuol kee m磁 StuU1) sr9V 給e

ない 金 雇う 他人 来る 植える 籾 （文末）

く人を雇って田植えにこさせる金はない＞ (KSP) 

(74) look srnj boIJkogp m63nuh mnii mni9 r六3k

夫人 命じる 人々 探す

＜夫人は人々に探させた＞ (SPT) 
(75) pra::> kuulii mう3k C3mrぬh smav 

使う 雇い人 来る 刈る 草

＜雇人をよこして草を刈らせた＞ (PSP) 

(76) 7:iIJkaa hav ba:}k ?3nk33 

組織 呼ぶ 受け取る 米

く組織によばれて米を配給される（かもしれない） ＞ (NRK） 

[Vl]の表す動作の対象が[V2]の動作の主体になる連続で、 使役を表す／？aoj／が必要であるか

否かは、Jacob(l993:148)が方向動詞について述べたように、文脈や文体に左右されるのだと

考えられる。 さらに例(77)に示すように、同じ著者の同じ著作であっても、同じ[Vl]/hav/

く呼ぶ＞を用いる例で／？aoj／を入れる例(77)もある。 このことから、I?aoj／があるとより規

範的な印象があり、話し手、書き手がその文脈でいずれを選択するかにより 使用に差が生じ

るのだと考えられる。
(77) puok p函daa

医者 歩く

hav nぬk coml)UIW

呼ぶ 病人

?aoj t�v 

（ 使役） 行く

く医者は病人を呼び集め粥を食いに行かせた＞
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先行研究中であげられていない動詞についても、使役を表す／？aoj／を用いることなく、[Vl]

の表す動作の対象が[V2]の動作の主体になる例がある。以下に例(78-81)を示す。[VI]は

それぞれ、 例(78)では/truot/＜監督する＞、 例(79)では／dep/＜追う＞、 例(80)では／plah/

＜換える＞、 例(81)では/prnIJ(＜頼る＞である。なお、 例(79)と同じように[Vl]が／dep/

く追う＞である例(17, 32, 66)では、 動作の主体を共有する継起的な事象の連続を表して

いることから、 特定の[Vl]であれば常にこのような連続が可能になるわけではない。

(78) 

(79) 

(80) 

(81) 

vぬ tさv truot kee baJl tm33 ?ae pnoms:,mpぶ

彼 行く 監督する 他人 撃つ 石 方 （地名）

く彼はソンパウ山で砂利を採掘させるよう監督しに行った＞ (PSP) 

pouk kamma?k33 deJl cao r:>t 

集団 労働者 追う 泥棒 走る

＜労働者たちは強盗を追い払った＞ (KLP) 

baan tう3tuol s::imbot pii regckaa thorn dael 面v pnom peJl 

得る 受け取る 手紙 から 政府 大きい （修飾） ある （地名）

plah look tav tii kroIJ 

換える 彼 行く 都市

く（ある日スオンは、 新しい仕事を担当するために）彼を首都に配置換えすると

いうプノンペンの政府からの手紙を受け取った＞ (SPT) 

PUii) miil] nuon cuoj kaoh mrt 

頼る （人名） 手伝う 治療する

く（彼は）ヌオンさんを頼って（妻の）治療をしてもらった＞ （RPH) 

一方で、 より命令の意味が強まる動詞/bc>J1Cらg/＜命令する＞、lb3I)kh3m/＜強制する＞が

[Vl]である場合には、 使役を表す／？aoj/が必要である。これらの動詞は、 口語よりも公的な

文体で用いられることが多く、 /7aoj/を用いてより規範的にすることが好まれるのだと考え

られる。以下に例(6, 82)を示す。

(6再掲） ？::i!Jkaa b::iJ1ceg ?aoj neak COffilJUIUI proh teal)わh ceJl pii mうntii p註t

(82) 

組織 命令する （使役） 病人 男性 全員 出る から 病院

く革命組織は男性患者全員に病院から出るよう命令した> (NRK) 

b3nkh3m 

強制する

?aoj koon 

（使役） 私

ph;:,k 

飲む

sraa 

酒

く（客が）私に酒を無理やり飲ませて（からやっと花を買ってくれた＞（KPM)

また、その動詞に複数の意味があり、読み手や聞き手に誤解を招くおそれがある場合には、

/？aoj／が必要となる。次の例(83)では、 [VI]の/bagk/にはく許可する＞以外にくドアを開け

る＞、 く車を運転する＞の意味があるため、 この文がく父がドアを開けて出ていく＞もしく
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はく運転して子どもをどこかに送っていく＞という意味に解釈される可能性がある。従って、

使役を表すnaojIが必要と判断される。
(83) ba::)k ?aoj t�v ple::)m 

許可する （使役） 行く すぐ

く（父は、子どもに）出かけることをすぐに許可した＞ (PSP) 

以上のことから、[V1]が他者の行動を促す動作を意味する場合、[Vl]の補語が[V2]の動作

の主体となることができる。 しかし、使役の動詞I?aoj／を標識とせずに動詞句の連続として

表されるのは、文脈上誤解が生じないと判断された場合にのみに許されることであり、よ

り公的な文体になるほど標識／？aoj/を介在させることで規範的にする表現が好まれるのだと

考えられる。

おわりに

以上、本稿では、文中の接続語や指示詞、そしてスペースや休止を区切りとして、複数

の事象が動詞句の連続として表される用例について考察した。

まず、2つの動詞句の連続を取り上げ、継起的な事象を表すか否かによって分類した後、

[Vl]と[V2]が主語（動作の主体）や補語（動作の対象）を共有するか、否定辞が[Vl]と[V2]

のいずれに付加されるか、諾否疑問文に対する1語返答が[Vl]と[V2]のいずれによって可能

であるか、語順を入れ替えても文の意味が変わらないかを調査した。 その結果、以下の手

順によって、動詞句の連続を分類することが可能であると考えられる。[Vl]と[V2]の意味的

な関係は、並列、結果、目的、様態に分けられる。

① 文の意味を変えずに[Vl]と[V2]の語順を入れ替えることが可能な連続は、[Vl]と[V2]の

表す事象の並列を表す。

② [V2]を否定できる連続は、[V2]が[Vl]の結果を表す。

③ [Vl]と[V2]の間に補語となる名詞句が介在できる連続[Vl(+N)+V2]は、[V2]が[Vl]の目

的を表す。

④ [Vl]と[V2]の間に補語となる名詞句が介在できない連続[Vl+V2(+N)］は、

ア 動作の対象を共有する場合には、[V2]が[Vl]の目的を表す。

イ 動作の対象を共有しない場合には、[V2]が[Vl]の様態を表す。[Vl]と[V2]の間に時間

的な前後関係はない。

次に、動詞句が連続できる条件について、以下のことが明らかになった。

・語彙的な組み合わせや文脈上の制限によって、修飾関係が成り立たないと考えられる場

合は動詞句が連続できない。

・語順によって修飾関係が表されるため、並列を表す連続以外では、語順を入れ替えられ

る場合でも[Vl]と[V2]の意味的な関係が変わる。
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・補語を共有する継起的な事象の連続は、 [V2]の表す動作が開始される際に、 [Vl]の表す動

作が終了しているか否かによって、 補語の位置が異なる。

•同じ動詞を同じ語順で組み合わせた連続であっても、 [Vl]と[V2]の間に、 [Vl]の補語とな

る名詞（句）が介在し得るか否かによって、 動詞の間の意味的な関係が異なる。

・先行研究で言及された動詞以外にも、 使役を表す／？aoj ／を用いることなく、 [Vl]の表す動

作の対象が[V2]の動作の主体になる例がある。 文脈上、誤解されるおそれがなければ、使役

を表す動詞／？aoj ／は必要とされない。

。しかし、 公的な文体で用いられやすい一部の動詞は、 I?aoj ／を介在させた規範的な表現が

好まれる。

本稿では、 様態や手段を表す接続語／daoj/＜で＞は修飾関係を明示させる標識であると考

えたが、 動詞の組み合わせによっては、 標識として動詞句の間に介在できる場合とできな

い場合があった。 この/daoj/ ＜で＞をはじめ、 それぞれの接続語の用法について考察するこ

とは、 今後の課題としたい。
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1 「カンボジア語」とも呼ばれる。オーストロアジア語族のモン ・クメール語族に属す。カンボジア王

国の公用語であり、同国の人口1,400万人の9割以上が母語話者である他、国外にも約200万人

の使用人口がいると推定されている。活用や曲用等の語形変化が存在せず、類型論的には孤立

語に分類される。基本語順は、［主語＋述語＋補語］、［被修飾語＋修飾語］、［付属語＋自立語］

である。基本的に述語と補語との間に助詞は介在しないが、その述語に必須の補語ではない場合

には、方向動詞など他の動詞が連続したり、前置詞が介在することがある。本稿の例文は音韻表

記（坂本1988に従う）で示す。以下に音素一覧を示す。母音音素は、 緊喉母音として、短母音(i,

田，u, e, a, o, e, a,:,)、長母音(ii, ww, uu, ee, aa, oo, aa, :,:,)、二重母音(ia, wa, uo, ae,:>a, aa, ao)。

弛喉母音として、短母音（ら，如6,e,5)、長母音(ee, �a, oo, ee，お）、二重母音(ea,ea)。子音音素と

して、 p, t, c, k, ?, b, d, m, n, J1, IJ, v, j, r, 1, h。

2 以後、前項動詞と後項動詞は、[Vl]と[V2]として表記する。

3 クメール語の動詞は時制を表す形態を用いないため、以下、本稿での用例の和訳の時制は、出

典の文脈から判断した。

4本稿は、 「東南アジア諸言語研究会」（慶應義塾大学言語文化研究所）の研究成果であり、同研

究会での発表において、共同研究者から助言とコメントをいただいた。それとともに、共同研究者

の研究対象である東南アジア大陸部諸言語の動詞に関する研究発表からも多くの示唆を受けた。

ここに深く感謝したい。

5クメール語の否定辞は、否定する語の直前に付加する。名詞の否定は、/mwn/を直接前置でき

ず、Im£細く本当に＞を必要とする。

6 Haiman (2011 :263-264)は、/nwIJ/<～するつもりだ＞は否定辞を前置できない唯一の助動詞で

あるとしている。

7否定辞がつく用例/?aameerik mum k:>mpoIJ sdap／く（地名）＋（否定）十（進行）＋聞く：アメリカが盗

聴していない(RFI)＞もあるが、このような心mpoIJ/の否定表現は英語やフランス語からの翻訳文に

特徴的である。

8 坂本(1988:1489)では、「それ自体は単独で用いることができず、他の特定の語」とともにしか用

いることができず、 「頭韻または脚韻などの韻をふんでいるものがほとんど」であるとされている。

，しかし、同じ動詞であっても、統語的環境や文脈によって随意性が定まると考えられる。文の主

語によって随意性が変わる例をあげると、動詞／daa/は、く人が歩く＞場合とく機械が動く＞場合

があり、後者の動作の主体には意志がない。
10 naoj／与える、/b:>IJrian/く教える＞、som/＜乞う＞‘/kcaj/＜借りる＞、／compEak/く借金する＞は
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2つの名詞を補語として後続させることも可能であるが、実際の用例中では、いずれかの名詞が、

主題になったり、省略されたり、他の動詞の補語になったりしており、現れないことが多い。
11 補語に後置され得る助詞であり、句や節の末にも付加されるが、本稿では「文末詞」としておく。

12 接続語の位置に下線を付した。

13その語の後に休止が入る語に下線を付した。

14 その語の後にスペースが入る語に下線を付した。

15 他にも結果動詞は以下のような例がある。/ne:,IJ kh:,m top mrnn cnio:,h/く彼女＋懸命に＋抑え

る＋（否定）＋勝つ：彼女は必死に抑えたが抑えき れなかった＞（PSP)
1 6 先行研究中でそれぞれの例文番号が付されてい る ものも あったが、 本稿に引用する に

あた り 、 すべて例文番号を付け替えた。 ま た、先行研究中の例には、それぞれの著者によ る独

自の表記方法が採用されていたが、煩雑さを避けるため、以下、すべて坂本(1988)の音韻表記に

統一した。また、逐語訳、全文訳ともに、日本語訳は本稿のために新たに付加したものである

ロHuffman(1967)は否定辞を付加した例文はあげていない。

18 この文は、名詞修飾節の始まりを示す／dael/で終わっており、修飾節は後略されているが、原文

のまま引用した。

19 以下、否定辞を付加できる方の例のみを掲載する。

砂補語 と な る 名詞句の長さに よ って、 文中での位置が左右されるわけではない。 例えば、

/mrnn d:,I)加h kaak 7:,mpav nm!) s:,mb:,:,k s::indaek d:,j caol nav 7ae naa/く（否定）＋知る＋投げる

十かす＋さ とう きび＋と ＋殻＋ピー ナツ十捨て る＋に＋あた り ＋どれ ： どこ にさとう きび

のかす とヒ°
ー ナツの殻を捨てていいのかわからなかった＞（CKK)の よ う な例が あ る 。

z1 */deJ1屈e kap kbaal/＜追う十他人＋切りつける十頭＞として、[V2]が共有しない補語を付加し

ても[Vl+N+V2+(N2)］の語順は許されない。/deJ1 kap kbaal kee/＜追う＋切りつける＋頭＋他人：

追 いかけて頭を切り付けた＞は可能である。
22 2つの補語が現れる場合にも、注(10)で示した動詞のように名詞が直接並ぶのではなく、方向

動詞を入 れてlbaJ1 kampla:,IJ tav kee/＜撃つ＋銃十行く＋他人：銃を他人に撃つ＞とする必要があ

る。また、/bap/＜撃つ＞という動詞が一般にはく銃を撃つ＞ことを意味するため、補語としては、

＜銃＞よ りもく撃つ相手＞が現れる頻度の方が高い。

23 [Vl+V2]で返答する方が望ましいと判断された。
24実際には、この文の前後の文脈から、殺し屋を雇った容疑者がおり、命を狙わ れた被害者は生き

延びたことがわかる。
25 完了を表す/ha:,j／が後置される方が望ましいと判断された。

26 補文構造以外にも、副詞や前置詞句などの修飾語が続く場合には[Vl+V2+N]の語順がそれ

ほど不自然ではないと判断された。
27 他にも、[Vl+N+V2]型の/r泊ksao khぬ肘＜探す＋鍵十見える：鍵を探して見つかった＞と、

[Vl+V2+N]型の／r泊kkhさ:,J1sao/＜探す＋見える＋鍵：何かを探していたら鍵が見つかった＞で

- 69 -



は、動作の対象が共有されているか否かが異なる。

28（固有）名詞の後、代名詞で言い換える表現は多用される。同じ（人）物を指している。

29実際には、最後の動詞/hagj!（完了）も含めた3つの動詞の連続である。

30実際には、/mi')gl/く見る＞の後のIぬv/＜行く＞も含めた3つの動詞の連続である。

31 /slap/＜死ぬ＞は、/klah slap pr:i:ipうn klah slap pdgj/＜何人か＋死ぬ十妻十何人か＋死

ぬ＋夫妻を亡くしたものも、夫を亡くしたものもいた＞＜NRK>のように、補語をとることがある。動

詞句が連続する例としても、新聞記事の見出しで、/laan bok slap mぬnuhJく車十ぶつかる＋死

ぬ十人：交通事故で死者(3名、重傷2名）＞のように、[V2]の主体が補語の位置に現れる用例もあ

る。

32実際には、最後の動詞/khaan/＜欠く＞も含めた3つの動詞の連続である。

33この質問は、死んだか否かを尋ねる場合と死因を尋ねる場合と両義的になり得る。

34「横ずわりせずに座った」という意味で[V2]に否定辞を付けてもよいとする判断もあった。

35動詞の組み合わせによっては、[Vl]のみで1語返答してもよいと判断された。

36実際には、最後の動詞句／b:iJ1ceJ1 s:imlee!J/＜声を出す＞も含めた3つの動詞句の連続である。

37動詞の組み合わせによっては、[Vl]か[V2]のどちらかで答えてもよいという判断もあったが、揺

れが大きく統一的な規則は見つからなかった。

38その前の2つの動詞／stuhおv/＜速める＋行く＞の語順は変えられない。

39他に／plah pdoo/＜交換する＞も語順の入れ替えが可能である。

40接続語／daoj/＜で＞を入れてもこの語順は不可能である。

41もしくは／daoj saa/くのせいで＞を用いることもある。

42同じ質問の返答として、/loot turk slap/＜跳ぶ＋水＋死ぬ＞の語順も可能である。

43しかし[V2]の前に接続語／daoj/＜で＞を入れることはできない。

44 /daoj／を用いるか／t£g1]/を用いるかは語彙的な選択であると考えられる。動詞の組み合わせによ

っては、/daoj／と／t£:}1]/を入れ替えることも可能である。

45他に、加hcaol／く（ごみを）投げ捨てる＞、/vぬj b3mbaek/く（家を）叩き壊す＞、/d:ihlEe!JI < 

（彼を）釈放する＞、/tlbk tomlegk/く（猫を）蹴り落とす＞も、[Vl+N+V2]型と[Vl+V2+N]型のどち

らも可能である。

46また、InさV Jee!J lllUIJ p向hmdaaj miil]/くいる＋遊ぶ＋と＋家＋叔母：叔母の家に遊びに来てい

る>(BSKl0)という前置詞／lllUI]/を用いる例もある。/tav !eel]/の後に人を表す名詞句がおかれる場

合があるが、これは 「家」を省略し、 「その人（のところ）に遊びに行く」のだと考えられる。

47この例は文体が古風であり、/neg!J maanjaan m皿n khggJ1 ceJ1 pii b:i!Jkうn s:ih/く（人名）＋（否定）

＋見える＋出る＋から＋便所＋全く＞の方が現代文らしいと判断されたが、本稿での議論にはか

かわりがない。

4s [Vl]の補語が人間でなければ、[V2]は動作の主体を共有する。／cuol ptbh kee nさv/＜層う＋家

＋他人＋いる：他人から家を借りて住む＞（MDB)
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49 使役を表す／？aoj／を用いる場合、[VI]の動作の対象を表す補語の位置は、I?aoj／の前と後のどち

らの場合もある。／prap ?aoj lgtom s:>mraak/く告げる＋（使役）＋私＋休む：（ラーさんは）私（と母）を

（部屋で）休ませた＞（CKK)、/prap miil) nuon ?aoj cam booraj/＜告げる＋（人名）＋（使役）十待っ：

＜ヌオンに（ボライが助けに来るのを）待っょうに言った>(RPH)
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タイ語の動詞連続

峰岸真琴

1 はじめに
1.1 動詞連続とタイ語の動詞

1.1.1 タイ語動詞類に共通する特徴
1.1.2 動詞連続と動詞の叙述機能

2 運動および移動の表現と動詞の性質
2.1 動詞のタイプの分類

2.2 動作動詞と位置関係動詞との出現順と意味

3 主体的動作としての運動の表現
3.1 主体的な運動動作と位置関係の表現

*daan「歩く」［運動動作】
*w切「走る」［運動動作］

*piin「登る」［運動動作】
*kradoot「跳ぶ」【運動動作】
*khlaan「這うJ ［運動動作】
*wiiay「泳ぐ」［運動動作l
*bin「飛ぶ」［運動動作】

3.2 主体的な移動と後続する動作に関する表現
＊ ?�Jk 「出る」［位置関係l
*kh由n「上がる」【位置関係l
*pay「行く」［位置関係l

4 人による「他者への働きかけ行為」と位置関係
*khwiiaIJ「投げる」［運動動作】
＊紺「蹴る， 蹴飛ばす」［運動動作】
*kliIJ「転がす：他動詞」（運動動作l

5 位置関係動詞のみを組み合わせた主体的移動の表現

*phaan「過ぎる」［位置関係：経由地】
*leay「過ぎる，越える」［位置関係：経由地】
女khaam「横切る」［位置関係：経由地】
*khiiw「入る」［位置関係：空間的な着点】
＊ ？ぬk「出る」［位置関係：起点】
*haan 「離れる」［位置関係】

*caak「別れる， 去る」［位置関係l
女th由lJ「到達する」［位置関係】
含tok「落ちる」［位置関係】
*JOIJ 「降りる」［位置関係l

6 物の非主体的な移動・位置変化の表現
*kliIJ 「（物が）転がる：自動詞」【移動動詞l
*kliJJ「（人が）転がる：自動詞」［移動動詞l
*lay「流れるj【移動動詞】
*l由mn「（人が）滑る：自動詞」［移動動詞】

7 運動の表現に関わるその他の検討課題
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7.1 運動あるいは移動とその様態を表す動詞連続
7.1.1 様態専用の自動詞を前置する

女riip「急ぐ」
7.1.2 様態専用の副詞を前置する

女kh5y-kh5y 「ゆっくりと」

7.1.3 動作時の「姿勢」を表す自動詞を前置する
女nalJ「座る」
女yurmn「立つ」
女n33n「横たわる」

7.1.4 様態を表す他動詞句を用いる

女kom 「（下を）向く」
女％en 「（身体を）傾ける」
女l蘊「（物体を）引きずる」

7.1.5 擬声語 ・ 擬態語を用いる
女kaphlook-kaphleek 「よろよろと」

8 同時に起こる2つの別々の動作を表す場合
8.1 移動と同時の別の動作を示す自動詞を用いる

女sa？由k「しゃっくりする」
女h紐w 「あくびする」
女caam 「くしゃみする」

8.2 pay 「行く」を用いた同時進行の表現
8.3 動詞の反復： pay-pay-maa-maa

9 考察および今後の課題

注
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1 はじめに

本稿の目的は， タイ語の動詞連続 (Verb Serialization あるいはSerial Verb Construction, 

Multi-Verb Construction とも呼ばれる）について ， その構造と意味の分析を試みることである。

タイ語の動詞連続にはさまざまな機能があるが ， 本稿では「運動」および「移動」に関する動

詞連続をあつかう。 なお本稿では， 典型的には人間が自らの意志で行う運動動作による位置変

化を「運動」と呼ぶ。 一方， 主として外力によって物体に生じる位置変化を「移動」と呼んで

区別する。 さらに両者を併せて「位置変化」と呼ぶことにする。

ことばによる「事象」の表現を分析する際には， 事象全体のどこに着目して言語表現化した

か ， あるいはどのような局面を捨象して表現しなかったかという観点から考察することができ

るだろう。 ある事象に関して着目されるものとしては， その事象に関わった一つあるいはそれ

以上の参与者 ， 参与者が事象に関与する際の「主体的 ， 意図的 ， 消極的」などの関わり方， 事

象の生じた「原因」あるいは事象の影響が及んだ「結果」， 事象の生じた「様態」などが候補に

挙げられよう。

本稿で扱う「運動」という事象の表現については，「運動」動作を意志的に行う「動作主体」，

運動の「起点」あるいは「着点」， 運動動作に関わる「身体部位」や道具， 運動そのものあり方，

つまり「様態」などが着目される点である。
一方， 意志を持たない物体の「移動」については， 人間や動物の積極的な働きかけを外力と

して生じた位置変化 や， 天体の移動 ， 気象変化などの自然現象や， 落下など物理的な法則に

従った位置変化がある。 外力による位償変化の場合は， 人間の運動動作と同様，「起点」や「着

点」， 移動の「様態」に着目することができるほか ， 位濫変化の原因となった外力を持つ主体に

も着目できる。

以上の運動動作・移動を認識することは人間一般の認知活動の 一環であり ， 汎言語的なもの

である。 しかし ， 同じ事象の同じ着目点に関してであっても ， 何らかのことばの表現をまとめ

る段階では， 個別の言語によって ， 用いられる表現のパタ ー ンは異なってくる。 Talmy (1985) 

他の提唱する「事象の合成」(event conflation)（あるいは抱合とも）という概念は， イベントの

認知とその反映としての言語表現に関して生じる言語ごとの表現パタ ー ンの違いに着目するも

のである。 Talmy の試みは， ある事象を単純な事象へと分解し ， それぞれの事象が 一定の言語

形式として表しうるという前提から出発しようとする試みである。 事象の合成とは， 2つの事

象要素が高次の事象を構成する場合に ， 例えばこれを単一の動詞句に圧縮し ， 高次の事象に一

体化させることと定義される。 英語については， 高次の事象における主事象の種類に基づいて

「移動 (to roll in) ， アスペクト (to talk on) ， 状態変化 (to blow out) ， 協調 (to sing along with), 

意図の達成 (to hunt down) 」などの分類を提案している。

本稿のタイ語の動詞連続の分析にあたっては， 河内 一博氏作成によるイベント統合パタ ー ン

に関する調査票 （以下 ，「イベント調査票」と呼ぶ）を参考にした ！ 。 この調査票はTalmy のい

う ， 2 つの単純な事象の合成 (event conflation) の分析のために作られたものである。 調査項目

として ，［1] 「運動」(translational motion), [2] 状態変化 (state change), [3] 実現（状態変化の特
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殊な例），［4]時間的な輪郭づけ(temporal contouring), [5]動作の関連づけ(action correlating) 

に関わる例文が準備されている。 このうち，タイ語で主として動詞連続で表されるのは，［1]

「運動」と［2]の「状態変化」の一部である。

本稿の分析では，事象のそれぞれの着目点の分析をより詳しく行うために，調査票の例文に

加えて，タイ人コンサルタントによる作例を必要に応じて補った。 特に意味的に自然な表現を

得るために，動作主体が人間である文と移動主体が物体であるものへと入れ替えたものが多

い。 また分析結果を整理して示すために，表現されている着目点ごとに例文の順序を変える必

要があった。 このため，本稿で掲げる例文の提示順は元の調査票のそれとは異なっていること

をお断りしておく。

1.1 動詞連続とタイ語の動詞

タイ語の動詞連続の分析に入る前に，Bisang (1991)による動詞連続(Verb Serialization)の

形式的な定義をまず示しておく。

Verb Serialization "the unmarked juxtaposition of two or more verbs or verb phrases (with or 

without subject and/or object), each of which would also be able to form a sentence on its 

own. 
" 

この定義によれば，動詞連続は「2つあるいはそれ以上の動詞あるいは動詞句の並立」である。

並列は形式上無標（等位接続詞あるいは従位接続詞などを含まない） であり， 現れる動詞の形

は「単文」との違いがない。 この点で，例えば形式上「定動詞」対立するヨ ー ロッパ諸言語の

「分詞」や日本語の「動詞連用形」などのconverb 類とは区別される。 また動詞句とはいって

も， それぞれの句には主語あるいは目的語を伴わなくともよいので，その最小の形は， 2つの

動詞の連続ということになる。

1.1.1 タイ語動詞類に共通する特徴

具体的な動詞連続の分析に先立って，タイ語の動詞のもつ一般的特徴に関する私見をここに

述べておく。 なおこれらは現時点での暫定的な考え方であり，今後さらに検討を加え，修正す

る必要がある。
一 般に，タイ語の動詞類は名詞類と対立する。 動詞類は否定辞mayをその直前に置くこと

によって，直接否定できるが，名詞，前置詞，副詞詞などは直接否定できないことが区別の基

準である。 それぞれの主要な機能として，動詞は叙述を，名詞は指示機能を担う。

タイ語動詞類に見られる第 一 の特徴として，動詞類内部に動詞らしさの程度の差が認められ

ることが挙げられる。

動詞の動詞らしさ 動詞のもつ意味内容により，その動詞らしさの程度は異なる。 例えば，い

わゆる「状態動詞」は「動作動詞」よりも意味的に動詞性が低い。 このことはそれぞれ

の取り得るアスペクト形式の違いなどによって示すことができる。
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動詞の機能と出現環境 動詞の機能は， 主として文の「叙述機能」を担うことである。 ただし，

いったん動詞類として認定されたものであっても， その全ての出現環境で， 同程度の叙

述機能を持つわけではない。 動詞それぞれの意味属性， 統語的性質や出現環境によって

も， 動詞らしさの程度が異なるため， 同じ動詞であっても， ある環境では動詞性が高く，

別の環境では動詞性が低いということもあり得る。

ここで動詞らしさの程度の強弱を示す具体的な例として， 運動と移動に関する maa 「来る」

と caak: 「～から， 別れる」の例 (1) を見ておこう。

(1) a. (khun) maa caak nay 

（あなた） 来る ～から どこ

（あなたは）どこから来ましたか。

b. cot-maay (maa) caak nay 

手紙 （来る） ～から どこから

手紙はどこから（来たの） ？ 

c. khlmum maa ltew 

（津波の）波 来る 完了

（津波の）波がやって来た。

d. chan ca may caak: phii pay nay 

私 未然 否定辞 別れる あなた 行く どこ

私はあなたと別れてどこへも行かないわよ。

(1) a では， maa 「来る」が叙述機能を担う動詞であり， 後続する caak: 「～から」には疑問

詞 nay 「どこ」が後続することから， これを前置詞と見なすことができる。

(1) b は， maa を用いる場合と用いない場合がある。 maa を用いると， （1) a と同様の分析が

できそうに見えるが， 実際は「手紙」は無生物であり， 自力で運動することができない。 それ

でもこの表現が許容されるのは「手紙は配達人が配達して届くものである」という常識が共有

されているためである。 手紙が届く場合， 誰から誰に宛てての手紙か， いつ着いたかなどが話

し手と聞き手の関心事であり， 実際に郵便物 を持ってきた配達人が誰かが関心を惹くことは普

通ない。 このため，（1) bへの返事は， 例えば「チェンマイから来た」などの場所だけでなく

「母から， 友人から， 会社から」といった差出し人であることもある。

(1) b であって maa を用いずに caak: のみを用いる場合， caak: 自体が「手紙の位置変化を示

す」という， 動詞並みの叙述機能を担っているとも考えられる。 このような文は，「手紙が来

た」という状況を前提として， それが「どこから来たか」， あるいは「差出人が誰か」に関心を

寄せている場合に用いられる。

(1) Cでは， 無生物主語 khl由um 「（津波の）波」が迫ってきた場合に用いられるが， 津波の

ような自然災害については， 災害が及ぶ範囲に関心が集中し， その原因については（自然科学

的な常識としては地震であろうが）普通話題に上らない。 このように自然現象， 災害などの影

響が及ぶ場合には， それが maa の主語として現れる。
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さらに(1)dでは， caakは動作主を主語にとる動詞 「別れる ・ 離れる」という意味で使われ，

かつ否定辞が前置されており， 「別れようとはしない」という意志を表現している。 このよう

な場合， caakの動詞性が高いと考えることは自然であろう。

以上から， 同じ形式caakがその出現環境により， 叙述機能を担っている動詞maa 「来る」

と共起している(1) aおよび(1)bの場合は 「前置詞」として機能している。(1)bであっても

maaが現れない場合は， 叙述動詞に近い機能を持つ。 さらに 「 未然·意志」を表す文法標識ca

および否定辞mayに後続する(1)dの場合， 動詞性が高く， それ自体が叙述機能を担っている

といえよう。

1.1.2 動詞連続と動詞の叙述機能

タイ語動詞類に見られる第二の特徴として， 動詞類に属する形式が2つ以上共起して動詞連

続を形成することが挙げられる。 ただしその場合， 必ずしも最初の動詞が主動詞として叙述機

能を中心的に担うとは限らず， 最後の動詞が主動詞と考えられる場合があることが挙げられる。

次の動作動詞WllJ 「走る」および状態動詞rew 「速い」の2つの動詞と， 否定辞mayとか

らなる例(2)を見てみよう。

(2) a. khaw may WllJ rew 

彼 否定辞 走る 速い

彼は（わざと）速くは走らない。

b. khaw WllJ may rew 

彼 走る 否定辞 速い

彼は（懸命に）走っても速くはない。

(2) aでは動作動詞 「走る」が否定されている。 この場合， 「速く走ること」全体が否定され

ていることになるため，「速く走ろうという気がなく， わざと速く走らないようにしている」と

いう意味を表すことになる。 一方，（2)bでは状態動詞 「速い」が否定されている。 この場合，

走った結果として「速くない」こと， つまり 「速く走ろうとしたが， それが達成できない」こ

とを表すことになる。

ここで， ある動詞連続において， 潜在的に否定詞を前置させることのできる動詞を， その動

詞連続における中核動詞(core verb)と呼ぶことにすると， 「タイ語の中核動詞は動詞連続中の

最初の動詞である」というように，位置のみにもとづいて定義することはできないことになる。

このことは， 音韻レベルでいう固定アクセントと自由アクセントの違いと対比できるかもしれ

ない。

以上， 本稿で前提とするタイ語の動詞および動詞連続についての基本的な見方を示した。 以

下では， 特に運動と移動の表現に表れる動詞について分析を行う。
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2 運動および移動の表現と動詞の性質

一般に，「言語表現」とは「ある事象をひとつのまとまった「出来事」(event) として捉え，そ

れを個別言語の形式の組合せからなる 「枠組み」の中に落とし込んだものと考えることが出来

よう。タイ語の運動および移動の表現にどのよう な動詞が 現れるかには， 一定の傾向が認め ら

れる。

2.1 動詞のタイプの分類

イベント調査票を参考に作られたタイ語の「運動， 移動」などの「位置変化」および「位置関

係」を表す例文に出現した動詞類を，そ れぞれの意味に基づいて整理したものを表1に示す。

II 含まれる意味 i 具体性 I 動詞の例

位置変化動詞 II 運動 高い I daan （歩く） w切（走る） piin （登る）
kradoot （跳ぶ） khlaan （這う）
waay （泳ぐ） bin （飛ぶ）

移動 高い I kl切（転がる） l巾UIIl（滑る） lay （流れる）

位置関係動詞 II （変化の）方向 I 低い I kh由n （昇る） tok （落ちる） loJJ （下る）
phaan （通る） laay （過ぎる） khiiam （横切る）
khiiw （入る） ？切k （出る） taam（従う）
klap （帰る） haan （離れる）
caak （別れる） th由n （至る）

ダイクシス 1 | pay （行く） maa （来る）

表1 ：運動あるいは移動と位置関係を表す動詞と意味の具体性

表1の動詞類は， まず「位置変化動詞」と「位置関係動詞」の2つのタイプに大別される。

「位置変化動詞」は 「運動動詞」 および「移動動詞」とに分けられる。運動動詞は主に人や動

物などの有情物が意固的に行う運動を表し， 移動動詞は物体に生じる非意図的な位個の変化を

表す。

タイ語の運動動詞は， 主に人や動物の行う動作であるため，その意味に手足など動作に関わ

る身体部位あるいは移動の様態を含んでいる。ただ し， 運動動詞であっても物を主語 にとる場

合も存在する。例えば， daan 「歩く」は， 一般に人が歩くという意図的動作を表すが，モ ー

タ ー などの機械類を主語にとって 「動く」を表すこともある。

移動動詞も動作動詞と同様に， 非意図的な移動を表す動詞であるが，その意味に移動の様態

を含んでいる。例えば， 位置変化の主体が人や動物であっても「転がる」「滑る」などは運動動

作ではなく，非意圏的な位置変化， つまり移動であり，その様態描写が動詞の意味に含ま れて

いる。

一方，「位置関係動詞」は， 2つ以上の対象の占める「空間上の動的， あるいは静的な位置関

係」を表す。 す なわち， 動的位置変化の過程を軌跡として線的にとらえたり，位置変化の結果

としての静的な位置の関係 に注目して表現する動詞であって， 位置変化を生じる対象が意志を
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持つ主体的な人間であるか ， あるいは物体であるかには関与し ない。 従って ， これらの動詞そ

れ自体は主語として人および物のどちらも取ることができる。

位置関係動詞は， 位置変化の「動き」そのものに注目する表現であるため ， 人の運動動作お

よび物の移動に伴う具体的な様態を特定することはない。 位置関係動詞としては， kh巾n「昇

る」，tok「落ちる」，lOJJ「下る」 など， 従来「方向動詞」と分類されてきたもののほか ， phaan

「通る」 など， 何らかの地点を基準にとって ， 移動する物体の基準地点から見た相対的な位置の

移動 ， あるいは位置変化の結果である新しい静的な位置関係を意味する動詞が含まれている。

位置関係動詞のうち， 特にpay「行く」， maa「来る」は， 話し手あるいは聞き手とのダイクシ

ス関係を表す点で特別なものである。

2.2 動作動詞と位置関係動詞との出現順と意味

動作動詞と位置関係動詞とが共起する場合， 両者の組み合わされる語順によってその意味が

異なる。

1.運動動詞＋位置関係動詞の場合 運動動詞が運動動作に関わる様態·身体部位を示し， 位置

関係動詞が運動による位置関係の変化を表す。 この場合， 運動動作と位置変化とはひと

つのまとまった出来事としてとらえられている。

2.位置関係動詞＋動作動詞の場合 移動の様態に関わらず ， まずは移動して ， その移動先で別

の動作を行うという2つの継起的な出来事をまとめて表す。

3 主体的動作としての運動の表現

運動動詞は， 主に「人間あるいは動物による主体的かつ自律的な運動動作」を表す。 以下の

§3.1に示すのは， 運動とそれに関わる位置関係を同時に示す表現である。 このよう な表現の参

与者は， 運動動作に関わる動作主体であるが ，「運動・移動」の認識には， 空間的な「場所」が

参与者同様に重要である。 運動表現における「場所」は単なる背景ではなく ， 存在の場であっ

たり， 移動の到着点， 起点 ， 経由地点 などとして ， 運動の表現に関わる。

運動の表現では， 先行する運動動詞が動作に関わる様態・身体部位を示し ， それに続く位置

関係動詞が運動に伴う 位置関係の変化を表す。 この場合， 運動動作と位置変化とはひとつのま

とまった出来事としてとらえられている。

3.1 主体的な運動動作と位置関係の表現

以下の例文では， 四角括弧[A/B］でくくられた形式AおよびBのう ち ， どちらかlつは選

択し なければなら ないことを ， 丸括弧( )でくくられた形式(A)は， 要素Aが随意的な要素

であることをそれぞれ示すことにする。

* daan「歩く」【運動動作】
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(3) brr d88Il pay thaaIJ kh細

彼女 歩く 行く 方向 彼

彼女は彼の方に歩いた。（運動とその方向に言及】

daan 「歩く」は「脚を使って」という運動の様態をその意味に含んでいる。 ここではdaan

「歩く」が運動の様態を ， pay 「行く」が話し手の視点からのダイクシス的意味を示している。

pay 「行く」はその補語として 「場所」を必要とするが，「彼」は場所ではないので直接 pay の

補語にすることはでき ない。 「彼の方」というのは「場所 ，方向」 なので ， pay の補語にするこ

とができる。

以下の例は，それぞれ daan 「歩く」運動動作とその 「到達場所」，「起点」，「経路」を表す例

である。

(4) 13n daan khaw baan 

彼女 歩く 入る 家

彼女は家の中に歩いて入った。［運動した結果として到達した場所に言及】

(5) Iぅn daan ？ぬk (pay) caak (nay) baan 

彼女 歩く 出る （行く） ～から （中） 家

彼女は家（の中）から歩き出た。【運動とその起点に言及）

(6) khaw d88Il [pay/maa] taam thanon 

彼 歩く ［行く／来る］従う 道

彼はその道に沿って歩いて［行く／来る］。［運動とその経路に言及】

ただし ，d88Il pay taam N は「N に沿って歩く」を意味するが，pay/maa を用いずに d88Il taam 

N とすると ，「N のあたりを歩く」という ，別の意味を持つことに なる。 taamN の taam は，前

置詞として 「～のあたり」という広い意味を持ち， 線状に 「～に沿って」という意味ではなく

なるためである。

* WIIJ 「走る」【運動動作】

(7) m巾a-waan ph証yiIJ khon癖n wiIJ [pay/maa] talaat 

昨日 女 類別—その 走る ［行く／来る］ 市場

その女性は昨日市場に走っ（て行っ／て来）た。【運動とその着点に言及】

Wl!J 「走る」は，その意味に 「脚を使って」という動作の様態を含んでいる。 上記の例は，こ

の運動動作とダイクシスを表す pay 「行く」あるいはmaa 「来る」を伴う例である。

(8) brr wiIJ
?う:Jk [pay/maa] caak baan 

彼女 走る 出る ［行く／来る］ ～から 家

彼女は家から走って出て［行っ／来］ た。（運動とその起点に言及】

WlIJ 「走る」が中核動詞。
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*piin「登る」【運動動作】

piin「登る， よじ登る」は， その意味に「手でつかまりながら（場合によっては脚も使って），

落ちたり， 転んだりしないように」という動作の様態を含んでいる。

(9) Iうn piin phuu-khiiw luuk-n紐 (kh由n pay) th由lJ 沙3t

彼女 登る 山 類別—その （上る 行く） 至る 頂上

彼女はその山の頂上に登り着いた。【運動とその着点に言及】

piin 「登る」は険しい道のりを努力して「登る」あるいは「降りる」ことを意味する。「降り

る」場合は方向動詞 loJJ 「下る」を伴い， piin lo!J 「下りる」として用いる。

* krad6ot 「跳ぶ」【運動動作】

kradoot 「跳ぶ」は， 「脚を使って」という動作の様態をその意味に含んでいる。

(10) Iうn kradoot khaam hln 

彼女 跳ぶ 横切る 岩

彼女は岩を跳び越えた。

* khlaan 「這う」【運動動作】

khlaan 「這う」は「人が腹這いで」という動作様態を意味に含んでいる。

(11) Bn khlaan pay thaa:g ton-maay ton-n紐

彼女 這う 行く 方向 木 類別—その

彼女はその木の方に腹這いで進んだ。【方向に言及J

「木」は場所ではないので， そのままではpay の補語になることができないが， tha町「方向」

を伴えば「木の方」という場所の意味を持つので， pay の補語になることができる。

(12) l:'>n khlaan khaw pay nay baan 

彼女 這う 入る 行く 中 家

彼女は家の中に腹這いで入った。【運動とその着点に言及】

(13) a. l:'>n khlaan 知k (pay) caak (nay) baan 

彼女 這う 出る （行く） ～から （中） 家

彼女は家の中から腹這いで出た。【運動とその起点に言及】

b. X lうn khlaan ？切k pay (*h紐:u ) caak (nay) baan 

彼女 這う 出る 行く （離れる） ～から （中） 家

x彼女は家の中から腹這いで（＊離れて） 出た。【運動とその起点に言及】

【注意：上記の場合， ha叩「離れる」を用いて “？わkpayh細:u caak" とすると不適格な文と

なる。 その理由は先行する ？わkpay 「出て行く」がすでに「ある場所から離れる」ことを含意

しているので， 意味が重複してしまうためと考えられる。pay を用いずに， ？33k hian caak と
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してもよい。】

*waay「泳ぐ」【運動動作】

waay 「泳ぐ」は「水の中を手足を使って」という動作の様態をその意味に含んでいる。

(14) Iうn waay maa thaaJJ khaw 

彼女 泳ぐ 来る 方向 彼

彼女は彼の方に泳いで来た。（方向に言及】

(15) Iうn waay khaw(pay nay) baan 

彼女 泳ぐ 入る （行く 中） 家

彼女は家 （の中）に泳ぎ込んだ。【到着点に言及】

(16) bn waay (haaIJ) ？ う:-ik (pay caak) baan 

彼女 泳ぐ （離れる） 出る （行く ～から） 家

彼女は家の中から泳いで出た。【起点に言及l

女bin 「飛ぶ」【運動動作】

bin 「飛ぶ」は，「（烏が）翼を使って羽ばたく」という動作の様態をその意味に含んでいる。

ただし， 飛行機が飛ぶ場合にも用いることができる。

(17) n6k tua-nan bin 加k(pay/maa) caak raJJ 

烏 類別＋その 飛ぶ 出る （行く／来る） ～から 巣

その鳥は巣から飛び出し （て行っ／て来）た。【起点に言及l

3.2 主体的な移動と後続する動作に関する表現

動詞連続には， 位置関係動詞が先行し， 動作動詞が後続する場合もある。 この場合， 先行す

る位置関係動詞が移動による位置変化を表し， 後続する動作動詞がその移動先で行われる別の

動作を表す。 両者は2つの継起的な出来事である。

2つの出来事であるとは言え， これを1つの表現にまとめているのは，「移動」とそれに続く

「動作」とを単に継起的な二つの別々の出来事としてではなく， 後続する動作が先行する移動

の目的であると捉えているためである。 言いかえれば， 移動表現の背景に存在する意志的な移

動動作を行う前提として， その動作の行為者が次に何を行うのかを， 予め移動の目的として決

めていると考えられるためである。

* ？切k「出る」【位置関係】

(18) 1うn ？ぬk thiaw 

彼女 出る 遊ぶ

彼女は遊びに出て行った。【「家を出る」＋「遊ぶ」が継起】
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女kh由n「上がる」【位置関係】

(19) l;in kh由n phfiut 

彼女 上がる 話す

彼女は（壇上に）上がって話した。【「上がる」＋「話す」が継起】

* pay「行く」【位置関係】

(20) !:'in pay rian 

彼女 行く 学ぶ

彼女は勉強に（学校に）行った。【「行く」＋「学ぶ」が継起】

なお，上に挙げたそれぞれの例において，先行する位置関係動詞が想定する移動の到着点

「家」「壇上」「学校」は，先行文脈から理解可能なものであるため，例文には明示されていな

い。 場所の例としては典型的な例を挙げてある。

このように，位置関係動詞が先行し，動作動詞が後続する場合は， まずは移動して，その移

動先で何らかの意図的動作を行うことを表す。 その際，移動は 「手段」であり，移動先での動

作は，一般に移動の 「目的」である。

4 人による「他者への働きかけ行為」と位置関係

一般に他動詞には2者の参与者が想定されるが， タイ語では先行文脈により動作主体あるい

は動作の対象が了解可能な場合，一方あるいは両者が言語形式として談話に現れないことが

多い。

以下は，第1の参与者による 「第2の参与者への働きかけ行為」を表す他動詞が先行し，そ

の結果として第2の参与者に生じた位置関係の変化を表す表現である。

女khwaaJJ「投げる」【運動動作】

khwaaJJ 「投げる」は，「人間が手を使って」という意味を含んでいる。（もちろん，動作主

体は人間に類する動作が可能な 「猿」であってもよい。）

(21) a. 1ぅn khwaaJJ luuk-b ⑳n khaw (nay) baan khaw 

彼女 投げる ボー ル 入る （中） 家 彼

彼女はボー ルを彼の家に投げ込んだ。

b. 1ぅn khwaaJJ luuk-b ⑳n khaw [pay/maa] nay baan khaw 

彼女 投げる ボー ル 入る ［行く／来る］ 中 家 彼

彼女はボー ルを彼の家に投げ込んだ。

*t紹「蹴る， 蹴飛ばす」【運動動作】

記「蹴る，蹴飛ばす」は，「人間が足を使って」という意味を含んでいる。（その他，動作主
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体は人間に類する動作が可能な「象」であってもよい。）

(22) 1うn 炉 luuk—b⑳n luuk-n紐 khaam san細n-kiilaa(pay/maa)

彼女 蹴る ボー ル 類別—その 横切る 運動場 （行く／来る）

(ntl:rJJ khr的／ liiaykhr的）

（一度／何度も）

彼女はそのボ ー ルを(1回／何度も）運動場越しに蹴った。

（注意：この例は， まだボ ー ルは運動場の中に留まっていても使うことができる表現で

ある。】

上記の(21)「投げる」および(22)「蹴る」の場合， 両者とも人間の動作を表す他動詞であり，

自動詞として用いることはできない。 一方， 以下の kliJJ 「転がす」は， 他動詞として用いられ

るだけでなく， §6 の(38) に示すように， 動く物体を主語にとる自動詞としても用いられる点

で上記の動詞とは異なっている。

*kl↑n 「転がす：他動詞」【運動動作】

(23) a. khaw kliJJ paak-kaa kh細m tが[pay/maa] tha叩 l油

彼 転がす ペン 横切る 机 ［行く／来る］ 方向 彼女

彼はペンを机越しに彼女の方に転がした。（「彼女」が目標地点】

b. khaw kliJJ paak-kaa 肋紐m tが lぅn

彼 転がす ペン 横切る 机 彼女

彼はペンを彼女の机に転がした。

（「彼女の机」なので， その場に彼女がいなくても良い。】

5 位置関係動詞のみを組み合わせた主体的移動の表現

動作動詞を含まず， 位置関係動詞のみを2つ以上組み合わせて動詞連続を形成することも可

能である。 この場合， 話し手は移動動作の様態そのものには関心がなく，「位置の変化あるい

はその結果としての相対的な位置関係」のみに着目した表現となっている。

このような場合， さらに意図的な動作を表す動作動詞を加えるとすれば， その動詞は以下の

例文の（ ）内の位置， つまり， 位置関係動詞に先行する位置に置かれる。

* phaan 「過ぎる」【位置関係：経由地】

(24) khaw (deen) phaan ton-maay ton-n紐 pay

彼 （歩く） 過ぎる 木 類別—その 行く

彼はその木を過ぎて（歩いて）行った。

自力で運動する機械などの物体の表現も， 人の場合と同様の表現をとる。
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(25) r6t-fay (W!JJ) phaan muubaan ht]J-nan pay 

汽車 （走る） 過ぎる 村 類別—その 行く

汽車はその村を（走り）過ぎた。

*laay「過ぎる， 越える」【位置関係：経由地】

(26) khaw (daan) 188Y t6n-maay ton-nan pay 

彼 （歩く） 過ぎる 木 類別—その 行く

彼はその木を（歩いて）過ぎた。

* khaam「横切る」【位置関係：経由地】

(27) a. 1ぅn (deen) khaam saniiam-kiilaa-nan [pay/maa] 

彼女 （歩く） 横切る 運動場—その 行く／来る

彼女はその運動場を（歩いて）横切って［行った／来た］。

b. 1うn (deen) [pay/maa] khaam saniiam-kiilaa-n釦

彼女 （歩く） 行く／来る 横切る 運動場—その

彼女はその運動場を横切るために歩いて［行った／来た］。

上掲の(27) aよりも(27) bのほうが，「横切る」が移動動作の目的であるという意味が強い表

現である。

*khaw「入る」【位置関係：空間的な着点】

(28) khaw khaw (pay nay) h5JJ m紅

彼 入る （行く 中） 家 母

彼は母の部屋（の中）へと入った。

＊ ？ぬk「出る」【位置関係：起点】

(29) bn (riip) (wiJJ) ？切k (pay) caak (nay) baan 

彼女 （急ぐ） （走る） 出る （行く） ～から （中） 家

彼女は家の中から急いで（走って）出た。【起点に言及l

* haaIJ「離れる」【位置関係】

(30) Iうn (d88n) haaIJ 芍3k (pay/maa) caak baan 

彼女 （歩く） 離れる 出る （行く／来る） ～から 家

彼女は家から（歩いて）離れた。【起点に言及）

(31) a. l:'>n （直m) may haaJJ caak baan thawray 

彼女 （いる） ［否定辞】 離れる ～から 家 いくらも
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彼女は家からいくらも離れてはいない。【起点に言及】

b. sathiianii（yuu) may haa.\J caak baan sak-thawray 

駅 （ある） 【否定辞】 離れる ～から 家 いくらも

駅は家からそんなに離れていない。【起点に言及】

上記(3l)bのように， hiaりは否定辞で直接否定できるため，【基準点との】相対的な位置関

係を示す動詞とも考えられる。

(32) a. khaw (d88n) ？ぬk haaり caak sunak tua-nan 

彼 （歩く） 出る 離れる ～から 犬 類別—その

その犬から（歩いて）離れて行った。【起点に言及】

b. khaw phayaayaam［知k／沖u] haan caak l切—chumchon

彼 努める ［出る／居る］ 離れる ～から 人の集まる所

彼は人の集まる所から［離れる／離れている］ようにと努めた。【起点に言及】

(33) !:':in (khlaan) haa.\] (？ぬk) caak ton-maay. ton遥n

彼女 （這う） 離れる （出る） ～から 木 類別―その

彼女はその木から（腹這いで）離れた。【起点に言及】

女caak「別れる， 去る」【位置関係】

(34) khaw caak pay I紐w

彼 別れる 行く 完了

彼は去った。

* th叩「到達する」【位置関係】

(35) khaw(piin/pay) may th由lJ yぬt-phuu-khiiw

彼 （登る／行く） 否定 到達する 山頂

彼は（山に登ったが／行ったが）山頂まで到達しなかった。

女tok「落ちる」【位置関係】

(36) dek tok (loり） pay nay !um 

子供 落ちる （下がる） 行く 中 穴

子供が穴の中に落ちた。

* IOIJ「降りる」【位匿関係】

(37) khaw loIJ pay thii chan-ntl:rIJ 

彼 降りる 行く 所 1階

彼は1階に降りた。
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6 物の非主体的な移動・位置変化の表現

物体には外力により非自立的運動 ・ 位置変化が生じることがある。 そのような場合， 移動動

詞に位置変化動詞を一 つ以上後続させて動詞連続を形成することで表現できる。

*kl↑lJ「（物が）転がる：自動詞」【移動動詞】

移動動詞 kliJJ は物を主語に取る一項の自動詞として用いるだけでなく，（23) で見たように，

人を主語に取る他動詞としても用いることができる。 以下は自動詞の例である。

(38) a. luuk-b⑳n luuk-n紐 kliJJ tok 

ボー ル 類別＋その 転がる 落ちる

そのボールは転がり落ちた。

b. luuk-b⑳n luuk-nan kl切 tok loJJ (pay/maa) (caak naan-khiiw) 

ボー ル 類別＋その 転がる 落ちる 下る （行く／来る） （～から 丘）

そのボールは（丘から）転がり落ち（て行っ／て来）た。【起点に言及】

(39) a. luuk-b⑳n luuk-n紐 kliJJ khaw (nay) baan 

ボ ー ル 類別＋その 転がる 入る （中） 家

そのボー ルは家（の中）へと転がった。［着点に言及】

b. luuk-b⑳n luuk-n血 kliJJ khaw(pay/maa) nay baan 

ボー ル 類別＋その 転がる 入る （行く／来る） 中 家

そのボールは家（の中）に転がって入っ（て行っ／て来）た。【着点に言及】

*kl↑lJ「（人が）転がる：自動詞」【移動動詞】

自律的に動作 ・ 運動する人間あるいは動物であっても， 以下の例のように， 不可抗力により

「物体」と同様の不作為の移動・位置変化を生じることはありうる。 また，「けがをしないため

の柔道の技として」などといった文脈情報を加えれば， 不可抗力でなく， 意識的に「転がる」

という場合も表すことができる。

(40) a. khaw kl旬 tok

彼 転がる 落ちる

彼は転がり落ちた。

b. khaw kli)J tok loJJ (pay/maa) (caak neen-khilw) 

彼 転がる 落ちる 下る （行く／来る） （～から 丘）

彼は（丘から）転がり落ち（て行っ／て来）た。【起点に言及】

*lay「流れる」【移動動詞】

以下の例に見るように， 物体が川などの流れにより流される場合に， 移動動詞 lay 「流れる」

を用いて表すが， この動詞は， 流れが急なために人が流される場合にも用いることができる。

文脈によっては「わざと流れに身を任せて流れる」という意味も表すことができる。
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(41) a. khuat bay-nan lay khaw(pay nay) tham 

瓶 類別—その 流れる 入る （行く 中に） 洞窟

その瓶は洞窟に（の中へと）流れ込んだ。

b. khon nan lay ？切k pay caak tham 

人 その 流れる 出る 行く ～から 洞窟

その人は洞窟から流れ出た。

*I由mn「（人が）滑る：自動詞」［移動動詞】

血mn「滑る」は本来， 誤って不可抗力で「滑る」ことを示す移動動詞である。 ただし， ス

キー， スケ ー トなどで自律的に「滑る」ような場合， 運動動詞としても使うことができる。 従っ

て以下の場合，「滑る」が不可抗力による移動か， それとも自律的運動かは文脈によって決まる。

(42) 1ぅn lru:run pay thaau khaw 

彼女 滑る 行く 方向 彼

彼女は彼の方へと滑った。

7 運動の表現に関わるその他の検討課題

ここまで人の「運動」および物の「移動」を表す動詞連続を中心として分析を進めてきたが，

以下ではこれと関連して， 「様態」の表現および「同時に行われる別の動作」の表現について

補った作例について検討を行う。

7.1 運動あるいは移動とその様態を表す動詞連続

タイ語では， 以下のような方法を用いて運動の様態を表すことができる。

動詞そのものに含まれる意味 「走る， 跳ぶ， 泳ぐ」などの身体的な運動を表す動作動詞は「動

作に関わる身体部位や動作の様態」を動詞そのものの意味に含むものが多い。

主として様態を表す動詞 「急ぐ」などの様態を表す動詞は， 述語として用いられるだけでな

く， 他の具体的動作動詞とともに， その様態を表すことができる。

姿勢を表す自動詞 「座って， 立って， 横たわって」などの姿勢を表す動詞を用いることで， 動

作の様態を副次的に表すことができる。

様態を表す他動詞句 「脚を引きずる」などの「他動詞＋目的語」という構成の動詞句を用いる

ことで， 動作の様態を副次的に表すことができる。

擬声語・擬態語 擬声語， 擬態語 (expressive と呼ばれることがある）を動作動詞の前後に置

いて， 動作の様態を表すことができる。

これらのうち， 動作の基本的な様態を動詞に含む「動作動詞」については既に述べたので，

以下ではそれ以外の場合について述べる。
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7.1.1 様態専用の自動詞を前置する

タイ語にはriip 「 急ぐ」のように， さ まざまな動作 動詞と共存する， 「 様態」のみを表す自動

詞 がある。これらは副詞と同様の意味を持つが， 否定辞 may を前置して否定できるため， 動詞

と見なされる。 「 書く」，「する」， 「 行く」 など， 具体的な「急ぎ方 」は共起する動詞によって異

なる点 で ， 「 急ぐ」それ自体は動作としての具体性を表さ ない。これら 「 様態」の自動詞は， 運

動動詞や位置変化動詞の前に置かれる。

*r↑ip「急ぐ」

(43) l:'Jn riip (wiJJ) pay tha町 ton-maay ton-nan 

彼女 急ぐ （走る） 行く 方向 木 類別—その

彼女はその木の方に（急いだ／急いで走 った）。

上記のように ， riip「急ぐ」は運動動詞 「走る」に前置され ， 具体的な動作の様態を表す 。

以下は位置関係動詞に前置され て 「 急いで移動する」ことを表す 。

(44) a. l:'Jn riip khaw pay nay baan 

彼女 急ぐ 入る 行く 中に 家

彼女は急いで 家の中に入った。

(45) l:'Jn nip ？切k haaJJ caak ton-maay ton-n血

彼女 急ぐ 出る 離れる 別れる 木 類別—その

彼女はその木 から 急いで離れ た。【起点に言及】

7.1.2 様態専用の副詞を前置する

以下のkh5y-kh5y 「ゆっくりと」は，それ 自体 を may で打ち消すことができ ない， 様態を表

す 副詞 である。

* kh5y-kh5y 「ゆっくりと」

(46) b. Iうn kh5y-kh5y daan khaw pay nay baan 

彼女 ゆっくりと 歩く 入る 行く 中に 家

彼女はゆっくりと家の中に歩いて入った。

7.1.3 動作時の「姿勢」を表す自動詞を前置する

移動動作 そのものではなく， 「 動作に伴う 姿勢」あるいは「動作と同時に 行う 動作 」 も ， 広い

意味では 「 動作の様態」と考えることが出来る。「姿勢」 を表す自動詞は，移動動作 よりも前に

置かれるが，これは現実の動作の行われる順序， 例えば「まず座って， それ から 行く」に対応
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していると考えられる。

* naJJ「座る」 「座る」＋「バス」は「バスに乗る」を表す。 実際は「バスに乗る」こと

までを意味しており， 車中で実際に座ったか， 立っていたかは特定しない。

(47) [naJJ/ khrun] r6t-thua pay 

座る 上る 長距離バス 行く

長距離バスに乗って行く。

*ymmn「立つ」

(48) a. 0 yrnrnn pay chiaIJ-may 

立つ 行く チェンマイ

立ったままチェンマイに行く

［バンコクからチェンマイヘだと遠すぎて想像しづらいが， 例えばチェンマイ近郊のラ

ンプー ンからならOK】

b. 0 yrnrnn klap baan 

立つ 帰る 家

立ったまま家に帰る［通勤の帰宅時などの場合】

(49) a. yrnrnn pay nay r6t-fay 

立つ 行く 中 電車

立ったままで電車に乗って行く

b. yrnrnn nay. r6t-fay pay 

立つ 中 電車 行く

立ったままで電車に乗って行く

(50) yrnrnn ?aan naIJS巾UI

立つ 読む 本

立ったままで本を読む

*n⑳ n「横たわる」

ylIImnを用いて， 「立ったまま～する」は， さまざまな動作の様態を表すことができるが，

n33n「横たわる」は， その姿勢で何らかの動作を行うことが少ないため， 当然ながら共起でき

る動作の自由度が低い。 ただし， タイでは夜間に長距離をバス車内の寝台で移動する「寝台バ

ス」のサ ー ビスが発達しているため， タイ語でも「横たわって ～に行く」という表現は， 移動

手段を表す際にしばしば用いられる。

(51) n⑳ n nay r6t-thua pay 

横たわる 中 長距離バス 行く

寝台バスで横になって行く
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(52) a. n⑳ n pay nay r6t-thua 

横たわる 行く 中 長距離バス

長距離バスで横になって行く。【姿勢＋移動】

b. ? pay noon nay r6t-thua 

行く 横たわる 中 長距離バス

△？長距離バスで横になって行く 【移動＋姿勢】

(52) bは 「バスで横たわるために行く」という 「 目的」を表す表現のようになってしまうの

で， やや不自然な表現となる。

(53) a. noon pay chia:u-may 

横たわる 行く チェンマイ

長距離バスでチェンマイに行く

b.n⑳ n nay r6t-thua pay chia:u-may 

横たわる 中 長距離バス 行く チェンマイ

長距離バスでチェンマイに行く

C. X Il⑳ n pay chi紅1-may (nay r6t-thua) 

横たわる 行く チェンマイ （中 長距離バス）

x長距離バスでチェンマイに行く

(53) aの場合， 寝台バス（長距離バス）あるいは寝台列車でチェンマイに行くという 「手段」

と 「 目的」を同時に表す表現である。 「横たわって行く」が移動手段を表すため，（53) Cのよう

に 「長距離バスの中で」という具体的な空間位置を表す表現を加えると 「 重複」あるいは蛇足

となるため， 不適格な文となる。

7.1.4 様態を表す他動詞句を用いる

様態を表す他動詞句は， 原則的には移動動詞の前にも後にも置くことができる。（例外も

ある。）

*K6m「（下を）向く」

(54) a. khaw kom naa (daan) pay 

彼 うつむく 顔 （歩く） 行く

彼は下を向いて，【それから】行った。【下を向いた後， 顔を上げたかどうかは文脈に

よる。】

b. khaw daan kom naa pay 

彼 歩く うつむく 顔 行く

彼は下の方を見ながら行った。【下を向いた状態が続いている。】

* ?een 「（身体を）傾ける」
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(55) a. khaw daan ?een tua pay 

彼 歩く 傾ける 身体 行く

彼は体を片側に傾かせて行った。

b. khaw ?een tua daan pay 

彼 傾ける 身体 歩く 行く

彼は体を片側に傾かせて行った。

*laak 「（物体を）引きずる」

(56) a. l3n (d88ll) laak khaa haaIJ ？切k (pay/maa) caak t6n-maay 

彼女 歩く 引きずる 足 離れる 出る （行く／来る） 別れる 木

t6n-n紐

類別—その

彼女は足を引きずりながらその木から歩いて離れて行った。【daan はなくとも OK! 】

b. ？ l3n liak khaa daan hialJ 知k (pay/maa) caak t6n-maay 

彼女 引きずる 足 歩く 離れる 出る （行く／来る） 別れる 木

ton-nan 

類別ーその

彼女は［（切断された）他人の？あるいは自分自身の］足を引きずりながらその木か

ら歩いて離れて行った。［「足を引きずる」を前に置くと， 先行動作と誤解されるため，

例外的に移動動詞の前に置けない。】

7.1.5 擬声語・擬態語を用いる

擬声語 ・ 擬態語は， それ自体を否定辞 may で否定することができないため， 動詞とは見なさ

ない。 「様態」を表す擬声 ・ 擬態語は， 原則的には動作動詞の前にも後にも置くことができる。

ただし， 語彙的な意味により， 後ろにしか置けないものもあるが， その詳細についてはなお検

討を要する。

女 kaphl6ok-kaphleek 「よろよろと」

(57) a. 1うn daan kaphlook-kaphleek pay thaaり ton-maay ton-nan 

彼女 歩く よろよろと 行く 方向 木 類別—その

彼女はその木の方によろめきながら歩いた。

b. bn kaphlook-kaphleek daan pay thaaJJ ton-maay ton-nan 

彼女 よろよろと 歩く 行く 方向 木 類別—その

彼女はその木の方によろめきながら歩いた。
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8 同時に起こる2つの別々の動作を表す場合

同時に起こる2つの別々の動作を表す場合， それぞれの動作を別々の動詞で示す が， これを

動詞連続で表すことはできず， 接続詞を用いる。 これは両者に意味的な関係 が認められないた

めと考えられる。

8.1 移動と同時の別の動作を示す自動詞を用いる

以下の「しゃっくりする」や「くしゃみする」は， たまたま他の移動動作と同時に起きて い

た状態であり， 移動動作との関連は薄い。 このため， 接続詞（名詞＋関係詞）を使って表現す

ることもできる。

*sa？由k「しゃっくりする」

(58) a. 1うn sa渾k (khan紹 thii) khaw maa 

彼女 しゃっくりする （時 関係詞） 入る 来る

彼女はしゃっくりをしながら入ってきた。

b. 1うn (d88Il) sa？由k maa laay 

彼女 （歩く） しゃっくりする 来る 過ぎる

彼女はしゃっくりをしながら（歩いて）きた。

c. X l:'>n sa 7rnk daan maa 

彼女 しゃっくりする 歩く 来る

x彼女はしやっくりをしながら歩いてきた。

(8.1) aは動作動詞khaw「入る」と共起する場合である。 一方，（8.1) bはダイクシス maa

「来る」が後続 する場合である。 この場合， ダイクシスとの間に接続詞があってはならない。 ま

た，（8.1)Cのように，「しゃっくりする」を様態の副詞並みに動詞「歩く」の前に置くことはで

きない。

*haaw「あくびする」

hiiaw 「あくびする」の場合は，「しゃっくりする」のと同様である。

(59) khaw hiiaw khiiw maa 

彼 あくびする 入る 来る

彼はあくびしながら入ってきた。

*caam「くしゃみする」

caam「くしゃみする」の場合も， 上述の「しゃっくりする」と同様である。

(60) a. l:'>n caam [khan紹／rawaaJJ] th1i thaan ?aahaan 

彼女 くしゃみする 時／間 関係詞 食べる 食事
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食事をしながら， 彼女はくしゃみをした。

b. Iぅn caam maa laay 

彼女 くしゃみする 来る 過ぎる

彼女はくしゃみながらやってきた。

8.2 pay 「行く」を用いた同時進行の表現

同時進行していても， 一方が主動作， 他方が様態を表すというような関係にない場合があ

る。 このような場合， それぞれの動詞の後に機能語化した pay「行く」を後続させ (Vl payV2 

pay)， 同時進行の動作「～ながら～する」であることを表現する。

このような同時進行の表現では， Vl とV2 の順番を入れ替えることができる。

(61) Ion deen pay r53JJ-hiiy pay 

彼女 歩く 行く【同時並行】 泣く 行く【同時並行】

彼女は泣きながら歩いている。

(62) Ion dean pay chay thoorasap pay 

彼女 歩く 行く【同時並行】 使う （携帯】電話 行く【同時並行】

彼女はスマホを見ながら歩いている。

同時進行ではないが， pay 「行く」と maa 「来る」とを組み合わせて， それぞれ他の動詞の後

に置くことにより， ダイクシスの対照を表す表現を形成することができる。

例： thoo 「電話する」を用いて， thoo pay thoo maa 「こちらから電話をかけたり， 相手から

電話がかかったりする」bわk「告げる」を用いて， b切kpaybわkmaa 「こちらから言ったり，

相手から言われたりする」のような例が挙げられる。

8.3 動詞の反復： pay-pay-maa-maa

タイ語では dam 「黒い」を反復した dam-dam 「黒っぽい」のように， 状態性の動詞を反復

すると，「およそ， だいたい」のような漠然とした意味を持つ。

同様に考えると， pay 「行く」， maa 「来る」をそれぞれ反復した pay-pay maa-maa 「行った

り来たりする」なども， 特定の移動の出来事を表現せずに，「回数を限定しない往復移動」を表

すと考えられるかもしれない。

類例として， kin 「食べる」と n⑳n「横たわる」を組み合わせた kin-kin-n::i::in-n::i::in が挙げら

れる。 この場合， 意味も熟語化していて「（なまけて）ぶらぶらしている」という意味になる。

これらは動詞連続というより， まとまって語彙化していると考えるべきであろう。

一方， 以下の例で，h紐n 「離れる」が反復されているのは，hら叩「離れる」という位置関係

動詞が表す「離れる範囲， あるいは様態」がどの程度離れるか特定せず，「漠然と近寄らずに」

という「非限定」を表すためと考えられるかもしれない。
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(63)（yuu) haa:g-haa:g caak sun紐 tua-n紐 (n的

（いる） 離れる（反復） 別れる 犬 類別—その （終助詞）

その犬から離れて（いなさい）ね！ 【指示】

動詞の反復についてはまだ十分な資料を収集していないため， 今後 「指示， 示唆， 依頼， 命

令(rew! 「急いでったら！」など）の表現」とともに別に分析を進める必要がある。

9 考察および今後の課題

本稿ではタイ語の動詞連続の分析のうち， 特に「位置変化」に関わるものを中心として分析

を試みた。 位置変化を表す動詞は， 人の意志的な 「運動」動作を表す動詞と物体の 「移動」を

表す動詞とに大別される。 位置変化を表す動詞のほかに， 位置関係を表す一連の動詞が存在す

る。 本稿では位置関係を表す動詞を「位置関係動詞」と呼んで， 位置変化動詞と区別した。

位置変化動詞（運動動詞および移動動詞）は， それぞれの意味に動作の「様態」を含んでい

る点で， 具体性が高い動詞である。
一方， 位置関係動詞は， 動作の方向， ダイクシス， 対象物と基準点との相対的位置関係を表

すだけで， 様態を動詞の意味に含まないという特徴を持っている点で， 具体性が低い。

本稿で分析を試みた運動・位置関係の変化を表すタイ語の動詞連続の特徴をまとめておく。

運動および位置関係を表す動詞連続では， 運動動詞が先行する場合と， 運動動詞を用いずに

位置関係動詞だけを用いる場合がある。

「人あるいは動物の自律的運動」を表す動詞連続では， 動詞の意味の具体性の高い動作動詞

が先行し， 具体性の低い位置関係動詞が後続する。

意味の具体性の低い位置関係動詞が先行し， その後に 「動作動詞」 一般が置かれる場合， ま

ずは別の場所に移動し， 移動先で移動の目的である「動作動詞」の意味する動作を行うことを

意味する。

このほか， 本稿で考察できなかった検討課題を以下に挙げることにする。

まず，「位置関係とその変化」を表す動詞連続について， 方向動詞， ダイクシス動詞， 純粋に

位置関係を表す動詞あるいは前置詞というように， それぞれの意味・機能とその出現位置に墓

づいて， さらに分類可能かどうかという問題については， 本稿では議論できなかった。

もう一つの検討課題は，「文法化」(grammaticalization)に関するものである。 孤立語的なタ

イ語では， 例えば 「使役」標識hayや 「 受動」標識thuukは， それぞれ 「 与える」， 「 当たる」

という本来の動詞としても常用されており， 「文法化」の結果として動詞の意味・機能を失って

いるわけではない。 本稿で扱ういわゆる「方向動詞」pay「行く」， maa 「来る」も同様であ

る。 従って， 文法化された動詞類を非原型的な動詞連続として， 原型的なものと別個に扱うと

いう方法論は説得的とはいえない八

さらなる検討課題としては， 動詞連続の中に現れる動詞の意味関係に関するものがある。 動

詞連続は， 一般に「継起」「同時」 「動作と目的」といった意味を表すとされるが， 他にはどの

ような意味関係がありうるのだろうか。

例えば状態動詞であるdii「良い」は， 動作動詞句に後置されて 「 ～するほうが良い」とい
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う意味を表すと分析できるが， これは先行動詞句の表す行為事象についての 「話し手の主観的

評価」であり， 従ってモダリティ ーの表現の一種であると分析することも可能である。 あるい

はまた， 「タイ語の動詞あるいは動詞連続は， それ自体名詞と同様に動作概念そのものを表す」

と考えれば， これらは名詞的な動詞（連続）に関して dii 「 良い」が叙述を行っているとも分

析できよう。 そう考えれば， この例は動詞連続と見なす必要がなくなる。

このほか， タイ語の動詞連続は 「可能 ・ 不可能」を表すこともできる。 「可能 ・ 不可能」は，

ある事象が成立するか， しないかに関する話し手のモダリティ ー的な判断を含んでおり， 事象

の合成という観点からは扱えない， 特殊な場合と考えることができる。 同様に， 「動作とその

結果に関する評価」は， ある事象が成立したとして， それに関する話し手の 「そうしてもよい

【許可 ・ 可能性】， そうしてはいけない【禁止 ・ 不可能】 そうしただろうか【蓋然性】」といった

判断を含む。

こうした表現が， これまでの 「動詞連続」の考察や認知言語学的な 「事象の合成」の調査対

象項目として取り上げられてこなかったこと， つまり汎言語学な 「認知言語学の観点」が及ば

なかったことは， 「可能・不可能」や 「動作とその結果に何する評価」が， 英語をはじめとする

多くの近代西洋語で 「 法助動詞」で表現されることを考え合わせると， かえって興味深いので

はないだろうか。
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リカ諸語のイベントの統合のパターンに関する研究」のために， 同課題の研究代表者である河

内 一博氏が英文で作成したものであり， その日本語訳は澤田英夫氏によるものである。 タイ語

母語話者のコンサルタントとして， スニサー ・ ウィッタヤ ー パンヤ ー ノン氏 (Dr. Ms . Sunisa 

Wittayapanyanon，東京外国語大学特任准教授， 1969 年チュムポ ー ン県生まれ， カセサー ト大

学人文学部卒業， 慶應義塾大学博士号［文学］取得）のご協力をいただいた。 ここに記して深

く感謝する。

2 例えば Filbeck(1975:127) は 11 の動詞が連続する実例を挙げているが， これらは構文標

識化されたものを含んでいる。 なお下線は本稿の筆者によるもので， 翻字は本稿のものに改め

てある。

p皿daa騨r6t awmiay33kciakpia klipkh血! pay saaJJ baan way pen raan hay s泣

'Prida riding a truck took wood out of the forest and returned back up to build a house for a store 

for Sook.' 
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ラオ語の二動詞連続型について

鈴木玲子

1. はじめに

1. 1. 目的

1. 2. 検討範囲

2. 動詞連結型の分類

2. 1. 先行研究

2. 2. 「動詞」について

2. 3. 動詞句相互間の意味関係

2. 4. 動詞連続1：継起グルー プ

2. 5. 動詞連続2：非継起グルー プ

3. 各動詞連続型に見る特徴

3. 1． 継起グルー プの特徴

3. 2. 非継起グルー プの特徴

4. ラオ語における動詞連続

4. 1. 意味的特徴

4. 2. 構文的特徴

5 まとめ

1. はじめに

1. 1. 目的

ラオ語における 「動詞」は、文における不可欠成分であり、叙述部分の文の中核を担う最も重要

な部分である。 「動詞句連続（以下、動詞連続）」とは、このような文の核を成す動詞（あるいは動

詞句）が、 何の機能的成分をも介在させることなく連続している形のことである。 動詞の分類にも

つながる「動詞連続」の検討は、 東南アジアの諸言語においてさまざまな研究報告があるが、 本稿

では、 ラオ語の動詞連続はどのような基準で使用されるか、 ということについて動詞句間の意味構

造より記述することを目的としたい。

1. 2. 検討範囲

検討に先立ち、本稿で述べる動詞連続型の範囲などについて述べておく。

まず、本稿で扱う「動詞連続型」は、動詞句は二つ、そして二つの動詞は同一動作主体の叙述に

限ることとする。 二つの動詞句で表される内容が独立した事象であることの他に、第二動詞が第一

動詞と緊密に結合して同一主体を叙述する場合を含む。 また、本稿では動詞の分類には立ち入らな

いことを前提とするが、動詞連続の型によっては、動詞の種類に言及しなければならないものもあ
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る。ラオ語の 「動詞」 は補語をゼロか 一つしかとらないが、 その有無の対立により、補語を必要と

する「他動詞」と、 必要 としない 「 自動詞」に分けられる。

第一動詞句の動詞をVl、その補語をNl、第二動詞句の動詞をV2、その補語をN2、自動詞をV、

他動詞を Vとすると、 本稿で扱う動詞連続の型は、 「Vl+V2」 「Vl(+Nl)+V2」 「Vl+V2(+N2)」

「Vl(+Nl)+V2(+N2)」 1と書き表すことができる。

なお、 「補語」とは、他動詞の後続成分で、動詞の直後に置き、動詞の意味を補う不可欠成分で

ある（上 述の 型のN部分）。 もちろん、場面によって既知情報であるがゆえに省略されることも あ

る。

例文は現代小説や映画の台本から抽出した他、東南アジア諸言語研究会（慶応義塾大学言語文化

研究所・三上直光先生主宰） で配布された諸資料をもとにインフォ ー マント調査したものを使用し

た。インフォ ーマントは、ラオス人民民主共和国ビエンチャン県出身、1984年生まれの女性で、

2000年にビエンチャン都に移住し、2015年 4月から東京に在住し ている。父は赤タイ族、 屈はラ

オ族 である。例文作成の 他に、 さまざまなテストに対する文の使用許容度等の判断を仰いだ。

ラオ語の表記は鈴木(2013)に従う。

2. 動詞連続型の分類

本章では、まず、先行研究に言及しながら本稿における「動詞」について述べる。そして、統語

的テストにより動詞句間の意味関係を検討し、動詞連続型の分類を行う 。

2. 1. 先行研究

Enfield,N.J. (2008)は、「Vl+V2」の組み合わせに見られるさまざまな構造を記述した。 まず、動

詞 そのものの下位分類を意味的なテストにより分類し、次に動詞の項構造に着眼し、構成素と情報

構造や個々の動詞を単位とした動詞連続の内部構造上の特徴を示した。本稿は、内部構造の細かな

組み合わせでは なく、1.1．で述べたように、ラオ語における動詞句間の意味関係と動詞連続がどの

よう な基準で使用されるか、と いう ことについて記述 することに主眼を置く。

2. 2. 「動詞」について

Enfield, N.J.(2008) 、Prasithrathsint, Am紅 a(2010)にならって2 、次の①～④にあてはまるもの

を「動詞」と認定 する。

① 否定辞／い3／を前に置いて否定表現にすることができる

② 文末に疑問辞／切3 ／を置いて諾否疑間文となる。そして肯定は「動詞」、否定は「／切3/＋動詞」

と諾否疑問文に対する応答文として用いることができる。

③ 動詞は／thii/による関係節における主要部を担い、名詞修飾句として機能する。

④ 後ろに直接、擬態語・擬声語を付けられる。
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また、 必要に応じてラオ語の動詞類を意味の観点からEnfield(2004)の下記分類基準にしたが

って記述することもある。

active 

／ 
activity achievement 

／ 
accomplishment open activity 

verbs 

stative 

／ 
adjective state 

(Enfield(2004)pp.32'FIGURE 2') 

動詞を意味と統語的振る舞いの違いから大別して 「動態動詞(active verb)」と 「静態動詞(stati.ve

verb）」に分けている。

「動態動詞」は、動詞の意味するところの移動性、動作性を有し、行為や変化の対象を必要とし、

物理的変化を伴う。 その結果、 出来上がったものを後続要素として述べる必要があるものもある。
一方の 「静態動詞」は、 移動性、 動作性はなく、 そのためその場での変化と結果、 あるいは感情移

入がある動詞である。

「活動動詞(open activity)」は動作、 あるいは過程だけを捉える動詞で、結果を含まず、 完了的で

はなく、終点の存在は必然的ではない。 時間幅があり、その幅内では同一の性質を持っている。 「帰

結動詞(accomplishment)」は持続的・完了的な出来事で、 過程を捉えると同時にその過程の結果を捉

える。自然的な終結点があり、結果は状態変化を伴い、持続的である。自他交代可能動詞が含まれ、

他動詞構文では継続相を表すアスペクト辞と共起して動作の進行や動作継続を表し、自動詞構文で

は、 結果継続を表す。 「達成動詞(achievement)」は動作が行われる時間幅がなく、 瞬間的変化による

新しい結果の状態を表す動詞である。 開始点と終結点は瞬間的であるので、 非持続的である。 この

ため進行相、 持続相が付加できない。 「状態動詞(state)」は状態を表しており、 時間的構成がない。
一時的な状態として考えることが可能な感情を表すものもこの状態動詞に含まれる。 「形容詞

(adjective)」も時間的構成がなく、 アスペクト的な捉え方もできない。 比較表現を作ることができ、

モダリティ表現/yu叫居る ・ 在る）と共起する際、 「まあまあ～」の意味合いを帯びる。

2. 3. 動詞句相互間の意味関係

動詞連続の形には、 動詞句VPlと動詞句VP2の間に両者の関係解釈が容易な何らかの意味的な

関連があるからこそ、 何の要素も介在させることない連続型を文法的に許容すると考える。 したが

って、 否定辞の位置や動詞句と動詞句の間にどのような接続詞を入れることができるか、 諾否疑問
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文の応答文として動詞単独型が使えるかどうか等、下記①から⑥の統語的テストによる共起制限を

明示し、動詞句相互間の意味関係を検討していく。

①否定辞／切3／が入る 場所はどこか

a) oo::i-Vl b) b::i::i-V2 c)／に孤しかし）＋切::i-V2

②VPlとVP2の間に／leew/（それから）を置くことができる

③VPlとVP2の間に／phm凶（ために）を置くことができる

④進行相/kfunl的／（～しているところ）をVPlの前に置いたとき、VP2は

a) 進行中である b)進行中ではない c)どちらでもよい ・ 両方あり得る

⑤VP2の後に完了相／lfrw/（もう～た）を置いたとき、VP2は

a)完了している b)完了していない＝現時点でも続いている c)どちらでもよい3

⑥ 文末に疑問辞／切3／を置いて諾否疑問文ができる、そして動詞単独型の応答文を許す場合、

その答え方はどれか

a)Vlのみ b)V2のみ c) Vl +V2 d) VPl +VP24 

ここで⑥の諾否疑問文の応答文について考えを示しておく。

どのような形で応えるかは、使用場面において、どの部分に焦点（話し手がもっとも言いたいこ

と＝ここではもっとも聞きたいこと）があるかに依拠するものである。したがって、場面によって、

Vl単独型、あるいはV2単独型であったり、Vl+V2であったり、VPl+VP2全体を「正しい」と

判断する応え方であったりと、焦点の位置によって、同じ諾否疑問文でも情報伝達の観点から応え

方が異なるのは当然である。 したがって、動詞単独型を許容しても それがもっとも適切な応答文で

あるとは限らない。 ここで見たいのは、動詞単独型も許容するかどうか、である。 もし許容できる

場合は、その動詞が文の主動詞として認定できると考えるからである。

上述の共起制限とVPlとVP2の意味関係は下表1のとおりである。

表1：意味と共起制限の関係

VPlとVP2の意味関係 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

継起 単純連続 a,c ゜ △ b a a, b 

VP2が目的 a,b ゜ ゜ b a a, 

（擬継起） 因果関係 b,c △ X C b b, 

非継起 付帯状況 a X X ?a C b,c 

並列 ・ 同時進行 a X X a a d 

その他 a X X ？ C C 

(0：可能 x ：不可能 △：0もXもある）
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大別して 「 継起グループ」と 「非継起グループ」 に分けられる。 その根拠は、 「それから 」とい

う接続詞 を VPlとVP2の間に挿入 が 可能か否か、 ということに拠る。 可能 であれば 「 継起」、 不

可能であれば 「非継起」である。 「因果関係」はVPl 「原因」とVP2 「 結果」 の内容に時間的な背

最があるかどうかによって、 「それか ら」の挿入の可否 が分かれる ので、 暫定的に継起グループに

入れる が 「債湘返り」としたのはその由に拠る。

次節より表1により得 られた動詞連続における動詞句相互間の意味関係を整理する。

2. 4. 動詞連続1 :継起グルー プ

本グループに属するものとして、 2.4.1単純継起 2.4.2目的 2.4.3．因果関係 を挙げる。

「単純継起」および 「 目的 」は、VPlとVP2の生起が時間的な連続性の中での生起に基づくも

のである。ただし、 「単純継起」はVPlが生起した後、すぐ連続してVP2が生起するのに対し、 「目

的」 は VPlが生起した後、 すぐ連続してVP2が生起するとは限らず、 しばらく時間がたってから

発生する 場合もあれば、生起しない 場合もあり得る、という点で両者は異なる。後者の「目的」は、

VPlとVP2の 間に 「 /phma/（ために）」を置くことができる ので、VP2が VPlの目的 を表すと捉え

られる。 次に「因果関係」は、VPlが原因を表し、VP2が VPlの結果を表すと捉えられるのは、

VPlとVP2の間に授与結果を表すマー カ ーである／cm:g/を入れて 「VP1、そのゆえVP2」と換言で

きるからである。 「 因果関係」 のとき は VP2 の前に 「ほ訓〔否定辞〕」を置くことができる点も他

と異なる。 また、 「因果関係」は、VPlとVP2は必ず しも 内容に時間的な背景があるとは限らない

ので、進行相をVPlの前に置くと、うしろのVP2は 時間的な事象とは関係のない部分の場合、VP2

を述べる のはおかしいとなる。 ただし、 「単純継起」も 「 目的」も 「因果関係」も生起するかは別

として、いずれもVP2の出現はVPlのあとである、という点で は同じであるので 「継起グループ」

に属するとする。 このことは、 本グループに属する動詞連続は、V2が既に起こっているか否かは

重要ではない が、 時系列順•発生順に並べる、 ということを示して いる。

以下に表1の結果について例文を挙げな が ら詳述していく。

2.4.1．単純継起

VPlとVP2が 「単純継起」 関係であると言える動詞連続には次のような特徴がある。

・否定辞が入る位置は原則としてVlの前。

• Vl とV2の間に否定辞を置くことができない。 間にl匝l（しかし）を入れればV2の前に否定辞を

置くことができる。

• Vl とV2の間に/leew/（それか ら）を置くことができる。

• Vl とV2の間に/phmaf（ために）をほとんどの場合は置くことができない。 ただし、VlとV2の

組み合わせによって 意味的 に矛盾がなければ置いてもよいものもある。

・進行相心血l句l(～しているところ）をVlの前に置いたとき、V2はまだ起こっていな い。
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．諾否疑問文の応答 にVl単独型を許す。 V2単独型も許す。

以上の特徴 から次のような ことが言える。

VPlとVP2の間に/lerw/（それから）を懺くこと ができるということは、VPlが必ず先に生起し、

その後にVP2が生起することを示す。日本語の 「VlてV2」に相当するOVPlとVP2は時系列順、

発生順 に並んでいるおり、「VlとV2が連続継起する」という意味関係であるということができる。

このとき、VPl、VP2 のイベントは 等価値である。 なぜな ら情報量の価値判断と な る場面を設定

しない応え方を聞くと、 諾否疑問文の応え方として、Vl単独型、 V2単独型を許すからである。 例

えば、 例(1) はVPl「手を洗う」に 連続してVP2 「 ご飯を食べる」事象が生起するということを表

している。 否定辞 の挿入について、VPl とVP2の間に何も介さずに入 れるにはおかしい、 と な る

のも、 この形を許すときというのは、VPl とVP2が連続して 生起することが大前提な の で、 一般

にはVP2を否定するという連続は考えられない、 ということ に起因する。 5

(1) d血l紐.gm血n証1.khaw

ダム 洗う 手 食べるご飯

ダムは手を洗ってご飯を食べる

2.4.2.目的

VP2がVPlの 「目的 」であると 言える動詞 連続 には次のような 特徴がある。

·Vl とV2の間に否定辞を 置くことができない。

。VlとV2の間 にl沖ma/（ために ）を置くことができる。ll€ew/（それから）を置くことができる場合も

ある。

。進行相lk血証g/(～していると ころ）をVlの前に置いたとき、V2はまだ起 こっていない。

．諾否疑問文の応答にVl単独型を許す。 V2単独型は許さない。

以上の特徴から次のようなことが言える。

VPlとVP2の間に/phm叫（ために）を置くことができるということは 、V2はVlの目的であるこ

とを示すo VPlとVP2の間に場面によっては/16ew/（それから） を置くことができないのは 、VP2が

VPlの後に生起するという順序については確実だが、必ずしも生起しているとは限らないためであ

る。 日本語の 「V2のためにVl」に相当する。 即ち、 「V2はVlの目的を表す」という意味関係で

ある。 このとき、 諾否疑問文の応え方として、Vl単独型 のみを許すこと からVPl、VP2 のイペ

ントは統語的に等価値では なく、この型における主動詞はVlであるということができる。例えば、

例(2)は、VPl「市場へ行く」目的はVP2「物を買う」であるということを表している。
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(2) d血1 pay talaat S1DllI.khm3IJ 

ダム 行く市場 買う物

ダムは市場へ買い物に行く

2.4.3．因果関係

VPIとVP2が 「 因果関係」にあると言える動詞連続には次のような特徴がある。

·V2の前、 即ちVPl とVP2の間に否定辞を入れることができる。

• Vlと V2の間に時間継起的な背景があれば1l和w/（それから）を置くことができる。 なければ置く

ことはできない。

·VlとV2の間に/phma/（ために）を置くことはできない。

・進行相lk.血血I(～しているところ）をVPlの前に置いたとき、VP2がすでに起こっている場合と

そうではない場合がある。

・諾否疑問文の答えにはV2単独型が使える。 あるいはV1V2型でもよい。

以上の特徴から次のようなことが言える。

先の 「単純継起 」や「目的 」と大きく異なる点として、 まず、 諾否疑問文の応答文はVl単独型

を許さず、V2単独型を許すという点がある。次に進行相屈血l句l(～しているところ）をVPlの前に

置いたとき、VP2がすでに起こっている場合とそうではない場合がある、という点である。 そして

この型のみ、授与結果を表す／四呵（それゆえ）をV2の前に入れられる、ということからVPlが原因

を表し、VP2がその結果で全体は、 「Vlの結果V2」という意味関係であるということができる。

即ちこの型は「因果関係 」を表す。V2の前に否定辞を入れられることや諾否疑問文はVP2の結果

のみか、VP1VP2全体を聞いている、 と捉えられ、応答文としてV2単独型とV1V2型が適格とさ

れる。 例えば、

(3) d血血khaw徊6

ダム 食べるご飯満腹だ

ダムはおなか一杯食べた

2. 5. 動詞連線2:非継起グルー プ

本グルー プに属するものとして、 2.4.1．付帯状況 2.4.2並列・同時進行 2.4.3．その他 を挙げ

る。

「付帯状況」「並列・同時進行 」 「その他」は、 いずれもVPlとVP2の間に底ewl（それから）を置

くことができないものである。 換言すれば、VPlとVP2の生起が時間的に重複することなく連続

して生起するのではない事象同士の動詞連続型である。 この場合、VP2の生起がVPlの生起と時
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間的に璽なっていて一 つの統合事象を表している場合か、互いが同時発生的であるかが考えられる。

前者が「付帯状況」で、 後者が「並列・同時進行」である。 また、 時間的な生起とは無関係で、 V2

がV1の変化を付記している場合もある。 この場合を「その他」とする。 つまり本グルー プに属す

る動詞連続は、V1とV2が既に起こっているか否かは重要ではない。時間的経緯に基づいて並べて

いる事象の叙述でもない。

また、 諾否疑問文の応え方としてV1型あるいはV2型単独型を許容せず、 V1とV2の両方を述

べなければならない、 ということも本グルー プの特徴である。 この場合、V1とV2は統語的に緊密

性が高く、 V1かV2のどちらか一方が主動詞で、 どちらか一方が副動詞であったり、 V1とV2は

動詞二つではなく、 実は一つの複合動詞である、 など、 さまざまな統語関係が考えられる。

2.5.1．付帯状況

VP2がVPlの「付帯状況」であると言える動詞連続には次のような特徴がある。

。否定辞が入る位置はVlの前。 つまり、Vl とV2の間に否定辞を入れることは原則としてできな

し＼。

• VlとV2の間に/l€ew/（それから）も/phma/（ために）も置くことができない。

・進行相をVlに置いたとき、V2も起こっている

．諾否疑問文の答えには、VlV2型か 「正しい」型を使う。

以上の特徴から次のようなことが言える。

VPlがVP2の「付帯状況」を表している場合、VPlが条件・様態を表し、VP2 はその条件・様

態によって達成される具体的なことを示している。 即ち、 「VPlという条件・様態でVP2」という

意味関係であると言うことができる。 一見、 先の「2.4.3．因果関係Jと同じようであるが、Vl と

V2の間に庫w/（それから）が入れられないことからVPlとVP2の生起時間が完全に分離している

とは言えない点が異なる。 また、 /phma/（ために）も置くことができない、進行相をVlの前につける

と V2も起こっている、諾否疑問文の答えには、VlV2型を使う、 という点でも 「因果関係」とは

異なる。

「付帯状況」に分類される動詞連続には二つのタイプがある。

一つは、 自立的なVlを使い、 具体的動作であるVP2の条件、 様態をVlが表している場合であ

る。 例えば、 例(4)のVlは 「 シンをはく」という条件のうちにV2 「踊る」ということを表してい

る。 例(5)のVlは「飛び上がる」という様態でV2「犬の糞を横切る」ということを表している。

(4) IlUlJ S111恥n

はくシン踊る

シンをはいて踊る （シン；ラオス風巻きスカー ト）

- 105 -



(5) doot khaam khii叫a

飛び上がる横切る糞 犬

犬の糞を飛び越える

もう一つは、 単独では使用できず、 常にうしろにV2 を伴うVlタイプである。 例えば、 例(6)

のVlは 「盗む＝こっそり行う」という所作のうちにVP2「カムディ ーのお菓子を食べる」という

ことを表しており、VPl「盗む＝こっそり行う」 がVP2「カムディ ーのお菓子を食べる」の様態を

表している。 例(7)のVlは「急ぐ」という所作のうちにVP2 「病院に行く」ということを表してお

り、Vlは「急ぐ」がVP2 「病院に行く」の様態を表している。

(6) 1紐w lak:血1 khanom kh:'><1IJ kh血dii

彼 盗む食べる菓子［所有］カムディ ー

彼はこっそりカムディ ーのお菓子を食べた

(7) l紐wfiiawpiyh601Jill53

彼 急ぐ 行く 病院

彼は急いで病院に行った

2.5.2動作の並列・同時進行

VPlとVP2 が 「同時進行・並列」であると言える動詞連続には次のような特徴がある。

・否定辞をV2の前に置くことができない。

·VPlとVP2の間に/1和w/（それから）も/pb.ma/（ために）も置くことができない。

・進行相をVlに置いたとき、V2も起こっている。

．諾否疑問文の答えはVPl+VP2型を使う。

以上の特徴から次のようなこ とが言える。

VlとV2が 「並列・同時進行」 という場合、 「Vl と同時にV2する」あるいは 「VlしながらV2

する」と換言できる。諾否疑問文の応答の型がVPl+VP2型であるこ と7から、 VP2は非自立的で、

VPlと合わせて一つの意味のまとまりであると捉えられる。 このとき、単純に同時発生的な事象も

あり得るが、VPlとVP2で一つの事象を表している場合もある と言えるであろう。例文調査では、

この型に属するものはむしろ例(8)、 例(9)のようにVl とV2が全く切り離されず二つの動作をも

って初めて成立する一つの事象を表しているものが多かった凡また、 例(10)に示すように、単純な

同時発生的な事象の場合、 インフォ ーマントによれば、実はあまり動詞連続型を使わず(10a)、/th句

～（payn血），山句～payn細、／～payn細，～payn細（～ながら～）を使う(lOb,lOc)ことが多いそう

である。
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(8)遥ybfk仙血

使うペン書く

ペンで書く

(9)'law khanom hay 

とる 菓子 与える

お菓子を あげる

(10a) fi句witha.JlU？駈an韮IJS軸

聴くラジオ 勉強する文字

ラジオを聴きながら勉強する

(lOb)出句伍IJwithaJlll？徊yn血）, th句“an叫n直皿p初砥m

～も聴くラジオ （～ながら） ～も勉強する文字～ながら

ラジオを聴きながら勉強する

(10c) f句面枷？悼四血直血向S晒悼四血

聴くラジオ～ながら勉強する 文字～ながら

ラジオを聴きながら勉強する

2.5.3．その他

本節に分類できる型には次のような特徴がある。

・否定辞をV2の前に置くことができない。

• VPl とVP2の間に／届w/（それから）も！phma/（ために）も置 くことができない。

・進行相をVlに置いたとき、V2も起こっているかどうかということについての判定は「？」で あ

る。

．諾否疑問文の答えはVl+V2型を使う。

以上の特徴から次のようなことが言える。

諾否疑問文の応え方としてVI型あるいはV2型単独型を許容せず、 VIとV2を二つ述べなけれ

ばならないことから、VIとV2は統語的に緊密性が高く、Vlが主動詞で 、V2が副動詞と いう関係

であったり、 V2は動詞ではなく、 VIに文法的機能を付加する機能ill'<)として働いているなど、 さ

まざまな統語関係が考えられるが、 V2がVIの動作 主体の動作に関与して い るものの、 VIと同価

値に直接的に動作 を表しているとは言い難い型である。 このような場合を 「その他」とする。 Vl
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の 付属語的な性格であるため、 進行相をVlに置いたときにV2のみにつ いてそれが進行中である

か否かの判定自体が不明（表1では 「 ？」）となるのである。 このようなV2のVlへの意味役割を

検討すると、 V2がVlの変化を付記していると言える。 その「変化」には、 主にVlの空間的移動

方向や程度の変化を付加する場合と時間軸上の変化を付加する場合の二つがある 10。 さらにはいず

れにも属さない副動詞や前置詞のような機能語的なもの も ある。 つまり、方向や程度の変化という

「物理的変化」と 「 時間的 変化」、 さらにはいずれにも属さないという三つのグループに下位分類

することができる。 以下にそれぞれについて述べる。

2.5.3.1．物理的変化

「Vl+V2」の意味は、 「Vl が V2方向へ 変化・移動 する」である。VP2によって、VPlの動態変

化・移動変化を具体的に表している。 V2に属する動詞に は／pay/（行く）、／皿細（来る）、 .tkhtlm!U：昇

する）、 /l6Ij/（下降する）、 出1細／いる）、 Rう3k/（出る 、靡w/（要る）、/say/（入れる）等がある。 Vlには

移動を含意する動詞が多く 含まれる。

(11)血wkappayh洵

彼 戻る行く部屋

彼は部屋に戻って行った

(12) het kfrIJ 'law 

作るス ー プ 要る

ス ー プを作る

(13)胆tkhanom say 

詰める菓子入れる

お菓子を詰め込む

2.5.3.2時間的変化

「Vl+V2」の意味は、 「Vlが V2 のような時間的な変化をする」である。VP2 によって、VPl

の 時間的 な動態変化事象を具体的に表している。 即ち、 V2は一般に時間軸の変化を示し、 変化値

を有し得るアスペクト表現を担う語である。 その中でも変化値がゼロを有する場合はVlの継続を

示すと言え、 状態結果の継続を表すものもここに含める。 これらには /mot/使しきる）、 /cop/（終え

る）、Iは遁涜ける）、／yu叫居る・在る）、 出血V（準備する）などがある。

(14)'laan mot 

読む 尽きる

読み終わった
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(15)虹am匝呵pheeg

準備する 歌う 歌

歌を歌 おうとした

2.5.3.3．その他

上記のいずれにも属さない副動詞的なものを挙げておく。 広い意味での「様態」である。b::>IJ（見

る），/way/（置く）などがある。

(16) cmm釉血曲wily

覚えるカムディ ー 置く

カムディ ーを覚えておく

(17) s血OOIJ

味見する見る

味見してみる

3各動詞連線型に見る特徴

第2章で分類した各動詞連続型にみる特徴を動詞の意味特徴や言語外事実に着眼しながら詳細

に検討する。

3. 1． 継起グルー プの特徴

3.1.1単純継起

まず、 「VPlの後に連続してVP2が生起する」という単純継起についてみていく。

例(18a)から(18d)はいずれもVl+Nl+V2+N2の形で、VPl／i:mt patiiu/（ドアを開ける）、あるいは

I炉tph叫両I（カ ーテンを開ける）とVP2/khaw励祁部屋に入る）、あるいはnaan韮nS血町如面（新聞

を読む）の連続継起を述べたものであるが、a)からd)にいくほど、動詞連続型は不自然で、VPlと

VP2の間に接続詞八eew/（それから）を入れる必要度が上がる。

(18a) d細�at patiiu khawい1J

ダム開けるドア入る部屋

ダムはドアを開けて部屋に入る

(18b) d血�:)t ph油k祠？aann拘遥皿p螂

ダム開けるカ ーテン 読む 新聞

ダムはカーテンを開けて新聞を読む
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(18c) ?d血pagt patuu'laan雌IJSm:mphfm

ダム開けるドア 読む 新聞

ダムはドアを開けて新聞を読む

(18d) ??d如汀如tph証屈い曲w MIJ 

ダム開けるカーテン入る部屋

ダムはカ ーテンを開けて部屋に入る

上から順にa)「ドアを開けて部届に入る」b)「カ ーテンを開けて新聞を読むJ c)「ドアを開けて

新聞を読む」d)「カ ーテンを開けて部屋に入る」は同じような動作を表す動態他動詞句の連続表現

であり、統語的な誤りはない。 しかし、後者であればあるほど、二つのイベントが連続して起こる

確率は低い。 それに呼応するようにVPlとVP2の間に 「それから」という接続詞を入れる必要度

が上がる。 これは、 必然的に連続して発生するイベントなのかどうか、という語用論的知識によっ

て動詞連続型の許容度に差が生じるものだということ意外に差異が生じる要因がない。 次の例(19)

も同様で、(19a)「手を洗ってJ →「ご飯を食べる」は連続イベントとして当然のごとく容認できる

が、(19b)「顔を洗って」→「ご飯を食べる」は連続イベントとして当然のこととは容認しにくいが

ゆえに(19b)の使用許容度が「？」となる。 また、一般には「手を洗ってからご飯を食べる」もので

あるが、ラオスの主食はもち米で、指先で小さく握って食べ、食後手を洗うことが習慣とされてい

る文化的背景から、(19c)「ご飯を食べて」→「手を洗う」はかなり使用許容度が低いが、(19d)「も

ち米を食べて」→「手を洗う」は使用を許容するという結果となっている11。 なお、(19c)の文に「そ

れから」を入れた(19e)は問題なく使用できる文となる。

(19a) d細l細IJm血血khaw

ダム洗う 手 食べるご飯

ダムは手を洗ってご飯を食べる

(19b) ?d血l紐lJ n細血1khaw

ダム洗う顔食べるご飯

ダムは顔を洗って手を洗う

(19c) ?d細畑1 khaw l細:gm血

ダム食べるご飯洗う手

ダムはご飯を食べて手を洗う
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(19d) d血kinkhawniaw 1紐IJID血n

ダム食べるもち米 洗う手

ダムはもち米を食べて手を洗う

(19e) d血血1khawl和wlaaIJ m血n

ダム食べるご飯［それから］洗う手

ダムはご飯を食べてから手を洗う

VPlとVP2 の生起に移動がある場合の例(20)も(18) (19)に同じである。(20a) 「家に帰る」→ 「食

事する」は日常的な行動パタ ー ンとして自然な流れだが、(20b)「食事する」→ 「家に帰る」は日常

的な行動パタ ー ンとは捉えにくく、接続詞1l和w/（それから）を挿入すべきとされる(20c)。

(20a) d細kapmmah由皿紐血w

ダム 帰る 家 食べるご飯

ダムは家に帰ってご飯を食べる

(20b) *d血証khaw匝pm血hman12

ダム 食べるご飯 帰る 家

(20c) d如証1khaw lfrw kapm由ah由an

ダム 食べるご飯［それから］帰る家

ダムはご飯を食べてから家に帰る

これらの例からVPlの後は、容易に日常的な行動パタ ー ンとして認識できる事象ではない場合

はVP2をVPlのあとに直接置くことはできないということが言える。このことは、例(21a)のよう

に、 「ゴザを敷いたら本を読む」ことは連続生起しにくく、(21b) 「ゴザを敷いたあと、その上に座

って本を読む」のように、 「ゴザを敷く」と「本を読む」の間に「座る」を入れると動詞連続型が

許容されることや(21c)「ゴザを敷く、その後寝る」は連続生起し得るので動詞連続型が許容される

ことからも明らかである。 換言すれば、非日常的なパタ ー ンであるなど、 文脈がない限り、

動作の継起時間が連続していないことが明白な場合は動詞連続型を許容しないのである。 また、

このことは、接続詞などを介在させないで動詞連続型を使用するときは、一つのまとまった統合事

象として捉えて叙述している、ということを示しているとも言える。

(21a) ?d血puu saat'laan p血

ダム 敷くゴザ読む本

ダムはゴザを敷いて本を読む
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(21b) dam pifa s細tnan ?aanpmm 

ダム 敷くゴザ座る読む本

ダムはゴザを敷いて座って本を読む

(21c) d如piiu saat n:S:>n 

ダム 敷くゴザ寝る

ダムはゴザを敷いて寝る

以上のことから動詞連続型許容度が高まる環境を整理すると、VPlとVP2で表される事象が時

間的連続性・物理的な整合性が高ければ高いほど、 動詞連続型を許容すると言える。 換言すれば、

連続する事象を一つの統合事象として捉えているからこそ、単純に動詞句間を連続して置くという

無標の型を使用するのである。

3.1.2.目的

次の例 (22a)は、VP2がVP1の目的を表していると解釈できる例である。なぜなら、 「それから」

を入れると非文(22b)だが、 「ために」を入れてVP2を述べ、 その後にVP2のみが不成立だという

文は言える(22c)からである。

(22a) d血pay talaat s釦m迪四y

ダム行く市場 買う 果物

ダムは市場へ行って果物を買う

(22b) *d面pay talaat lfrw smm maakmay t£E 00:)頭皿

ダム行く市場［それから］買う果物［しかし］［否］買う

ダムは市場へ行ってから果物を買おうとしたが、 買わなかった

(22c) d細pay tal油tphma smm maakmay tEE b:):)呻m

ダム 行く市場［ために］ 買う果物［しかし］［否］ 買う

果物を買うために市場へ行ったが、 買わなかった

ところが次の (23a)~(26a)は「それから」(23b~26b)も 「ために」(23c~26c）も挿入ができるの

で、 一見、 目的なのか、 単純継起なのかが曖昧である。

(23a) tom kay血

煮る鶏食べる

鶏を煮込んで食べる
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(23b) tom kay lfrw血

煮る鶏［それから］食べる

鶏を煮込んで食べる

(23c) tom kay phma ki'n 

煮る鶏（ために）食べる

鶏を煮込んで食べる

(24a) d血payh6o呻血1phop？年細

ダム行く 学校 会う 先生

ダムは学校に行って先生に会った

(24b) d血payhoo呻fan leew phop？函遥an

ダム行く 学校〔それから）会う先生

ダムは学校に行ってから先生に会った

(24c) d血悼yh釦呻血phma phop ?iiac紐n

ダム行く 学校（ために）会う 先生

ダムは先生に会うために学校に行った

(25a) d血hetm油kbeIJ kh油yd切k.may

ダム作る 花器 売る 花

ダムは花器を作って花を売る

(25b) d血hetm逗向I和w血ay d辺kmay

ダム作る 花器（それから）売る 花

ダムは花器を作ってから花を売る

(25c) d血hetmaak向phma khaayd辺皿ay

ダム作る 花器 〔ために） 売る 花

ダムは花を売るために花器を作る

(26a) d血hetwfak caay khaah:fan 

ダムする仕事払う 授業料

ダムは仕事をして授業料を払う
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(26b) d血hetw址1€r::w caay khaahfan 

ダムする仕事〔それから）払う授業料

ダムは仕事をしてから授業料を払う

(26c) d血hetwi'ak phma caay khaaman 

ダムする仕事（ために〕払う授業料

ダムは授業料を払うために仕事をした

一方の(27a)は単純継起に捉えやすいケー スである。 それゆえ、(27b)のように、(27a)の後に「し

かし食べなかった」と述べるのは不自然で、 もし、 「食べようとしたが、食べなかった」と/kin/（食

べる）の前に未出現相の/si?／を入れれば自然な文となる(27c)。 また、場面によってはVP2部分が目

的であると捉えられるが、その場合もVP2の前に/phma/（ために）を入れて、VPlの目的であること

を明示してからVP2を否定する必要がある(27d)。 こ のことは、先の「3.1.1単純継起」の場合と同

様に 「目的」でもVPlと VP2事象は何のマ ー カ ー も介在していない場合は、一つの統合事象とし

て述べていることを表していると言える。換言すれば、一つの統合事象として捉えていないと無標

の動詞連続型は使用できないのである。

(27a) d血kapmmahman血血W

ダム 帰る 家食ぺるご飯

ダムは家に帰ってご飯を食べた

(27b) *d血kapm血h直an血血wt鯰 OO3血

ダム 帰る 家食べるご飯 ［しかし） （否）食べる

ダムは家に帰ってご飯を食べようとしたが、食べなかった

(27c) d如kapmmah血msi？証khawt庄 OO叶血

ダム 帰る 家［未出現相］食べるご飯［しかし）［否）食べる

ダムは家に帰ってご飯を食べようとしたが、食べなかった

(27d) d細kapm血h由anphma血血w胆如血

ダム 帰る 家 （ために〕食べるご飯〔しかし〕〔否）食べる

ダムはご飯を食べるために家に帰ったが、食べなかった

次の例「ドアを開けて部屋に入る」に進行相駈血l匈／を入れてみる(28)と、動作が進行している
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のは VPl の「ドアを開ける」だけであり、VP2「部屋に入る」はまだ生起していないと解釈され

る。 つまり心血l細は「ドア開ける」のみにかかっている。 このようなときは「単純連続継起」で

はなく、 「目的」と解釈されるようである。 これらことから「単純連続継起」も「目的」もVPlと

VP2は時系列に沿って並べるが、進行相加血l句／を入れたときに後続のVP2が発生していないのが

「目的」である、 と言ってよさそうである。
一方、 ほとんど同じ構文である(29a)が「？」という判定であるのは、 「家に帰る」という移動中

を表しているのにも関わらず時間的物理的空間を隔てた「着いたあとのこと＝ご飯を食べる」を連

続するかのように言うのはおかしい、 ということに起因する。 もし、 間に「ために」が人っていれ

ば、VP2が目的を表すことが明示され、 進行相は「家に帰る」のみにかかっていることが明白とな

り、 (29b)のように矛盾なく言えることになる。

(28) d細k血血m如t pa瓜ukh細h涌

ダム［進行相l]開けるドア入る部屋

ダムはドアを開けて部屋に入るところだ

(29a) ?d血K如l句kapmmah由an証1khaw

ダム［進行相］帰る 家 食べるご飯

ダムはご飯を食べに家に帰るところだ

(29b) d血K釦証lJ屈pm由ah由anphma証北haw

ダム［進行相］帰る 家［ために］食べるご飯

ダムはご飯を食べに家に帰るところだ

また、 両者の比較を通じていえることは、 意味的に生起の時間のずれはあるが、続けて継起しに

くいものは目的に捉えやすい。 その理由は、 先の例(27)のところでも述べたようにVPlとVP2が

何のマ ー カ ーも介在していない場合は、 「VPl+VP2」を一つの統合事象として捉えているからで

ある。 もちろん、 実際の使用場面では、 どの事象に焦点があるかわかっているので、 ［継続」なの

か「目的」なのか、 曖昧な文とはなり得ない。

3.1.3．因果関係

咽果関係」は、VP1とVP2がそれぞれ原因と結果という内容で関連付けられている型である。

原因と結果は、 「ある事象が生起した結果としてある事象が生起する」と換言できるので、 広域に

みて継起事象と捉えることができるであろう。 ただし、 動詞の意味によっては時間的、 物理的流れ

と捉えられない、 即ち時間軸には関係ないものもあり、 その場合は継起事象と考えられにくいこと

もある。
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「因果関係」のVlとV2の組み合わせを見ると、V2は結果部分であるので、 その多くは帰結動

詞や達成動詞であることが多い。 先に2.4.3．で進行相/kiim1ag／をVPlの前に置いたとき、VP2がす

でに起こっている場合とそうではない場合があり、 これは、V2個々の動詞の意味に依拠している

と思われると述べた。 ここでこのことを詳細に検討するため、 動詞の組み合わせをいろいろ変えて

考えてみる。 その結果、 帰結動詞は時間幅を有する意味を持つので、 加血l句lと共起できるが、 達

成動詞は時間幅を有さないのが一般的であるので、加血血Vと共起することは不可能であるとなる。

また、 静態動詞の状態動詞や形容詞は、 そもそも一定の状態を述べた時空とは無関係の表現である

ため、 進行相/k面証Vを入れにくい、 ということがわかった。

①V2が帰結動詞

(30a).kinkhaw?iim 

食ぺるご飯満腹だ

ご飯を食べて満腹になる

(30b)証叫匈証血w加m

［進行相］食べるご飯満腹だ

ご飯を食べて満腹になっている

(31a) kin law m細

飲むお酒酔う

お酒を飲んで酔う

(31h)虹叫句証直:wm細

［進行相］飲むお酒酔う

お酒を飲んで酔っている

②V2が達成動詞

(32a) patiiu lom ph句

ドア倒れる壊れる

ドアが倒れて壊れる

(32b) *patuu韮叫句16mpbaIJ

ドア［進行相］倒れる壊れる
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(33a) C切kt6k往ek

コップ落ちる割れる

コップが落ちて割れる

(33b)＊心kk血血IJ t6k廂k

コップ［進行相］落ちる割れる

③V2が状態動詞

(34a) sおkh如

捜す見える

見つける

(34b) *k血血1J s5:,k h如

［進行相］捜す見える

④V2が形容詞

(35a)？血s血my

食べる肉太る

(35b) * k細l句血s血tfiy

［進行相］食べる肉太る

「因果関係」の場合もVPlとVP2が非H常的な原因と結果事象である場合は、 動詞連続型を許

さない。 次の例(36)の「仕事をたくさんする」は「死ぬ」に対する自然な働きかけ度が低いので、

授与結果を表すマ ー カ ーであるl四OJI（それゆえ）が必要だが、 例(37)の 「 肉を食べる」は 「太るJ

に対する自然な働きかけ度が高いので、9四O]/（それゆえ）がなくてもよい、 となる。 ただし、 この

とき、 「太る」の後ろに1kh血d（上がる）をつけて「太った」と変化を表す表現にしなければならない。

(36) het wfuk I泣y 匹DJ t紐y

する 仕事 多い【接】死ぬ

仕事をたくさんして死んだ

(37) kins血tfrykh由n

食べる肉太る上がる

肉を食べて太った
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例えば、次の例(38a,b)は 「原因：マラリアにかかる」ことによって、 その結果r結果：死ぬ(38a)」

は動詞連続型を許すが、 「結果：病院へ行く(38b)」は直接的な働きかけを受けている動詞句とはな

らないため、 動詞連続型は不自然だとされる。 この場合は、 間に／cmij/（それゆえ）を入れるとよいと

なる。 換言すれば、/pen k:hayJI向I（マラリアにかかる）は「死ぬJに対する働きかけ度が高く、 後続

部分で結果を述べるのはなんら不自然ではない。 一方、 「病院にいく」に対する働きかけ度は低い

ので、 動詞連続型は不自然で、 間に両者の意味的関係を示す適切な接続詞が必要となる。 進行相

/k祠画をVPlの前に置くこともできない。

(38a) d血向kh牧面IJ tiiay 
ダムなるマラリア死ぬ

ダムはマラリアにかかって死ぬ

(38b) ＊匹nkh虹面IJ pay h6o1J1D5:> 

マラリアにかかって病院へ行く

これらのことから、VPlのVP2への働きかけ度が高く、 自然とVP2の結果を伴うような日常的

な事象、 即ち先の嘩純継起」や 「 目的」と同様に、 一つの紘合された事象であると認識できる場

合に「因果関係」の動詞連続型を許すと言える。

3. 2. 非継起グルー プの特徴

3.2.1．付帯状況

広域にみて、VP1が様態、 手段や条件を表し、VP2がVP1による具体的な動作を表す、 という

内容で関連付けられる型である。 先述の継起グルー プと大きく異なるのは、 VP1とVP2の生起に

時間的にずれがなく、 生起時間帯が重なっている、 ということである。 ただし、 重なっていると言

っても単純にV1とV2が入れ替えできるわけではない。 事象成立の必要条件として遂行l仰字があ

るものについては入れ替えができなし、 前置されるV1として「姿勢・着脱・具体的動作を引き起

こす方法や手段」等を表す動詞が挙げられることからV2によって初めて具体的動作が示されるわ

けで、 そういう意味で人れ替えは不可能であると言える。 従ってV1が一つの単事象を表している

かどうか、 それ自体が疑問であり、 このようなことからも継起グループではないのである。

(39) nop m血II Way？紐ciian

合掌する手拝む 先生

手を合わせて先生に挨拶する
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(40) 1紐wlak血l血血omkhめ1J kh血袖i

彼盗む 食べる菓子［所有］カムディー

彼はこっそりカムディ ーのお菓子を食べた

(41)血w fiiaw pay h6oIJill5:> 

彼 急ぐ行く病院

彼は急いで病院へ行った

(42 )血w faw OOIJ hiiy kb.aw 

彼見張る見る壺米

彼はじっと米びつを見張って いる

ここで 「目的」か 「 付帯状況」か、 例文だけではわかりに く いものを挙げて両者を検討したい。

例(43)(44)はVPlがVP2成立のための条件ともとれるし、VP2はVPlの目的ともとれるものであ

る。 つまり、 「VP2 のためにVPl」、 とも「VPlという手段・条件でVP2」 とも解釈で きる。 この

ように 「目的」と「付帯状況」の区別は難しいものがあるが、 進行相を入れることによって 、 その

違いが明らかになる。実際の使用場面によってこれらのV1の前に進行相を入れたとき、 「 H的」の

場合は、V2は未生起事象なので、V1のみが進行中である。一方の 「付帯状況」のときはV1と VP2

は同時発生的なので、 V2も進行中であるという違いが生じる。

(43) d血知km血n？細血y

ダム振る 手 呼ぶ 私

ダムは手を振って私を呼んだ

(44) d血nopm血叫山邸hOOt止y

ダム合掌する手 謝る 私

ダムは手を合わせて私 に謝る

一方の(45)(46)は、 「歩く ことなくしては家 に帰れない」し 、 「 テレビを見ることなくしては英語

の勉強ができない（テレビ学習のこと）」なので、 「 付帯状況」と解されるが、厳密にはVPlと VP2

の生起開始時点については時間的なずれがあると考えられる。

(45) paa.n kapm血hman

歩く 帰る 家

歩いて 家に帰る
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(46) OOIJ th6olathat hfan ph函aa?a祉ft

見る テレビ 勉強する 英語

テレビを見て英語を勉強する（テレビ学習のこと）

次例(47)(48)のVPl はVP2の着脱を表しており、VP2成立のための手段である。 この場合も生

起開始時点はVPlの方がVP2よりも前である。 ただし、 その後VP2も生起して、VPlとVP2が

菫複して生起しており、 「付帯状況」と分類する。

(47) llUIJ Slll恥n

はくシン踊る

シンをはいて踊る

(48) say muak kiaw血W

かぶる帽子刈る稲

帽子をかぶって稲を刈る

次例(49)(50)(51)のVPlはVP2の姿勢を表しており、これもまたVP2成立のための手段である。

これらのVP2はいずれもVPlの具体的動作であり、 付帯状況である。

(49) lfrn kh血1kb血day

走る上がる階段

走って階段を上がる

(50) { na:g/)曲皿Vn53n} ？aann拘s血叩hfm

座る・立つ ・ 寝る 読む 新聞

憚ってl立って／寝て｝新聞を読む

(51)徊fa.a洞mm

もたれる壁立つ

壁にもたれて立つ

つまり、 付帯状況とは、 Vlは具体的動作に欠けるもので、 V2を伴うことにより初めて具体的な

叙述として成立する叙述のことである。

いわゆる様態と分類できるVlの中にはV2の前動作とは言いにくいものがあり、 VlとV2あわ

せてはじめて意味をなす連動詞と捉えられるものが殆どである。 これらは/coiy(～しなさい）をVl

単独の形の直前において、 命令文が作れないことからもそれだけでは、 叙述にならないもの、 不完
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全な叙述であるもの、 ということがわかる。 このような場合のVlにはどのようなものがあるかは

さらなる実例収集と検討が必要であろう。 本稿ではいくつか例と例文を挙げるにとどめる13。

l)様態：ph紐（連行する），16:!9（試す）＇suay（助ける），pha担血皿1＠訂］する），

註a@j敢だ），faaw（急ぐ），等

2)ム ー ド的：yaak(欲する），虚｝（義務である） ，等

3)アスペクト的：lわm侮める），ほ瓜終える），等

(52) d血沖叩a.J13皿直ianp証函h血w

ダム努力する 勉強する言語ラオス

ダムは一生懸命ラオスを勉強した

(53) d血yaak man phaas紐血w

ダム欲する勉強する言語ラオス

ダムはラオスを勉強したい

3.2.2並列・同時進行

次の例(54)では「目を閉じる」と「音楽を聴く」が同時に行われている。

(54)恥p曲拘donfil

閉じる目聞く音楽

目を閉じて音楽を聞く

並列・同時進行のとき、例(55)(56)のようにVlとV2が全く切り離されず一つの事象を表してい

るものもあれば、例(57)~(60）のようにVlとV2が個別事象として解釈でき、二つの事象が同時に

生起していることを表しているものもある。 前者の場合、一つの複合動詞として捉えることも可能

かもしれない14。 また、後者の場合、同時進行であればVlとV2の入れ替えが可能であると考えら

れるが、そのような同時発生的事象は本当にあるのか、VlとV2を入れ替えた場合、それは他の事

象とならないのか、という疑問もある。 しかもこの場合、実はあまり動詞連続型(57a~60a)を使わ

ず、thlU)~（payrnim), thlU) ～payn血、 ～pi'iyn血，～悼yrnim(～ながら ～）を使うこと（57b~ 60h)が

多いし、 その方が自然であるとのインフォ ーマントの意見であった。

(55)1awkh袖om凪y

とる お菓子与える

お菓子をあげる
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(56)呼khiiaph�叫血

かしげる頭うなづく顔

うなづく

(57a)？血o:>p khily 

微笑む答える私

微笑みながら私に返事する

(57b)輌色th句o:>p khily pay叫m

微笑む 答える私

微笑みながら私に返事する

(58a)？頂mkh年lot

微笑む運転する車

微笑みながら車を運転する

(58b)直mpay血皿khaplot pay血m

微笑む 運転する車

微笑みながら車を運転する

(59a)？恥nh33nph6en

踊る歌う歌

踊りながら歌う

(59b) th句恥几th句h33nph6enPay血m

踊る 歌う歌

踊りながら歌う

(60a)？伽aw law/JJiiW n6:>n} khap lot 

酔うお酒気配がする寝る運転する車

｛お酒に酔って／こっくりしながら｝車を運転する

(60b) th句佃aw faw/IJaw n6:>n} ， 血lIJ khap lot pay血m

酔うお酒足りない寝る 運転する車

｛お洒に酔って／こっくりしながら｝車を運転する
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例(61a)は同時進行して生起するかどうかは互いの関連付けが低いので、動詞連続型では同時進行

と解釈するのは難しく、一般には連続継起の意味に解釈される。同時進行の場合は上の例と同様に、

th句～（piiyn血1), th句～piiyn血という慣用句を活用すべきであるとされる。以上のことから、並列・

同時進行は、 VPlとVP2に意味的な関連付けが構築できなければ、 無標の動詞連続型は使えず、

並列や同時進行であることを表す慣用句や副詞句を使って表すと言える。

(61a) cap m血nOOnn細w血

握る手 見る 顔 ワン

（ワンの）手を握ってワンを見る

(61b) th句砥pm血uth初OOIJ血w血 pay血m

握る手 見る 顔 ワン

（ワンの）手を握りながらワンを見る

次の例(62)~(64)は並列であるが、VPlとVP2の順序を入れ替えることはできない。これは慣用

的な固定した言い方である。

(62a) 四ys日

痩せている高い

痩せていて背が高い

(62b) *s血nC⑳y

高い痩せている

(63a) tfiy tam 

太っている低い

太っていて背が低い

(63b) *tam tt1y 

低い太っている

(64a) h血diicay

笑う嬉しい

嬉しくて笑う
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(64b) *d血面cay hiia 

嬉しい笑う

次の例(65)~(66)では、 並列表現の場合、連動動作として基盤になる方、 主となる方をVPlの位

置に置く、 ということを示している。

(65a)血khaw血1 law 

食べるご飯飲む酒

お酒を飲みながらご飯を食べる

(65b) ?kin law kin khaw 

飲む酒食べるご飯

ご飯を食べながらお酒を飲む

(66a) はnkhaw'laann拘s由四加m

食べるご飯読む新聞

新聞を読みながらご飯を食べる

(66b) ?'laan n拘sunup螂kinkhaw

読む 新聞 食べるご飯

ご飯を食べながら新聞を説む

例(67)では認知あるいは認識のずれでVlとV2の順序が決まる例である。

(67a)麟kh紐戸IJ

引きずる 脚 歩く

脚を引きずりながら歩く（引きずって歩く）

(67b)匹nl紐kkh紐

引きずる 脚 歩く

脚を引きずりながら歩く（歩くのに脚を引きずっている）
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3.2.3．その他

V2が動作の主体者の 動作そのものを表しているとはとらえに いが、VPlの事象成立にV2が同

時的に関与して動作主体の叙述をなしている動詞連続型を「その他」として分類する。 本グルー プ

は大別してさらに方向や程度の変化を表す「物理的変化」と時間軸の中での「時間的変化」といず

れに も属さな い三グループに下位分類するこ とができる。

3.2.3.1．物理的変化

V2 に属する動詞は一般に方向を示し 、 Vl に移動方向や状態に変化値を与えるものである。 どの

ような ものがあるかは既に2.5.3.1．で述べたが、こ こに再掲すると 、/pay/（行く）、Im紐／（来る）、

/kh徊（上昇する）、 /loIJI（下降する）‘ /khaw/（入る）、 nう3k/（出る、 naw/（要る）、/say/(}、れる）等であ

る。 例えば、

(68) I紐wkappay恥IJ

彼 戻る行く部屋

部屋に戻っていった

(69)螂s鱗？aw

引く 綱 とる

紐を引っ張る（手前に引 き込む）

(70)血wnaam釉血

彼女 美しい上がる

彼女はきれいになった

これらはいずれ もVP2はVPlの方向や程度の変化を表している。

3.2.3.2.時間的変化

V2に属する動詞はVlに時間的な変化値を与えるものである。2.5.3.2．で/mot/（尽きる）、 I凶p/係冬

える）、Iは汎続ける）、/yuu/侑｝る・ 在る）‘ /kiam/(準備する）など 、 具体的な語彙を挙げたが、 これ

らは純粋なアスペクト辞とは言えな い ものが多く、 語彙の意味からVlに後置して語彙的なアスペ

クト表現と して働いている。 例えば、

(71) I紐wkinm6t

彼 食ぺる 尽きる

彼は（全部）食べてしまった （食べ尽くした）
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3.2.3.1．では、/pay//皿細は、VIにそれぞれ「離脱」「接近」という方向値を付け加えている役割

を果たしている が、3.2.3.2．では、それぞれ「完了」「継続」という時間値を付け加えている。例え

ば、例(72)の/pay/は「 家を売ってしまった」と「売る 」 ことが「完了した」ことを表している。例

(73)のIm細は「保存する」ということを「継続してきた」ことを表している。

(72)駈aw血ayhmanpay

彼 売る 家 行く

彼は家を売ってしまった

(72)血whaks紐？袖血呻

彼 保存する これ 来る

彼はこれを保存してきた

いずれにしても本グループに属する動詞V2は、本来の動詞としての意味合いが弱まり、Vl に文

機能 的な意味を付加する語となっている。本来の語義を保っている もの もあれば、もはや動詞とは

別の副詞、 さらには前置詞など、機能語としてのみの語義 のみを有すると考えられる もの もある。

4. ラオ語における動詞連続

4. 1. 意味的特徴

第2章と第3章で同一主体の二動詞連続型の VPlとVP2の意味 関係について検討した。 その結

果、二動詞連続型の意味的な特徴は次のようにまとめることができる。

二動詞連続型は[ I】継起グルー プと【2]非継起グルー プに分かれる。

【l]継起グループについては次のとおりである。

1. I) VPIとVP2がどのような事象を表しているかという点か らまとめると、 継起グルー プの第 一

動詞句は「事象 の様態・姿勢・条件」を、 第二動詞句は「単純連続・目的」のときは「帰結」を、

「因果関係」 のときは「達成」を表しているということができる。さらに一歩進めて、 第 一動詞句

は「事象の様態・姿勢・条件」を 、第二動詞句は「事象の結果」を表しているということができる。

1. 2)第 一動詞句と第二動詞句は時間的連続（時系列•発生順）に沿って述べる。話し手は一 つの

統合的事象として認識している事象のときに無標の動詞連続型を使う。ただし語用論的に連続発生

率が高いもの に使い、非H常的ない行動パタ ー ンは無標の連続型表現は使えない。純然たる 「動詞

連続」 はこ の 型のみである ”。

1. 3)第 一動詞句が第二動詞句の働きかけと捉えられる場合をとくに「因果関係」とみる。こ の場

合 も語用論的に13常的な原因と結果の事象である こと、即ち働きかけとその結果が自然発生的であ

ればあるほど、動詞連続型を 使用する許容度が上がる。
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[2 】非継起グルー プについては次のとおりである。

2. I) VPl と VP2 がどのような事象を表しているかという点からまとめると、第一動詞句は 「事象

の前提条件・様態」を、第二動詞句は 「付帯状況」や 「並列・同時進行」のときは 「状況・具体的

内容」を、 「 その他」のときは 「物理的・時間的変化」を表しているということができる。 さらに

一歩進めて、 第一動詞句は 「事象の前提条件・様態」を、 第二動詞句は 「事象が発生する環境・状

況」を表しているということができる。

2.2) 第一動詞句の内容は、第二動詞句によって具体的に叙述される。 即ち、第一動詞句の動詞が主

動詞で、第二動詞は 第一動詞を叙述する情報量の高い補語（叙述部分）、 あるいは副動詞であると

いうことができる。 第二動詞句は常に 第一動詞句に依存、即ち修飾する役割をもって生起する。

したがって「動詞連続型」というよりは「複合動詞型」と言った方が正しいかもしれない。

4. 2. 構文的特徴

本稿では動詞句間の意味関係について検討し、動詞連続型の構造的な点については論じなかった

ので、第2章、第3章の検討を通して見えてきた構文的な知見について若干触れておくにとどめる。

一つの文における主動詞はあくまで一つであると考えられるので、二つの動詞の構文的な関係は、

第一動詞が文の主動詞で、 第二動詞は動詞だけではなく、さまざまな統語的役割を担う。 なぜなら

否定辞の位置と諾否疑問文に対する応答文を見た場合、同じ動詞でも動詞連続型の中における位置

によって、動詞性が異なるという様相を呈した。 そしてその際、文の左に位置すればするほど、動

詞性が強く、右に位置すればするほど、動詞性が弱まるということが言えそうであった。 詳細な検

討は今度の課題としたい。

5. まとめ

ラオ語について、動作主が同一で、動詞句が二つ連続する型について、第一動詞句と第二動詞句

の意味関係に着眼して分類を試みた。 その結果、

1) 13常の生起事象で時の流れに沿って生起することが自然であり、 日常的で連続的であるもの

2)話し手にとって一つの統合的事象に捉えられるもの

が動詞連続型を使う大原則であることがわかった。

また、 「動詞連続」といっても、 純粋な動詞連続型は継起グルー プのみであり、非継起グルー プ

は複合動詞型と言ってよいと考えられる。
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注
1) ( ）は省略可能であることを表す。
2) Enfield, N.J.(2008)、Prasithrathsint, Am紅a (2010)は 他にも 「/khuw紐mlあるいは/kaantを動詞直前
において名詞となる」「動詞は直接アスペクト辞。モダリティ辞を付けられる。」「動詞はthiiによる関係
節における主要部を担い、名詞修飾句を継続させることができる」「比較表現において、 「もっとも～」
である/thii頭t/を後ろつけることができる」などがあるが、いずれも動詞句の下位分類に関与することで
あり、 ここでは立ち入らない。
3)動詞の意味によって異なる、 という場合を含む
4)諾否疑問文であるので、 「はい」「いいえ」のみを述べれば答えとして十分なので、I函w/（はい）あるいは
lb⑳l（いいえ）のどちらかを使う応え方やIm函n/（正しい）あるいはぼmmem/（正しくはない）を使って応え
ることもできるが、 動詞の使用の可否を検討するので、 ここでは挙げないでおく。
5)逆接の 「tee（しかし）」をVP2の前に入れれば使用できる。
6)nfun'liim/と2回繰り返す方がよい。
7)他にlmEEn/（正しい）型もよいとされる。

8)／血mph紐／（率いる＋連行する→導く）、！'phoph如l（会う＋見える→見つける）などは、 第一動詞と第二動

詞には別々の意味があり、 単独で使用することもあるが、 このように二つ連続した形になると、 分離す

ることができない。 このような場合、現時点では、従来は別々の自立的な動詞であったものが結合して

ー語の動詞となった形と考えるが、 詳細な検討は今後の課題とする。

9) 「機能語」とは、文法的機能を持ち、 単独では意味をなさず、文中においてはじめて意味をなす付属

語的成分のことである。 例えば 「前置詞Jなどがこれに相当する。

10)V2がル呵（見る）Iのように、 いずれにも属さないものがあるが、 便宜J::「その他」に入れる。

例） ？aanいn （読む十見る） → 「読んでみる」

11)使用許容度が低いと判定されたC)もVPlとV四の間に1l和w/（それから）という接続詞を入れると使用
できる。
12)＊は非文の意味。
13)/liiyl（与える）を使った使役構文もここに属するものとして考えられるが、 使役・受身構文については
今回は検討しない。

14)本稿では厳密に二動詞連続と複合動詞の両者を別個のものとしてその違いを記述するまでに至ら なか

った。 今後の課題である。

15) V1とV2が限定的な組み合わせもあり、Vl+/l和w/（それから） ＋V2と/leew／を介在させることができ

る V1V2とそれができない限定的な組み合わせ V 1V2があるはずである。 このことについては稿を改め

て検討したい。
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1.はじめに i)ii)

ビルマ語で動詞要素が統語的に 2 つ以上連続して一つの節の述部として現れる現象であ

る。 このような現象についての報告はかなり多くなされており (Okell 1969 、澤田1988 、藪

1992など）、かなり解明されてきていると行ってよぃであろう。 本稿はビルマ語の動詞連続

について先行研究で指摘されていなかったいくつかの現象を報告し、動詞連続の外観をす

ることを目的としている。対象とする動詞は、基本的に元々動作的な意味内容を持つものの

みに限定することにする。
一つの節の中に2つ以上の動詞要素が連続する例を見てみよう。

(1) a. 7amerikaN=naiNgaN=hma pvti-yau?-ne-thaiN-?alou?-lou?-pf pyiN]1£l 位NCU={f唸＝詳．
America=country=LOC go-arrive-stay-sit-job-work=-and education learn=Aux=vs:RLS 

アメリカに行って（そこに）滞在して仕事をしながら勉学に取り組んだ。
b. hy紐liN-tlN•pyd=lf陪＝砂＝詳．

clear-bright-load-show=AUX=PLT=VS.RLS 

説明し提示した。
a．では少なくとも見た目上は評吐「行く」、yau?- 「至る」、ne- 「住む」、 thaiN- 「座る」、

(?alouり lou?-「仕事をする」という5つの動詞が、b．では hyiN•「はっきりしている」、［紐「明

るい」、 t枷「積む」、 pya- 「示す」 という4つの動詞が一つの述部の中の動詞の位置に現れ

ている。

このように動詞形態が、 それを結び付ける明示的な形式なしに一つの節の述語内に連続

して現れるケ ー スはビルマ語ではしばしば観察されるが、 一方で二つの動詞形態素が結合
してできる複合動詞は単独の形態素として見なされるしかるべき理由がある。

ビルマ語は述語末尾型言語であり、 東アジアから東南アジア大陸部言語に多いVO型言

語の動詞連続では動詞句(VO)が連続する形式が一般的だが、ビルマ語の場合 0を伴う連
続「01V1-02V2」 はほとんど見られない。 特に 0が特定性や個別性の高い名詞句の場合はそ

れが起こらないと考えてよいであろう。

本稿の構成は以下の通り。第2節では「ビルマ語の動詞」 について定義する。これは主に

岡野(201 0)に基づくが、新しい議論もある。第3節では本稿におけるビルマ語の動詞連続

をどのように定義するかについて議論する。 第4節は内容語が連続するタイプ、 第5節、6

節では動詞連続に現れる一 方の動詞要素が、それに対応する行為や事態が可能世界にない

i) 本稿は東京外国語大学大学院博士後期課程の Thuzar Hlaing 氏（ヤンゴン出身、女性）および、補助的に
ヤンゴン大学国文学科 3 年（当時）で東京外国語大学に留学をしていた Phu Ngon Kyaw Myint さん（パ
テイン出身、女性）、 Eaint La Pyae Win さん（ヤンゴン出身、女性）、 Hanni Soe さん（ヤンゴン出身、女
性）、ダゴン大学英語学科講師で東京外国語大学大学院の研究生 Towe Hnin Yi Hlaing 氏（ヤンゴン出身、

女性）にご協力いただいた。ここに感謝の意を表します。なお本稿のビルマ語例文、およびその記述や
分析の責任の一切は筆者にある。

il）本稿の音声表記は岡野 (2010) に従った。また略号については基本的に Leipzig Glossing Rulesに従う。こ
れに含まれない略号として VVD がある。これは藪 (1992) の用語「活写法 vividitive」である。
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タイプ、 言い換えると一方の動詞要素が「文法化」タイプを扱う。第5節はそれが内容語よ

り後ろに現れる場合、 第6節では内容語より前に現れる場合を見る。 第7節では補足的な

記述 、 第8節でまとめをする。

2. ビルマ語の動詞

2.1動詞の定義

ビルマ語は形態変化に極めて乏しい言語であり、 語類の分類にはある特定の語との共起

の有無、 あるいは分布がほぼ唯一 の基準と言ってよい。 動詞も同様である。

ビルマ語の語はおおざっぱに自立語（語）と付属語（辞）に分かれな。 自立語には少な

くとも名詞(N)と動詞(V)が認められる匁名詞と動詞は開いたクラスである。

動詞は以下のような分布的特徴を持っている。

(2)動詞の分布的特徴

A. 法標識(mood marker)が後接する

B. 否定辞が前接する

C. 従属節標識(dependent clause marker)が後接する

D. 名詞化（副詞化を含む）の派生接辞3が付加される

A. 法標識には動詞文標識(verb sentence marker)、 限定節標識(attributive clause marker)、 名

詞節標識(nominal clause marker)の3種類があるい。 主な法標識は以下の通りである。

(3)ビルマ語の法標識

非現実 現実

発話行為 情報交換

要求 叙想 叙実 思慮 瞬間6 活写

肯定 - ¢ -me -te —y£ -y.:5 
vs. 

否定 -n£ -p
hu -pi 

NC. 肯定／否定 / -hmd -td ／ ／／ 

AC. 肯定／否定 ／ -me -te ／ i/ ／ 

以上のうち VS ．と NC ．は文述語となり得る。 NC ．はさらに名詞節の主要部として埋め込み文

となることがある。 AC ．は基本的に主節たり得ない。

B. 否定の接頭辞mc'iガゞ結合し得るのは動詞のみ、 というよりも、mc'i—が結合するものを動詞

と見なす互

名詞形態と動詞形態からなる複合的な構造を持つ動詞、 いわゆるNV動詞（次項参照）

がビルマ語には数多くある。形態素としては二つだが 、語義素としては全体で一つである。

このようなNV動詞が否定される場合、動詞要素の前に否定の接頭辞mc'i功ゞ付くのが本来

正しい用法である。しかしいくつかのNV動詞はNV全体の前に否定辞が現れるケ ースが

ある。 このような用法ではもはやNV動詞の内部構造は意識されなくなり、全体として一
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形態素の動詞になっていると見なすのがよいであろう。

e.g. nale-「理解する」< na「耳」＋le-「回る」

⇒na+mii.-le- (NV動詞） vs. mii.-nale-（一動詞形態素）

このほか、 臨時動詞については岡野(2010)を参照のこと。

C. 従属節標識は動詞に接続する凡主な従属節は以下の通り。

(4)ビルマ語の従属節標識

形式 意味 極性

」自 ←疋 否定 現実

-pf 継起「～て」 ゜ X ゜

単純接続「～て」 ゜ X ゜
-16 

理由「～ので」 ゜ ゜ ゜

-pemt(/6) 逆接「たが」 ゜ ゜ ゜

-hmd 必要十分条件「～てはじめて」 ゜ ゜ X 

—yiN 仮定・条件「～ならば」 ゜ ゜ X 

場面設定「～ると」 ゜ X X 

-t3 
条件「～ると」 ゜ ゜ X 

-?auN(/0) 目標「～するよう」 ゜ ゜ ゜

-p歴[nt) 非付随「～せず（に）」 X ゜ ゜

繰り返し9 譲歩「～しようと」 ゜ ゜ X 

法 名詞（節）

非現実 の接続

゜ X 

△ X 

△ X 

△ ゜

゜ △ 

゜ X 

゜ X 

゜ X 

△ X 

゜ X 

゜ X 

このうち動詞連続を考える上で重要なのは-pf〈継起〉と-16〈単純接続〉である。-pf〈継

起〉 については次節以降で触れることにする10
0

D. 名詞化（副詞化を含む） には派生接辞によるものと畳語形式reduplication等がある。

派生接辞には接頭辞？足接尾辞—ChfN、-p holl等がある12。 接頭辞？d-は動名詞gerundを派生

し、 接尾辞ふfNは出来事名詞、 接尾辞-p芍は未確定の出来事名詞やモノ名詞を派生する。

畳語形式は統語的に副詞的要素として現れるか、 もしくは名詞の直後に現れる同格名詞要

素として現れる形式である（藪1992:580)。

e.g. mohfNgci kauNgauN che7=ta7=te. モヒンガーを上王に作ることができる。

mohinga good〈<REDUP» cook=able=vs:RLS 

mohfNga kauNgauN sa=1,hiN=t£. 美味しいモヒンガーを食べたい。13

mohinga good〈<REDUP» eat=want=VS:RLS 

畳語形式が派生されるのは属性を表す動詞がほとんどであるが、 動的な意味を持つ動詞

も派生されることがある。ただし動的な意味を持つ動詞の場合、必ず2音節形式でなければ

ならない。

e.g. * sdzd「（食べつつ）」

eat〈<REDUP»

vs. tau?tau?sdza「食べつつ」
＂ 

eat«REDUP» 
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以上述べたA.~D．の特徴を全てを持ち合わせていないケ ー スもあると考えられるが、 ほ

とんどの場合は全てが当てはまると言ってよいであろう。

2.2複合的な構造を持つ動詞

ビルマ語の動詞は一つの動詞形態素からなるものばかりでなく、 二つ以上の形態素から

なる複合的な構造を持つ動詞も数多くある。このうち名詞形態素と動詞形態素が（程度の差

こそあれ）結び付いてできている動詞をNV動詞、二つの動詞形態素が結合してできている

動詞を複合動詞と呼ぶことにする。

2.2.1 NV動詞

NV動詞は動詞要素のみでは意味的に成り立たない、あるいは少なくとも完全とは言えな

い組み合わせである。名詞要素と動詞要素とが、全体の意味に対して構成的である場合もあ

れば、 そうでない場合もある。

(5) a. 沿lou?+myci-「①仕事が多い、②忙しい」<?alou?「仕事」＋myci-「多い」

* ma-?alou?+myci- vs. ?alou?+ma-myci-

NEG-busy job+NEG-many 

b. pai?shaN+hya-「①お金を探す、 ②稼ぐ」<pai(ShQN「お金」＋hyd-「探す」

* ma-pai?shaN+hyか vs. pai?shaN+ma-hya-

NEG-earn money+NEG-search 

c. zふ妙ん「①市場へ行く、 ②買い物に行く」<ze「市場」＋位吐「行く」

* ma-ze+twd-
n 

NEG-go.shaping 

vs. ze+ma-twd-
n 

rnarket+NEG-go 

d. y6uN+sh[N-「①事務所から帰る、 ②退庁する」<y6uN「事務所」＋Sh[N-「降りる」

* ma-y6uN+shfN

NEG-leave.office 

， vs. y ツ h 9 OUN+ma-s··1N-

office+NEG-decsend 

上記のそれぞれの例で①の意味であれば構成的であり、 ②の意味であればNV 動詞と言

える。 名詞が具体的な指示対象を持っている場合は構成的であり、NV動詞であれば指示性

は極めて低く、具体的な指示対象を持たない。ただし構成的であろうとなかろうと、名詞に

否定の接頭辞m炉ま決して付くことは基本的にない14
0

2.2.2複合動詞

複合動詞の多くは二つの動詞形態素が結合したものである。 全体で一つの動詞となって

いるため、統語的な操作により二つを分離することができない。前項で述べたように否定の

接頭辞maーは動詞要素にのみ付加され得る。二音節以上の動詞でも同じである。 複合動詞か

どうかは否定の接頭辞maーの現れる位置で確かめることができる巴

(6) a. t6tt:?-「発展する」<t6-「増える」＋tt:?-「登る」

ma-t6td

NEG-develop 

’ vs. * t6-mii-tE7-

increase-NEG-climb 
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b. pyezouN-「満たされている」<pye-「満ちる」＋SOUN-「揃う」

ma-pyezOUN VS. * pye-mc'i遥UN·

NEG-adequate filled-NEG-sufficient 

ちなみに上記の例でいずれも二音節目の頭子音が有声化可能な子音16であるが、 a．は有声

化が起こっておらず、b．は有声化している。 ビルマ語では一般に有声化の有無は要素間の結

び付きが強さを表していると考えられるが、 複合語の場合、必ずしもそうとは言えないこと

もある。

2.3助動詞

助動詞と補助動詞（後述） は述部構造の中で、（主）動詞の後ろで法標識よりも前に現れる

要素である17。 このような要素の中には明らかに動詞起源のものもあり、 肯定の形式では見

た目上それが動詞連続や複合動詞との区別が付かない。

(7) a. -k切iN「～させる」< K切iN-「指示する」

ma-V-k陥iN

NEG-V-order 

vs. *? V-mii-tE:7-

V-NEG-order 

b. -kauN「～するのがよい」<kauN-「よい」

mii-V-kauN 

NEG-V-good 

vs. * V-ma-kauN- 18. 19 

V-NEG-good 

こういった要素をどのように分類するのか、 これまで様々な分類法が示されてきた。本稿

では澤田(1988)に基本的に従い、 基準を単純化して、 否定辞ma—が前接し得るか、 という

点を最も重要な基準とすることにする20。上記の例であれば、a.、b．の後置要素はいずれも否

定辞ma- が前接し得ないため、 これらは動詞ではなく、非自立的な助動詞と見なす。後に見

るように、 後置要素である補助動詞の中には否定辞ma功ゞ前接する場合もある（前項要素に

否定辞maぷ前接することも許容する）。 そのため

ここまでをまとめると、 （少なくとも表面的に動詞要素が連続する）V1V2という形式は否

定形式がmii-V1V2となる場合、 V2は自立性が著しく低い助動詞、 もしくは複合動詞の後項

要素のいずれかである、 ということである。

3.本稿におけるビルマ語動詞連続の定義

前節で見たように、V1V2という連続において後項要素であるV2の統語的自立性が高いこ

とが動詞連続であるか否かを判断する。 このときV2が「完全な」動詞であるかどうか、 に

よって動詞連続であるか、 そうでないかを判断する。 「完全な」動詞、 というのは、 語彙的

な意味内容を保持しているかどうか、 とは直接的には関係しない。あくまで統語的に自立性

が高いか、 ということのみである。

これは前節で述べたようにV1V2という形式の否定でV1 mii-V2という形式をとり得る、

ということである。 誤解のないように言うとmii-V1V2となり得るかどうか、 ではない。 た
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とえma-Vふという形式をとり得たとしてもV1 mii-V2もあり得るのであれば、V2は自立性

の高い動詞であり、V1V2は動詞連続であると考える。ただしmii-V1V2とV1mii-V2との表す

意味が全く違う場合、 これらは別物として扱われ、 mii-V1V2は動詞連続から除外する。

V2が動詞の語彙内容を相当程度保っている場合、接続助詞—pi《継起》（数は多くないがい

《単純接続》も）によって二つ の動詞要素を切り離すことが可能である。 ただこのような形

式、V1=pfV2やV1=/0V2となる場合、 厳密にいうならそれらは単一の節とは言いがたい。 後

述するように、 VいとV1=pfV2との意味が相当に異なるケ ースもあり得る。

以下、いずれの動詞要素も自立性がある程度高い動詞が連続する場合、 後項要素の表す意

味内容が元々の語彙的な意味と異なっている場合、 そして前項要素の表す意味内容が元々

の語彙的な意味と異なっている場合について記述する。

4.動詞連続（1)動詞連続内の動詞がいずれも語彙的な意味をある程度保持している場合

4.1意味的な特徴

語彙的意味を（ほぼ）完全に有している動詞が連続するのは一般的に動的な動詞に限られ

ると考えてよいだろう。 「継起」の意味を表すと言われる。

主語は必ずしも人間でなくてもよい。

(8) a .  takha9a 

something 

ca=kwi=,twa=te. 

fall=break:(i.)=go=vs:RLS 

何か落ちて割れ（てしまっ）た。

b. P h枷gwt:?(=ko) ch a=khwt=/ai?=ti. 

cup(=ACC) drop=brealc(t.)=Aux=vs:RLS 

ガラスのコップを落として割った。《意図的に、 という解釈のみ》

このようなタイプの連続は前項要素V1 が表す事態に続いて後項要素V2 が表す事態が起

きる、 とされる。 ただ両事態の時間的な関係は必ずしも一様ではない。

(9) a. thamfN h C"E7=sa=twa=tふ
n V 

rice cook=eat=vs :RLS 

ご飯を作って食べた。

b. thaiN=sa=tt. 

sit.down=eat=vs:RLS 

座って食べる。 ／遊んで暮らす。

c. ka h卯＝si=la=te.
V 

car lend=ride=come=vs:RLS 

タクシー （を借りて、 それに）に乗ってきた。

(9)aではV1の事態 「（ご飯を）作る」が終了したのちにV2の事態「（作ったご飯を）食べる」

が生起していることは間違いない。 これに対し、(9)bではV1の事態「座る」 と V2の事態
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「食べる」とは、 ほぼ同時進行である。(9)bにおいても V1 の事態「（クルマを）借りる」と

V2 の事態「（借りたクルマに）乗る」とはある意味、 同時進行である。

これらの事実からはっきりしているのは V1 の生起以降に V2 が起こっている、 あるいは

V2 の生起が V1 に先行しない、 ということであろう。 より正確には V2 が生起するまさにそ

のときには V] が生起していなければならない21。 また V2 が生起するときに V] が終了して

いる必要はない。

興味深いのはこれは接続助詞—piで分離されていてもこの点は変わらないことである。

(10) a. takhilgil ca=pi kwt＝抑a=ti.

something fall�and brealc(i.)=go=vs :RLS 

何か落ちて割れ（てしまっ）た。

b. phaNgwt:?(=k6) cha=pi 炉wt=lai?=tE.

cup(=ACC) drop=心nd break(/.)=Aux=vs:RLS 

ガラスのコップを落として割った。《意図的に、 という解釈のみ》

(11) a. tham(N ChE7=pi sa=twa=tE璽

n V 

rice cook=~and eat=vs:RLS 

ご飯を作って食べた。

b. thaiN=pi sci=ti:. 
V 

sit.down�and eat=vs:RLS 

座って食べる。 22

C. kci hりa=pi si=la=te. 
V 

car lend=~and ride=come=vs:RLS 

タクシー（を借りて、 それに）に乗ってきた。

V1 が V2 の手段や行為の様態を表すような場合、 V1 の表す行為や事態は V2 の表す行為や

事態とほとんど同時に発生している、 あるいは同時並行的に生起していることは当然であ

る。 特に V2 が移動を表す動詞の場合はほぼそうであると考えられる。

ただ接続助詞併によって切り離された場合、V1 の表す行為や事態の終了後に V2 の表す行

為や事態が起こる、という解釈を許すことになる。ただしそれは接続助詞—piの出現によって

もたらされる意味であるため、 これは動詞連続と同じように見なすわけにはいかないであ

ろう。、

(12) a. SE?b¢iN niN=twd=tど璽
＂ 

bicycle step.on=go=vs:RLS 

自転車を漕いで行った。

b. SE?b6iN niN=pi twd=ti. 
＂ 

bicycle step.on�and go=vs:RLS 

自転車を漕いで行った。 ／自転車を漕いでから行った。
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動詞連続が否定になる場合、V1V2全体が否定されていると考えられる。

(13) a. ca(=pi) mii-kwt=p陥
fall（�and) NEG-break(i.)=go=vs:NEG 

落ちて割れなかった。（「落ちて割れる」全体の否定）
b. p珈gwe?(=k6) cha(=pi) mii.-k加i=p陥

cup(=ACC) dro�and NEG-break(t.)=Aux=vs:NEG 

ガラスのコップを落として割らなかった。（「落として割る」全体の否定）
(14) a. thiimfN che?(=pi) m a ma-sa=p h, 

u. 

rice cook=-and NEG-eat=vS:NEG 

ご飯を作って食べなかった。（「作って食べる」全体の否定）
b. thaiN(=pl) mii-sa=p泣

sit.down�and NEG-eat=vs:NEG 

座って食べる。（「座って食べる」全体の否定）

形式的に否定辞m炉まVバこ付くが、否定はV1V2全体にかかる。ただし否定の焦点につい
ては、 文脈的にV1となることが多い。

(15) a. 花iN=hma Che?(=p() ma-sa=p減 we(=pi) 
｀
＆

 

tv

 

――

 

,
a

 

s

 

house=LOC cook(=and) NEG-eat=vs:NEG buy(=and) eat=vs:RLS 

家で（ご飯を）作って食べない、 買って食べる。
b. SE?b¢iN niN=pi mii-評a=phu.

bicycle step.on=and NEG-go=vs: NEG 

自転車を漕いで行かなかった。／自転車を漕いで、 （しかし）行かなかった。

上記のaで、文全体としては 「ご飯を作って食べる」ことはしなかった、という意味であ

るが、 それに続き「買って食べる」が続いていることから、文脈的に否定されているのは否
定辞ma—の付くV2ではなくV1であることが分かる。

これに対して接続助詞＿piでV1とV2が切り離される、 すなわち別の節になるbではV1が

否定の焦点になる場合ともがなる場合とがある。V1の表す行為や事態の終了後にV2の表

す行為や事態が起こる、という解釈を取る場合、これはやはり動詞連続 （と強い関係のある
構文）と見なすことには無理がある、 といえる。

4.2統語的な特徴
動詞連続は、一般には主語項、可能であれば内項を動詞連続を構成する動詞が共有してい

るのが普通である （澤田1988: 87)。下に挙げる例文は主語を共有しているが、 それだけで

なく、 （直接）目的語も共有している。V1とV2とが同様の項構造を持つ他動詞の場合、 通常

は目的語も共有していると考えていいだろう。
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(16) a. thamiN chd=sci=t£. 
V 

cooked.rice cook=eat=vs:RLS 

ご飯を作って食べた。

b. thamiN ChE7=tE. thamiN sa=tE. 

cooked.rice cook=vs:RLS cooked.nee eat=vs:RLS 

ご飯を作った。 ご飯を食べた。

(17)a. tu=lfo " ‘‘ 
h V 9 

t"ctmiN h 9 9 

c s?＝CWe=t& 

3SG:OBL=ACC cooked.rice cook=eat=serve=vs:RLS 

彼／彼女にご飯を作って食べさせた。

b. thamfN C怜？＝ti. t如ko th am
i 

t"amiN cwe=tt'. 

cooked.rice cook=vs:RLS 3sG:OBL=ACC cooked.rice server=vs:RLS 

ご飯を作った。 彼／彼女にご飯を食べさせた。

(16)のV1 (che?-）、 V2 (sa-） は ともに2項他動詞、(17)のV1 (che?-)は2項他動詞、V2

(ewe-） は3項他動詞である。(16)ではV]、V2の唯一の目的語を共有している。(17ではV1、

Vバこ共通する直接目的語を共有し、 V2のもう一つの間接目的語も動詞連続構文内に現れて

いる。 V] の唯一の目的語とV2の間接目的語が共有されることも可能である。
、 I, fr, , 

(18) a. ば＝K0 ^‘ 
n V 

JIQZQ 

3SG:OBL=ACC dinner 

h . ， p "ei?=cwe=te. 
V 

invite=serve=vs:RLS 

彼／彼女を招いて夕食をごちそうした。

b. tu=ka 
a V 

炉ei?=tt. 位＝KO
n V 

JIdzd 

3SG:OBL=ACC invite=vs:RLS 3SG:OBL=ACC dinner 

彼／彼女を招いた。 彼／彼女にご飯をごちそうした。

＇ ｀  

ewe=tc, ‘‘ 

server=vs:RLS 

ただ、3つの項構造の異なる動詞を連続させ（、 かつすべての項を明示す）るのは難しいか

もしれない。 以下の文はかなり不自然である。

(19) ?？? µd=Kd Jldzd k芍＝c怜？＝cw6=t&
V 

3SG:OBL=ACC diner call=eat=serve=vs :RLS 

彼／彼女を呼んで夕食を作ってをごちそうした。

V]またはV2が移動の動詞の場合、 移動先の項は明示されないことが多い。

(20) a. 7eiN=hma tham[N la／即ci=sci=ti:..

house=Loc cooked.rice come/go=eat=vs:RLS 

家に来て／行ってご飯を食べた。 →家にご飯を食べに来た1行った。

b. ？eiN＝仰 thiJ.mfN /a/twa =sa=tE. 

house=ALL cooked.rice come/go=eat(=go)=vs:RLS 
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家に（わざわざ）来て／行ってご飯を食べた。 →家にご飯を食べに来た／行った。

(21) a. 7eiN=hma thiJ.mfN sa=la／評d＝詳．

house弐oc/=ABL cooked.rice eat=come/go=vs:RLS 

家でご飯を食べて（から）行った。

b. ?eiN=lJa thiimiN sa=la/J;Wa＝お．

house=ABL cooked.rice eat=come/go=vs:RLS 

家でご飯を食べて来た／行った。

(20)は移動動詞である Vila-「来る」の着点と、V2sa-「食べる」が生起する場所とが同じ

であるが、通常は a ．のように V2の項として現れ、移動動詞の着点として現れることはあま

りない。 ただb．のような発話も文脈による支えがあれば、十分に容認可能である。 文脈の支

え、とは、ここでは「（わざわざ）」と意味を記したように、移動についての情報的価値が相

対的に高い場合といえる。

(21)では V2が移動動詞となっている。 この場合、移動の着点が節内に現れることはでき

ない。 a．では V1 (l) sa-「食べる」が生起する場所は処格助詞＝hma によって標示される。 こ

れに対しb．では移動動詞の V2の起点である名詞句が奪格助詞＝節によって標示される究

NV動詞の中にはN とVとの結び付きが強いとき、 NVがまとまって現れることがある。

(22) a. ？劫iN=hma tham[N la／評d＝sd=tE.

house=LOc/=ABL cooked.rice come/go=eat=vs:RLS 

家にご飯を食べてに来た／行った。

b. 7細＝hma la/J;wa=tham[N+sa＝ぉ．＂ 

house=LOC/=ABL come/go=cooked.rice+eat=vs:RLS 

（同上）

特にNV動詞が 一つの意義素となっているようなケ ー スではNVが V2として連続してい

なければ容認できないこともある。

(23) a. *？eiN=hma tach[N na+la/J;wa=thauN=te. 

house弐oc/=ABL music ear+come/go=stand=vs:RLS 

（家に来て／行って音楽を聴いた。）

b. ?eiN=hma h, tach[N la/J;wa=na+thauN=te. ＂ 

house=wc/=ABL music come/go=listen=vs:RLS 

家に来て／行って音楽を聴いた。

5.動詞連続(2)語彙的な意味が薄まった後接動詞 (V2) ＝補助動詞

5.1補助動詞概観

動詞連続における V2要素のうち、特定のいくつかの動詞はその語彙的な内容が薄まり（ま

たは失い）、補助的な意味を持つようになっている。 本稿ではこれらを補助動詞と呼ぶこと
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にする。 多くは日本語の動詞の補助的な用法と語彙やその意味が非常によく似ている。

ここに分類されるのは cf- 「～見るく見る」《試行》、 ne- 「～ている＜居る」《進行》、 tha-

「～ておく、 ～てある＜置く」《結果残存》、 pe- 「～てあげる＜与える」《恩恵的》、 pi- 「~

終わる＜終わる」《完了》、評d- 「～ていく、 ～てしまうく行く」、 ld- 「～てくる＜来るJ で

ある。最後の二つは次節で取り扱うので、それ以外のものを以下にそれぞれの例を挙げる。

(24) a. s hiiyama=ffo me=ci=me. 

teacherFACC ask=look=vs:IRR 

先生に訊いてみます。

b. s hiiyama=ffo me=mii-ci=ya=te=p 切．

teacherFACC ask=NEG-look=inevitable=still=vs:IRR 

先生にまだ聞いてみることができていない。

b'. ? shc'iyama=ffo mc'i-m在cf=yd＝炉戸．

teache�戸ACC NEG-ask=look=inevitable=still=vs:IRR 

（同上）

(25) a. 7ii.k hu giidfNza pha7=n如詳．

now newspaper read=stay=vs:RLS 

今、 新聞を読んでいる。

b. nedaiN gii.dfNZQ pha7=n如tf.

everyday newspaper read=stay=vs:RLS 

毎日、 新聞を読んでいる。

cf nedaiN gc'idiNZQ p%？＝詳．

everyday newspaper read=vs:RLS 

毎日、 新聞を読む。

b. ?? nedaiN gii.dfNZQ pha7=mii.-n釦p 切．

everyday newspaper read=NEG-stay=vs:NEG 

毎日、 新聞を読んでいない。

cf nedaiN gc'idiNZQ mii.-pha7=p憶

everyday newspaper NEG-read=vs:NEG 

毎日、 新聞を読まない。

c.. bii.za7=ka ha=n如詳．

mouth open=look=vs:RLS 

ロ（唇）が割れている。

d. ？£di=l0 py' ＂ ‘  :J=ma-ne=ne. 

that-=Ess speak=NEG-stay=咽：PROH

そんな風に言ったりしているな。

d'. ? 7tdi=lo mii.-py.:5=ne=nt. 
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that=ESS NEG-speak=stay=vs:PROH 

（同上）

cf 7Edi=lo ma-pyj=ne. 

that=ESS NEG-speak=vs:PROH 

そんな風に言うな。

(26) a. thamfN sa=tha=tE. 
V 

rice eat=put.on=vs:RLS 

ご飯を食べておいた／食べておく。

b. m6 ywa=tha=tE. iii) 

rain(n.) rain(v.)=put.on=vs:RLS 

雨が（知らぬ間に）降ってたんだ。 ※外に出たときに地面などが濡れているのを見て。

C. 珈galei?=lo y
e v h, h, e=ma-t a=p u" 

English=ESS write=NEG-put.on=vs:NEG 

英語で書いていない。

c'． 珈galei?=lo m砂釦thci=p域

English=ESS NEG-write= put.on=vs:NEG 

（同上）

(27) a. can.J p1＝仰 pe=pe=mふ

lSG99, 3 SG:OBL=ACC give=give=vs:IRR 

私が彼に渡してあげます。

b. biiifu=hmii lou?=mii-pe＝戸．

who=only do=NEG-give=VS:NEG 

誰もやってくれない。

b'. biiifu=hmii ma-lou?=pe=p切．

who=only NEG-do=give=vs:NEG 

（同上）

C. JapaN-zagd tiN=pふ捻

Japan-language study=give=vs:RLS 

日本語を教えている。

cf japCIN-zaga 甘N=te,

Japan-language study=vs:RLs 

日本語を教えている／教わっている。

iii) この例文およびその意味記述は大阪大学の加藤昌彦氏の指摘によるものである。
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d. tamf=ko 
a v 

japCIN-WU7SOUN WU?=pe＝詳．

daughter=ACC Japan-cloth wear=give=vs:RLS 

娘に和服を着せてやった。（手伝って、 の意味）

(28) a. tham[N sa=pf=pi. 

cooked.rice eat=finish=vs:VVD 

ご飯を食べ終えた。

b. sadciN ye=lo ma-pi=t¢=p切．
9 v 

thesis write�and NEG-finish=stil!=vs:NEG 

論文をまだ書き終えていない。

これらの形式が表す意味や用法について若干補足的な説明をする。 例文(25) ne-「～てい

る＜居る」《進行》はa．のように、一回性のイベントのいわゆる進行相を表す場合を表すが、

b．のように「毎日」などの句が現れた場合は多回性の習慣的イベントをも表す。 cfにあるよ

うに叫が現れない場合も多回性の習慣的イベントを表すが、ne—が現れる場合は「一時的な

習慣」 を表す。叫が現れない場合、 一時的であるか、 それともそのような時間的な制約が

付かないか、 については無標である。 ちなみにこ のneーがついた述語は、情報交換のモ ー ド

でほとんど否定にはならない(b'）。 発話行為のモ ー ドでの否定(d.)は一般的にみられる。

また発話行為のモ ー ドにおけるne—のつく否定とneーのつかない否定(def)では、前者が習

慣的多回性のイベントに対する禁止、 後者は一回性のイベントに対する禁止を意味してい

る。 またc． のように無意志動詞にもつく。

例文(26) tha-「～ておく、 ～てある＜置く」《結果残存》はa．は一回性のイベントにも多回

性 の習慣的なイベントにも使われる。 自らコントロ ールできるイベントである場合、 「何ら

かの準備 のために前もって行う」という意味である。b．やc．のように自らがコントロ ールで

きないイベントの場合、そのイベントの結果が発話時点において残存している、という意味

を表す。特にb．は「そのイベントが起こっていたことを直接的に体験していないが、（今）そ

の証拠、 あるいは結果を目撃している」 ことを含意する。

例文(27)pe- 「 ～てあげる＜与える」《恩恵的》はa．のようにある行為が誰かにとっての益

となることを含意する。 「誰か」とはその行為の受け手である場合もあれば、 そうでない場

合もある。 しばしば？atwc?「～のため」や紅sd 「～の代理で」を伴う句が同一節内に現れ、

そ の行為の恩恵 の受け手が示される。 こ の意味では受益態 の
一 種と言える。 なお藪

(1992:57lr)は補助動詞のpeーの意味について「『～てやる， ～てあげる（動作が， 他に及ぶ

意味を表わす）』」と記述していているが、具体例がないので詳細は分からない。C、d の例で

は受益態というほどの恩恵感はない。 つまりは動詞pe—の意味がより希薄化している。 C．の

動詞炉v-「学ぶ；習う」は、 単独では主語が教える主体であるのか、 学ぶ側なのかが決まら

ないが、 補助動詞p¢ーを付けることで、 主体が教える側であることが明白になる。 こ のよう

なあるイベントのどちらの参与者であるのかが決まっていない動詞は！揺 の他に貸借の動

詞hりd-「借りる；貸す（同一物返却）」とchi-「借りる；貸す（等価物返却）」 24、 そしてこ
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の二つが結合した複合動詞 ch ihT)d—しかない。 これは単に動作の方向を明確にする、 という

機能のみを有するということである。 これに対し d．では明らかに項が一つ増えている。 これ

はc．とは異なる。 このような例はwu?=pe-「着せてやる」の他にsf=pe-「履かせてやる」し

かない。 またNV動詞のmei?+sh E?-「（自分自身を、事物を他者に）紹介する」は補助動詞 pe

を伴うと「（二人の人物を）引き合わせる、 紹介する」の意味になる。

(29) a. (kokokoJ 

by.oneself 

mei?+s怜？＝pciyiizも＝ ¢璽

introduce=hortative=vs :IMP 

自己紹介させてください。 25

b. k惰l6吋we=ko japaN -?acciuN 

child=PL=ACC Japan-situation 

子供たちに日本事情を紹介した 。
h ツ 9 • 9 ^ s aya-Jl=nE 

mei?+s怜？＝te璽

introduce=vs :RLS 

h mei?+s"t:?=pe=mi. C. kh cimya=ko 

2SG,,,=ACC teacher-AUG=cOM introduce=give=vs:JRR 

あなたを先生に紹介しましょう。

ただc、 d および上記の例は動詞との分布が極めて限定的で、 単一の意義素になっている

とさえ言えそうではあるが、 ただ否定ではma—が補助動詞pがこ前接し得るため、 複合動詞

になっているとは言えない。

澤田(1988)が指摘するよう に、 上記の形式はpf-「～終わる」《完了》を除き—pi/-16によ

る切り離しができ ないが、否定で否定辞maーが前接し得るので、自立性の高い要素であると

見なしてよい。 ただし藪(1992)の言うようにVバこ否定辞maーが前接することが容認され

ることもある竺これはこれらの形式が自立語としての性質を失い、いわば助動詞化しつつ

ある、 と考えられる。 特にtぽ「～ておく」《結果残存》についてはかなり「助動詞化」が

進んでいるといえる。 ただし有声化は今のところ観察されない。

助動詞化については既にほぼ完全に助動詞化したと考えられる-khaiN「～させる、 ～する

ように言う」《使役化》などと比べると、thd -「～ておく」は補助動詞と助動詞の中間的な文

法特徴を示していることが分かる已

(30) 

pi cf tha k隋iN se 

本動詞としての用法 ＋ ＋ ＋ ＋ ？ 

否定辞ma—の前接 ＋ ＋ 土

-pf/-16による切り離し ＋ 

頭子音の有声化 ＋ 

この表を見れば左側の形式が動詞としての自立性を強く保っているのに対し、 右側に行

くとよりその自立性を失っていることが分かる。 なおsも《使役化》は共時的には完全に助動
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詞で、動詞としての単独の用法はほぼないと言える。ただ泣hlu7-「遣わす」、sek堵枷「使役
する、酷使する」、sezか「こき使う」など、 複合動詞の一部をなすことがある呪

5.2補助動詞肛9dとla
移動動詞評d「行く」とld「来る」について述べておきたい。 岡野(2007)に記したよう

に、V2としてのこの二つの形式の意味は多様である。
まず移動に関わる表現について述べる。移動を表す動詞や移動の手段の使用を表す動詞、

あるいは移動の動作を表す動詞に肛’d「行く」とld「来る」が後接すると、視点が置かれた
位置に関わる移動の方向を表す。評9a「行く」とld「来る」 は本動詞として用いられるとき、
前者は直示の中心からの離脱方向への移動、後者は直示の中心への接近移動を表すが、補助
動詞としては評d「行く」とld「来る」が現れない場合は移動における直示の中心との関係
は示されず、 単に移動のみを表す。

(31) a, ?apy[N(=/Jo) t怜？（＝評6/＝Id)＝詳．
outside(=ALL) go/come.out(=go/come)=vs:RLS 
外に出（ていっ／てき）た。

b. 7au7(=!fo) shiN(＝評a/=Ia)＝t£.

underneath(=ALL) descend(=go/come)=vs:RLS 
下に降り（ていっ／てき）た。

(32) a. se7beiN(=!fo) si(=,twa/=la)＝詳．
bicycle(=ACC) ride(=go/come)=vs:RLS 
自転車に乗っ（ていっ／てき）た。

b. se7beiN(=!fo) nfN(＝肛,af=Ia)＝詳．
bicycle(=ACC) step(=go/come)=vs:RLS 
自転車を漕い（でいっ／でき）た。

(33) a. laN+hyau?（＝評a/=Ia)＝詳．
walk(=go/come)=vs:RLS 
歩い（ていっ／てき）た。

b. pye（=twa/=Ia)＝詳．
run(=go/come)=YS:RLS 
走っ（ていっ／でき）た。

接続助詞初による切り離しが可能であることから 、ここに現れる評吐／lかは内容語である
と考えるべきであろう。4.1節で述べたように、Vdこよって全体の表す意味が異なるようだ。
接続助詞—piが介在してもほとんど意味が変わらない場合もあるが、V1の後に更に（別の）移
動が起こったという解釈しかできない場合もある。
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(34) a. ba?siika si=pi 仰a/la=tf.
bus ride=and go=come=VS.RLS 
0バス に乗って、（それから）行った／来た。0バス に乗って行った／来た。

b. 7apyiN(=�o) t\ve?=pf 評a/Id＝詳．
outside(=ALL) go/come.our-and go/come=vs.RL·s 
0外に出て、（それから）行った／来た。X外に出て行った／出て来た。

cf thwe?＝pi＝炒a/*Ia=pi. 出終えた。29
go/come.out=finish=go/come=vs.vvo 

なぜこのような違いが生じるのか、その原因はよくわからない。thwe?- 「 出る」、wiN- 「入
る」 などプロセスを表さない到達動詞(achievement verb)の場合に接続助詞＿piによる切り離
しが不可になっている可能性が考えられる呪te?- 「 のぼる」、 Sh証「おりる」 などプロセス

を表す動詞の場合は接続助詞—piによる切り離しが可能であるようだ。
ただしプロセスを表す動詞であれば 「V1しながら行く／来る」 に必ずなるかというと、そ

ういうわけではない。移動に関連する動詞でなければならない。 「V1 しながら行く／来る」
という意味を表すのであれば、接続助詞—p[ではなく接続助詞-yfN《並行する事態》 「 ～しなが
ら」を用いる。ただし主動詞が評d 「 行く」とld 「来る」 のみであるのはあまり自然とはい
えないだろう。

(35) a. pauNmOUN sa=p[ 仰a/la=te.
bread eat=finish go/come=vS.RLS 
0パンを食べて、（それから）行った／来た。Xパンを食べながら行った／来た。

b. pauNmOUN sa＝評d／ld＝絆．
bread eat=go/come=vs.RLS 
0パンを食べて、（それから）行った／来た。Xパンを食べながら行った／来た。

cf pauNmOUN sa=yiN 評a/Ia=te.
bread eat=whi/e go/come=vs.RLS 

パンを食べながら行った／来た。

次に出現と消失を表す動詞との共起について述べる。出現を表す動詞 はla 「来る」と、消
失を表す動詞は評d「行く」との共起がほぼ義務的といえる。このように組み合わせが決ま
っているのは出現を表す動詞が直示の中心への接近、 消失 が直示の中心からの離脱という
アナロジーからであろう。

(36) 
＇出現 1炉(bauか 「 現 れる」、mw6- 「生まれる」、Wd- 「 太る」

消失 pyau7(sh6uN)- 「消える」、te(sh6uN)-「死ぬ」、ShOUN- 「 亡くなる」、P曲iN- 「痩せる」
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ただ上記の動詞のうち、Wか「太る」とp却iN- 「痩せる」は近年では逆の組み合わせ、 すな

わちwa＝胚吐「太ってい＜／てしまう」やpeiN=la-「痩せてくる」が使われるようになってき

ている。

性質や属性などを表す動詞に後接する場合、 変化の段階を表す。

(37) a. yagi沿da
” 

?6=ld＝四

weather cold=come=vs.vvD 

寒くなってきた。
b. ?ayauN?awi ?e=.twa=pi、

trading cold=go=VS,VVD 

売り買いがすっかり落ち着いた。

ld「来る」が後接すると 、動詞V1の表ず性質や属性を帯びるようになるのに対し 、評d「行

く」が後接すると性質や属性を完全に帯びていることを表す。図式化すると以下のようにな

るであろう。

(38) 

[-property] [+property] 

V1-la「～てくる」

V1-評d「～てしまう」

なおld「来る」は話し手にとって好ましい方向への変化 、肛’d「行く」は好ましくない方

向への変化もしくは話し手には関係のない変化を表すといえるかも知れない。

なおld「来る」には、言語活動に関連する動詞に後接する場合、 発言などの方向 が直示の

中心に向かうことを表す。このとき一般に言われている内容は非難を含むことが多く、かつ

受け手は迷惑感 、 不快感を帯びること が多いようである。

(39) a. webaN=la＝捻
critisize=come=vs.RLs 

批判してきた。
b. sa=nE me=la=ts. 

letter ask=come=VS.RLS 

手紙で質問してきた。

py5=la「話してくる」、me(myaN)=la「質問してくる」、y姐(ta)=Ia 「書いてくる 、書いてよこ

す」、WObdN=ld「非難してくる」、hy6uNcha=la「こき下ろしてくる」、 meir?+s怜たld「紹介し

てくる」、sfNZd=ld「」、taiN(ca)=la「訴えてくる」、S怜？評1t=la「連絡してくる」、？iicauN+ca=la

「知らせてくる」、？d！f+p6=ld「通知してくる」等があるようだ。 否定辞の位僅からこれも動

詞連続V2と考えられる。
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最後に澤田(1998)で指摘された《現在までの継続》la-「～てくる」と《将来への継続》

評d「～ていく」がある。 これについては—pi/-16による切り離しができないのは もちろん、

否定で用いられることがほとんどないため、 否定辞maーの位置も確かめ ることができない。

そのためこれら が動詞連続動詞連続V2と見なしてよいか、 については判断が不能である。

そのよう なわけでここに記述するのが適切かどうかは分からないが、 便宜的にここに分類

しておく。

(40) a. lu?la?y在？dtwe?

independence=sake 

c6zci=la=¢. 

strive=come=vs.RLS 

独立のために努力してきた。

b. lu?la?ye=?atwe? 

independence=sake 

c6za＝仰a=me.

strive=go""VS.IRR 

独立のために努力していこう 。

（澤田1988:85)

(ibid) 

lか「～てくる」は現在までの継続であるから、基本的に現実の法標識とのみ共起し31、 逆

に評d「～ていく」は勝敗への継続であるので、 基本的に非現実の法標識のみと共起する。

6.動詞連続(3)語彙的な意味が薄まった前接動詞(V1)＝副詞的動詞

6.1副詞的動詞概観

動詞連続のV1 の語彙的 な意味が薄ま ったタイプは非常に多様で、Okell and Allott 

(2000:294)は35 のcommon pre-verbを挙げている(Appendixを参照）。 pre-verbとはOkell

(1969: 25)の分類で、 接続助詞 —p［によって切り離すことができるcompoundverbの一種であ

り、本稿でいうところのV1にあたる32。 ただしOkellは意味には言及せず、 あくまで接続助

詞pfによって切り離すことができるVふのV1全てを pre-verbとしており、4.動詞連続(1)

で扱った、 語彙的意味を保持しているV1もここに含まれる。 語彙的な意味が薄まったタイ

プはcommon pre-verbとしてリストアップされているが、common pre-verbはあくまでよく

用いられる、という基準による分類であり、語彙的な意味について分類しているわけではな

澤田(1988:82-3)は V1とV2 を接続助詞 -piによってのみ分離可能なタイプとして以下の

ように記述している。

ア． Vlの意味が単独の用法と異なるもの

①V2の表す事象の時間的な性質を表す 。

②V2の表す事象に対して、 相対的・絶対的な程度の多さ を表す。

イ． Vl • V2とも単独の用法と異ならないもの

③V2が評d-「行く」かla-「来る」であるもの

④Vlが評d-Ild「来る」であるもの

このうち① 、 ② 、 ④が本稿における前接動詞にあたる。

藪(1992:575)は前接動詞を「挿入動詞(Iv)」と呼んでいる” （同じくAppendix参照）。
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藪の説明によれば挿入動詞は統語構造には影響を与えないもの、ということであるため、藪
自身も述べているように、 厳密にはOkellの pre-verbと重ならない部分が若干ある。

岡野(2007:119-122)は意味が薄れたV2を「副詞的動詞町と呼び、 意味的な特徴から①

量に関するもの(ibid:119)、 ②時間（アスペクト）に関するもの (ibid:119-120)、 ③様態に

関するもの(ibid:121)、④移動に関するもの(ibid:122)の4つに分類している（やはり動詞

リストはAppendix参照）。 ここではこの「副詞的動詞」を採用することにする。

澤田(I988)の分類と岡野の分類はほぼ一致する。 岡野の③様態に関する前接動詞が挙げ

られていないのは、接続助詞—piによる切り離しが不可能だからだと考えられる（とはいえ、

それに当たる記述も他に見当たらない）。
Okell and Allottの挙げているcommon pre-verbのうち 、 副詞的動詞に分類され得るものは

岡野(2007)の4分類の中に分類することが可能であるため、本稿でもこれを踏襲する。 た

だし「①量に関するもの」は「①量や程度に関するもの」と変更したい。

以下、 主なものを4分類別に挙げる。 なお④移動に関するものについては4. 動詞連続(I)

で既に例を挙げているのと、そこで扱われなかったものは次節で詳述するので、ここでは省

略する。

(41)①量や程度に関するもの
a. chiribdN 絆i?=hla=ti:=n.3.

cherry. blossams very=beautiful=vs.RLS=TQ 

桜の花がとてもきれいだねぇ。
b. bと＝hd

which=thmg 
po=cai?=J;i'i.=IE. 
exceed=like=vs:RLS=Q 

どちらがより好きか？

(42)②時間（アスペクト）に関するもの
a. ?[Ngiilei?＝炉i?=ka sa(=pf) p括ta.

English=era=ABL begin(=and) appear=NC:RLS 

英領時代から現れ始めた／初めて現れたのだ。
cf ?fd/=paNjaN=lfa=nも sa(tiN)=chfte?=shaNda+pya=tt. 

that=park=ABL=stay begin=march=demonstrate=vs:RLS 

その公園からデモ行進をし始めた。
b. nau?=le 

back=also 

h s"e7=c6zci=pa=me. 
connect=make.efforts=POL:OBL=vs:IRR 

今後も努力し続けます／引き続き努力します。
c. tu=ka 

n ,寸

tha7+py5=mi. 
3sG:OBL=Acc stack=speak=vs:IRR 

彼／彼女にもう 一 度言う／重ねて言う。
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a. pyaN=py:5=pa= ¢. 

return=speak=POL=vs:IMP 

もう 一 度言ってください。

cf mfba=/Jo pyUN=m
a

-py:5=y
a h, 

pyaN=ma-pp=ya=p··u. 

parents=Acc return=NEG-speak=inevitab/e=vs:NEG 

両親に言い返してはいけない。

d. di=s
h
ciuNbci=ko co=p切？＝t

h
ci=ya=mE

this=article=ACC in.advance=read=put.on=inevitable=vs:IRR 

この記事を予め／前以て読んでおかねばならない。

(43)③様態に関するもの

a, can3 /ezei?＝祖t
h
f kci=ne lai7=p6=pe=mE. 

1 SGm airport=till cru=INS follow=send=give=vs.1RR 

私が空港までクルマで送ってあげます。

a'. my6=th
t=hma lai7=hya=ya=ti. 

town=inside=LOC follow=search=inevitable=vs.RLS 

街中で片っ端から探した。

b. canj waiN＝翌wf.=pe＝四＝mi.

lSGm surround=pull=give=POL:OBL=VS.IRR 

私が一緒に持っていってあげます。 iv)

c. ?ataN=t歴＝hma.

class=inside=LOC 

katuNsa?ou? 

cartoon.book 

kh6=ph
a?=ne＝詳．

steal=read=stay=vs.RLS 

授業中に漫画の本をこっそり読んでいる。

d. cei7=pi 立＋tduN=ne=mf=ya=t3=ta=pa=pt.

（岡野 2007: 121) 

（岡野 2007: 121) 

(Okell and Allott 2000: 16) 

secretly=---and pray=stay=unconsciously=inevitably=anymore=NC:RLS=PL亡FOC

心の中で密かに祈ることができたのであった。

e. mfda.UN t
h
a=pau?=tふ

vole狙10 stand=explode=vs.RLS 

火山がいきなり／突然哄火した。

f. mi:ihou?kahou?ka 

something.silly 

hyau7=py:5=mii-n炉n6,

walk=speak=NEG-stay=VS.PROH 

やたらにでたらめなことを言うな。 （岡野 2007: 121) 

上記以外の副詞的動詞の例や個々の詳しい意味記述については、 Okell and Allott (2000)や

岡野(2007)を参照されたい。 ここでは若干の記述に止める。

9V) 東京外国語大学言語モジュ ール ・ ビルマ ・ 語会話「01: 挨拶する」
http:/ /www.coelang.tufs.ac.jp/mt/my / dmod/ class/ja _ 0 I.html 
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(41) 「①量や程度に関するもの」に分類される他 の 形式についてはAppendixを見られた

い。そこには‘'verymuch”と意味記述されたものがたくさん含まれる。ネイティプ の 中には、

いくつかの表現は標準的とは言えず、方言ではないか、と意見を述べたものもいた。詳細は

不明である。 いわゆる 「強調」を表す表現は、新語がすぐに作られやすい傾向がある、とい

う事情がある のかも知れない。

なおa．の tei?- 「とても（原義は 「詰まっている」）」は動詞という意識が低くなり、副詞的

名詞のような振る舞いをすることがある。

(42) 「②時間（ アスペクト）に関するもの」のうち、sa- 「始める」は単なる時間的な意味

だけでなく、 空間的な意味においても用いられる（a．およびその cf)。 よって時間というよ

りはアスペクト的な意味と捉えるべきかも知れない。

th a?- 「重ねる」とpydN- 「返す；戻る」はいずれも 「もう一度、 再び」といったよく似た

意味を表すが、若干意味が異なる。 th a?- 「重ねる」は繰り返し行うことによって、その行為

の 効果がより強くなる、 という意味であるのに対し、pydN- 「返す；戻る」は単に同じこと

を繰り返すだけである。 なおpyaN- 「返す；戻る」の cfの例はアスペクトとは関係なく、 「③

様態に関するもの 」に分類されるべき用例である。 これはある動作x の反対方向の動作x'を

（反応として）行うときに現れる。 動作xと動作x'とは同じ動詞で表される行為である必要

はない。

(43)「③様態に関するもの」は実に多様である。 しかも元々 の動詞の意味からは想像しに

くいものも少なくない。[ai?- 「従う」はa．では語彙的な意味内容 「一緒について行く」を保

持していると見てよいが、 cfでは語彙的な意味内容が明瞭ではない。

b. waiN- 「囲む」は本当に取り囲むという意味でも用いられるが、 ここで挙げた例b．のよ

うに 「一緒に手伝う」という意味でも使う。 こ のとき 「囲む」の意味はもやはない。b．は協

力する人間は一人である場合でも用いられる。

c.k陥 「盗む」とd. cei?- 「 ?」とはいずれも 「人に知られぬよう、こっそり、人に隠れて」

という意味であるが、 やはりこれも若干の意味の 違いがある。 kh6- 「盗む」は基本的に 「良

くない行い」の場合に使われるが、cei?— 「 ?」は必ずしもそうでなくてもよい。なお cei?- 「 ?」

は統語的には明らかに動詞である（上記例では接続助詞—piに接続する）が、 元々の動詞 の

意味が不明である。

e.t咄 「立つ」は、先行研究には見当たらない。 次節で扱うpye-「走る」と同様に「突然、

不意に、 いきなり」と行った意味を表すが、tha- 「立つ」は有情物が動作主体である場合し

か使われないようだ。

6.2副詞的動詞として用いられる移動動詞の意味

次に挙げる副詞的動詞 の用法については、 これまでほとんど指摘されたことがない35

(44) a. c6uN(/6biiwa＝炉UNga=riicauN＝節 twa/py釦如df+ya=te.

school.days=while=situation=Acc go/run=recall=vs.RLs 
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学生時代のことを（不意に、 突然） 思い出した。

b. di=k情l¢

this=child 

屈＝？iip知nf twa/Ia=tu=tf. 

3SG:OBL=father=coM go/come=similar=vs.RLS 

この子供は（意外なことに）父親に似ている。

(45) a. bdd0=Kd 
n V 

twa=me=mc1=16=le, 

who:OBL=ACC go=ask=vs.!RR=QUOT=Q 

（いったい）誰に訊こうってんだ？

b. TJc'i=lfo fa=ma+yaiN=nE. 

I SG:OBL=ACC come=NEG-rude=vs.PROH 

私に対して失礼なことをするな。

(41)はいずれも主体移動を伴わない。a．で評吐 「行く」や pye- 「走る」が現れようと現れ

なかろうと、論理的な意味は変わらない。ただこれらの副詞的前接動詞が現れることによっ

て 「何らかのニュアンス」が加わるようだ。そこから感じ取るニュアンスはネイティブによ

ってかなり異なるため、意味を正確に記述することは難しい。ここではいくつかを列挙ずる。

「心が学生時代に飛んで行くニュアンス」、「突然、あるいは、いきなり」、 「何かを見かけた

ことをきっかけとして思い出すのだが、砂d-『行く』ならその何かに対する親近感がさほど

ないが、 pye-『走る』だ と極めて強い親近感を覚える感じがずる」、 「,twd-『行く』でも pye

『走る』でもあまり変わらない」等々。なおOkell and Allott (2000)では邸d- 「行く」につい

て 「 心がそこへ行ってMy mind ("goes and") remembers our school days」(ibid.: 248) 、 pye- 「走

る」については 「突然suddenly」(ibid.: 134)と説明している。

(4l)b では邸d- 「行く」が付く と 「意外さ」を感じるようである。 ここの例に即して言う

なら 「母親に似ている と思っていたけど、 よくよく見ると（意外にも）父親似だった」という

ことになる。la- 「来る」の場合のニュアンスについてはよく分からなかった。 何らかの意味

で意外性を表すのかも知れない。

(42)は主体移動の意味を含む場合もあり得るが 、 主体移動がなくても構わない。 先に主体

移動を表すV1の情報的価値が相対的に上がる場合に 「わざわざ」といったニュアンスを持

つ、 と指摘したが（例文(21)）、 それと関係があるかも知れない。ただ(42)では着点を表す句

が顕在化しない。 また(42)のニュアンスはV2の表す行為を話し手は快く思っておらず、 そ

れにもかかわらず聞き手がそれを半ば強行しようとすることに不快感を示している、 とい

うこと であろう。

移動動詞が様態を表す副詞的動詞 として用いられて何らかのニュアンスを表す、 という

現象は大変興味深い。mirativity に近い現象なのかも知れない。 ここには挙げていないが、

hyau?- 「歩く＞でたらめに」も移動を表す動詞であり、心情的に不快なニュアンスを伴う、

と考えることもできよう。 ただ十分な意味記述をするには、 更なる調査が必要である。
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7. 動詞連続(4)使役を表すpe-「与える」

V1として現れる動詞p¢-「与える」は、pe-Vで「Vさせる」という意味を表す（加藤1998、

Okell and Allott 2000、 Okano 2005)。

(46) a. kcil:5=Kd manE? ?as:5ifi yau?=ta hotel=ga pe=wiN=ti. v) 

PN=ALL morning early arrive=NC.RLS hotel=NOM give=enter=VS:RLS 

カロ ーに早朝に着いたのだが、 ホテルが入れてくれた。

b, J6uN=taUN shEdaN yau?=/6 pe=ma-kaiN=t3=p博vi)

telephone=even 10直grade reach=because give=NEG-grab=anymore=vs :NEG 

［携帯］電話さえ10年生になったので、 もう持つ／使うことは許さない。

Okell and Allottが指摘するように、 この形式は《許可》を表すV-khwfN+pyか「Vする許可

をする」や許容的な使役を表すV-se-「Vさせる」 36と非常に近い意味を表す。V-sど― 「Vさせ

る」 は現代語においてその使用が非常に少なくなってきていて、 それにpe-Vが置き換わっ

ている状況があると考えられる(Okell andAllott 2000: 120-1)。

この前項要素であるpむこついてはOkano (2005)で詳しく分析しているのでそちらを参照

していただきたい。 そこで既に指摘している通り、 Okellのいうpre-verbではない。 それは

ー語応答(one-word answer)においてVではなくp¢—が現れる （ただし、P¢ーのみで応答する

のは自然ではない）から明白であろう。 これはpeーが文全体の統語構造を決めているのだか

ら、 それが明示されなければならないのは当然である。

(47) ta=KO 
" ‘‘ 

pe＝即d＝;d=ld、 -pe(＝砂d)＝t&／ ＊ （p6=）即d=tど、

3SG:OBL=ACC give=go=vs:RLS=Q give(=go)=vs:RLS/ (give=)go=vs:RLS 

彼／彼女を行かせたのか？ —一行かせた。I （行った。）

また統語構造に明らかに変更が生じるので、藪の挿入動詞とも異なる。 よって 「副詞的動

詞」とは異なる別のカテゴリ ーの動詞とみなければならないであろう。 いわゆる結合価変化

(valency changing) に関わる統語的な手続きとして、 この位置に現れるものはビルマ語には

ほとんどなく、 またこれが極めて新しい形式であることから、 「純粋なビルマ語ではない」

という印象を、 特に年配者は持っている。 ただし世代が下ると極めてよく用いられる。

もう一 点、 このpe-Vで「Vさせる」には他には見られない特徴がある。 それは使役化さ

れた「Vさせる」 の意味に加え、 さらに元々の「与える」 の語彙的意味を保持している例が

少なからず見つかることである。

v) https://www.facebook.com/TrelckinginformationCenterMyanmar/posts/1028837603890429, 2017/02/20最終閲覧

vi) https://www.google.co.jp/url?sa=t＆rct=cj&q=&esrc=s&source=web&cd=3&cad=rja&uact=8&ved=OahUKEwjFrI 
Wl9q3SAhXF2LwKHdHxA4UQFggrMAI&url=https%3A%2F%2Fwww.facebook.com%2FNewsWatchJournal 
%2Fphotos%2Fa343944972309977.69916.3435 51955682612%2F9 I 6152868422515%2F&usg=AFQjCNHhFXK 
uiwTkw2WNOtKOQCAuqJlOBA&sig2=WrvNymBoitmcmXK伍7zURA&bvm=bv.148073327,d.dGc,
2017/02/26最終閲覧
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(48) a. luj[mfbc'i=ko=lt ?tdi=shciuNbci pe=p ha?=lai?=pcl= ¢. 

parents=ACC=a/so that=article give=read=Aux=PLT=VS:IMP 

両親にもこの記事を渡して読ませなさい。

b. mibd＝邸ど＝hd 位＝炉＝yt k悟l¢＝評炉仰 ？細＝hma tablet pe=giiza=r;a=p[,... viil 

parents=PL=TOP 3sg=PL=GEN child=PL=ACC house=LOc tablet give=play=MUT=-and 

両親たちは自分の子供たちに家でタブレットを与え文遊ばせ、•••

C. 祖pita?faiN=IJa ?ach5 ma-teiN=hml lou?ph3kaiN加？

completed.sound.file=Acc finished NEG-keep=before colleague 

幽？u=ko pe=nd+thaUN=cf=pa= r/>. viii) 

someone=Acc give=listen=look=POL=VS.IMP 

［編集し］終えた音声ファイルを最終版として保存する前に、 仲間の誰か一人に（そ

のファイルを渡しヱ）聞かせてみなさい。

上記の例は明らかに使役の意味を持つ。 いずれも対格標識-ko で標示された項は V2 の項

ではなく、 P¢—の項、 すなわち被使役者 (causee) であることから明らかである （なお c．には

対格標識-ko で標示された項が 2 つあるが、？dpita?faiN＝仰「［編集し］終えた音声ファイルを」

は p¢- 「与える」と V2 である nd+thaUN- 「聞く」が共有する項である）。 ところが、この被使

役者 (causee) に対して使役内容を行うに当たって必要な 「何か」を渡す、 ということが前

提となっている。 そのような前提があるからであろうが、 「与える」という意味を持つ使役

形式 pe-V は許可、 許容といった意味を帯びない。 つまり pe-V には 2 種類の使役の意味を

持つ、 ということである。

(49) pe-V 《使役》

a. 被使役者に V させる、 V する許可をする、 V することを許す

b. 被使役者に N を（渡して／与えて）V( させる

なお助動詞-K切iN を用いた使役の場合、 pe-V の peーは使役の意味を持たなくなる。

(50) luj[mfba=ko=lf 

parents=Acc=a/so 

?tdi=s hauNbci pe=p ha?=khtiiN=lai?=pa= rp. 

that=article give=read=order=AUX=PLT=vs:IMP 

両親にもこの記事を渡して読ませなさい。

展Vは否定辞の位置からみて動詞連続をなす要素であることは間違いない。 しかし副詞

的動詞とは異なる統語的振る舞いをすることから、これらとは別のカテゴリ ーでをなす（今

vii) https://ict.corn.rn血2013/08/30/want-to-access-textbooks-on-tablets/, 2017/02/25 最終閲覧

v,iiJ https://www.google.eo.jp /url?sa=t＆rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=l&cad=rja&uact=8&ved=OahUKEwj 
wxsrnL 7KzSAhXEjJQKHf_IAK8QF ggcMAA&url=http%3A %2F%2FW\四．bbc.co.uk%2Facademy%2Fbunnese
%2Farticle%2Fart20131104 I 12322605&usg=AFQjCNFCygrncLPPo8TZCDkP _ 8nGhRsatpQ&sig2=QOMR wd5B 
2VKWLjhQGvi5Lg, 2017/02/25 最終閲覧
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のところそのメンバーはpeーのみであるが）と見なしたい。

8. まとめ

本稿はビルマ語の動詞連続のうち、 動作的な意味内容を持つ動詞の連続について概観し、

これまで言及されたことのないいくつかの現象を併せて記述した。 これまで指摘されなか

ったこととして、V2が移動動詞で V1がその手段なり様子なりを表す動詞の場合、V1の動詞

の性質によって接続助詞—piによって切り離した時に意味が異なることがあること、 V1とし

て現れる語彙的意味が薄まった動詞、すなわち補助動詞を4つに分類できること、そのうち

様態を表す副詞的動詞として用いられる移動動詞は主体の移動を表すのではなく、 何らか

の心情的なニュアンスを付加していること、 V1の位置に現れる、 使役を表す動詞pe-「与え

る」が、副詞的動詞とは異なるカテゴリ ーである可能性があること、 またその表す意味には

許可的な使役の他に、 P6-「与える」の語彙的意味を保持しながら、 かつ使役の機能語とし

ても働いているものがあること、 などを新たに主張した。

澤田(1988)で扱われた、動詞的な意味を持たないV叶こついては本稿では扱わなかった。

詳細は述べないが、筆者はこれらを動詞連続をなすものととは見なさないからである。 これ

らの多くは名詞 -ph(jによって V1と切り離され、 V2が V1-p怜を補語とすることができる。

一見して「V1V戸V1-p
h6V叫と見えなくもない。 これは「 V1V戸 V1-pf//6V叫と並行的であ

るように見えて、 全く異なる、 というのが筆者の考えである。 後者は動詞連続であるが、前

者のV心は統語的な複合を起こしている、 と見るからである。

いずれにせよこれらの調査研究、 記述も必要であり、 今後、 別稿としてまとめたい。
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Appendix: Okell and Allott (2000)のPre-Verb、藪(1992)の挿入動詞、岡野(2007)の副詞的動詞

Okell and Allottで挙げられている形式に岡野の分類（①量に関するもの、 ②時間（アスペ

クト）に関するもの、 ③様態に関するもの、④移動に関するもの）を付した。 なおいずれに

も分類できないものは「語彙的な意味内容を失っていない」形式としてしか用いられないも

のであり、 これは◎とした。

またOkano (2005)の内容及び本稿で新たに付け加えた意味記述についてはゴシック体で

「岡野」の欄に記入してある。

形式

Ku(/1i)-

kau?(yu)-

cei?-

CO(t/N)-

cf-

k hか

炒wt-

sa(tiN)-

s怜？（leか

sh·m^ -

taN-

ti-

瓜N-

tha?(maN)-

nfN(kaN)-

p¢-

po(mo)-

pye-

pydN(/E)------------------
pyaN(p,Yl1UN)-

分類

③ 

⑨ 

③ 

② 

③ 

③ 

⑨ 

② 

② 

② 

③ 

① 

① 

② 

① 

—t 

① 

③，④ 

②，④ 
-----------------

②，④ 

Okell and Allott 

"help" 

“plck up” 

"secretly" 

"in advance" 

"at discretion" 

"furtively" 

"split up" 

“start” 

ヽヽconh·nue 9 9 

"repeat" 

"directly" 

"very much" 

"very much" 

ヽcover agam . 9 9 

"very much" 

"allow" 

"more" 

ヽヽrun 9 9 

"o- -v-e-r -- a-g-a-m . 9 9 

--------------------•-----------—心
ヽヽover agam · ,, 

藪 岡野

「前もって ～する」

「こっそり ～する；不正に

～する」

「 ～ しはじめる、 はじめ 「～ し始める；初めて～す

て」（始まる、 始める） る」

shc?-「～ しつづける、 つづ 「～ し続ける，続けて～す

けて」（続く、 続ける） る」

《多さ・甚だしさ・賂しさ》

「とても；（否定で）それほ

ど」

「ふたたび、かさねて」（重 「重ねて～する，再び～す

ねる） る」

「～することを許す；渡し

て～させる」

「もっと」 （余っている） 《比較》「一層」

「？意外にも～、 突然～」

「また、 ふたたび」 「再び～する； ～ し返す」
-----------------------------------------------

（返る、 返す）
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p怜 ① "very much" 

YOUN- ③ "absently" 

災(hn5)- ⑥ ヽヽJ.0_m. m " 

Id(yau?)- ③，④ “ come ,, 「来る」 「来る」「？意外にも～、突

然～」

lai?〔lclN)- ③ "follow, 「従う、あとにつく」 「連れ立って～する．片っ

accompany" 端から～する」

/au?- ③ "fabricate" 

hit- ⑥ “tum” 

hlc'iN- ③ "reach out" 「離れたところから～す 「遠くから～する」

る」（手を伸ばす、足を踏み

だす）

hyau?- ③ "go straight on" 「やたらと、むやみに」 「でたらめに～する」

（歩く）

hlu?- ① "very much" 

wiN(yauか ③，④ "enter" 「入る、割り込む」 「入る」ま

waiN(wuN)- ③ "gather round" 「みんなで（協力して） ～ 

する；こぞって～する」

位 ① ヽヽmore 99 《比較》「一層」

tei?- ① "very much" 「大変」（詰め込む） 《多さ・甚だしさ堺多しさ》

「とても；（否定で）それほ

ど」

仰碩yauりー ③，④ ヽヽgo 99 「行く」 「行く」「？意外にも～、突

然～」

1本稿では副詞的動詞に分類しないため、空欄とした。

なおこのリストに挙がっていないものとして以下のものも付け加えておきたい。

SGN- I ③ 「試しに～する」※単独の動詞としての意味は「試す」。通常、補助動詞として

噸 1 ③ I 二ニニ;ニ；；：：意味は「立つ起きる」
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注

I藪(1992)など。

2 これらの他に副詞(adv.）を認め ることができるかも知れない。

3 ビルマ語の名詞化はほとんどの場合、 節の名詞化（名詞節化）との区別が曖昧である。

4口語の動詞文標識ti:、 mi:が下降調化した形式が限定節標識t£、 mtであり、 限定節標識が形式名詞hd 「も
の」と融合した形式が名詞節標識td、 hmdである。

5 文語の法標識は動詞文標識及び名詞節標識が同一の形式、 すなわち U、 myi となり、 それが下降調化して
限定節標識g、 myfが形成される。

6 動詞文標識災は澤田(1998:29)によれば 「 出来事の瞬間的な描写」を表すという。

7 nd 「 耳」＋Ii: - 「 回る」＝「理解する」など名詞と動詞とからなる動詞は基本的に後ろの動詞要素の前に否
定辞が現れるが、近年は名詞要素の前に現れることがある。これは元々の内部構造が意識されなくなり、
nd位全体で一つの動詞になったと考えるべきである。 つまり 「否定辞 maーは動詞にのみ前接する」とい
うより「否定辞 ma-が前接する形式は動詞」と言うべきであろう。 あるいは動詞でないものが動詞とし
て扱われる臨時動詞で、 動詞以外の語類が動詞として扱われる場合がある。 岡野(2010)を参照されたい。

S - mo〈理由〉や一炒me〈逆接〉、-hmd〈必要十分条件〉等は動詞に接続するほか、非動詞述語文の述語名詞、
stand-alone (event) nominalization clauseである名詞節、 および照応用法の指示名詞に後接して従属節を形
成する。

9 
「繰り返し」repetition (Okell 1969他）は次項の 「畳語」reduplicationとは異なる。 repetitionは法標識を

除く動詞述語を繰り返すことによって形成される。繰り返される部分は（動詞単独しか繰り返す形式が
ない場合もあるが）以下のようにNV動詞や助動詞を伴う場合はそれ全体が繰り返される。

e.g. na+t•auN-n如thaua 「 聞いていようと」 sa＝炉枷Sll=fhiN 「 食べたかろうと」
ear+stand-repetition eat=want-repetition 

これに対し、 「畳語」reduplicationは形態的に動詞の部分が繰り返される。 XとYの2つの音節からな
る動詞の場合、 XXYYとなる。NV動詞のNが繰り返されたりすることはなく、 助動詞が畳語の中に入
ることはない。

またこのとき二つ目の XもしくはYの頭子音が有声化可能であれば有声化する傾向が強い。 「繰り返
し」repetitionの場合は頭子音は決して有声化しない。

e.g. kaul'(呼UNmUNm枷「うまく」 ＞kauNmUN- 「よい」
good<<REDUP» 

cf kauNmUN-kawvrr泣N 「よかろうと」 ＞kauNmUN-「よい」
good-repetition 

JO -pf《継起》と -IO《単純接続》との違いは、 やはりその語源にある程度見ることができるのではないかと
思われる。 -pi《継起》は動詞pt「終わる」を起源とし、補助動詞pi.「～し終わる」としても用いられる。

一方、 ー16《単純接続》の語源ははっきりとしない。 少なくとも動詞的な要素ではない。

JI藪(1992:579, 580)によれば、 この心iNは名詞？QCh!N 「様子， 特徴」であるという。

12 このほかに-siiyd 「～すべきこと／ものJ、-ph O「～するため（のこと／もの）」などがある。 後者は名詞にも
後接する。

13 前の名詞と同格の位置に立つ名詞は、文の中ではむしろそれが主要部であると考えられるかも知れない。

e.g. (mohiNga) kauNgauN-le (tii-pwt=laul) sci＝炉iN=ti:,
(mohinga) good〈<REDUP»·DIM (one-cLS= about) eat=want=vs:RLS 

（モヒンガーの）美味しいのを（ちょっと一杯）食べたい。
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14まれにNV動詞の全体の前に否定辞mii—が付くことがある。 例えばna+lt-「理解する」は名詞na「耳」
と動詞It-「回る」からなるNV動詞であり、 標準的、 あるいは規範的な否定は動詞要素の前に否定辞が
現れてna+maー／£-となる。 しかし実際の使用において、 その頻度は多くないものの意義素全体に対して否
定辞が付くmii-na＋位という形が観察されることがある。ただしNV動詞全体の前に否定辞が現れるのは
いくつかの語(na+It-「理解する」、 na+t"auN-「聞く」、 hnou?+s"E?-「挨拶する」、mei?+s伶？ー「紹介する」
など）に限られるようだ。

15複合動詞の中で 、 否定の形式の使用が実際にはあまり見られないものもある。 正反対の意味の動詞の組
み合わせの場合(e.g.yauN-WE「売買する」、twa-/a「行き来する」etc.) によく見られるようだ。

16ビルマ語における「有声化可能な子音」とは無声阻害音のp,ph (> b)、t (> Q.)、t，廿（＞ d）、s,sh (> 
z)、 C, Ch (> j)、 k,kh (> g) である。

ロ例外的に—te/-?ouN「まだ」とt3「やっと」の二つの助動詞は命令の法助詞と現れる場合に法助詞よりも
後ろに現れる。

1 8助動詞kauN—は否定の文脈でしかほとんど用いられない。

19同じ動詞kauN-「よい」を起源とする補助動詞kauN-「（～した結果）よい」もある。 この場合、 否定辞は
kauN—の前に現れる。

20澤田(1988)これ以外に後項要素の頭子音が有声化するか、 という基準を補助的に挙げている。 これは
藪(1992)においても同様である。

21恐らくV]とV2との順序は究極的には現実にそのような順序で起こっているかどうか、 というより「話
し手の認識の順序」と言うことになるであろう。

22 動詞連続t"aiN=sa- [sit.down=eat-]「座って食べる」はイディオムとして「遊んで暮らす＝仕事をしないで
暮らす」という意味になることがあるが、 接続助詞-piによって切り離されると、 その意味で用いること
は難しくなるようだ。

23インフォ ー マントの直観としては、 処格助詞-hmaで標示されようと、 奪格助詞-Kdで標示されようとV1
の生起する場所を表していると感じるようだ。ただV』こ移動動詞が表れないと奪格標示は容認されにく
いため、 ここでは移動動詞V2の項と見なした。

24同一物返却とは本など借りた物そのものを返却すること、 等価物返却とはお金や米など、 同一価値のも
のを返却すること。前者は同 一物を返さねば意味がなく、後者は原理的に同一物を返却することが困難、
もしくは不可能な貸借関係になる。 ビルマ語ではこの区別は厳密にされる。

25 k6koko「自分自身を」の最後のko が対格標識である可能性がある。 ただしネイティプの直観に非常に揺
れがあるため、 ここでは全体で一つのグロスを付けるに止めた。

26近年 cfーは mii-V=cf-という形が見られるようになっており、 助動詞化が進んでいると言えるかもしれな
い。 なと piーに関してはmii-V=pfーは未だ見られないようだ。

27ただ近年ではmii-V1V2が多くの補助動詞でかなり容認されやすくなっているようだ。 ただ、 これらは今
のところ「正しくない」用法とされている。

28この他に名詞として？iiseg畑「召使い」がある。

29この文における—pfは接続助詞ではなく補助動詞である。

30ただ到達動詞であってもyau?-「到着する、 至る」の場合は接続助詞-pi によって分離されてもほとんど
意味が変わらない。

31 ただし仮定節内や推饂の場合などでは次のような例がある。
e.g. c6z6=lii=mt s"o=yiN 

strive=come=vs:IRR say=cOND 
e.g. c6z6 

h9 c6z6=cniN c6z6=ia=mi: v 

strive=want stnve=come=vs:IRR 

努力してきたというなら．．．

努力してきたかもしれない。
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32 Some compounds also occur in a different from: with the particle 0: pi'and'suffixed to the first member; e.g. 
• < 

besides字:ooS thwawe and =吟: thahsou above, one also finds the forms �研oo5 thwail.i we and 
• 0 

西0屯?: thaI1.i hsou, which h ave just the same meanings. Compounds which have altemateiv forms with �: pi in 
this way are'pre-verb compounds', and the member to which o: pl may be suffixed is a'pre-verb member', or 
simply a'pre-verb'. (ibid: 25) 

33 6)挿入動詞 次に， 主動詞 V (head verb) の前に現われる挿入動詞 Iv について述べよう． 挿入動詞は，
それ自身は自立性をもった動詞であるが， 主動詞の前に現われたとき， 主動詞の表わす動作， 状態に 一

定の意味を補うはたらきをするまた， 動詞文の中で， 全体の文脈に影響を及ぼさず， あたかも， 文の中
に挿入されたような孤立した位置を占める．

34 「副詞的動詞」は澤田 (1998) の用語。

”鍵山桂奈「現代口語ビルマ語における主動詞に前接する Twa：の意味」 (2015 、 東京外国語大学 2014年度
卒業論文）が、 これを扱ったほぽ唯一のものである。

36 使役態V-s糾ま許容的な意味を表す場合と強制的な意味を表す場合とがある。 pe-Vーと意味が重なるのは
許容的な意味を表す場合である。
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略号

ロンウォ ー語の複動詞構造

澤田英夫

＆ ・ ・・動詞連結子 l、 ACC ・・・格標識：対格、 ALL ・・・格標識：向格、 ATTR··· 名詞修飾標識、 CLF・・・ 類別名詞、

COM•·· 格標識：共格、 CONJ・ ・・従属節標識：単純接続、 COORD··· 等位接続標識、 COP ・・・コピュラ、 DET・ ・・

名詞限定形、 DIST ・・・遠称、H ・・・ 「定位置」への直示的移動、 HS ・・・伝聞、 IMP・ ・・ 文標識：命令、 INTERJ··· 間投

詞、 LOC ・・・格標識：位格、 NEG ・・・文標識：情報授受：現実法否定、 NMLZ・ ・・名詞化子、 PL ・・・名詞の複数表示、

PN ・・・固有名詞、 Q··· 発話行為表示：疑問、 QUOT ・・・ 引用標識、 RA ・・・名詞修飾節における明示的な繋辞 linker

／現実法肯定の情報授受文の文末助詞、 RECIP ・・・相互、 RLS ・・・ 文標識：情報授受 ・ 現実法、 RLZN ・・・助動詞：事

象が生起したことを認識すると同時にそのことを発話する、 SEQ・・・従属節標識：継起、 TOP・ ・・話題表示、 VT ・・

他動詞

1 はじめに

本稿の目的は、 ロ ンウォ ー語で複数個の動詞を含み、 動詞文の述部として用いられる構造を概観する

ことである。 このような構造は verb concatenation、 serial verb construction、 multi-verb construction な

ど様々な術語で呼ばれる。 本稿では、 このうち Enfield (2008)で用いられてしるヽ multi-verb construction 

を採用し、 その和訳として「複動詞構造」を用いる。

本稿の構成は下記の通りである。§2では、 ロ ンウォ ー人および ロ ンウォ ー語の概況、 音韻論、 調査の

概要について記す。§3では、 ロ ンウォ ー語の動詞述部の構成と機能を概観する。§4では、 ロ ンウォ ー

語の先行研究における複動詞構造の取り扱いや、 本研究の参考にした他言語に関する研究について述べ

る。§5では、 2つの動詞からなる複動詞構造を分類する基準として、 並位節化 (Parat）、 ー語肯定回答
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(Ans!, Ans2)、 話題表示辞を伴った V2のコピー (Copy2) の3つを挙げる。§6 では、 主として並位節化

の基準に基づいてロンウォ ー語の複動詞構造を亜位的複動詞構造と非並位的複動詞構造に大きく分類

し、 他の 2 つの基準を用いてそれぞれをさらに下位分類し、 各類の構造を記述する。§7では、 分類基準

として用いなかった3つの文法現象、 V1の連位節化 (Cosubl)、 V2への否定辞の前接(Neg2)、 それに

V1 への話題表示辞の付加(Topi) がどのような複動詞構造に起こるかを観察する。§8では、 複数の動詞

が単一 の述部を構成する複動詞構造につきものの問題である、 項の調整について記述する。§9では、 複

動詞構造の語らしさ、 言い換えれば、 複動詞構造が単一 の語からなるのか、 それとも複数の語を含むの

かという問題を考察する。§IOは、 まとめと残された問題点の指摘である。

2 言語および調査の概要

2.1 話し手と言語の概況

ロンウォ ーLhaovo/IQ計vc(／はミャンマー連邦共和国（旧ビルマ）のカチン州・ シャン州北部および中

華人民共和国雲南省徳宏條族景頗族自治J+1に居住する民族である。 近隣に居住するジンポー Jinghpaw

ラチッLacid（ラシLashi)・ツァイ ワZaiwa（アツィ Atsi) などの民族などと共に、「カチン」と呼ばれ

る文化的集団の成員をなす 2 。 人口は、 中国 に約5600 人（戴2005, p.3)、 ミャンマー に約10万人であ

るという (LhaovoLittero- Cultural Committee, p.1)。 なお「ロンウォ ー 」は自称であり、 ビルマ語・ジン

ポー語による名称はマルMaru である。

ロンウォ ー語はチベット＝ビルマ Tibeto-Burman 語派ロロ＝ビルマLolo-Burmese 語支ビルマBurmish

語群北部ビルマNorthernBurmish 下位語群に属す。

ロンウォ ー人としてのア イデンティティを持つ人々の話す言語には、 地域的な変異がみられる。 本稿

で「ロンウォ ー語」と呼ぶのは、 カチン小卜 1 ソ ーロー Sawlaw郡、 エー ヤーワディー川の二大支流の一つ

ンマイ Nmai川とそのさらに支流のンゴーチャンNgochang川に挟まれたダゴッ／tako？町丘陵で話され

る変種で、 これがロンウォ ー 人の話す標準的な言語とみなされる。 この他にも、 ソ ーロー郡ンマイ川西

岸のワツェーWase村 3・ワミッWamyit村4 を中心に居住するギャンノッ（自称ギェンノッ）と呼ばれ

る分派は標準ロンウォ ー語とは異なる変種を話し、 またソ ーロー郡ンマイ川東岸のラキンLakin村 5 で

はラキン（自称ラケ ー ）変種が、 トッランHtawlang村 6 とその周辺ではトッラン（自称タッロー ）変

種が話される。 さらに、 スムプラブムSumprabum郡のマリMali川とンマイ川に挟まれた通称「三角

地帯」Trigan (Triangle) の中部にあるンカイlnhkai村落群 7一帯には、 ランスーと呼ばれる変種を話す

分派が住む。 ランスーがロンウォ ーとは独立した言語であることは明らかだが、 それ以外の変種がロン

ウォ ー語の方言なのか、 あるいは別言語なのか、 今のところははっきりしない。

2.2 ロンウォ ー語の音韻論

音節構造： C(C)V(C)/QT 

C（子音）： /m*, n*, ii, JJ*; p*, ph, t*, th, k*, kh, ?*; ts, tsh, c, ch; f, v, s, s, x, y, fi; I, r, y**/ 

（ ＊は頭子音・末子音となるもの。 ＊＊は頭子音・介子音・末子音となるもの。）

V（母音）： ／a, au, o, ¢, e, u, i/ (/ au/は単母音音素として扱う。）

Q（緊喉性特徴）：

[-creaky) (V) 声帯の緊張を伴わない。 時に息混じりの音。

[+creaky) (Y) 声帯の緊張を伴う。 きしんだ音。 頭子音／'ph, th, kh, tsh, ch, s, s, f, fi,？／と共起し
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ない。

T（声調）：
下降調(F) デフォルトの調値・・ ・21

L に後続する場合…31

低平調(L) デフォルトの調値…22-33

語頭にあってFが後続する場合…22 (33になることはない）

語頭にあってLが後続する場合… 末尾がやや上がる

(Sawada 2010 の “upward-curling")

高平調(H) 音節が/-p,-t, -k,-？／で終わる場合・・・42

それ以外の場合… 句末で442，それ以外で44-34

弱音節：

• 固有の声調を失った音節のこと。 本来弱音節であるものと、 もとは固有の声調を持っていた

音節が複合（接辞付加を含む）の結果弱音節となったものの両方がある。

• L音節がもう一 つのL音節の前で弱化するとき、 後続する音節よりもやや高いピッチを取

る。 これは、 前述したupward -curlingの効果が弱化後にも残存しているためと考えられる。

• 本来の弱音節の母音を V と表記し、弱化した音節の母音をyx (XはF,L,Hのいずれか）と

表記する。

2.3 調査の概要とデー タ

本稿の執筆に当たって協力を仰いだコンサルタントは、Lamaung: Khao Hhao"/IamaUJJL khOJJF XOIJ引
氏である 8

0 Khao Hhao”氏は1936年カチン州チー プウェ ー Chipwe郡パラ ー Hpala村 ， 生れの男性で、

現在はカチン州の州都ミッチーナ ーに在住している。

本稿で用いられるデー タのうち出典のないものは、 原則としてミッチー ナ ーで2013年12月ー2014年

1月、2014年12月—2015年1月、2015年12月—2016年1月の3回にわたって行った、 エ リシテ ー

ションを主とした対面調査によって得られたものである。 また出典のあるものは、『ロンウォ ー語初頭

教本』から引いた(132a)以外、 過去の調査で前述のLamaung: Khao" Hhao”氏やZakhaung: Khao Je: 

/ts狐hauJJL kho砧ceり氏（故人）に語っていただいたテキストから引用したものである。

3 ロンウォ ー語の動詞述部

3.1 動詞述部のふるまい

ロンウォ ー 語の動詞述部は、 単独で、 あるいは補語（動詞が要求する項と、そうでない随意的補語の

両方を含む）や従属節などを取って動詞句を形成する。 動詞句は文標識に伴われて文を形成し、 また従

属節標識に伴われて従属節を形成する。

(]) [s [vr (CMPL*) · · · VPRED( -AUX*)]-SM] 

[sc [vr (CMPL*) · · · VPRED(-AUX*)]-SCM] 

#CMPL：補語、VPRED：動詞述部、AUX：助動詞、SM：文標識、SCM：主節標識

（）内は随意的。＊は複数個の生起を許す。 VPRED( -AUX*)-SM/SCMは形態論的単位を成す。
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(2)は、 ロンウォ ー語の文標識の体系を示したものである。 文標識は、 発話行為のタイプによっで情
報授受・命令・勧奨・祈願の4つに大別され、 このうち情報授受は現実法vs．非現実法の認識論的法の
対立を示し、 さらに現実法では動詞に否定辞mii—が前接されるか否かによって異なる形式を取る。

(2) 文標識
発話行為タイプ l 文標識の形式 否定前接辞

情報授受
現実法 肯定-TA/否定 —〇

ma‘‘ -
非現実法 -neJJ H 

命令 -0 ta-

勧奨 -la1JL 

-SoりL 
mav -

祈願

否定前接辞は命令でt企それ以外で ma—である。 情報授受・現実法否定の文標識と命令の文標識は
共に—〇であるが、 両者がそれぞれ異なる否定前接辞と共起するため、 否定の情報授受・現実法の文と否
定の命令文の間で曖昧性が生じることはない。

情報授受・現実法肯定の文にも分節的な標識は現れないが、 動詞述部の最終音節の声調が高平調(H)
である場合を除いて、 動詞述部の最終音節の声調が他の文タイプの場合と異なる。

情報授受・非現実法 情報授受・現実法否定 情報授受。現実法肯定
naF「居る」 naF · -neりH maし-na F na L 
tsoL 「食べる」 tsoL �-neJJ H ma-tsif ts研
面「話す」 t�H-nel]H maV -ta H taH 

このため、 声調交替F→L;L→H;H→Hを引き起こす抽象的な要素 —TAを仮定し、-TAが情報授
受・現実法肯定の文標識であると分析する。

情報授受・非現実法
naF「居る」

T: na,.-neりH 

tsoL「食べる」 tsaL-ne炉

硝「話す」 tgiH-ne炉

従属節標識の種類はさほど多くない。

(3) 従属節標識

情報授受・現実法否定
mふ naF-0
ma-tsoL-0 
ma-t�H-0 

情報授受・現実法肯定
naF-TA 
ts砧TA
taH-TA 

-ya{}L ［単純接続l、-mu計［継起l、-lo炉「• ·時」、—yiir& ［逆接］、 ー tso丹砂［同時］「· ••しながら」、
ぷo沖「•••ように」、-JoL ［否定の付帯状況l（否定前接辞mふと共に）

動詞述部と文標識·従属節標識の間に生起する要素を「助動詞」と呼ぶ。

(4) 助動詞
k泣《主語の複数性》（現実法の文標識と共に）、ke汗《主語の複数性》（現実法以外の文標識と共
に）、V討《事象が成立·開始したという話者の認識》、妍「まだ」、]OL 「もう」

助動詞は動詞述部を伴わずに単独で現れず、 また否定前接辞を取ることもないが、 対比肯定の前接辞
紐い°を取ることができるので、 拘束形式とは考えにくい。
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3.2 述語動詞の組成

3.2.1 単純動詞

単純動詞は、 動詞形態素lつからなる動詞である。 動詞形態素の大多数は単音節である。

(5) co7F 「ある」、 m¢性「空腹だ」、 saukH 「飲む」

ただし 、 かつては複数の動詞形態素からなっていたと思われる複音節動詞の中には、 各要素の単独用
法が失われ、 全体で一つの動詞形態素をなすとみなさなければならないものもある。 また、 ジンポ ー 語
やビルマ語から借用された複音節動詞も、 一動詞形態素とみなされる。

(6) ?auk野サ「迷う」；滋r叩H 「堪える」 <Jing.;
tfl耐panL 「詫びる」<Jing. < Shan < Bur. /tau研p邸

LIGCf)08必{tong':paM} ; 
c khyamHsa F 「病気が治る」<Jing. < Shan < Bur. /ch邸門叶／'f]0:0J0 {khyam':saa} 

3.2.2 N+V熟語動詞

N+V熟語動詞は 、1つあるいは2つの動詞形態素からなる動詞部分と、それに先行する名詞部分から
なる。

(7) kye互khe炉「戦う」 （＜敵＋逐う）； n邸H+s.炉「満足する」（＜心十落ち着く）； 
tshd--+khd--「ひどく塩辛い」（＜塩＋苦い）；狐ham虹khamH 「囲う」 （＜周囲＋囲う）； 
四F_f!,£H ＋匹沢「泳ぐ」（＜ ［水ー泳ぎ］ ＋泳ぐ）； 
yaif—mo'lF+mo'lF 「夢を見る」（＜ ［眠る—夢見］ ＋見る）

少なくとも一部のN+V熟語動詞については 、 その項構造が動詞部分単独の項構造と別個のものであ
ることは明らかである。 例えば、 kyd'+khe沖の動詞部分khe炉は、 単独で「逐う」の意味で用いられ
る場合は動作主のA項と被動者のP項を取り、kyd'+khe'lH 全体でもやはり動作主のA項と被動者のP
項を取る。 また、 n!jk肛§甜「満足する」の動詞部分§i『は、 単独で「死ぬ、落ち着く」の意味で用いら
れる場合は主題 （つまり変化の主体）のS項のみを取るが、ng炉＋§it!'全体では経験者のA項と主題の
P項を取る。

以上のことから、 一部のN+V熟語動詞については、 名詞部分はそれ自体補語でないが動詞部分と合
わさって項構造を決定する要素であることがわかる。

動詞形態素の直前に置かれる格標識を伴わない名詞が、N+V熟語動詞の名詞部分か、それとも修飾
要素を伴わない名詞句の主要部で特定の動詞との共起頻度が高いものかは、 往々にして紛らわしい。 一

般にN+Vイディオムの名詞部分には次のような特徴がある。

•特定specificの指示を持たない。
•他の要素による限定・修飾・量化を受けない。
•格標識を伴わない。
•動詞との間に補語の介在を許さない。

N+V熟語動詞が否定になる時、 否定辞は必ず動詞部分に前接される。
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(8) a. na炉＋mふsitF-0 

heart +not- die -NEG 

満足しない。

3.2.3 複動詞構造

b.*ma- TI!!炉＋sitF -0 

not- heart +die -NEG 

複動詞構造は、 前述した単純動詞およびN+V熟語動詞の列からなる構造である。 一つの複動詞構造

は、 語彙的意味を表す動詞を複数含むか、 あるいは、 語彙的意味を表す動詞以外に語彙的意味を表さな

い動詞要素を含む。 上記の両方を満たす場合もある。 この他に、 多くの複動詞構造では(9)に見られる

ように、 動詞間に動詞連結子 TA が介在する。 TA は現実法の文標識と同様に、 先行する動詞に起こる

声調交替として実現する。

複動詞構造は、 単一の単純動詞やN+V熟語動詞と同様、 動詞述部として動詞句の主要部となること

ができる。 つまり、 複動詞構造全体として、 同一意味役割を担う項を2つ以上取ることはない。 このこ

とは、 複動詞構造の構成要素の間で項の調整が行われることを意味する。

否定辞は、 通常、 複動詞構造の最初の動詞的要素に前接される。

(9) a. thaIJL kaukF -TA -vo?F -TA (-ra州

firewood gather -& -shoulder -RLS (-RA) 

薪を集めて担いだ。

b. tha計 ma- kaukF -TA -vo?.F -0 

firewood not- gather -& -shoulder •NEG 

薪を集めて担がなかった。

4 先行記述・研究

4.1 戴 (2005)

ロンウォ ー語（中国語では浪速 Langsu 語と呼ばれる）に関する現時点で唯一の文法書である戴(2005)

では、 複動詞構造は統一的に扱われておらず、 複動詞構造やその中に現れる動詞要素についての言及は

様々な箇所に分かれて見られる。

助動詞(p.69-71) 動詞の前後に置かれ、 動作行為のモダリティ ー II、 アスペクト、 方向などを表す語

類として定義される。

動詞の前に置かれるもの

vぎ5 「敢J （和訳「・· •する勇気がある」）； nu炉5 「願望、 想」（和訳「・· •したい」）12 ; 

pa31 「会」（和訳「習得して..•できる）；匹55 「能」（和訳「状況によって・・·できる」），

mjザ「得」（和訳「・· •なければならない」）13

動詞の後に置かれるもの

na31（動作行為がまさに進行していることを表す）

l戸（動作行為が開始したことを表す） ； tQ35 （動作行為の持続を表す）； 

lgm55 （動作行為が相互に行われることを表す） 14 など

副詞(p.71-73) 程度、 範囲、 時間、 否定、 状態、 語気などの意味を表す語類として定義される。
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程度を表す副詞としてtf£35 「最J （和訳「最も」）が、

範囲を表す副詞としてtfhum55 「一 起、 共同」（和訳「共に」）が、

時間を表す副詞としてtam35/3I「又」（和訳「再び」）が、 それぞれ挙がっている。

※ この語類は自立語、 句要素、 後接語、 前接辞など形態論的にみて雑多な要素からなり 、 その

点で語類設定のしかたに大いに問題があることを指摘しておく。

連動詞組(p.99-100) 同一 主語が行う異なる動作行為（を表す動詞）からなる句。
n炉j戸ju3I b3 1 a炉！

祢 去 拿 回（助）
kj535/55 n{lkssmjan 3I 5詑！

所 同情 （助）

4.2 Lustig (2010) 

祢去拿回来咆！ （行って取ってきなさい！）

所了同情。（聞いて同情した。） など

Lustig (2010)は、 ロンウォ ー 語と同じく 「カチン 」 の成員によって話され、 ビルマ語群北部下位語群

に属するツァイワZaiwa 語の文法書(vol.1) および辞書(vol.2)である。 ツァイワ語にもロンウォ ー 語と

同様、 決まったパター ンで声調が交替する形態統語的現象である声調切り替えtone switchingが存在す

る。Lustigによると、 この声調切り替えはいくつかの限られた形態素によってその直前の語の最終音節

に引き起こされる。 そして、 声調切り替えを 引き起こす形態素の中には、 声調のみからなる形態素す

なわち声調形態素tonal morpheme （本稿のTAに相当する）が含まれる。(vol.1, pp.10-11.以下全て

vol.I.) 

ある動詞に先行する動詞に声調交替が起こる場合には、 先行の動詞に声調形態素の一種である不完了

標識imperfective marker が後続する。 不完了標識は単に動詞を接合する要素ではなく 15 、 それが付加さ

れる動詞の表す状況がある時点で結果状態 “state of effect"にあるか、 あるいは、 何らかの過程の一 部で

あることを表す。(p.95沢言い換えれば、 不完了標識は文脈を規定する助けとなる背景情報を描写する

という機能を果たす。

不完了標識を付加された動詞V 1 とそれに後続するV2は、V ] が動的な状況を表す場合には ‘while

performing V 1, V 2 occurs'または ‘havingperformed Vl, V2 occurs'という解釈を受ける。(pp.95 —96) さ

らに、 ある場合にはV2がV ] を修飾する補助動詞auxiliaryverbとして機能し(pp.97-100)、 ある場合

にはV]がV2を修飾する副詞adverbとして機能する。(pp.107-11]) 

Lustigが補助動詞に分類する形式の中には、 ある事態が現実に起こったことを強調するam55 (p.602) 

や、 ある事態が激しく行われたことを表すdam54 (p.616-617) など、 主動詞として用いられないものも

あるが、 これらも動詞のステ ータスを持つことを Lustigは認めている。 この点 は本稿と変わらない。

しかしながら副詞については、Lustigはこれを 、 統語要素の線形配列において動詞に先行し、 主動詞

の意味を修飾する要素として定義し(p.707)、また、 ある副詞は動詞としても用いられ、 ある副詞は名詞

や代名詞としても用いられ、またある副詞は動詞・名詞いずれとしても用いられないとする。 最後 の部

類の中には独立した語だけでなく、 否定の前接辞aし や禁止の前接辞ke5 ~hがも含めている。(p.707)

この点で、Lustigの副詞の取り扱いは、§4.1で見た戴(2005) のそれと変わらないと言える。

4.3 Aikhenvald (2006) 

本稿で取り扱う構造を射程内に収めた類型論的研究のうち最も多様な言語を扱ったものは、 管見の限

りではAikhenvald (2006)であろう。
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Aikhenvaldは、連続動詞構造 serial verb construction (SVC) （本稿の「複動詞構造」に相当）を次の

よう に定義している。

A serial verb construction (SVC) is a sequence of verbs which act together as a single predicate, 

without any overt marker of coordination, subordination, or syntactic dependency of any other sort.17 

(p. l) 

西アフリカ、 東南アジア、 アマゾン、オセア ニ ア、 ニ ュ ー ギ ニ アなどの範囲にわたって広くみられる

SVC の多様な形式の 特徴を類型論的にとらえるため、 Aikhenvaldは 下記のような基準を設定した。

A.構成 COMPOSITION 2要素からなる SVC について

非対称的asymmetrical SVC: 一方の要素が比較的大きな、 開いた open、あるいは無制限の類 に属

し、もう 一方の要素が意味的あるいは文法的に制限 された、または閉じた closed類 に属する。

対称的symmetrical SVC: 2つの要素が共に無制限の類 に属する。(p.21)

B.接触性 CONTIGUITY SVC を構成する動詞の間に、 他の要素が介在できるかどうか。

接触的contiguous SVC: 動詞は隣り合っていなければならず、 他の要素の介在を許さない。

非接触的non-contiguous SVC: 動詞の間に他の要素の介在を許す。(p.37)

C. 構成要素の「語らしさ」 WORDHOOD OF COMPONENTS SVC を構成する動詞が、独立した文法的•音韻的

語をな すかどうか。

ー語的single-word SVC: SVC 全体で 1語を成す。

多語的multi-wordSVC：構成要素のそれぞれが 1語を成す。(p.37)

D.文法範疇の標示 MARKING OF GRAMMATICAL CATEGORIES 人称·TAM·認証・否定・結合価変更・品詞転換

などの文法範疇が SVC を構成する動詞ごと に標示されるかどうか。

単標示singlemarking:当該文法範疇が SVC 全体で 一度だけ標示される。

協標示concordantmarking:当該文法範疇が SVC を構成する各動詞 に標示される。(pp.39-40)

本稿では、 A.の対称的VS.非対称的に似た分類として、 並位節化(§5.1)の基準 に基づく拉位型vs. 非

並位型の分類を導入する。 ロンウォ ー語 における両分類のずれ については §6.1で述べる。 また、 Cの

構成要素の「語らし さ」については §9で考察 する。

残る 2つの基準のうち、 B.についてはロンウォ ー語はN+V熟語動詞を含むものの 一部以外は接触的

である。 また、 D.についてはロンウォ ー語は単標示のみを示す。

4.4 Enfield (2008) 

様々な形式的テストを用いて、表層的には複数の動詞の連続である複動詞構造の基底にある広範多様

な構造を記述した研究の例として、ラオ語の複動詞構造を扱ったEnfield( 2008)が挙げられる。

Enfieldはまず、形態的特徴 に乏しいラオ語の動詞を定義 する特性の観察と動詞の意味的下位クラスに

ついて述べ(§4.2, pp.85-86）、続いて動詞の項構造と、項の表層的実現にかかわる、 情報構造によって条

件づけられた項の省略および移動の問題を取り扱い、あわせて動詞の結合価と他動性、 結合価を変更 す

るしくみ についても議論した(§4.3, pp.86-104)。 本論部分では、主動詞の持つ文法的特徴を挙げ、複動

詞構造のどの要素が主動詞であるかを見極めるための構成素性 テストを設定し、それを用いて複動詞構

造各類の 特徴づけを行った。(§4.4, pp.104-176) 

Enfieldが設定した テストは、次のようなものである。
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• Clause separability:節連結子le ka ゜ ‘ and then'を動詞の間に挿入することができるかどうか。 従

属関係にある動詞の組は clause-separableでない。(§4.4.1.2, pp.105-106) 

• Yes-answer:複動詞構造Vl-V2を含む極性疑問文に対する肯定回答として、VlあるいはV2
を 用いることができるか。 主動詞らしさ main-verbhoodを検証するためのテスト。(§4.4.1.3,

pp.106-109) 

• Ellipsibility in relative clauses:関係節内でVlあるいはV2を省略できるかどうか。 省略できな

い方の動詞を主動詞とみなす。(§4.4.1.4.2, pp.110-112) 

• Insertability ofleft aspect-modality marking: V2の左にb0° 《否定》やsi0 《非現実》といったアス

ペクト・モダリティ標示を置けるか。 加° のV2直前への配置medial negationが可能かどうかが

テストとして用いられる。(§4.4.1.5, p.112) 

• Insertability of focus particle kaら大きな意味の変化を生じることなく焦点小辞ka 0 をVlとV2
の間に挿入できるか。 ka 0 は主文の主語と動詞句の間のスロットを占めるため、これをVIとV2

の間に置ける場合、VlとV2は主述の関係にあるとみることができる。(§4.4.1.6, pp.113-115) 

動詞 一 目的語の語順を持つラオ語と、動詞が節の末位に立つロンウォ ー語の間には、文法構造上大き

な違いがあるが、それでもなおEnfieldの方法論はロンウォ ー語の複動詞構造を記述するための視点を

定める上で示唆に富むものである。18

5 複動詞構造V1V2の分類基準

この節では、2つの動詞からなる複動詞構造を分類するための基準を提案する。 3つ以上の動詞を含

む複動詞構造は、いずれも2動詞からなる構造の拡張、あるいは組み合わせとして解釈することができ

るからである。

本稿で提案する複動詞構造の分類基準は次の3つである。

0 並位節化(Parat)

• ー語肯定回答(Ans1, Ans2) 

•話題表示辞-fia臼こかかわる操作

5.1 並位節化(Parat)

ロンウォ ー語の情報授受。現実法肯定の文の標識は、声調交替を引き起こす抽象的要素—TAである
が、その後に小辞-raH が現れることがある。 共時的には、―r砂は名詞修飾節と被修飾名詞の間に現れる

明示的なリンカ ーが文末の助詞に転用されたものである叫
2つの勁詞からなる複動詞構造V1V2のあるものは、 意味を大きく変えることなく次のようなパラフ

レ ー ズが可能である。

(] 0) a. thaJJL kaukF -TA -vo'lF -TA (-ra引．
firewood gather -& -shoulder -RLS (-RA) 

薪を集めて担いだ。

b. tha計 kaukF -TA (-ra既 vo?F -TA (-ra町．
firewood gather -RLS (-RA) shoulder -RLS (-RA) 
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薪を集めた。 担いだ。

(IOb)は動詞と現実法肯定の文標識からなる 2つの形態論的動詞単位(cf(1)）が並列されたものとみ

なすことができる。 ロンウォ ー語を含むビルマ語群の言語では、談話的な条件によって、末位に立つ形

態論的動詞単位に先行する全ての要素が省略可能であるが、形態論的動詞単位だけは省略することがで

きず、ゆえにそれが最小の節を構成するとみなすことができる。 それで、(IOa)→(IOb)の操作を並位節

化と呼ぶことにする。

並位節化は単に V1V2を別々の単位に分ける操作ではない可能性がある。 なぜなら、V1, \らのいずれ

か一方が単独で用いられることのない形式だったり、単独ではV1V2の意味とかけ離れた意味を表す形

式だったりする場合でも、このパラフレ ー ズを許す例が見られるからである。

複動詞構造 V1V2のうちあるものは、V1, \りのうちいずれか一方が、他の動詞の前あるいは後という

特定の位置に依存した意味を持つ。 このような複動詞構造を並位節化すると、特定の位置に依存した意

味を持つ動詞が、その「特定の位置」を失うために、もとの複動詞構造における意味を保つことができ

ない。

別の V1V2においては、いずれか一方が他方を支配する。これらを並位節化すると、支配の関係その

ものが失われ、加えて支配されていた動詞が複動詞構造内と異なり現実法を担うようになる。 この場合

にも、構造とそれに伴う意味が変わってしまうのである。

ゆえに、並位節化が可能な複動詞構造Y1V2は上述した以外のものに限られる。 これら並位節化が可

能な複動詞構造において、V1と V丑ま構造的に対等である。

上記のような観察に基づき、複動詞構造の分類基準として、並位節化を採用する。

(11) 並位節化(Parat)：次のパラフレ ー ズを行うことが可能かどうか。

V1 -V2 -TA-ra凡 → VI -TA-ra庄V2-TA-raH .

-RLS -RA -RLS -RA -RLS -RA 

5.2 ー語肯定回答(Ans1, Ans2) 

複動詞構造を述部とする諾否疑問文に肯定の回答をする場合、V1V2全体を用いて回答するのが普通

である。

(12) th吋 kaukF -TA-vo'lF -TA (-raH)-'liH . 

firewood gather -& -shoulder -RLs (-RA) -Q 

'leuF kaukF -TA -vo'lF -TA (-raH). 

INTERJ gather -& -shoulder -RLS (-RA) 

薪を集めて担いだか―うん、担いだ。

しかし、複動詞構造によっては、V1のみを述部とする文、V2のみを述部とする文、あるいはその両

方で回答することが可能である。(cf Enfield (2008)のYes-answerの基準）

(13) poJJH -thaukH -TA-?iり

help -help -RLS ·Q 

助けたか？

— ?eJJF , poJJH -thaukH -TA -raH / pOJJH -TA -ra町thaukH -TA -ra圧

INTERJ help -help -RLS -RA help -RLS -RA help -RLS -RA 
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—うん、助けた。

非並位型複動詞構造では、 ー語肯定回答が可能だとすればいずれか一 方の動詞だけである。 一般に、

V1が特定の位置に依存した意味を持つ場合、 およびもう一 方の動詞に従属する場合、 V1による一語肯

定回答はできない。 V2についても同様である。

並位型複動詞構造では、VぃV2いずれによる一語肯定回答も不可能なものが多いが、 あくまでも傾向

にすぎず、いずれかあるいは両方の一語肯定回答が可能なものも見られる。

上記のように並位刑複動詞構造については有効性に限りがあるものの、 ー語肯定回答の可能性を複動

詞構造の分類基準として採用する。

(14) ー語肯定回答(Ans!, Ans2) 

V1 -V2 -TA (-raH) -?iり に対する肯定の回答として
-RLS (-RA) -Q 

V1 -TA-raり(Ansl) あるいは V2 -TA -raり(Ans2) が可能かどうか。
-RLS -RA -RLS -RA 

5.3 話題表示辞—fi式にかかわる操作

ロンウォー語には、補語や従属節などの統語単位に後続して、 その統語単位が談話中でどのような役

を果たすかを表示する一連の小辞がある。 これらを総称して談話役割表示辞と呼ぶ。

(15)ロンウォー語の談話役割表示辞

癖門話題・対比) ; -reL［添加］； 一(khyi'i)lQ1.JH［最低限］「・· •さえ；だけでも」；—tsaL ［限定］「・• ·だけ」

(16) kan�団 l詠haL -.fiaF khyukF yaukF -TA-kaり
past dog •TOP horn grow.in -RLS -Hs 

昔々、 犬には角があったとさ。

chaやpe?F -fiaF khyukF ma- yaukF -0 -kaH . 

goat -TOP horn not- grow.in -NEG -Hs 

山羊には角がなかったとさ。（「犬と山羊」）

(17) myitF -meJJF -fiaF v6Fy叶 mふkayF -TA-myiH -?aJJF -0. 

earth -we -TOP bird.name not- good -& -caught -ought -NEG 

地面（の罠）にはヴォグー鳥が掛かるはずがない。

mukL -meJJF -re1 詞chitH ma- kayF -TA-myiH -?aJJF -0. 

heaven -LOc -also deer not- good -& -caught -ought -NEG 

裔所（の罠）に鹿が掛かるはずもない。（「孤児の若者」）

(18) mo寸pyo?L -fiaF tふ xinF ふiL -0 ta- xinF ふjL -0 -JJL -tsa1 

PN -TOP not.IMP- hurry -still -IMP not.IMP- hnrry -still -IMP -QUOT -only 

t1iH -TA -naF -TA-kaリ

speak -& -stay -RLS -HS 
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モンピョッは 「まだまだ、 急がない急がない」 とだけ言っていたとさ。（「孤児の若者」）

動詞文の文末に立つ、 主動詞 （＋助動詞） ＋文標識からなる形態論的単位には、 談話役割表示辞を付

加することはできない。 この場合、 以下のような方策を取る。

N+V熟語動詞が主動詞となる場合、 談話役割表示辞は名詞部分に付加される。

(I 9) a. O'c\kH -fiaF sitF -TA -raり

heart -TOP die -RLS -RA 

満足はした。（けれども…）

b. Il,!kH -reL sitF -TA -raリ

heart -also die -RLS -RA 

満足もした。

単純動詞が主動詞となる場合、 主動詞の前に談話役割表示辞を後接した単純動詞が置かれる。 この構

造はOzerov and Daudey (to appear)が コ ピー動詞構造 copy verb constructionと呼ぶものに当たる 20
0

(20) a. tsoL -fiaF tsoL -TA -raリ
eat -TOP eat -RLS -RA 

食べはした。（けれども…）

b. tsoL -reL tsoL -TA -raリ

eat -also eat -RLS -RA 

食べもした。

複動詞構造V1V2が主動詞となる場合、 複数通りの形式がある。

(21) a. V1-DRI V1喜(DRIは談話役割表示辞の略号）
kaukF -fiaF kaukF -TA -vo?F -TA (-ra阿

gather -TOP gather -& -shoulder -RLS (-RA) 

集めて担ぎはした。（けれども．．．）

b. VrDRI V1V2― 

vo?F -fi研 kaukF-TA-vo?F -TA(-ra州．
shoulder -TOP gather -& -shoulder -RLS (-RA) 

（同上）

c. V1-DRI V2― 

kaukF -fiaF vo?F -TA(-ra州．
gather -TOP shoulder -RLS (-RA) 

（同上）

d.*kaukF -TA-vo?F -fiaF kaukF -TA -vo?F -TA (-ra州．

gather -& -shoulder -TOP gather -& -shoulder -RLS (-RA) 

(21a)は談話役割表示辞によって引き起こされたV] の コ ピー、(21b)は同じく談話役割表示辞によっ

て引き起こされたV2の コ ピ ーである。(21a)において、 V] とV2の間に動詞連結子TAが介在する場

合でも、 コ ピーされたV1 が声調交替を起こさない点に注目されたい。(21a)は確認したV1V2の実質上

全てで可能であるため、 分類基準の役割を果たさない。 一方、(21b)はV2が語彙的な意味を保持してい

る場合に可能である。

(21c)では(21b)と同様、 コ ピーされたV1が声調交替を起こさない。 このことから、 単にV1に談話

役割表示辞が後続したのではなく、 複動詞構造からV] が抜き出されたか、 あるいはV] の コ ピーの後

でもとのV1が削除されたかのどちらかであると考えられる。(21a,b)の場合と異なり、(21c)がどのよ

うな場合に可能なのかは未だよくわかっていない。 この操作については、§7.3で再び取り扱う。
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なお、(21d)のようにV1V2全体をコピ ーすることはできない。

談話役割表示辞の中でも使用頻度の高い話題表示辞を伴ったV2のコピ ーの可能性を、 複動詞構造の

分類基準として採用する。

(22) 話題表示辞を伴った兄のコピー (Copy2)

V1 -V2― を V2 -fi砧 V1 -V2— にできるかどうか。

-TOP 

6 複動詞構造の分類

本節では、 前節で取り上げた3つの基準に基づいてロンウォ ー語の複動詞構造の分類を試みる。

6.1 並位節化による分類：並位型vs.非並位型

ロンウォ ー語の複動詞構造は、 並位節化のパラフレ ー ズ (Parat) が可能かどうかによって 2 類に大別

される。

Parat が可能なもの (23)-(30) のような複動詞構造は、 並位節化してもその意味が大きく変化しない。

(23) a. \'QF -TA -riJkH -TA -ra且

search -& -find -RLS -RA 

探して見つけた。

(24) a. liH -TA -k,:itH -TA -raリ

come -& -make -RLS -RA 

来て作った。

(25) a. tso1 -saukH -TA -ra且

eat -drink -RLS -RA 

飲み食いした。

(26) a. papF -TA -y!'lmH -TA -raリ

rot -& -decay -RLs -RA 

朽ちた。

(27) a. \'皿F -phaungF -TA -ra凡

assemble -band -RLS -RA 

集まった。

(28) a. poIJF -TA -thukH -TA -raり

shine -& -exit -RLS -RA 

光り出した。
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b. ¥QF -TA -ra庄 四kH -TA-ra几

search -RLS -RA find -RLS -RA 

探した、 見つけた。

b. JiH -TA -ra庄 k;!tH -TA -ra且

come -RLS -RA make -RLS -RA 

来た、 作った。

b. tsoL -TA -ra庄 saukH -TA -raリ

eat -RLS -RA drink -RLS -RA 

食べた、 飲んだ。

b. papF -TA -ra庄 ypmH -TA -raリ

rot -RLS -RA 

朽ちた。

decay -RLS -RA 

b. 難mF -TA-raH , phaungF -TA-raリ

assemble -RLS -RA 

集まった。

band -RLS -RA 

b. poIJF -TA -raH , thukH -TA -raリ

shine -RLS -RA 

光り出した。

exit -RLS -RA 



(29) a. capF -pyaJJH -TA -raリ

sufficient -full -RLS -RA 

完備している。

(30) a. tsauJJF -TA -1auJJ1 -TA -raリ

sit -& -sell -RLS -RA 

座って売った。

b. capF -TA-raH , PY叫H -TA -ra几

sufficient -RLS -RA 

完備している。

full -RLS -RA 

b. tsaUIJ1 -TA -ra庄 ？aUIJ1 -TA -raリ

sit -RLS -RA sell -RLS -RA 

座って売った。

Parat が不可能なもの 一方で、 並位節化のパラフレ ー ズが不可能な複動詞構造もある。 並位節化する

とその意味が大きく変化し、 場合によってはそれが意味をなすために特殊な文脈を用意する必要が生じ

ることもある。

(31) a. tsoL -TA-yuH -TA-ra几

eat -& -look.at -RLs -RA 

食べたことがある 21
0 

(32) a. veJJF -TA-t!!
H -TA -raリ

dare -& -speak -RLS -RA 

話す勇気がある。

(33) a. choIJH -TA -to'lF -TA -ra且

follow -& -ascend -RLS -RA 

一緒に上った。

(34) a. k!!tH -yoF -TA-raり

make -necessary ·RLS ·RA 

作る必要がある。

(35) a. tso1 -k�'lH -TA -raリ

eat -pnt.in -RLS -RA 

（よいタイミングで）食べてやった。

(36) a. kyaukF -nQJJF -TA-ra旦

be.scared -send.sh -RLS -RA 

怖がらせた。

(37) a. tsayH -TA-phyaukH -TA -raリ

do.sth -& -lose.VT -RLS -RA 

あれこれしていて失くした。
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b. tso1 -TA -ra圧 yuH -TA-raリ

eat -RLS -RA look.at -RLs -RA 

食べた、 視た。

b. veIJF -TA -ra庄 t'.!H -TA-ra圧

dare -RLS -RA speak -RLS -RA 

勇敢だ、 話した。

b. choJJH -TA -raH , to?F -TA -raリ

follow -RLs -RA ascend -RLS -RA 

追った、 上った。

b. k!l,tH -TA -ra庄 yoF -TA-ra且

make -RLS -RA necessary -RLS -RA 

作った、 必要だ。

b. tsoL -TA -ra庄 k�?H -TA-raリ

eat -RLS -RA put.in -RLS -RA 

食べた、 入れた。

b. kyaukF -TA -ra庄 nQIJF -TA -ra凡

be.scared -RLs -RA send.sh -RLS -RA 

怖がった、 遣わした。

b. tsayH -TA-raH , phyaukH -TA-ra且

do.sth -RLs -RA lose.VT -RLS -RA 

仕舞い込んだ、 失くした。 22



(38) a. paF -TA -t::!H -TA -raリ b. paF -TA -ra庄 t�H -TA -raリ

know -& -speak -RLS -RA know -RLS -RA speak -RLS -RA 

話すことができる。 知っている、 話した。

§5.1で、 並位節化が可能な複動詞構造V1V2 においてV]とV2 は構造的に対等であると述べた。 そ

のような複動詞構造を並位型、Parat を許さずV］ とV2 が構造的に対等でないものを非並位型と名付け

ることにする。

実はこの基準には若干の例外がある。 fi!!mF -TA-khyoH「低く下げる」とtQL -TA-myjtH「忘れる」の2

つについてコンサルタントは並位節化のパラフレ ー ズができないと判断したが、 これらは並位型複動詞

構造である。 前者のV1であるngm門ま単独および複動詞構造で 「低い」あるいは 「低くする」の意味で

用いられ、V2 であるkhy岱も単独及び複動詞構造で 「 下ろす。落とす」およびそこから派生した 「（罠

を）仕掛ける」「（命令を）下す」「（数を）定める」などの意味を表す。 複動詞構造ny1:1mF -TA-khy訊に

おいてはいずれの動詞もその基本的な語葉的意味を表している。 後者のV1であるt叶はこの例を除い

て一貫して語羹的意味 「置く」を表し、V2 であるmyit叫ま、 ほとんど複動詞構造tQL -TA-myj庄および

yapF -TA-myi円 「眠りこける」のみに現れ、 通常は単独で述部を形成しない 23
0

前者が並位節化のパラフレ ー ズを許さないのは、V］ が自他両用動詞ambitransitive verb であり、 単独

では自動詞としての用法の方が使用頻度が高く、 並位節化の結果それが自動詞と解釈されるためであろ

うと考えられる。 後者については末だ原因を特定することができない 240

以上のような少数の例外はあるものの、 並位節化を複動詞構造が拉位型か非亜位型かを判定する基準

として用いて差し支えない。

6.1.1 Aikhenvald (2006)の「対称的vs.非対称的」対立とのずれ

本稿の並位型vs.非並位型の対立は、 Aikhenvald(2006)の基準A．すなわち、 「 対称的vs.非対称的」

の対立を思い起こさせるものである。 しかしながら、 両者が完全に一致するわけではない。

本稿で取り上げる複動詞構造のうち、 Aikhenvaldの対称的SVC、 すなわち、 開いた動詞類の要素2

つからなるものは、 基本的に並位節化を許す。

一方、 Aikhenvaldの非対称的SVC、 すなわち、 開いた （無制限の）動詞類からの要素lつと、 意味

的・文法的に制限された （閉じた）動詞類からの要素1つからなるもののほとんどは並位節化を許さな

いが、 少なくとも次のものが並位節化を許すことがわかっている。

I. V1が直示的移動を表す動詞で、 発話場所への移動、 あるいは発話場所から離れる移動の後でV2

の表す動作が行われることを表す複動詞構造。

JiH -TA-V「 来てVする」（＜来る）

JoF -TA-V「 定位置に戻って来てVする」（＜来る出

ye1 -TA-V「行ってVする」（＜行く）

JoH -TA-V「定位置に戻って行ってVする」（＜行くH)

これらのV1は直示的移動動詞という閉じた類を成し、 実質上全ての動作動詞と共起するので、

Aikhenvaldの非対称的SVC に分類されると言ってよいであろう。 しかしながら、 これらのV1

を含む複動詞構造は並位節化を許す。

2. V]がV2 の表す動作の様態を表す複動詞構造のうち、 V1が脱意味化を起こしていないもの。

tsauJJF_ TA-?au1J1「座って売るJ (＜座る． ＋売る）
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ye?F-TA-?au計「立って売る」（＜立つ＋売る）

tsau:gF もye汗も身体動作を表す動詞である。 上記いずれの複動詞構造においても、V ] が表す身

体動作の結果としての身体的位置づけはV2の動作が行われる際にも保持されており、 ゆえにVI

はV2の表す動作の様態を表すものとみなすことができる。 以上のことからこれらの複動詞構造

はAikhenvaldの非対称的SVCに分類されると考え られるのであるが、 やはり並位節化を許す。

6.2 並位型複動詞構造の下位分類

残る2つの形式的基準のうち、Copy2は調査した全ての並位型複動詞構造について可能であった。

(39)四kH -fiaF 匹F -TAー四kH -TA-ra且 探して見つけはした。

find -TOP search -& -find -RLS -RA 

(40) k!!tH -fiaF JiH -TA -k;!tH -TA -ra且 来て作りはした。

make -TOP come -& -make -RLS -RA 

(41) saukH -fiaF tsoL -saukH -TA -raり 飲み食いはした。

drink -TOP eat -drink -RLS -RA 

(42) y!<lmH -fi砧 pap F -TA -wmH -TA -ra且

decay -TOP rot -& -decay -RLS -RA 

(43) phaungF -fiaF Y!!llF -phaungF -TA -raり

band -TOP assemble -band -RLS -RA 

(44) thukH ふ紅 po!JF -TA -thukH -TA -ra凡

exit -TOP shine -& -exit -RLS -RA 

(45) PY四H ふ研 cap F -py叩H -TA-raり

full -TOP sufficient -full -RLS -RA 

(46) ?auJJ1 -fiaF tsauJJF -TA -1aUJJ1 -TA -ra且

sell -TOP sit -& -sell -RLS -RA 

朽ちはした。

集まりはした。

光り出しはした。

完備はしている。

座って売りはした。

ー語肯定回答のふるまいに関しては、 全てのパタ ー ンが観察された。 このうち、Ans 1, Ans2両方とも

不可能なものが一番多かった。

Ans1, Ans2の両方とも不可

(47) \'QF -TA-y直H -TA -?i圧

search -& -find -RLS -Q 

探して見つけたか？

―
?e砧， yQF -TA -y!!kH -TA -raH / *yQF -TA -ra町＊Y!lkH -TA-raり

INTERJ search -& -find -RLS -RA search -RLS -RA find -RLS -RA 

—うん、 探して見つけた。
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(48) fiH -TA-k!!tH -TA-?iH . 

come -& -make -RLS -Q 

来て作ったか？

—
?eJJF , liH -TA-k!!,tH -TA-ra町＊liH -TA-ra町＊k!!tH -TA-raり

INTERJ come -& -make -RLS -RA come -RLS -RA make -RLS -RA 

ーうん、 来て作った。

(49) tso1 -saukH -TA -?i8 . 

eat -drink -RLS -Q 

飲み食いしたか？

—?e砧， tso1 -saukH -TA -ra町＊tsoL -TA-ra町＊saukH -TA-raり

INTERJ eat -drink -RLS -RA eat -RLS ·RA drink -RLS -RA 

ーうん、 飲み食いした。

Ans1, Ans2 の両方とも可

(50)難mF -phaungF -TA妍． 集まったか？

assemble -band -RLS -Q 

—
?e研， Y!!IDF -phaungF -TA -ra町難mF -TA -raH / phaungF -TA -raリ

INTERJ assemble -band -RLS -RA assemble -RLs -RA band -RLs -RA 

—うん、 集まった。／ （同前） ／ （同前）

(51) POIJ凡thauk:H -TA -?iり 助けたか？

help -help -RLS -Q 

―?e砧， poJJH -thaukH -TA -raH / poJJH -TA -ra町thaukH -TA -ra圧

INTERJ help -help -RLS -RA help -RLs -RA help -RLs -RA 

ーうん、 助けた。I （同前） ／ （同前）

Ans1 のみ可

(52) po!JF -TA-thukH -TA-?iリ 光り出したか？

shine -& -exit -RLS -Q 

—
?eJJF , pOJJF -TA -thukH -TA -ra町poJJF -TA -ra町＊thukH -TA -ra圧

INTERJ shine -& -exit -RLS -RA shine -RLS -RA exit -RLS -RA 

ーうん、 光り出した。／光った。/-

(53) capF -py四H -TA-?i8 . 完備しているか？

sufficient -full -RLs -Q 

—
?eJJF capF -py四H -TA-ra町capF -TA-ra町＊PYll!JH -TA -raH . 

INTERJ sufficient -full -RLS -RA sufficient -RLS -RA full -RLS -RA 

—うん、 完備している。／揃っている。/-
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Ans2のみ可

(54) tsaUIJF -TA-7aUIJL -TA-?iり 座って売ったか？

sit -& -sell -RLS -Q 

―?e砧， tsaUIJF -TA-'laUIJL -TA -ra町＊tsauuL -TA -ra町？aUIJL -TA-raH . 

INTERJ sit -& -sell ·RLS -RA sit -RLS -RA sell -RLS -RA 

ーうん、 座って売った。/-/売った。

6.2.1 Ans1, Ans2の両方とも不可能な並位型複動詞構造

並位型複動詞構造V ] もの中で多数を占めるのは、 継起する事象を表す2つの動詞からなるものであ

る。 そして、 その多くでAns 1, Ans2のいずれもが不可能である。

(55) y抑F -TA-phyitH 「決定する」（＜話し合う＋断つ）

匹F -TA-myo研「探して見つける」（＜探す＋見つける）

yo?F -TA-y炉「織って見せる」（＜織る＋見せる）

cinF -TA-y忍「列を作る」（＜並ぶ＋立つ）

kau L -TA-te呼「渡る」（＜渡る＋付く）

kauY-TA-vo?F 「集めて担ぐ」（＜集める＋担ぐ）

ke-!]F -TA-py亙「分配する」（く分ける＋配る）

k�mF -TA-se匹「突いて殺す」（＜（槍で）突く＋殺す）

kyd---TA-碑餅「聞くのが煩わしい」（＜聞く＋嫌う）

pe?F -TA-kho?H 「叩き割る」（＜叩く十割る）

pho-!]F -TA-t吋「逃げ去る」（＜逃げる＋走る）

四L -TA-my祖「束にして縛る」（＜束にする＋縛る）

thaL -TA-t�yサ「替えて結わえる」（＜替える＋結わえる）

tsd---TA-kyiL 「食べて満腹する」（＜食べる＋満腹する）

JiH -TA-V「来てVする」（＜来る）／I品TA-V「定位置に戻って来てVする」（＜来る出

yふTA-V「行ってVする」（＜行く）／1岱-TA-V「定位置に戻って行ってVする」（＜行く H )

2つの動詞が表す事象の間には様々な意味的関係を読み込むこともできるが、 それは必須ではない。

これらの複動詞構造がAnslもAns2も許さないのは、2つの事象が対等の重みを持ち、 どちらか一方

だけで両方を代表させることができないことの証左と受け取れる。 構造的には、V1とV叶ま等位関係に

あると考えてよい。

継起する事象を表す2つの動詞からなる複動詞構造では、 基本声調がFかLであるV]は声調交替を

起こす。 上記の例でV1とV2の間に声調交替を引き起こす要素ーTAを介在させているのはこのためで

ある。 基本声調がHであるV1については、 声調の交替から -TAの有無を直接確認することはできな

いが、 この場合だけFやLの場合と異なる構造を取ると考えるのも不自然なので、 これらにならって

-TAが介在しているものとする。

(56) k�礼TA-chiF 「作って使う」（＜作る＋使う）

po-!]H -TA-vo?F 「助けて抱える」（＜助ける＋抱える）
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直砂TA-tsoL 「調理して食べる」（＜調理する＋食べる）

kyoH -TA-sitF 「落ちて死ぬ」（＜落ちる＋死ぬ）

p�H -TA-chau計「礼拝する」（＜脆く＋讃える）

chatH -TA-ke研「割いて分ける」（＜割く十分ける）

tQH -TA-ye戸「立ち上がる」（＜起きる＋立つ）

JiH -TA-V「来てVする」（＜来る） ／JoF -TA-V「定位置に戻って来てVする」（＜来る出

yeL -TA-V「行ってVする」（＜行く） ／JoH -TA-V「定位置に戻って行ってVする」（＜行く出

少数ではあるが、V1とV2が継起する事象を表さないものが存在する。

(57)同毅・顆義の事象を表す2つの動詞からなるもの

pap F -TA-yomH 「朽ちる」（＜腐る＋朽ちる）

pyo?F -TA-pauげ「滅びる」（＜壊れる＋霧散する）

w•L (-TA)-yg研「大きい」（＜大きい＋長い）

ka叶tg研「堅固だ」（＜長持ちする十揺らがない）

uau炉pauL 「喜ぶ」（＜好む十喜ぶ）

励H -?-khamH 「取り囲む」（＜巡る＋囲む）

nauH -?-n§炉「優しい」（＜柔かい＋柔かい）

これらは類義の2つの動詞からなり、2つの事象は継起しない。kau L -t�研「堅固だ」とuauy F-pauL

「喜ぶ」のV1に声調交替が起こらないのは、 事象の継起を表すものでないということを反映しているも

のと思われるが、 yiL (-TA)-yg研「大きい」 では声調交替が起こる形式と、 起こらない形式の両方が確

認された。 両者の間に意味の違いがあるかどうかについては確認していない。 なお、V]の基本声調が

Hである場合、TAが存在するかどうかは確定できない。 表記字はこのことを表すものである。

(58)対置された2つの事象からなるもの

tsoL ぷaukH 「飲み食いする」（＜食べる＋飲む）

chauサカ迎y H 「讃えて歌う」（＜讃える＋歌う）

tsoL ふau炉「飲み食いする」は対置された事象を表す2つの動詞からなるものだが、 この場合も2つ

の事象は継起しない （食べた後で飲むという意味ではない）。 ここでも、V1に声調交替が起こらないの

は事象の継起を表さないことの反映と受け取れる。

6.2.2 Ans1, Ans2の両方とも可能な並位型複動詞構造

Ans], Ans2の両方とも可能な並位型複動詞構造V1V2は、 いずれも同義・類義の2つの動詞からな

る。 同義あるいはそれに準ずる意味関係を持つがゆえに、 Ans!, Ans2の両方が可能なのであろう。

(59) y�mF -phau砧「集合する」（＜集まる＋合わさる）

po砂？—thaukH 「助ける」（＜助ける＋助ける）

tsamH -?-khukF 「付き合う」（＜付き合う＋付き合う）

V1の声調交替に関しては、 例が少ないこともあって、 確実に起こっていると言えるものは確認でき

なかった。
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6.2.3 Ans1のみ可能

Anslのみ可能な並位型複動詞構造 V1V2には、 さまざまなケ ー ス が見られる。

(60) V] が他動詞 であり、V2 がその結果の意味を表す自動詞であるもの 25

匹F -TA-t研「立たせる」（＜立てる＋起きる）

J�?H -TA-ky四妍「日干しする」（＜日干しする＋乾く）

citH -TA-t忍「愛する」（＜愛する＋付く）

叫F -TA-tQH「立たせる」のV1であるtg計はそれぞれ動作者と主題の意味役割を担う2 つの項を取

る。 一 方 、V2 であるt研は主題の意味役割を表す1つの項を取り、 それはV1の主題 項 と同一指示で

ある。citH -TA-te?F「愛する」につ いても 同様のこ とが当てはまる。 このような 場合にAns] が可能で

Ans2が不可能なのは、V2 がV1に付随する事象とみな され、 意味的にV2 よりも V] の方により重きが

置かれるためであろうと考える。 ただし、 意味的 な 重みは違っても 、構造的には動詞の等位接続である

と考えたい。

(6])比較的広い意味を持つV2 が、当該複動詞構造の中でV1の意味に合わせた読みを与えられるもの

継起： po研TA-thu炉「光り出す」（＜光る＋出る）

同義・類義：capF(-TA)-pya炉「充足する」（＜揃う＋満ちる）

koH -?-n!JnH「踊る」（＜踊る＋身体を揺らす）

thukH「出る」は単独では具体物が閉じた領域から外部に移動するという意味を表すが、poりF -TA-thukH

「光り出す」においては、 po研「光る」の意味に合わせて、 発光体 から光線が発している意を表す。 コ

ンサルタントがAns2を不可としたのは、V2を単独の場合の意味 で解釈したためである。

pya研「満ちる」 が単独で用 いられた場合には、物質があるスペースを満たすという意味に受け取ら

れる。cap F(-TA)-pya餅「充足する」においては、 pya炉はcapF「揃う」の意味に合わせて、備えるべ

きものや要件が完全に備わっている意を表す。 コ ンサルタントがAns2を不可とした理由は、V2が単独

の場合の意味に解されて「何が一杯にな っているのかわからな いから」 というものであった。

koH -?-n!JnH「踊る」のn!JnH「揺らす」 は、 こ こ では踊りの動作として体を揺らす意を表す。 単独では

踊りの動作という限定的 な 意味には受け取られない。

前述の(60)の場合 と意味関係は違うものの、 この場合にも 意味的にVlにより重きが置かれるために

Anslが可能とな りAns2 が不可能と な るものと考えられる。

Vふの問いに対する答えとしてでさえ、 コ ンサルタントがAns2を不可とした点に注意 されたい。

V2 がV1V2 内で持つような 意味を表すには、直近の先行文脈でV1V2 と言う形式が与えられているだけ

では不十分なのである。

(62) V1 とV2 が同義・類義だが、V2 が単独で使用されない、 あるいはされにくいもの

匹りH -?-tsinH「健康だ」（＜熟する＋熟する）

kyiL -TA-khyakH「苦しむ」（＜苦しむ＋憐れだ）

紐耐(-TA)-Y!ll11JH「装飾する」（＜飾る＋飾る）

匹砂？—tsinH ［健康だ」のtsi沖は単独で用いられない形式である。kyiL-TA-khyaぃi「苦しむ」の

khya炉もほとんど名詞n!JkH「心」 とのN+V熟語動詞の中でのみ用いられる。
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また、 紐u研とygg炉は同義だが、 ygg炉には「煮る」という読み （あるいは同音異義語かもしれな

い）があり、 単独で用いられた場合、 その読みが優先される竺

これらの複動詞構造で、V ] とV2の間に意味的な重みの差があるかどうかは定かでない。 しかし、 単

独での形態的自立性の観点から見ればV2は明らかにV1より軽い。

(60)-(62)の考察から、Ans]が可能でAns2が不可能なのは、 意味的ないしは形態的自立性の観点か

らV2よりV1に重みが置かれる場合である、 とまとめることができる。

6.2.4 Ans2のみ可能

Ans2のみ可能な並位型複動詞構造V1V2の多くは、 意味的にV2に重きが置かれるものである。

(63)比較的広い意味を持つV1 が、当該複動詞構造の中でV2の意味に合わせた読みを与えられるもの

同義・類義：pakF(-TA)-poJJF「光る」（＜射る＋光る）

pakF(-TA)-po研「光る」 のV1であるpakF は、 ここでは光線が対象物を照らすという意味に解釈さ

れる。 単独では投榔・射出武器で獲物を仕留めるという解釈が優先されるため、Ans]が不可能である

と判断された。

(64) V ] がV2の表す事象の様態を表すもの

tsauJJF -TA-?au計「座って売る」（＜座る十売る）

ye]F -TA-?au祈「立って売る」（＜立つ＋売る）

前述のとおり、V2が表す動作の様態を表すV1を含む複動詞構造の全てが並位型であるわけではな

ぃo khukH -TA-V「こっそりV」やchoJJH -TA-V「一緒にV」など、V ] が脱意味化を起こしているもの

は、 後述する非並位型のA類(§6.3.1)に属する。

(65) V1が他動詞であり、V2がその結果の意味を表す自動詞であるもの

tsoL -TA-k叫［食べつくす」［＜食べる＋尽きる）

同様に原因 ー 結 果 の 意味関係を表 しながらも Ans] を許し Ans2 を許さないものと異なり 、

tsoL -TA-kanF「食べつくす」では「食べる」という動作よりも、 それによって「食べる」の被動者

である食物がなくなったことの方に重きが置かれていると考えられる。

(66) V2がV1によって表される事象に関する判断を表すもの

k£1tH -TA-satH「し誤る」（＜する＋誤る）

この複動詞構造は、 主語が何かの行為を行い、 その行為に関して誤っていることを表す。 これがAns2

のみを許しAns]を許さないのは、 意味的な重点がV2が表す判断「誤っている」にあるからであろう

と考えられる。

形態論的自立性の観点からV ] よりV2に重きが置かれる複動詞構造もある。

(67) p訊TA-lomF「参加する」（＜含まれる＋含まれる）

この例ではV ] とV2は同義であるが、V ] が弱化を起こして形態的にV2に依存している。 この例で

Ans]が不可能なのはこのV1の形態的非自立性によるものと思われる。 ちなみに、V1が弱化しなくて

もAns]は不可能である。
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(68) poF -TA-l!'lmF -TA -?iり 参加するか？

included -& -included -RLS -Q 

—?eJJF , poF -TA-fomF -TA-raH I *poF -TA-raH I *poF -TA-ra町

INTERJ included -& -included -RLS -RA included -RLS -RA included -RLS -RA 

lomF -TA-raリ —うん、 参加する。/-/-/参加する。

included -RLs -RA 

6.2.5 並位型複動詞構造のまとめ

本節ではー語肯定回答のふるまいに基づいて、 ロ ンウォ ー語の並位型複動詞構造を観察してきた。

並位型複動詞構造V1V2 は、V1 とV2 の意味的関係から、 次の3つに分けられる。

1. V]とV2 が継起する2つの事象を表すもの

（通常、Ans!,Ans2とも不可、V1 に声調交替が起こる。）

2. V ] とV2 が継起しないが対置された2つの事象を表すもの

（通常、 Ans!,Ans2とも不可、V1 に声調交替が起こらない。）

3. V]とV2 が同義・類義の2つの事象を表すもの

(Ans 1, Ans2の両方不可または両方可、V] に声調交替が起こる場合も起こらない場合もある。）

ただし、 意味的および形態論的自立性の観点からV] により重きが置かれた場合Anslが可能になり、

V2 により重きが置かれた場合Ans2が可能になる。

6.3 非並位型複動詞構造の下位分類

次に、 非並位型の複動詞構造のふるまいを観察する。 非並位型の複動詞構造は、 肯定ー語回答(Ansl,

Ans2)に関して、 次の3通りのふるまいを示す。

Ans2のみ可

(69) choJJH -TA-to'lF -TA-?i几

follow -& -ascend -RLS -Q 

一緒に上ったか？

— ?e砧， choJJH -TA・to1F -TA -ra町＊choJJH -TA -ra町to1F -TA-raリ

INTERJ follow -& -ascend -RLS -RA follow -RLS -RA ascend -RLS -RA 

ーうん、 一緒に上った。I-I上った。

(70) k!!tH ·\'OF -TA -?i且 作る必要があるか？

make -necessary -RLS -Q 

― ?eJJF , k�tH -yoF -TA-ra町＊k�tH -TA-ra叫yoF -TA-ra几

INTERJ make -necessary -RLS -RA make -RLS -RA necessary -RLS -RA 

ーうん、 作る必要がある。I-I必要だ。
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Ans1 のみ可

(71) tso1 -TA--yuH -TA-?iり

eat -& -look.at -RLs -Q 

食べたことがあるか？

—?e研， tso1 -TA -yuH -TA -ra町tso1 -TA -ra町＊yuH -TA-ra几

INTERJ eat -& -look.at -RLS -RA eat -RLS -RA look.at -RLS -RA 

ー食べたことがある。／食べた。I-

(72) veIJF -TA-t;!H -TA-?iり

dare -& -speak -RLS -Q 

話す勇気があるか？

—?eJJF , veIJF -TA -t!!H -TA -ra叫veIJF -TA -raH / *t;iH -TA -raリ

INTERJ dare -& -speak -RLS -RA dare -RLS -RA speak -RLS -RA 

—うん、 話す勇気がある。／勇気がある。I-

どちらも不可

(73) tso1 -TA -k�'lH -TA -7.iリ

eat -& -put.in -RLS -Q 

食べてやったか？

—
?eIJF , tsoL -TA -k面?H -TA-ra町＊tsoL -TA -ra町＊k�?H -TA-raリ

INTERJ eat -& -put.in -RLS -RA eat -RLS -RA put.in -RLS -RA 

ーうん、 食べてやった。I-I-

(74) kyaukF -IlQlJF -TA-?i几

be.scared -send.sh -RLS -Q 

怖がらせたか？

-'?eJJF , kyaukF -llQIJF -TA -raH / *kyaukF -TA -raH / *n,砧 -TA-ra且

INTERJ be.scared -send.sh -RLS -RA be.scared -RLS -RA send.sh -RLS -RA 

—うん、 怖がらせた。I-I

(75) tsayH -TA -phyaukH -TA -?iり

do.sth -& -lose.VT -RLS -Q 

あれこれしていて失くしたのか？

—?eJJF , tsayH -TA-phyaukH -TA-ra町＊tsayH -TA -ra町＊phyaukH -TA -raり

INTERJ do.sth -& -lose.VT -RLS -RA do.sth -RLS -RA lose.VT -RLS -RA 

—うん、 あれこれしていて失くした。/-!-

(76) paF -TA-t!!H -TA-7.iリ

know -& -speak -RLS -Q 

話すことができるか？ （ある言語を習得している、 という意味で）

-?e砧， paF • TA -t!!H -TA -raH / *paF -TA -raH / *tl!H -TA -raり

INTERJ know -& -speak -RLS -RA know -RLS -RA speak -RLS -RA 

—うん、 話すことができる。/-/-

また、 話題表示辞を伴った V2 のコピー (Copy2) に関しては、 できないものとできるものとがある。
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Copy2が可能なもの

(77) to1F -fiaF cho!JH -TA-to1F -TA -raリ

ascend -TOP follow -& -ascend -RLS -RA 

一緒に上りはしたんだけど．．．

(78) yoF -fiaF k1!tH -yoF -TA -raリ

necessary -TOP make -necessary -RLS -RA 

作る必要はあるんだけど…

(79) t�H -fiaF veJJF -TA -t�H -TA -ra凡

speak -TOP dare -& -speak -RLS -RA 

話す勇気はあるんだけど．．．

(80) t!!H -fi研 paF -t!!H -TA -ra且

speak -TOP know -speak -RLS -RA 

話すことはできるんだけど…

(81) phyaukH -fiaF tsayH -TA -phyaukH -TA -raり

lose.VT -TOP do.sth -& -lose.VT -RLS -RA 

あれこれしていて失くしはしたんだけど…

Copy2が不可能なもの

(82) *nQIJF -fiaF kyaukF -nQIJF -TA -raり

send.sh -TOP be.scared -send.sh -RLS -RA 

(83) *yuH -fiaF tsoL -TA -yuH -TA -raリ

look.at -TOP eat -＆ ・look.at •RLs •RA 

(84) *k�?H -fi砧 tsoL -TA -k�1H -TA -raリ

put.in -TOP eat -& -put.in -RLS -RA 

上記2 つの基準に基づいて、 非並位型複動詞構造を大きく4類に分類することができる。

ただし、 非並位型複動詞構造の中には、 形式的に主要部を見分ける基準となるー語肯定回答を許さな

いものがいくつかある。 これらについては、 主要4類のうち類似点の多いものの特殊例とみなす。
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(85)非並位型複動詞構造の分類
話題表示辞を伴ったV2のコピー

Copy2可＝V2が語葉的意味を表す Copy2不可＝V2が語棠的意味を表さない
A．修飾動詞 ー主動詞 B．補動詞 ー主動詞

Ans2のみ可 ex. chaが1-TA-V ex. V-yif 

=V2が主動詞 「一緒にV」 「Vする必要がある」

語 (69),(77) (70),(78) 
D'．主動詞 ー補動詞 A'．修飾動詞 ー主動詞 B'．補動詞 ー主動詞 C'．主動言司 ー修飾動詞

肯 ex.paF-TA-V ex tsayH-?-V「他の ex,V-ng1J F ex V-TA-k;,?H 

r 疋 どちらも不可
回 《習得した能力》 ことをしていてVして 《使役》 《効果的遂行》

答 (76),(80) しまう」(75),(81) (74),(82) (73),(84) 
D主動詞 ー補動詞 C.主動詞 ー修飾動詞

Ans!のみ可 ex venH -TA-V ex, V-TA-yuH 

=V1が主動詞 「Vする勇気がある」 《経験》，《試行》
(72),(79) (71),(83) 

以下で、 各類の特徴を見ていく。

6.3.1 A類

A類ではー 語肯定回答のうちAns2のみが可能であり、 このことは開いた類に属するV2が主動詞で

あることを示す。 またCopy2が可能であり、 このことはV2が語彙的意味を表すことを示す。 固定され

たV1は語彙的な意味を表すものでなく、 主動詞V2の意味に修飾を加える要素として働く。 このよう

な要素を修飾動詞modifier verbと名付ける。

(86) CよTA-V《優勢比較》（＜余る）

l§mF -TA-V「離れた所からV;待ち構えてV」(―)

ts§りF -TA-V《個別》「各々が／を／にV」(＜集まる）

四kH -TA-V《不可避；無意識》（＜会う）

cho砂TA-V「一緒にV」(＜追う、 同行する）

khukH -TA-V「こっそりV」(＜盗む）

lgu砂TA-V「習慣的にV」(＜閉じ込める？）

sau砂TA-V「過度にV」(―)

迎砂TA-V「過度にV」(—)

tamF -TA-V「再びV」(―)

the?H -TA-V《不注意；無意識》（＜得る）

tsamH -TA-V「連れだってV」(＜付き合う）

tsho?H -TA-V「続けてV」(＜つなげる）

この類のV]には、 単独で述部として用いられないものがいくつかある。 上記リストで（一）を付し

たものがこれに当たる。 これらを動詞とみなすのは、 否定辞がこれらに前接されるという事実があるか

らである。 N+V熟語動詞において名詞部分が全体の意味の成立に不可欠であるにもかかわらず、 否定

辞が名詞部分ではなく動詞部分に前接されるということを思い起こせば、 これらのV1を動詞とみなす

ことには十分な根拠があると言えるだろう。
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6.3.2 B類

B類もA類同様、 ー語肯定回答のうちAns2のみが可能であり、 またCopy2が可能である。 B類と

異なるのは、 語彙的意味を表す主動詞V2 が固定された要素であり、V1が開いた類に属するという点で

ある。

(87) V-yd'「Vする必要がある」（＜必要だ）

V-chaL「Vする必要がある」（＜必要だ）

V-nukF 《願望》「Vしたい」（＜欲する）

V-yukL rvしにくい」（＜難しい）

V-JauyF「Vしやすい」（＜易しい）

B類の複動詞構造が述部となる情報授受文において、 現実vs.非現実の法の対立はV2についての判

断を示す。

(88) a.*ne汗moH paF t!!H -TA -raリ

tomorrow speak -RLS -RA 

b. ne?F moH paF t1!H -nukF -TA -ra圧

tomorrow speak -want -RLS -RA 

明日話したい。

(88a)が不適格と判断されるのは、 ne?Fm岱paF「 明日」が末来時を表す時間名詞であり、 現実法と両

立しないためである。(88b)が適格と判断されるのは、「（主語が指示する人が）話す」という活動とは

独立した「 （主語が指示する人が）明日話すことを望む」という心理的状態が発話時点で成立している

からである 27。 もしもne?Fm柑p研がnuk1'を修飾するのであれば、(88b)は不適格になるはずである。

以上のことから、 この類の複動詞構造の内部で主たる要素はV2 であり、V1はV2 の「補語」相当で

あると考えるのが妥当である。 ゆえにこれらV1を （述部内の）補動詞(predicateinternal) complement 

verbと名付ける。

なお、 B類のV1は声調交替を起こさないことに注意されたい。

6.3.3 C類

c類では一語肯定回答のうちAns]のみが可能であり、 Copy2は不可能である。 このことは開いた類

に属するV1が主動詞であり、 固定された要素であるV2 が語葉的意味を表さないことを示す。V1,V2 

の両方が語彙的意味を表さないことはあり得ないので、 必然的に主動詞であるV]が語彙的意味を表す

ということになる。 陀の働きはV] の表す事象に修飾を加えることである。 ゆえにA類のV1同様、 修

飾動詞とみなす。 表す意味に違いはあるが、 A類と鏡像の関係にあると言ってよい。

V2 の表す意味としては、 下記のようなものがある。

(89)移動そのものの方向・動作の後の移動の方向にかかわるもの

V-TA-liH「Vして来る」（＜来る）

V-TA-1岱「Vして定位置に戻って来る」（＜来る出

V-TA-yeL「Vして行く」（＜行く）

V-TA-JoH「Vして定位置に戻って行く」（＜行く叫
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(90) 事象の局相にかかわるもの

V-TA-c訊《結果の持続》（＜在る）

V-TA-y厨「最初にV;Vし始める」（＜始まる）

V-TA-y屈《経験》「Vしたことがある」（く見る）

V-TA-n迂《進行》「Vしている」（＜居る）

V-TA-1戸《突然の変化》（＜来る）

V-TA-1岱《漸進；現在までの持続》（＜来るか

V-TA-ye1 《現在以降の持続》（＜行く）

V-TA-]訊《変化の完了》（＜行く出

(91)事象の様態にかかわるもの

V-TA-y呼《試行》「Vしてみる」（く見る）

V-TA-pyaukF 《変化の完了》（＜消え去る）

V-TA-t叶《準備》「Vしておく」（＜置く）

V-TA-yuF 《取得》「Vして取る」（＜取る）

V-pyif-《授益》「Vしてやる」（＜与える）

V-cho内《結果の残存》(—)

6.3.4 D類

D類では、 ー語肯定回答のうちAnslが可能であり、Copy2も可能である。 これは固定された要素で

あるV］が主動詞であり、 開いた類に属するV2が語彙的意味を表すことを示している。

(92) nukF -TA-V《願望》「Vしたい」（＜欲する）

yoH -TA-V《状況による可能；許可》（＜得る）

kayF -TA-V《潜在的可能性；先天的能力》（＜良い）

pinF -TA-V《完了》「Vし終わる」（＜終わる）

ve砂TA-V「Vする勇気がある」（＜勇敢だ）

nukF 「 欲する」はB類のV2としても現れる要素で、(93)は(88)と同じ意味を表す。

(93) ne汗mo8paF nukF -TA -t;!8 -TA -ra且

tomorrow want -& -speak -RLS -RA 

明日話したい。

ということは、(93)においては文標識の表す現実法がV1についての判断を示すということである。 そ

うでなければ、(93)の適格性が説明されない。

また、(88）でY1がV2の補動詞であることから、 それと同じ意味を表す(93)ではV2がV1の補動詞

であると考えられる。 動詞がその補語に後続するのが基本語順であるロンウォ ー語において、 これはか

なり特異なことである。

D類のnukF と同様の扱いができるものとしては他に、 匹H -TA-V《状況による可能；許可》がある。

ただし、 nukF の場合と比べて、 単独で述部となる場合との意味の違いが大きい。
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(94) ne汗m油paF \'OH -TA -t::!H -TA -raり

tomorrow get -& -speak -RLS -RA 

明日話すことができる。（状況がそれを許す）

kayF -TA-V《潜在的可能性；先天的能力》においてもV1をV2の補動詞とみなし得る。nukF -TA-V

《願望》「Vしたい」の場合と同様に、 現実法の文の解釈がV1が主要部であるという見方を支持する。

(95) ne汗mo 8paF kayF -TA -t�8 -TA -raり

tomorrow good -& -speak -RLS -RA 

明日話すことができる。（主語の自由意志によって）

veIJH -TA-V「Vする勇気がある」については、V2はV1にとって必須の要素ではなく、 随意的な補語

である。ここでも現実法の文の解釈によってV1が主要部であるという見方が支持される。

(96) ne汗mo 8paF veJJ8 -TA -t�8 -TA -raリ

tomorrow brave -& -speak -RLS -RA 

明日話す勇気がある。

pinF -TA-V《完了》「Vし終わる」については、 その表す事象が現実と判断されればV2単独で表す事

象もやはり現実と判断されることになるので、 現実法の文をV1が主要部であることの根拠に使うこと

はできない。V1単独では出来事を表す名詞旬の主語を取る自動詞であるため、V1を主要部として認

める。

V1の基本声調がFであるものについては、 明らかに声調交替が起こっている。V1の基本声調がHで

あるものについても、 これに準じておく。

6.3.5 B'類

(97) V-paF 《習得した能力；傾向》（＜知る）

V-nQ忙《使役》（＜遣わす）

これら2つの複動詞構造は、V1が開いた類に属しV2が固定された要素である点、 およびV1が声調

交替を起こさないという点でB類と共通する。しかし、 ー語肯定回答は不可能であり、Copy2も許さな

い。その原因は、 主動詞であるV2の意味と、 それが単独で述部となる場合の意味との間にかなりの開

きがあり、 本来の語棠的意味を表さなくなっていることに帰することができるだろう。

6.3.6 C'類

(98) V-TA-k§?H 《効果的遂行》（＜入れる）

V-TA-py§炉《完遂》「Vしきる」（＜愧る）

これら2つの複動詞構造は、V] が開いた類に属しV2が固定された要素である点、Copy2が不可能

であり従ってV2が語彙的な意味を表さない点、 および、 V] が声調交替を起こす点でC類の大多数と

共通する。これらがー語肯定回答を許さない理由はよくわからないが、 少なくともB'類の場合のよう

に、V2としての意味と単独で述部となる場合の意味の間の隔たりに帰することはできない。なぜなら、

C類の中にも同様な意味の開きを示すものが存在するからである。
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6.3.7 D'類

(99) paF-TA-V 《習得した能力》（＜知る）

V1 が固定された要素であり V2 が開いた類に属する。 また Copy2 が可能であり従って V2 が語彙的

な意味を表す。

paF-TA-V 《習得した能力》はB'類の V-p研《習得した能力；傾向》と共通する意味を持つ。 また、

(!OOa,b) とも、 発話時点において彼が様々な言語を話していなくても（それどころか、何も話していな

くても）真であり得るということから、これらの例で現実法が pa門こついての判断を示すことがわかり、

この点でも V-paF 《習得した能力；傾向》との共通性を示す。

(100) a. yo寸 myanH 雑ca兄aL C;!りF -paF -TA -ra且

he language -vanous speak -know -RLS -RA 

彼は様々な言語を話せる。

b. yo計 myan8 -?aca兄叶 paF -TA -C;!!!F -TA -ra且

he language -various know -& -speak -RLS -RA 

（同上）

以上の点から、 これをD類に準ずるものとして扱う。 ー語肯定回答を許さない理由は V-paF 《習得した

能力；傾向》の場合と同じである。

6.3.8 A'類

(101) tsayH -TA-V 「他のことをしていて V してしまう」（＜何かをする）

V1 が固定された要素であり V2 が開いた類に属すること、 Copy2 が可能であり従って V2 が語彙的な

意味を表すこと、 および、 ー語肯定回答を許さないことはD'類と共通する性質である。

D'類との違いは、D'類の V1 がー語肯定回答が不可能であるにもかかわらず主要部とみなすに足る

性質を持つのに対し、 この類の V1 はそれを持たないという点である。

6.3.9 C炉についての考察

ロ ンウォ ー語には、後続する動詞と結びついて対称的事象を表す c研という形式がある。 Cりは単独

で生起することがなく、いかなる語彙的意味も持たない。

否定辞mふ／tふを前接できることから、 C泣は動詞派生の前接辞か、あるいは単独で生起できない特

殊な動詞であるかのいずれかであると考えることができる。 本稿でこれを後者とみなす理由は以下の3

つである。

1. ロ ンウォ ー語で明らかに動詞派生前接辞とみなすことができるものとして、 名詞化前接辞？ふが

ある。 動詞に付く前接辞にはこの他に、 前述の否定前接辞mふ／tふと、 対比肯定の前接辞鉦L _が

ある。 これらに共通するのは音節弱化を起こしているという点であるが、 CQH はそうではない。

2. N+V熟語動詞との共起において、 C研が動詞部分に先行する場合と、名詞部分に先行する場合

の両方が見られる。
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(102) a. mya研 ＋CQH -myoL -TA -ra凡

language +RECIP -abound -RLS -RA 

言い争った。

b. CQH -rnyanH + rnyoL -TA -ra凡

RECIP -language +abound -RLS -RA 

（同上）

もしもc炉が動詞前接辞だとしたら、(102b)のように名詞に前接されることはないはずである。

（ちなみに、明らかに動詞前接辞である否定のmふ／ほがN+V熟語動詞の名詞部分に前接される

ことは絶対にない。cf.(8))

3. CQH-TA-Vは Copy2を許す。 もしもこれが派生前接辞＋動詞からなる ー語だとしたら、Copy2を

許さないはずである。

(103) t;!H -fiaF CQ H -t;!H -TA -raり

speak -TOP RECIP -speak -RLS -RA 

互いに話し合いはしたんだけど…

動詞CQH をV1とする複動詞構造は並位節化(Parat)を許さない。 CQH 自体が何らの語彙的意味も持

たないので、この複動詞構造を非並位型とみなして差し支えない。

動詞c研と共に複動詞構造をなすV2には、以下のようなものがある。

(104) a．動作主あるいは主題の意味役割を担うS項を取り、対称的な事象を表す動詞。S項は、等位

接続子—fJ.e?H を介した等位接続によって形成される名詞句か、あるいは複数表示の形式

-c抑代—pamF,—yeF などを後接した名詞句で、複数個体を指示する。

b.動作主あるいは主題の意味役割を担うS項と、共格ーfJ.e7H で表示されたSの「相方」の項の

計2項を取り、対称的な事象を表す動詞 28

C.動作主のA項と、被動者／主題／受領者のP項を取る動詞。 それ以外の項を取ることもあり得

る。P項の名詞句は少なくとも有生物を指示するものでなければならない。

(104c)に該当する動詞tf!H「話す」をV2とする複動詞構造は、Ansl,Ans2のいずれも許さない。

(105) CQH -t!!H -TA-?i凡

RECIP -speak -RLS -Q 

互いに話し合ったか？

—
?e砧， CQH -t!!H -TA -ra町＊CQH -TA-ra町＊t!!H -TA-ra旦

INTERJ RECIP -speak -RLS -RA RECIP -RLS -RA speak -RLS -RA 

ーうん、互いに話し合った。

このため、Ansl,Ans2に基づいてどちらが主動詞かを決定することはできない。

しかし、(106)の例をみる限り、cqi自体が複動詞構造全体としての項構造を決定していると考える

のが妥当であり、このことはcqiが主動詞であることの根拠とみなせる。

(106) a. ngoF yaoL -reF t!!H -TA -raり

he -ACC speak -RLS -RA 

私は彼に話した。

b. yaoL -fie呼 ngoF CQH -TA -t!!H -TA-ra几

he -COORD I RECIP -& -speak -RLS -RA 

彼と私は話し合った。
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c . ngoF yaoL -fie叩 CQH -TA -t11H -TA -raり

he -coM 

私は彼と話し合った。

RECJP -& -speak -RLS -RA 

ゆえに、 C炉を主動詞、V2を補動詞として、 この複動詞構造をD'類に含める。 あわせて、 他のD'

類（およびD類）同様、 C炉の後に声調交替を引き起こす要素-TAを立てる。（基本声調がHである

ため、 耳に聞こえる形での声調交替は起こらない。）
一 方、V2が対称的事象を表す(104a)または(104b )の場合だが、 残念ながらAns!, Ans2については

未確認である。（c炉がV2を伴うことなしには生起しない要素であるため、Ans!が不可という推測は

成り立つ。）ただこの場合には、(107)にみられるようにc炉の存在は述部の項構造に影響を与えない。

ゆえに、 この場合にはV2が主動詞、 C研が修飾動詞、 すなわちA'類の複動詞構造とみなすことができ

る。 この場合にも、 A'類およびA類の他の複動詞構造の例にならってc炉の後にTAを立てる。

(I 07) a. yao L -fie四 ngo F (cQH -TA) -tsamH -khuk F -TA -raり

he -COORD ] (RECIP -&) -socialize -socialize -RLS -RA 

彼と私は付き合いがある。

b. ngoF yao L -fie四 (cQH -TA) -tsamH -khukF -TA -rnり
he -COM (RECIP -&) -socialize -socialize -RLS -RA 

私は彼と付き合いがある。

7 分類基準として用いなかった文法現象

§5.3で、 談話役割表示辞(DRI)によって引き起こされる現象のうち、V1 のコヒ0-V1-DRI V1V2 

((2la)のような）は全ての複動詞構造V1V2に適用可能なため分類基準として働かず、V1 へのDRIの

付加V1-DRI V2 (21c)はそれを可能にする複動詞構造の特徴が明確でないため、 やはり分類基準として

働かないということを見た。 本節では、§5で挙げなかった2つの文法現象、V1の連位節化とV2へ の

否定辞前接が、 前接で分類した複動詞構造各類においてどのようなふるまいを示すかを観察する。 あわ

せて、 談話役割表示辞の一 つである話題表示辞のV1 への付加(Topi)についても、 複動詞構造各類にお

けるふるまいを見る。

7.1 V1の連位節(cosubordinate clause)化(Cosub1)

(3)に挙げたように、 ロ ンウォ ー語の従属節標識には—yalJL ［単純接続］と-mu計［継起］がある。 一般

に、-illUJJL が導く節の主動詞の表す事象は主動詞の表す事象に、 時間的に先行するか、 あるいは話者が

出来事を観察する順序において先行するかのいずれかであることが多い。

(108) mo寸pyo? L -yo]JL xitH -khyoF yeL -IDIDJL ?ayL -IDQJJL -ta]J L -me]JF 

PN -self front -ALL 

yeL -TA-lau!JH -TA-co? F -TA-kaリ

go -& -hide -& -exist -RLS -HS 

go ·SEQ that.DET -thatch -bundle -we 

モンピョッ自身は、 先に行って、 その藁の束に隠れていたとさ。（「モンピョッ」）
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(109) mo計pyo社 pyuF JJatF -m四L mo計JoL myaJJFkhaL JJatF -TA -kaり

PN man COP •SEQ PN t:tger COP -RLS -HS 

モンピョッは人間で、 モン ローは虎だったとさ。（「モンピョッ」）

一方、―yaサが導く節の主動詞の表す事象は主動詞の表す事象に厳密先行する必要はなく、2つの事

象がオーバーラップしていてもよい。

(110) manHtaleH -meJJF ほtsapF ye1 -TA -thaJJF -yaIJ1 ya計guJJ1 -khyoF 

Mandalay -we for.a.while go -& -halt -CONJ Yangon -ALL 

tamF -TA -tsho?H -TA -ye1 -TA. 

again -& -continue -& -go -RLS 

マンダレーにしばらく留まってから引き続きヤンゴンに行った。（ コ ンホン氏の自伝）

(111) sakH ふiL -VO峠iL -tsaL tsoL -y吋 nap -TA -layP -TA -lop -vaH -TA. 

tree -fruit -seed -only eat -CONJ stay -& -pass.by -& -comeH -RLZN -RLS 

（ ロ ンウォー人たちは ）木の実や種子だけを食べて暮らしてきた． （「ピュー人の洞窟J)

節標識 -illUJJL/-ya計が導く節の述部動詞が表す事象と、 主節の述部動詞が表す事象は、 意味的に等位

的な関係にある。 しかしながら、 -illUJJL/-ya計が導く節がどのような発話行為タイプを担うかは、 主節

の文標識によって決定される。 つまり、 -mu1JLたya計が導く節は主節と、 Role and Reference Grammar 

でいうところの連位接続 cosubordination の閾係にあるということができる。

(112) Vi の従属節標識 -muサによる連位節化 (Cosubl)

V] -V2— を V1 -illUJJ V2— にパラフレー ズできるかどうか。

-SEQ 

この現象は、 Enfield (2008) の Clause -separability を思い起こさせる。

並位型複動詞構造のうち継起的なものに Cosubl を許すものが多いのは予想されることだが、 全てに

おいて可能なわけでもなく、 コ ンサルタントは四mF -TA-phyitH 「決定する」，yQF -TA-myo研「探して

見つける」，keりF -TA-py岱 「分配する」，pe?F -TA-kho炉「叩き割る」，phoりF -TA-tg計「逃げ去る」に

ついて Cosubl が不可能と判断した。

一方、 同義・類義的な亜位型複動詞構造のうち yiL (-TA)-Yfl研「大きい」，papF -TA-y血円「朽ちる」，

pyo?F-TA-pauげ「滅びる」，Y抑F -phau研「集合する」，りauyF -pauL 「喜ぶ」，並列的な並位型複動詞構

造のうち chau計ガ迎げ「讃えて歌う」については Cosubl が可能であるとしている。

非亜位型複動詞構造で Cosubl が可能であると判断されたのは、 A 類の cd'-TA-V 《優勢比較》，

khukH -TA-V 「こっそり V」,tsho?H -TA-V 「続けて V」,A' 類の tsayH -TA-V 「他のことをしていて V

してしまう」，C 類の V-TA-liH 「Vして来る」/V-TA-yeL 「Vして行く」/V-TA-loF 「Vして定位置に

戻って来る」/V-TA-loH 「Vして定位置に戻って行く」である。

7.2 V2 への否定辞前接(Neg2)

一般に、 ロ ンウォー語の複動詞構造を否定にする場合、 複動詞構造の最初の動詞に否定辞ほ／mふを

前接する判 これに加えて、 一部の V1V2 では V2 に否定辞を前接することが可能である。
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(] 13) V2 へ の否定辞前接(Neg2)

V1 -V2— を Y1 -m訊V2— の形で否定にできるかど うか。
-not -

コンサルタント が Neg2 を可能と判断した並位型複動詞構造のうち、 継起的なものとしては、

ts砧TA-kyiL 「食べて満腹する」，J!<?H -TA-ky迎許「日干しする」，tsif-TA-佃研「食べ つくす 」，

ye?F -TA-?auJJL 「立って売る」，tsauJJF -TA-?auJJL 「座って売 る 」がある。 このうちtsif-TA-kyiL 「食べ

て満腹する」とJ!<?H -TA-ky迎炉「日干しする」については、 Neg2でV1が明らかに否定の作用域の外

に置かれること が観察された。

(] 14) a. mふtsoL -TA -kyiL -0. 
not- eat -& -have.a.full.belly -NEG 

食べて満腹し なかった。

b. tsoL -TA-mふkyiL -0. 

eat -& -not- have.a.full.belly -NEG 

食べたけど満腹し なかった。

(I 15) a. mふli,,?H -TA -ky迎kH -0.

not-dry.in.the.sun -& -dry -NEG 

日干しして乾かなかった。

b. l!,?8 -TA -ma-ky11,gk8 -0. 

dry.in.the.sun -& -not-dry -NEG 

日干ししたけど乾かなかった。

コンサルタントは特別 な文脈なし にこの解釈を与えたので、 このような読みは継起的な並位型複動詞構

造のNeg2一般に当てはまるものであ る可能性がある。

同義・類義的、 お よび並列的な並位型複動詞構造では一般にNeg2が不可能である。

なお 、(114)と(115)で 、V1と否定辞 を前接したV2と が 動詞連結子で接続されていること に注意さ

れたい。 少なく ともこれ らの場合には2つ の動詞は依然として等位接続されており、 V ] が複動詞構造

の外に追い出されたわけではないのである。

非並位型複動詞構造では、V2が主要部と なるA類， B類にNeg2を許すものが多い。 Neg2を許さない

ものとしてはA類のtsamH -TA-V 「 連れだ ってV」,ts師F -TA-V《個別》「各々が／を／にV」,t£1!!:!)H -TA-V

「過度にV」,yykH -TA-V《不可避；無意識》， A ’類のtsa炉-TA-V 「他のこと をしていてVしてしま

う」，B類のV-nukF 《願望》「Vしたい」， V-p研《習得した能力；傾向》，B'類のV-nQりF 《使役》があ

る。 A(A'）類ではV] の後に動詞連結子が 置かれるので 、 並位型の(114),(115) の場合と同様、V] は依

然として 述部の中にあると言い切れるが、 動詞連結子の置かれ ないB(B'）類でも、 やはりV] は述部の

外に出ていないとみ なす 。 そうで な ければ、§8で扱う項の調整を うま く説明でき ないからである。

V1が主要部と なるC(C'）類•D(D'）類では、 C類のV-pyif《授益》 「Vしてやる」，V-TA-yuF 《取

得》「Vして取る」を除いておおむねNeg2が不可能であ った。

Neg2と通常の否定形式の表す意味の違い、 とりわけ否定の作用域の違い、 またNeg2が使用可能な文

脈、 調査で Neg2が前接とされた複動詞構造についてもしかるべき文脈を整えるとNeg2が可能になる

のかな ど 、 考察すべき問題はまだたくさんあり、 さらなる調査が必要である。
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7.3 V1への話題表示辞の付加(Top1)

非並位型の複動詞構造では、C(C'）類の多くでTopiが不可能、 それ以外の類ではTopiが可能である。

つまり、 一般にV2が語彙的(A(A')/B/D/(D'）の各類がこれに当てはまる）でも主動詞(A(A')/B(B'）の

各類がこれに当てはまる）でもない場合にTopiが不可能であるということになる。 C類のうちTopl

が可能であると協力者が判断した複動詞構造は、C類のV-TA-JiH「Vして来る」，V-TA-JoF 「Vして定

位置に戻って来る」，V-TA-ye1「Vして行く」，V-TA-loH 「Vして定位置に戻って行く」，V-pyitL 《授

益》「Vしてやる」，V-TA-yuF 《取得》「Vして取る」およびV-cho炉《結果の残存》である。 C(C'）類

以外でToplが不可能であると判断された複動詞構造は、 A類のts§!りF-TA-V《個別》「 各々が／を／にV」

とtamF-TA-V「再びV」である。
一方、 並位型の複動詞構造では、 今回調査したうち約1/3の複動詞構造でToplが不可能であると判

断された。 Toplの可能性とV1-V2の意味的関係のパタ ーンの間にも、 またAns!, Ans2の可能性と の間

にも、 相関は見られなかった。 並位型のV2は概して語彙的であり、 また並位型では一般にToplと同

等の機能を持つ操作であるCopy2が可能であることを鑑みると、 一部のCopy2が可能な並位型複動詞

構造でなぜToplが不可能なのか、 不可解である。

8 複動詞構造における項の調整

§3.2.3で述べたように、 複動詞構造は動詞述部として動詞句の主要部となることができるので、 同一

意味役割を担う項を2つ以上取ることがないように複動詞構造を構成する動詞間で項の調整が行われる

必要がある。

本節では、 並位型と非並位型に分けて、 どのように項が調整されるかを観察する。

8.1 並位型複動詞構造における項の調整

亜位型で多いのが、 V1 とV2がいずれも自動詞、 あるいはいずれも他動詞で、 両者の同じ格役割

(S/A/P)を持つ項同士が同一の対象を指示するというパタ ー ンである。

(116) 1¢mHkhoJJF tQH -TA-ye'lF -TA -raり

PN rise -& -stand -RLS -RA 

tgH -TA-ye伊「立 ち上がる」（ ＜ 起 きる＋立つ）

S] S2 
V1＜動作主＞＝V2＜動作主＞

s s 

ルムコンは起立した。

上に示した項構造図で、 V"に続く＜ ．．． ＞はVnの項構造を表す。 ＜ ．．． ＞の・・・ にはVnが項に付与

する意味役割のセットが示される。 意味役割の上には、 Vnが単独で述部となる場合に当該意味役割を

担う項の格役割が小文字で記され、 意味役割の下には、 複動詞構造が述部となる場合に当該意味役割を

担う項の格役割が大文字で記される。 動詞•項構造の間に置かれた ＝ は、 2つの動詞が構造的に等位の

関係にあることを表す。

この例では、 複動詞構造tQH-TA-ye?F のS項が、 V1本来の （つまり、 V1単独で述部となる場合の）

s 項に割り当てられた動作主の意味役割と、 V2本来のS項に割り当てられた動作主の意味役割を付与
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される。 自動詞2つからなる並位型複動詞構造の例をもう 一つ挙げる。

(117) cheL voLkau寸 pyo?F-TA-pauyF -TA -ra凡 この村は滅びた。

this.DET village break -& -scatter -RLS -RA 

pyo'lF-TA-pauザ「 滅びる」（＜壊れる＋霧散する）

S] S2 
V1＜主題＞＝V区主題＞

s s 

次に挙げる例では、2つの他動詞V1,\りからなる並位型複動詞構造のA項が、V1のA項に割り当て

られた意味役割とV2のA項に割り当てられた意味役割を付与され、P項がV1のP項に割り当てられ

た意味役割とV2のP項に割り当てられた意味役割を付与される。

(118) ]fl!研kho砧 thoJJL kaukF•TA-vo?F -TA -raH . 

PN firewood gather -& -shoulder -RLS -RA 

kaukF-TA-va?F 「集めて担ぐ」（＜集める＋担ぐ） ： 

a1 PI a2 Pz 
V1＜動作主， 主題＞＝V2<動作主， 主題＞

A P A P 

(119) lfll研kho!JF IJOL -soL y匹n凡TA-tsoL -TA -raリ

PN fish -meat cook -& -eat -RLS -RA 

Y!!Y:VH-TA-tsoL 「調理して食べる」（＜調理する＋食べる）

a1 P1 a2 P2 
V1＜動作主， 被動者＞＝V三動作主， 被動者＞

A P A P 

ルムコンは薪を集めて担いだ。

ルムコンは魚の肉を煮て食べた。

2つの動詞の結合価が異なる場合、 複動詞構造の項が一方の動詞からのみ意味役割を付与されるとい

うことがあり得る。

例えば、(120)のUOF 「 私」 は、もの匹H 「見せる」本来の受領者の意味役割を付与されるが、V ] の

yo?F 「織る」 とは関連付けられない 30

(120)？血YiH IJO凡忍 mayFseJJH yo?F -TA-y�H -TA -raH _ 

mother I -Ace lungyi weave -& -show -RLs -RA 

母は私にロンジーを織って見せた。

yo?F-TA-y炉「織って見せる」（＜織る＋見せる） ： 

a1 P1 a2 P2 p'z 
V1＜動作主， 生産物＞＝V2＜動作主， 主題受領者＞

A P A P P' 

また、(121)ではvinF-TA-s叶のA項1¢m牧hoザがV ] であるvinF 「担う」のA項に割り当てられた

動作主の意味役割とV2であるs叶のS項に割り当てられた主題の意味役割を付与され、P項5サ「 肉」

はV ] のP項に割り当てられた主題の意味役割を付与される。

- 196 -



(121) 1¢m丸holJF 糾 vinF -TA -su1 -TA -raリ ルムコンは肉を運んで歩いた。

PN meat carry -& -walk -RLS -RA 

vinF-TA-suL 「運んで歩く」（＜運ぶ＋歩く）： 

a1 P1 s2 
V1く動作主， 主題＞＝V2く動作主＞

A P A 

匹F-TA-t虎「立たせる」（＜立てる＋起きる），1�7H_TA-ky!!,ykH 「日干しする」（＜日干しする＋乾

く），citH-TA-te?F 「愛する」（＜愛する＋付く）などの複動詞構造では、V1のA項に割り当てられた

意味役割が複動詞構造のA項に付与され、V1のP項に割り当てられた意味役割とV2のA項に割り当

てられた意味役割が複動詞構造のP項に付与される。t�yF-TA-tgH 「立たせる」（＜立てる＋起きる）の

例を挙げる。

(122) 1¢m丸ho砧 youL -reF t!!1!-F -TA -tQH -TA -ra几

PN he -ACC lift -& -rise -RLS -RA 

匹F-TA-t研「立たせる」（＜立てる＋起きる） ： 

a1 Pt s2 
V1＜動作主， 主題＞＝V2く動作主＞

A p p 

ルムコンは彼を助け起こした。

これまでの例ではV1とV2の付与する意味役割は全ていずれかの項に付与されていたが、一部の意味

役割が付与されない複動詞構造も存在する。 例えば、(123)ではkauL 「渡る」のP項に割り当てられた

経路の意味役割がいずれの項にも付与されない。 なお、te?F 「 付く」の着点の意味役割はkauL-TA-te?F 

の向格標示された項に付与される。

(123) jprnHkho忙 thi>\1 -t�?H -khyoF kau1 -TA -te?F -TA -raリ

PN that.o,sT -bank -ALL cross -& -attach -RLS -RA 

ルムコンは向こう岸に渡った。

kauL-TA-te位「渡る」（＜渡る＋付く）： 

a1 Pl S2 ALL2 
V1く主題経路＞＝V2く主題， 着点 ＞

S 0 S ALL 

また、(124)では、 uau炉「 歌う」のP項に割り当てられた主題の意味役割がいずれの項にも付与さ

れない。

(124) lJ6F -ng州 mo炉soF -reF chauJJL •JJ!!1JYH -TA -raり

I -PL God -Ace praise -sing -RLS -RA 

chauサガ狸yH 「 讃えて歌う」（＜ 讃える＋歌う）： 

a1 P1 a2 P2 
V1く動作主， 主題＞＝V2く動作主， 主題＞

A P A 0 

彼らは神を讃えて歌った。

これは、 キリスト教を信仰するロンウォ ー人にとって神を 讃えて歌う歌が讃美歌と決まっているためで

- 197 -



あると考えられるが、 ugg炉「歌う」が自他両用動詞で、 ここでは自動詞として用いられているという

可能性もある。

今回調査した並位型複動詞構造の項の調整がロンウォ ー語における全てのパタ ー ンを尽くしていると

は必ずしも言えないが、 本節で見た例の範囲で一般化を行うと、 次のようになる。

(125) 並位型複動詞構造V]もの構成要素Vm, \位において、

1. Vm本来の（つまり、 単独で述部となる場合の ）A項に割り当てられた意味役割は、V1V2の

A項に付与される。

2. Vm本来のS項に割り当てられた意味役割は、V1V2のS項またはA項に付与される。

3. ただし、 一部のV1V2で、V2のS項の意味役割がV1V2のP項に付与されることがある。

4. Vm本来のP項に割り当てられた意味役割は、 付与されるとすればV1V2のP項に付与さ

れる。

5. Vm本来の、 共格・向格・位格・起格などの格標識で標示される項に割り当てられた意味役

割は、 付与されるとすればV！もの同じ形式の項に付与される。

4.と 5.は、 各動詞が持つ意味役割指定のうち主語以外に割り当てられた意味役割が明示的な名詞的

要素に付与されない可能性がある、 ということを示す。 逆に言えば、 主語に割り当てられた意味役割は

iいずれかの名詞的要素に付与される、 ということになる。 そして1.— 3.は、 一部の例外的なケ ー スを除

いてV] とV2が主語を共有することを示している。

8.2 非並位型複動詞構造における項の調整

8.2.1 補動詞を含むもの：8(8'）類•D(D'）類

補動詞は複動詞構造内で主動詞の「補語」となる要素のことである。(§6.3.2, §6.3.4)補動詞自体は語

彙的な意味を表し、 それゆえ独自の項構造を持つが、 主動詞の「補語」としてそれ自体が主動詞の項構

造の内部に組み込まれることになる。

B類のV2となるYび「必要だ」、 それと同義のcha尺 nuぜ「欲する」およびB'類のもとなるpaF

（単独では「知っている」）は、 単独で述部となる際に経験者の意味役割を付与されるA項と、 主題の意

味役割を付与されるP項の 2項を取る。

複動詞構造においても、 主動詞単独の項構造を踏まえて項構造を設定する。V2のP項に相当するの

はV1だが、 それ自体が述部の一部であるため、 この意味役割が述部の外の要素に付与されることは

ない。

V1 がS項を取る場合、 複動詞構造全体でもS項を取る。S項には、V2単独の場合にA項に割り当て

られた経験者の意味役割と、V1 単独の場合にS項に割り当てられた意味役割が付与される。

V1 がA項•P項を取る場合、 複動詞構造全体でもA項•P項を取る。A項には、V2の経験者の意味

役割と、V1 のA項に割り当てられた意味役割が付与される。P項には、V] のP項に割り当てられた意

味役割が付与される。

(126)はV-n面の例である。

(126) JJOF t!!H -nukF -TA -ra凡

speak -want -RLS -RA 

私は話したい。
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V-nuぜ《願望》「Vしたい」(V-yoF「Vする必要がある」，V-chaL「Vする必要がある」，V-paF

《習得した能力；傾向》） ： 

a2 P2釘／a1 (p1) 
V2く経験者， V1<X, (Y) >> 

S/A S/A (P) 

D類のV1となるnuY-TA-VおよびD'類のV1となるpaF -TA-Vは、 それぞれV-nukF, V-paF と鏡

像の関係にある。yoH -TA-Vもこれらと同じパター ンを取る。

(127) りoF nukF -TA-t!!H -TA -raリ
want -& -speak -RLs -RA 

私は話したい。

nukF -TA-V《願望》「Vしたい」(paF -TA-V《習得した能力》，yoH -TA-V《状況による可能；

許可》） ： 

a1 P1 s2/a2 (p2) 
V1く経験者， V2<X, (Y) >> 

S/A S/A (P) 

B'類のV2となるnQ研は、 単独で「遣わす」という意味を表し、 動作主のA項と、 受領者および主

題の 2 つのP項を取る。V2のA項に割り当てられた意味役割は複動詞構造のA項に付与され、 V2の

P項とV1のS項(A項）に割り当てられる意味役割は複動詞構造のP項に付与される。V1がP項を

取る場合それに割り当てられる意味役割は複動詞構造のP'項に付与される。

(J 28) DOIJF JJOF -rび kyaukF -nQJJF -TA -raリ
you I -Ace be.scared -send.sh -RLs -RA 

あなたは私を怖がらせた。

V-n孤《使役》：

a2 P2 p'2釘／a1 (p1) 
V2く動作主， 受領者， V1 < X, (Y) >> 

A P P (P') 

D類のV1となるpinF「 終わる」とkay「良い」 は、 いずれも単独ではS項を取る。 複動詞構造では

V2がV1のS項に相当する。V2のS項(A項）に割り当てられた意味役割は複動詞構造のS項(A項）

に付与され、V2がP項を取る場合、 それに割り当てられた意味役割は複動詞構造のP項に付与される。

(129) yo計 kau叶 pinF -TA-chitH -TA -raり 彼は体を洗い終えた。
he body finish -& -wash -RLS -RA 

pinF -TA-V《完了》「Vし終わる」(kayF -TA-V《潜在的可能性；先天的能力》）： 

si s2fa2 (p2) 
V1くV2<X, (Y) >> 

S/A (P) 

B類のV2となるyukL「難しい」 とJauyF「容易だ」 も、 単独ではS項を取る。 複動詞構造ではV2は

A項•P項を取るV1のみと結びつき、 これがV2のS項に相当する。V1のA項に割り当てられた意味

役割はいかなる項にも付与されず、 動作主が不定であると解釈される。 一方、V]のP項に割り当てら

れた意味役割は複動詞構造のS項に付与される。

- 199 -



(130) は V- yukF の例である。

(130) tatH siL ¥QF -rukL -TA -raり ガソリンは探しにくい。
gasoline search -difficult -RLS -RA 

V-yukL「V しにくい」 (V-JauyF「V しやすい」）

s2 a1 P1 
V2 < V1 < X, Y >> 

0 S 

D 類の V1 となる ve茄「勇敢だ」は、 単独で人間の S 項を取る。 ゆえに複動詞構造の V2 は V1 の補

動詞ではあるが、 必須の要素ではない 31 。 項構造図では、このような補動詞を V1 の項構造の外に置き、

←で結ぶことによって表す。 V1 の S 項に割り当てられた意味役割と、 V2 の S 項 (A 項）に割り当て

られた意味役割は複動詞構造の S 項 (A 項）に、 V2 が P 項を取る場合それに割り当てられた意味役割

は複動詞構造のP項に、 それぞれ付与される。

(131) ?ayL -lauLte?F -fiaF yoJJL -TA pyinFchoJJL _国 -reF mふ veIJH -TA -t!!H -yaサ・・・
that.oET -adult -TOP he -AITR friend -PLR -Ace not- dare -& -speak -coNJ 

その人は友達に話す勇気がなくて・・・（ヂョンモ ーの村人）

veIJH -TA-V「V する勇気がある」：

s1 s2/a2 (p2) 
V1 く主題＞←V2 < X, (Y) > 

S/A S/A (P) 

§6.3.9 で D' 類と認定した、 C()H -TA-V 《相互》のうち非対称的事象を表す V2 を取るものの項構造に

ついては、 以下の事柄を述べるにとどめる。

0 複動詞構造全体として、 (104a, b) の対称的事象を表す動詞と同じ項のセットを取る。

• V2 の A 項に割り当てられた意味役割、およびP 項に割り当てられた意味役割のいずれも、(104a)

の場合は複動詞構造全体の S 項に、 (104b) の場合は複動詞構造全体の S 項およびその「相方」の

共格標示された項の両方に、 それぞれ付与される。

o複動詞構造の意味解釈は大まかに言って、S項（その「相方」がある場合にはそれも含む）が指

示する個体が 2 個体111,11であり、V2 の表す事象が R(x, y) である場合、R(m, n)&R(n, m) である。

8.2.2 修飾動詞を含むもの：A(A')類．C(C')類

A 類の V1 およびC類の V2 は、 いずれも主動詞の意味に修飾を加える修飾動詞として働く。 これら

修飾動詞はそれ自身の補語を取ることはない。

一見、 この反例に見える例が存在する。 (132a) において、 格名詞 tho?H -me研で標示された比較の対

象を表す補語は、 A 類の複動詞構造 ceF-TA-V 《優勢比較》の修飾動詞 ceF と呼応している。 しかし

(132b) のように、 ceF を落としても文は成立し、 (132a) と同様の事態を表すことができる。

(132) a. payLce?L -soL -fiaF Y1!IDF -yo?F ぷoL -tho1H -me耐 ceF -TA-my,四 -TA-raリ

duck -meat -TOP house -chicken -meat -above -we surpass -& -delicious -RLS -RA 

アヒルの肉は、 飼育した鶏の肉よりも美味しい。 (Lhaovo Primer) 
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b. payLce?LふOL -fiaF y;imF -yo?F ふOL -tho'lH -meJJF my,沖 -TA-raり

duck -meat -TOP house -chicken -meat -above -Loe 

（同上） （作例）

delic10us -RLS -RA 

このことは、 ceF が比較対象の補語を取っているわけではないことを意味する。 同様のことは、 C類

の複動詞構造V-pyitL 《授益》「Vしてやる」の修飾動詞pyitL と受益者の補語NP yitH-meJJF の間にも当

てはまる。

修飾動詞がそれ自体の補語を取らないということは、 主動詞が修飾動詞と複動詞構造を成すことに

よって、 主動詞が取らなかった項が新しく増えることがないということである。 また、 主動詞が割り当

てる意味役割が、 単独の場合と異なる形式の項に付与されることも、 あるいは、 いずれの項にも割り当

てられないこともない。 つまり、 補動詞と異なり、 修飾動詞が主動詞の項構造に影響を与えることはな

いのである。

9 複動詞構造の「語らしさ」

最後に、 Aikhenvald(2006)の基準のうちC.、つまり、 ロンウォ ー語の複動詞構造がー語的なのか、 そ

れとも多語的なのかという点について考察する。

9.1 項の調整

一般に、§8で見たような項の調整が行われるという事実は、 複動詞構造が一語的であり、 形態論の語

葉形成規則で形成されるという分析を支持するように見える。 例えば、(120)の並位型複動詞構造を含

む動詞句を、 Vi,\りがそれぞれの補語を取る構造

(133) [ VP 1 母， ロンジ一j 織るv ll [vp2 0， 私k 0j 見せるv,l

から作り出すためには、V1「織る」をV2「 見せる」からのみ意味役割を付与される項「私いより後に移

動させ、 2 つの動詞の間に動詞連結子を挿入する操作を認める必要が生じる。 また(126)の非並位型B

類の複動詞構造を含む動詞句、 および(127)の非並位型D類の複動詞構造を含む動詞句を、 動詞句VP2

が動詞V1 の項となる構造

(134) [yp ] 乱 [vp2 0; ·・・話すv2 ] 欲するvJ

から作り出すためには、(126)のために旬境界を越えてV1「話す」をV2「欲する」の前に移動させる操

作を、(127)のために句境界を越えてV] をV2の後に移動させ、2つの動詞の間に動詞連結子を挿入す

る操作を、 それぞれ認めなければならなくなる。

9.2 N+V 熟語動詞を含む複動詞構造

N+V熟語動詞が非並位型複動詞構造D(D'）類の補動詞となる場合、 主動詞は補動詞の名詞部分と動

詞部分の間に割って入る。

(135) a. chもL -yaukF TI!!k8 +yoL-TA. 

th!S.DET -CLF heart + ?32 -RLS 
この人は怒った。
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b. chもL -yaukF n�炉＋paF -TA -yo L -TA. 

thiS.DET -CLF heart +tend -& - ? -RLS 

この人は怒りっぽい。

非並位型複動詞構造A(A'）類の主動詞となる場合にも、 修飾動詞が主動詞の名詞部分と動詞部分の間

に割って入るのが普通である。（ただし修飾動詞のうちtamF 「再び・・・」とceF 《優勢比較》については、

名詞部分に先行する形式も認められる。）33

(136) a. I血aL n1!k H +po F -TA. 

this.DET heart +included -RLS 

犬は賢い。

b. lakhaL TI,!炉＋ceF -TA-poF -TA. 

this.DET heart +surpass -& -included -RLS 

犬はより賢い。

これらのことも、 複動詞構造がー 語的であり、 形態論の語彙形成規則で形成されるという分析を支持

するように見える。 複動詞構造が統語論で形成されるとすると、(135b),(136b)のようにN+V熟語動詞

の名詞部分と動詞部分の間に他の要素が介在する配列のままでは、N+V熟語動詞の意味解釈も、 複動詞

構造内での項の調整も困難である。 D(D'）類(135b)については、 前節でみたような、 句境界を越えて補

動詞であるN+V熟語の動詞部分を主動詞の後に移動させるという操作を認めることが必要となる。 ま

たA(A'）類(136b)についても、 主動詞であるN+V熟語の動詞部分の前に修飾動詞を移動する操作を認

める必要が生じる。

9.3 否定前接辞の位置

§7.2で見たように、 ロ ンウォー語の複動詞構造V1V2を否定にする場合、 全ての複動詞構造でV1へ

の否定辞mふ／tふの前接がデフォルトであり、 これに加えて継起的な並位型複動詞構造の一部と、V2

が主動詞であるA類•B(B'）類の非並位型複動詞構造の多くで、V2に否定辞を前接することもできる

(Neg2)。 仮にデフォルトの場合に複動詞構造がー 語的であったとしても、Neg2の形式でV1と（否定辞

が前接された）V2の前に動詞連結子TAが介在する場合には、 複動詞構造は多語的とみなされる。

9.4 談話役割表示辞を伴うV2のコピ ー

§5.3で述べたように、Copy2に代表される、 談話役割表示辞を伴うV2のコピーは、V2が語彙的意味

を表す場合に涸用可能な操作である。 つまりCopy2はその適用に際して、 語彙的であるというV2の性

質を参照しているということになる。 もしも複動詞構造が一語的であるとすると、 語の一部であるV2

が持つ性質を参照できるとは考えにくい。

このことは、 少なくともCopy2が可能である全ての並位型複動詞構造、 および、A(A')/B/D（D'）類の

非並位型複動詞構造を多語的とみなす根拠となり得る。

9.5 談話役割表示辞のV1への付加

これも§5.3で見たように、 Topiに代表される、 談話役割表示辞のV1への付加は、V2が語葉的でも

主動詞でもない場合に適用可能な、

a. 談話役割表示辞を伴ったV ] を動詞の列から抜き出す操作

b. 談話役割表示辞を伴ったV1をコピ ーした後に元のV1を削除する操作
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のいずれかであると考えられる。

複動詞構造がー語的だとすると、a.は語の一部を抜き出す操作ということになる。 しかも、 談話役割

表示辞は補語や従属節、 すなわち句あるいはそれより大きい単位に後続する小辞であり、この操作の場

合だけ談話役割表示辞に先行する要素が語の一部であるとは考えにくい。 一 方、 b.は語の一部をコピ ー

した後で元の位置にあるその要素、 すなわち語の一部を削除する操作ということになる。 つまり、 談話

役割表示辞のV1の付加がa., b.どちらであったとしても問題が生じる。 また、Copy2の場合と同様、語

の一部であるV2が持つ性質や機能を参照できるとは考えにくい。

これらのことは、Toplが可能なA(A')/B（B')/D(D'）類の非並位型複動詞構造のほとんどと、並位型複

動詞構造の多くを多語的であるとみなす根拠となり得る。

9.6 句としての「述部」

以上、 ロ ンウォ ー語の複動詞構造の 「語らしさ」にかかわる現象を検討してきた。 ロ ンウォ ー語の複

動詞構造は原則としてAikhenvald (2006)の接触型(cf. §4.3)であり、N+V熟語動詞の名詞部分を除い

て動詞以外の要素が動詞の間に割って入ることはない。 それゆえ、複動詞構造を統語操作で扱おうと

すると、 §9.1, §9.2でみたように、 句の境界を越えた動詞の移動を認めなければならなくなる。 一 方、

Neg2 (§9.3), Copy2 (§9.4), Topl (§9.5)などの操作は、その適用が可能な複動詞構造が多語的であるとみ

なす根拠を提示する。 上記の操作のいずれも不可能な複動詞構造は一部の例外を除いた C(C'）類の非並

位型複動詞構造のみであり、 一方A類•B類の非並位型複動詞構造の多くと、継起的な並位型複動詞構

造の一部は、 上記の操作のいずれも可能である。

複動詞構造が ー語的であるとみなすと、必然的に各動詞要素は語の 一部ということになり、Neg2,

Copyl, Toplに関する事実と整合しなくなる。 それを避けるためには、 複動詞構造が多語的であるとみ

なすより他なさそうである。 これはすなわち、 動詞述部自体を動詞(N+V熟語があればその名詞要素

も）および動詞連結子TAからなる特殊な句とみなす、 ということを意味する。

動詞とその補語からなる句を 「動詞句」と呼ぶのであれば、ここで仮定する句は補語を含まないので

「動詞句」と呼ぶことはできない。 良い名称を思いつかないので、仮にこれを 「述部」と呼び続けること

にしよう。 複動詞構造を構成する動詞は、互いに等位あるいは従位の関係に立つ。 そして、§8で見たよ

うな項の調整は 「述部」内での項構造の調整によって行われるものとする。 談話役割表示辞を付加され

た語（動詞か、あるいはN+V熟語の名詞要素）は、 「述部」の最も外側、左端に置かれるものとする。

これは、談話役割表示辞が語に付加されるという特殊な操作を、 「述部」という特殊な領域の中に限るた

めである。（通常、談話役割表示辞は句かそれより大きい単位に付加されることを思い起こされたい。）

述部が単純動詞からなる場合にも、これを句とみなす。 これは、名詞旬が単一の名詞からなる場合に

もこれを句とみなすのと同じ論理である。

今回行った 「述部」の措定はまだ素案の域を出ない。 この分析が本稿で取り扱わなかったロンウォ ー

語の現象、 とりわけ未だ十分な観察を進めていない複合名詞形成において甑甑をきたさないかについ

て、さらなる考察と検討が必要であることは言うまでもない。

10 おわりに

本稿では、 ロ ンウォ ー語の複動詞構造V1V2の形式的基準に基づく分類を試みた。 まず、 並位節化

(Parat)の基準に基づいて並位型と非並位型に分類した。 前者については、 V]とV2の意味関係として

継起、 対置、同義·類義の3つを認め、また2つの動詞の形式的・意味的重みの違いが ー語肯定回答
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(Ans!, Ans2)の可能性に影響を与えることを示した。 後者については、 ー語肯定回答および談話表示辞

を伴ったV2の コ ピ ー (Copy2)の基準に基づいてY1, \りの主要部性と語彙性を判断し、A類（修飾動

詞ー 主動詞）•B類（補動詞ー 主動詞）•C類（主動詞ー 修飾動詞）•D類（主動詞ー 補動詞）の4類に分

類した。 設定した下位分類に基づき、 形式的基準として用いなかった文法現象の分布を銀察し、 また複

動詞構造形成の当然の帰結とも言うべき項の調整を記述した。 最後に、 上記の内容を踏まえて複動詞構

造の「語らしさ」について考察し、 暫定的ではあるが動詞述部を句とみなすという案を提示した。

本稿を閉じるにあたって、 問題点をいくつか指摘しておく。

本稿で取り上げた並位型複動詞構造の数は 50余りである。 取り扱った例がこの研究にとって十分 か

つ偏りのないものであるかどうかという点については疑問の余地があろう。 今回行った調査の結果を元

にデータを補充する必要がある。 ただ、 一方の要素が固定されている非並位型はまだしも、 必ずしもそ

うでない並位型の複動詞構造については用例の収集と抽出自体がかなり困難な作業であることもまた否

めない。

調査協力を依頼した コ ンサルタントは前述の通り1名である。 それゆえにエリシテー ションの際の判

断に諸々のバイアスがかかっていることを検知できていない可能性はある。 バイアスのありかを発見す

るためには複数の話者を対象に調査を行う必要があるが、 そうすると、 例えばWL (-TA)-Y的F「大きい」

に見られた声調交替の有無に関するもののような変異がさらに見つかることも考えられる。

3つの判断基準を適用する際に、 文についてでなく、 動詞述部十文標識からなる形態論的単位につい

てエリシテ ーションを行ったことについては、 欠点と利点の両方があると考える。 コ ンサルタントがど

のような意味解釈の下で当該基準に対する判断を行ったかについては、 可能な限り コ ンサルタントに質

問し把握することに努めたが、 把握漏れ、 すなわち、 著者の想定しない意味解釈のもとで判断がなされ

た複動詞構造がある可能性は皆無ではない。 一方で、 先行する補語や修飾要素が コ ンサルタントの判断

に与え得る影響をある程度捨象できたとは言える。 今後は複動詞構造を含む文の用例を増やし、 気づか

なかった事実を掘り起こし、 偏りを修正していきたい。

複動詞構造の、 というよりむしろ動詞述部のと言うべきかもしれないが、 そのステ ータスについて

はインフォ ーマルな折衷案の域を出ないという誹りを受けるかもしれない。Aikhenvald(2006)は、 通

言語的に見て文法的語grammatical wordと音韻的語phonological wordが必ずしも一致しないことを述

べ、 連続動詞構造が複数の音韻語からなる 1文法語であることも、 逆に複数の文法語からなる1音韻語

であることもあり得ると述べている。(p.38)しかし、§9で観察した諸現象が「語らしさ」に関する相反

する主張へと導くことの原因を、 文法的語と音韻的語の不 一致に帰することはできない。 なぜなら、 い

ずれの現象にも項構造や構成要素の性質・機能といった文法的なしくみや概念がかかわっているからで

ある。 語の定義の種類の違いに依存しない形での解決を模索した結果が、 本稿での提案となったわけで

ある。

注

1従来は「動詞等位接続子」と呼んできたが、 等位の関係にない2つの動詞をつなぐこともあるため、

「動詞連結子」に改める。

2 Xiong (2015)によると、 雲南省に居住するロンウォ ー語話者の一部は葬族としてのアイデンティ

ティを持つ。

3ローマ字表記はビルマ語形式からの（非体系的な）音声転写。 以下の村名についても同じ。 ビルマ

語には歯茎破擦音音素がないため、 ビルマ語形式に由来するこの表記も（やむを得ないことではある
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が）原音をうまく 表せていない。 地名のカナ表記はロンウォ ー語形式/vatshe町に拠っている。 北緯26

度］6分、 東経98度28分。

4ロンウォ ー語形式は／v恥myit町。 北緯26度16分、 東経98度27分。

5ロンウォ ー語形式は八狐inり。 北緯26度36分、 東経98度24分。

6ロンウォ ー語形式は／tho四l,lJり。 北緯26度38分、 東経98度22分。

7ジンポ ー語のNhkaiが本来の名称。 ビルマ語には成音節鼻音がないため、 前に母音を付けて／iN/の

ように発音したもの。 この村落群に属するLaHkawGa村の位置は、北緯26度39分、東経97度58分。

8 表記は 1968年12月29日に定められたロンウォ ー語正書法による。Lamaung:は姓。 カチンは

ミャンマ ーの他の民族と異なり、人名に姓・名の別がある。

9ロンウォ ー語形式は／phalaり。 北緯26度02分、 東経98度11分。

10澤田(2013)ではこれを名詞化前接辞？a-と同一視していたが(p.297)、声調Lを持つ動詞に付加さ

れた場合の声調のふるまいから、名詞化前接辞とは別形式とみなすべきであるので、そのように改めた。

11原文（漢語）では「能願動詞」。

12本稿で扱うロンウォ ー語の形式と、声調が異なる。

13動詞「見る」 が脱意味化したものと考えられるが、本稿で扱うロンウォ ー語のこの形式にはこの用

法はない。

14本稿で扱うロンウォ ー語のこの形式にはこの用法はない。

15 TAが動詞連結子であるとする本稿の分析と異なる。

16 §4.3で示すAikhenvaldの連続動詞構造の定義に照らすと、不完了標識を付加された動詞とそれに

後続する動詞は連続動詞構造を形成しないことになる。

17ロンウォ ー語の複動詞構造に頻繁に現れる動詞連結子TAがここでいう overt markerに該当するか

どうかは、overtが分節的な形式のみを意味するかどうかにかかっている。 もし該当するとすれば、本

稿で取り上げる複動詞構造のかなりの部分がAikhenvaldのSVCでないことになる。 ただ、 動詞連結子

は継起的関係のみならず、修飾 一 被修飾、 被修飾 ー 修飾さらには主動詞 ー 補動詞といった様々な関係に

立つ 2つの動詞を連結するという、かなり漠然とした機能を担うものであるため、Aikhenvaldのいう

markerに該当するかどうか自体、微妙である。

18ロンウォ ー語と同じビルマ語群の南部下位語群に属し、チベット＝ビルマ系でも有数の大言語と

言えるビルマ語の複動詞構造を、 形式的・音韻的な基準から分類することを試みた研究として、澤田

(1988)があり、また、 他言語におけるこの種の構造の研究やAikhenvald(2006)など類型論的研究、ま

た通時的研究の成果を背景に、音韻的・意味的・統語的基準に基づいてビルマ語の連続動詞構文を分類

した研究として、 Vittrant(2012)がある。

19 -r討がどのような役割を果たしているかは末だ明らかでない。 伝聞の発話行為態度表示辞-kaH と

共起しないこと、 助動詞—v砂との共起例も少ないことが確認されている。 また、語りの中での出現率

はさほど高くない。 語りの中で小さなまとまりの終わりを示す働きを持つと思われるふしがあるが、さ

らなる用例の収集と分析が必要である。

20 Ozerov and Daudey (to appear)はチベット＝ビルマ系言語に幅広くみられるこの構造の例として、ロ

ンウォ ー語と系統的に近い標準口語ビルマ語と、中国雲南省と四川省の境で話されるプミ語のWadu変

種に見られるコピー動詞構造を分析し、 この構造が情報構造の概念に関連した様々な解釈を生み出すこ

とを示した。 前者については、 コ ピ ーされた動詞に後接される談話接語 discourse cliticに 1つの累加 一

相関的 cumulative-correlative接語、1つの話題的 topical接語といくつかの焦点的focal接語があるこ

と、話題的接語/-t:5/が、動詞の語彙的内容の話題化および動詞に付随する文法範疇（極性など）の焦点
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化の機能を持つことなどを述べている。(p.26)

21 「食べてみた。」という解釈もできる。

22同 ー語の基本的意味と派生的意味なのか、 あるいは同音異義語なのか判然としない。

23例外として、 韻文形式では単独で述部として使用される例が見られる。

24第2要素my炉が単独で述部を形成することのない要素であるためかとも考えたが、 同様の複動

詞構造の中にも並位節化のパラフレ ー ズが可能なものが存在するため。 これを理由と考えることはでき

ない。

25 Aikhenvald (2006)の Cause- effectSVCsに該当する。(pp.14-16)

26 y�g炉が「飾る」と「煮る」の両方の意味を持つ動詞だったとしても、 その本来の意味は「飾る」

の方であったと考えられる。y�g炉には音韻的に対応づけられた単純動詞 ー使役動詞の対をなすyauがi

「美しい」という動詞があるが、yau餅は「煮える」という意味を表さないからである。

27B類のもはいずれも状態動詞であり、 現実法は発話時点でその状態が成立していることを表す。

28 一般に、(104b)の項構造を持つ動詞は(104a)の項構造も持つ。 また、S項の名詞が単一個体を表す

ものであっても、(104b)の動詞は(104a)の動詞と同様、 主語の複数性を表す助動詞—kgH/-ke?F と共起

することができる。 ゆえに、(104b)の項構造が(104a)の項構造と何らかのしかたで関連付けられるこ

とは疑いない。

29複動詞構造の先頭の語彙的動詞がN+V熟語動詞である場合、 否定辞は最初の動詞要素に前接され

る。 cf(8) 
30ロンウォ ー語の差異的格標示 differential case markingを扱ったSawada(2012)では、 ロンウォ ー語

で授与の事象を表す動詞が述部となる場合に、 被動者の補語と受領者の補語の格標示のしかたが同 一の
要因によって決定され、 そのため格標示の観点からみてこの言語がDryer(1986)のいう主要目的語型言

語PO(Primary Object) languageおよび直接目的語型言語DO(Direct Object) languagesのどちらでもな

いことを示した。(120)で被動者と受領者の補語の格役割をいずれもPとし、 プライムの有無で識別す

るだけにしてあるのはそのためである。

31ゆえにこのケ ー スだけは、 厳密には「項」の調整と言えない。

32この形式はビルマ語の/ya町w0: {yaa:}「かゆい」と同源だが、 ロンウォ ー語ではその意味で用い

られず、 専らn�炉とのN+V熟語として用いられる。

33N+V熟語動詞の名詞要素と動詞要素の間に割って入ることのできる要素としては、 他にkyaげ「非

常に」(<Jing. grai)がある o kyayに否定辞が前接されることはないため、 これが動詞でないことは明

らかである。 また動詞の間にkyaげ が入ることもない。
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タイ語、 クメ ール語、 ベ トナム語の「～てくる」

三上直光

1 はじめに

2 タイ語、 クメ ール語、 ベ トナム語の動詞連続

2. 1 継起

2. 2 目的

2. 3 方法

2.4 付帯

2. 5 因果

2. 6 並列

3 タイ語、 クメ ール語、 ベ トナム語の「～てくる」

3. 1 同時

3. 1. 1 VP1が付帯状況を表す

3. 1. 2 VP1が移動の経路を表す

3. 1. 3 VP1が方向を表す

3. 2 継起

3. 2. 1 V1が入手の意味を表す

3. 2. 2 V1が作成の意味を表す

3. 2.3 その他

4 おわりに

1 はじめに

日本語において、 「行く」 「来る」 という動詞は、 空間移動を表す最も基本的な動詞であ

り、 それぞれ 「話し手から遠ざかる移動」、 「話し手に近づく移動」を本義とする直示動詞

である。 日本語の 「行く」 「来る」 は、 本動詞として用いられるほかに、 他の動詞に後接し

て補助動詞としても用いられ、 多様な意味を表す。 本稿で記述の対象とする孤立型言語の

タイ語、 クメ ール語、 ベ トナム語においても、 日本語の 「行く」「来る」に対応する動詞は、

単独での用法に加えて、 他の動詞（句）の後に連続して生起する用法も持ち、 多様な意味を

表す点で、 日本語との類似性も認められる。

本稿では、 タイ語、 クメ ール語、 ベ トナム語において、 「来る」 に相当する動詞が他の動

詞（句）に後続し、 空間移動を表す場合に限定して、 3言語の表現を比較対照し、 そこから

見えてくることをまとめておきたい。動詞連続(serial verb construction)のひとつの現れ

として、 動詞連続全体の議論に組み込まれるべきものである。
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2 タイ語、 クメ ール語、 ベ トナム語の動詞連続

タイ語、 クメ ール語、 ベ トナム語の「～てくる」の考察に入る前に、 まずこの3言語の

動詞連続について概観しておこう。 これらの言語において、 動詞連続は概略[[VP1 [Vl(+ 

NPl) ]] [VP2 [V2 (+ NP2) ]]＋ ・・・］ （VP=動詞句、 V＝動詞、 NP＝名詞句）として形式化

される。 すなわち、 動詞句と動詞句が相互の関係を表す標識を介在させることなく連接さ

れる構造をいう。 動詞連続の成立には様々な要因が関与しているが、 重要なものとして動

詞句間の緊密な意味関係がある。 より具体的には、 複数個の動詞句がそれぞれ独立した個

別的事態として解釈されるのではなく、 相互に関連したひとまとまりの事態として解釈さ

れる必要があるということである。 動詞句同士が関連したひとまとまりの事態として解釈

されるか否かは、 最終的には当該言語の社会的、 文化的背景に照らして判断されることに

なる。 ここでは、 ベ トナム語の動詞連続（動詞句が2つ連続する場合）の成立を可能にす

る、 動詞句間の意味関係として、 三上(2015) が取り上げた継起、 目的、 方法、 付帯、 因

果、 並列について、 用例（動詞句の結合のみを示す）を掲げながら3言語間の対応を見て

いく 1 ）。 以下の記述において、(T)、（K)、（V) はそれぞれタイ語、 クメ ール語、 ベ トナム

語を指す。

2. 1 継起

VPl の動作が終了した後、 続いてVP2の動作が生じる(2つの動作は時間的に重ならな

い）という動作の継起的関係を表すものである。 VPl、 VP2とも随意動詞が現れる。

(1)花を買って家に帰る

(T) s血ndおkm紐yklap b細（買う＋花＋帰る＋家）

(K) te11 pkaa tav ptぬh（買う＋花＋行く＋家）

(V) mua hoa ve nha（買う＋花＋帰る＋家）

上記の動詞連続は、花を買って家に持ち帰る場面で自然に用いられる。 つまり、 2つの動

作はそれぞれ独立した個別的な動作としての継起性を表しているのではなく、 緊密な関連

性をもった、 ひとまとまりの出来事として捉えられているわけである。 継起的関係の存在

のみで動詞連続が成立するなら、 次の（2) も適格となるはずであるが、 実際はそうでは

ない。

(2) 食事して家に帰る

(T) *kinkh紐wklap b紐n（食べる＋ごはん＋帰る＋家）

(K) *Jlam baaj tav ptぬh（食べる＋ごはん＋行く＋家）

(V)＊恥叩vもnha（食べる＋ごはん＋帰る＋家）

「食事をする」と「家に帰る」をこの順序で結合した形式では、 2つの動作の間に意味的

関連性を見出すことができないと判断される。 かりに継起的関係の意味を持たせるとする

ならば、 それには2つの動作の先後関係を明示する語句が要求される。 たとえば、(3) の

ように「それから」の意を表す接続語((T) lfrw, (K) ha::ij, (V) rfii)を動詞句間に挿入す
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るのもひとつの方法である。

(3)食事をしてから家に帰る

(T) kin khiiaw lt細klap biian（食べる＋ごはん＋それから＋帰る＋家）

(K) Jlam baaj haajおvptio;ih（食べる＋ごはん＋それから十行く＋家）

(V) an cam r6i vもnha（食べる＋ごはん十それから＋帰る＋家）

2. 2 目的

VP2がVPlの目的を表す場合である。VPlとVP2は動作の生起順に並べられる。 両動

詞句とも随意動詞が用いられる。

(4)食べるために肉を焼く

(T) ya.al) n由akin（焼く＋肉＋食べる）

(K)両sacpam（焼く＋肉＋食べる）

(V) nu6ng thjt an（焼く＋肉＋食べる）

次の（5)は、 先に挙げた（2)の動詞句の順序を入れ替えたものであるが、 容認可能

となる。

(5)食事をしに家に帰る

(T) klap b細nkin k:haaw（帰る＋家＋食べる＋ごはん）

(K) t;iv pti:;ih pam baaj（行く＋家＋食べる＋ごはん）

(V) Vさnhaan cam（帰る＋家＋食べる＋ごはん）

(5)は(2)と異なり、 2つの動詞句がVP2を目的としてVPlが行われるという意味的

関連性を持って結ばれていると解釈される。

2. 3 方法

VPlがVP2の方法を表す関係をいう。 この場合、 2つの動作は継起的ではなく、 同時的

に成立している。 動詞句は随意動詞同士の組み合わせである。

(6)車を運転してここに来る

(T) khap r6t maa thii nii（運転する＋車＋来る＋ここ）

(K) ba�k laan m蘊tii nih（運転する＋車＋来る＋ここ）

(V) lai xe dもnday（運転する＋車＋来る＋ここ）

2.4 付帯

VP2に付随する事態をVPlが表す。VP2の成立時に、 VPlの動きや状態が持続してい

るという時間的な重なりがある。VPlの持続的意味を担う動詞は、 変化の結果維持を表す

動詞、 継続動作を表す動詞、 状態を表す動詞などである。

(7)座って本を読む

(T) n句油Il IlaIJS皿（座る＋読む＋本）
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(K) ?onkOj?aansiavphらv（座る＋読む＋本）

(V) ngbi d9c sach（座る＋読む＋本）

(7)は 「座ってから本を読む」という継起的動作の意味ではなく、 「座った状態で本を読

む」ことを表す。

2.5 因果

VPlの結果、 VP2が生ずることを表す。VPlには随意動詞、 不随意動詞、 VP2には不随

意動詞が現れるのがふつうである。

(8)ごはんを食べて満腹になる

(T) kinkh紐w?im（食べる＋ごはん＋満腹の）

(K) Jlam baa,尺aet （食べる＋ごはん＋満腹の）

(V)恥cam no（食べる＋ごはん＋満腹の）

2.6 並列

VPlとVP2が対等な意味関係で結ばれる場合 を いう。 結びつきが固定化された表現が多

v ヽ。

(9)歌い踊る

(T) r匈ramtham phleeIJ（歌う＋踊る＋作る十音楽）

(K) criaIJ roam/ roam criaIJ（歌う＋踊る／踊る＋歌う）

(V) muah紅（踊る＋歌う）

以上、簡単に3言語間の対応を見てきた。それぞれの言語には固有の特徴も存在するが、

ここでは詳細には立ち入らず、 3言語の動詞連続の性格が似通っていることを確認するに

とどめておく。 三上(2015)では、 上記6種の意味関係が時間性を基準として、 先後と同

時にまとめられるとする提案も示した。

3 タイ語、 クメ ール語、 ベ トナム語の「～てくる」

タイ語、 クメ ール語、 ベ トナム語にお いて、 日本語の 「 来る」に相当する動詞、 つまり

話し手に向かう移動を表す場合に用いられる動詞は、 それぞれmaa 、mおK、 d釦である。 こ

のうち ベ トナム語のdenは特に注意 を要する。この 語は本来 「着く」を意味する動詞であ り、

その意味ゆえに、 話し手に向かう移動だけでなく、 聞き手や第三者に向かう移動にも用い

られる。 つまり、 日本語の 「着く」 「行く」 「 来る」 いずれの動詞にも相当する用法 を併せ

持って いるわけであるが、本稿ではとりあえず話し手に向かう移動を述べる文におけるd如

の使用可能性を問題にする。

本稿で 「 来る」の動詞連続用法として検討するのは、 次の表現形式である。

NPO+VPI+ 「 来る」
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VPl→Vl+NPl 

「来る」： （T) maa /(K) mう:,k/(V)d如

NPOはVPlが表す動きの主体でもあり、 移動の主体でもある。 (V)ではd細だけでなく、

vも 「 帰る」も考察の対象となる。 以下では、VPlと 「来る」との意味関係を大きく同時と

継起に分けて見ていく。同時は継起よりもVPlと移動動作の融合性が高いことを意味する。

3. 1 同時

同時とは、VPlの動きと移動動作の間に時間的重なりがあることを表す。 この場合、VPl

に現れる動詞としては、 移動の付帯状況（方法、 様態）を表す動詞、 移動の経路を表す動

詞、 方向性を含む動詞がある。

3. 1. 1 VPlが付帯状況を表す

移動と直接的に関わる付随的な動きを表す動詞には、 「 歩く、走る、車を運転する」など、

何らかの方法・手段を表すものがあり、 「来る」はこれらの動詞と問題なく結合する。

(10)私は｛歩いて／走って｝来ました。

(T) ch血｛daan/wfv}maa（私＋｛歩＜／走る）＋来る）

(K) kj1om {daa/rうt} m磁（私＋｛歩＜／走る）＋来る）

(V) Toi {di b9/cht;iy}幽（私＋｛歩＜／走る）＋着く）

(11)私は車を運転して来ました。

(T) ch紐khapr6tmaa（私＋運転する＋車＋来る）

(K) kjlom baak laan mおk（私＋運転する＋車＋来る）

(V) Toi lai xe d紐（私＋運転する＋車＋着く）

移動の状態·様態を表す動詞も同様に、 「来る」と結びつきやすい。

(12)私は恋人を連れて来ました。

(T) ch血phaaft:en maa（私＋連れる＋恋人＋来る）

(K) kj1om n::,am s::,りsaamおk（私＋連れる＋恋人＋来る）

(V) Toi如a ngu的炒ud紐（私＋連れる＋恋人＋着く）

(13)猫がついて来た。

(T) mEEW taam chan maa（猫＋従う＋私＋来る）

(K) cmaamおktaam初om（猫＋来る＋従う＋私）

(V) Con meo theo t6i d釦．（猫＋従う＋私＋着く）

(T) (V)の「VPl+「 来る」」の語順に対して、(K)では逆の語順になる。

(14)鳥がたくさん飛んで来た。

(T) n6k bin maa laay tua（鳥＋飛ぶ＋来る＋何匹も）

(K) sathaamおkcrぬn（鳥十飛ぶ＋来る＋たくさん）

(V) Nhiとuchim baydもn.（多くの十鳥十飛ぶ十着く）
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(15)ボールが転がって来た。

(T) luuk b::i::in kl切maa（ボール＋転がる＋来る）

(K) bal rう3mialmぬk（ボール＋転がる＋来る）

(V) Qua bong Zan dもn.（ボール十転がる＋着く）

次の(16)は、 移動とは意味的関連性のない動詞 「 着る」が 「 来る」と結合した例であ

る。 着る動きの結果状態の持続的局面が取り上げられ、 着物を着た状態での移動が表され

ている2)。

(16)私は着物を着て来ました。

(T) chanso.y苅'moonoomaa（私＋着る＋着物＋来る）

(K) kJ1omp合ak kiimoonoo m2'::ik（私＋着る＋着物＋来る）

(V) Toi mi;ic kim6n6品n.（私十着る＋着物＋着く）

3. 1. 2 VP1が移動の経路を表す

動詞が「渡る」の例を挙げておく。

(17)私は橋を渡って来ました。

(T) chan khaam saphaan maa（私＋渡る＋橋＋来る）

(K) kj1 omcb:Jりspぬnmおk（私＋渡る＋橋＋来る）

(V) Toi qua cdu d釦．（私＋渡る＋橋＋着く）

3. 1. 3 VP1が方向を表す

VPlに方向性を持つ動詞が用いられ、 その動詞に 「 来る」が接近の意味を加える働きを

する場合である。(18)は｛上がる／下りる／入る／出る｝に後続する 「 来る」が場所句を伴

わずに生起した例である。

(18)彼は｛上がって／下りて／入って／出て｝来た。

(T) khaw {kh血n/loり／kh曲／知k}maa（彼＋ ｛上がる／下りる／入る／出る） ＋来る）

(K) k⑳t {laalJ/ coh/ cool/ cej1} mおk（彼＋ （上がる／下りる／入る／出る） ＋来る）

(V) Anh的da {lenlx磁ng/vao/ra} d釦．

（彼＋〈既然〉＋ ｛上がる／下りる／入る／出る） ＋着く）

(T) (K)では話し手への接近が表される。(V)では、 動きの最中を表すdang(「～してい

るところ」）とは共起しないことからもわかるように、 接近ではなく、 到着が表される。

(19) *Anh且ydang {len/xudng/v心o/ra}品n.

(20)は、 「 来る」が場所句を伴った例である。

(20)私は2階に上がって来た。

(T) khaw kh血nmaa chin s5:iIJ（彼＋上がる＋来る＋2階）

(K) k⑳tlaaりm:i:ik c:i.in tii pii（彼＋上がる＋来る＋2階）

(V) Anh的!en d釦t細ghai. （彼＋上がる＋着< +2階）
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(21)私は1階に下りて来た。

(T) khaw吻maach血n曲（彼＋下りる＋来る＋1階）

(K) batcoh mおkc:ian tii muoj（彼＋下りる＋来る＋1階）

(V)紐h §y xu6ng dBn t細gm(it. （彼＋下りる＋着<+1階）

(20V) (21V) は、 dangとの共起を許す。この2文ではd釦が着点 を表す前置詞として機

能している と考えられる。

次の(22)(23)の「来る」は、動詞性が弱ま り、方向性の意味が強まるが、(V)ではd釦

は現れず、単に「葉が落ちた」「死体が浮かんだ」と表現する。

(22) 葉が落ちて来た。

(T) baym紐yruaり( lon)maa （葉＋木＋落ちる（＋下りる） ＋来る）

(K) sla kchらacruhmo:ik（葉＋木＋落ちる＋来る）

(V) Lar加g.（葉＋落ちる）

(23) 死体が浮かんで来た。

(T) sop bDy kh血maa（死体＋浮かぶ＋上がる＋来る）

(K) saak s:ip'Dndaet laaりmおk（死体＋浮かぶ＋上がる＋来る）

(V) Xacng曲i n6i /en.（死体＋浮かぶ＋上がる）

以上、 話し手に向かう移動に関して、 移動の付帯状況、移動の経路、 方向性を含む動詞

と「来る」との結合可能性について見てきた。 取り上げた 用例に関する限り、 方向性を含

む動詞との結合に、(T)maa、(K)mおKと(V)d8nの違い が表れていることが確認された。

3.2 継起

継起とは、VPlが表す動作 が終了した後で、話し手に近づく移動が行われることを表す。

3. 1の同時 では、移動と意味的に関わる動詞と「来る」とが動詞連続を形成 しやす いことを

確認した が、 継起の場合には、移動とは直接的関連性を持たない動詞と「来る」との結合

が扱われることになり、 事情は異なってくる。 前節で見たよう に、動詞連続が成立する に

は、動詞句間の緊密な意味関係が必要になる。2. 1の継起では、動詞連続の成立に移動物の

存在が関与していることを指摘した。 そこで、 移動可能な ものが存在するかどうかとい う

観点から、VPlに現れる動詞Vlを次の (i)~ (iii)の3類に分類し 、 順次VPlと「来

る」との結合可能性について検討することにする 3)。そ の際、 下記①～⑥の結合が含ま れる

例文を中心に見てい く。

(i) Vl= 「入手」の意味を表す動詞、 NPl=Vlの対象

①「パンを買う＋来る」

(ii) Vl= 「作 成」の意味を表す動詞、 NPl=Vlの対象

②「弁当を作る＋来る」

(iii) Vl = (i) (ii)以外の動詞(「3. 1 同時」の意味で用い られる動詞も除く）
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③ 「 コップを洗う＋来る」 ④ 「衣服を洗う＋来る」

⑤ 「 ごはんを食べる＋来る」 ⑥ 「市場に行く＋来る」

以下では、 まず移動が行われた後の発話としての 「～てくる」 表現を取り上げ、 その後

で異なった場面での発話 にも触れる。

3. 2. 1 V1が入手の意味を表す

VPlに 「何かを手 に入れる」という意味合いが含まれる場合である。(24)はVlに 「買

う」、 NPlに 「パ ン」 が用いられた例である。

(24)私はパ ンを買って来ました。（結合例①）

(T) ch紐s血u khanompaぃmaa（私＋買う＋パン＋来る）

(K) kJ1om le.JI nom paりm磁haaj（私＋買う＋パン＋来る十〈完了〉）4)

(V) Toi da mua banh mi dBn. （私＋〈既然〉 ＋買う＋パン＋着く）

3言語とも動詞連続が可能 である。 「パ ンを買って、 そのパ ンを持って来た」という場面で

自然に発せられる文である。(K)(V)では、 買ったパ ンは話 し手と共に移動する必要があ

るが、(T)では必ずしもそうでなくてもよいようである。 そのことは、 次の(25)の容認

度の違いにも表れている。 買う対象が家の場合、 移動不可能とされ、(K)(V)では容認さ

れないが、(T)では容認される。

(25)私は家を買って来ました。

(T) ch血s血b紐n maa（私＋買う＋家＋来る）

(K) *kJ1om teJ1 pfrah mおkhaaj（私＋買う＋家＋来る＋〈完了〉）

（ ）  V) *Toi da mu a nh碑n.（私＋〈既然〉 ＋買うサ家＋着く）

(K)には、 「パ ンを買う」と 「来る」 の先後関係において(24K)と共通する(26)の

ような表現もある。

(26) lglom mうakpiit切nomp町（私＋来る＋～から＋買う＋パン）

(26)の 「mう:,kpii~（～から来る：piiは移動の起点を表す前置詞）」 は、 その後続要素と

して名詞句も動詞句も許す。 名詞句が続く場合は 「 どこ から来たか」、 そして動詞句が続く

場合（動詞連続表現ではない） は 「何をし（終え）てから来たか」を伝える表現である。(26)

は、(24K)と異なり、 パ ンの移動は含意されない。

次の (27)は、 場所句 「市場で／市場から」 を加えた文である。

(27)私は市場｛で／から｝ パ ンを買って来ました。

(T) ch血 S血ukhanomp叩{thfi talaat ma a/maa caak talaat } 

（私＋買う＋パン＋ ｛ ～ で十市場＋来る／来る＋～から十市場｝）

(K) a. kJ1om teJ1泌mp叩Fnav/pii} psaamおk（私＋買う＋パン＋ ～で十市場＋来る）

b. ゆomtejl泌mp町mおkpiipsaa（私＋買う＋パン＋来る＋～から十市場）

(V) Toi da mua b軸mi{a/ tir} chq幽．

（私＋〈既然〉 ＋買う＋パン＋ ｛ ～ で／～から）十市場＋着く）
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(T) (V)では、 動きの場所を表す前置詞も移動 の起点を表す前置詞も使用可能 であるが、

(K)では、 起点を表す前置詞を用いて表現する のが自然である見

「 買う」と同じく、 入手の意味合いを持つ動詞には、 次のようなものがあり、 いずれも

「来る」と の結合が可能 である。

「（お金を）盗む」(T) k:hamooy (IJ:in), (K) luoc (loj), (V) 1§.y trQm (tiとn)

「（魚を）釣る」(T) tok (plaa), (K) stuuc (traj), (V) cau (ca) 

「（傘を）取る」(T)1 aw (rom), (K) yおk(chat), (V) 1§.y (du) 

「（本を）借りる」(T) yunum (n句sUllll),(K) kcaj (sfavphらv),(V) m匹n(sach) 

「（水を）汲む」 （ T)嘩(naam),(K) d:,:,IJ (turk), (V) muc (nu&c) 

「（ヘビを）捕まえる」(T) cap (IJ uu), (K) cap (pうh),(V) b紅(r恥）

「（花を）摘む」(T) det (dおk m紐y),(K) beh (pkaa), (V) hai (hoa) 

3. 2.2 V1が作成の意味を表す

VPlに 「何かを作り出す」という意味合いが含まれる場合である。(K)(V)では、(28)

を適格文とするには、 作成したものを持って 移動することが条件となる。

(28)私は弁当を作って来ました。 （結合例②）

(T) ch血tham khaaw kl?!IJ maa（私＋作る＋弁当＋来る）

(K) kJ1om tvac> baaj pr::,咋'P mo:,k haaj（私＋作る＋弁当＋来る＋〈完了〉）

(V) Toi dll l如 C呻肺pd紐（私＋〈既然〉 ＋作る＋弁当＋着く）

(K) (V)では 「弁当を作って、 その弁当を持って来た」と解釈されることで、 動詞句間

に意味関係が生まれ、 容認可能とはなるが、 「持って来る」 ことを表現したほうが落ち着き

のよい文 （ 「来る」 の前に(K) yおk 「取る」、(V) mang 「携帯する」を置いた文）とされ

る。(T)では 「作った弁当をどこ かに置いて、 持たずに来た」 場合でも使用可能となる。

なお、 2つ の動作 の先後関係を明示的に示すには、(29) のような文が用いられる。

(29)私は弁当を作ってから来ました。

(T) ch紐thamkhaaw klうIJ le細 maa（私＋作る＋弁当＋それから＋来る）

(K) a. kJ1om tvaa baaj pm:,1 :,p hac>j baan m袖ok（私＋作る＋弁当＋それから＋得る＋来る）

b. kJ1om m蘊pii tv如 baaj pr33? 3p（私十来る＋～から＋作る＋弁当）

(V) Toi da l細 C血 hQp r6i dBn (day).（私＋〈既然〉＋作る＋弁当＋それから＋着く（＋ここ））

「作る」 に類する動詞には、 次のようなものがある。

「（宿題を） する」(T) tham (kaan baan), (K) tv如(lomhat),(V) l細(bai t�p) 

「（写真を）撮る」(T) th紐y(ruup), (K) th⑳ t (ruup), (V) chl,lp（釦h)

「（答えを） 写す」(T) lおk(kham tおp),(K) c:,mb:,IJ (c:,mlaaj), (V) chep l� (cau tra l祈）
「（手紙を）書く」(T) khl'an (cotm細y),(K) s:,:,see (sombot), (V) viBt (thu) 

(V)では、 一般にこ の類 の動詞と dBnの結合は避けられ、 移動物がある場合には、 「持っ

て来る」ことを明示する傾向が強いようである。
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3. 2. 3 その他

入手の意味も作成の意味も持たない動詞 （ 「 同時」の意味に解されない動詞も含まれる）

が 「 来る」に先行する場合である。 まず、(30)を見よう。

(30)私はコップを洗って来ました。（結合例③）

(T) chin lciaり姪細maa（私＋洗う十コップ＋来る）

(K) kJ1om l吻kaewm蘊ha;ij（私＋洗う＋コップ＋来る＋〈完了〉）

(V) Toi da r如崎幽（私＋〈既然〉 ＋洗う＋コップ＋着く）

「 コップを洗う」には、 入手の意味も作成の意味も含まれない。(T)では洗ったコップの

移動は必要とされないが、(K)(V)では必須の条件となる。

次の (31)も、 意味内容に関しては (30)と類似する。

(31)私は洗濯して来ました。（結合例④）

(T) chin scik sw.a phda maa（私十洗う＋衣服十来る）

(K) kj1om baok khao ?aaw mさ3khagj（私＋洗う＋衣服＋来る＋〈完了〉）

(V) Toi da gii;it qudn cio dもn.（私＋〈既然〉 ＋衣服十来る）

(K) (V)では衣服の移動が必要である。 しかし、(31)は(30)に比べて、 理解しづらい

文と感じられる。 その理由として、(30)はふつうに行われる出来事とみなされるが、(31)

はそうではないということが関係しているという。 いずれにしても、(30)(31)とも移動

物と解釈されうるものが存在しているとはいえ、 持って来る場合には、 そのことを明示し

たほうが好まれる。 あるいは 「来る」を表現せずにすませるのである。

次に、移動物が関与しない場合の例として、「 ごはんを食べる」がVPlの位置を占める(32)

を挙げる。

(32)私はごはんを食べて来ました。（結合例⑤）

(T) chin kin khdaw maa（私＋食べる＋ごはん＋来る）

(K) kJ1om.Jlam baajmおkha;ij（私十食べる＋ごはん＋来る＋〈完了〉）

(V) Toi da an c呻 {dもn/vも｝． （私＋〈既然〉 ＋食べる＋ごはん＋着く） 6)

(32)の発話場面はどのようなものであろうか。(T)と (V: Vさを用いた文） は、 「 どこに

行って来たのですか？」（（T)pay nay maa、(V)Di dau Vさ？） という質問に対する返答とし

て用いられる。(K)と(V: d釦を用いた文）は、次の動作への展開がある場合（ たとえば、

食事で中断していた話を食後に再開する場合）、 あるいは相手に食事をして来るように促さ

れた場合などには使うことができるとされるものの、 一般には 「来る」を使わずに、 「 もう

ごはんを食べました」という表現が好まれる叫

ところが、 場所句を挿入すると、 「ごはんを食べる＋来る」も問題なく容認される。 起点

を表示することで、 「 来る」を使う必要性が生ずるためであると考えられる。

(33)私は家で食事をして来ました。

(K) a. kj1om J1am baaj mおkpiipt詞ah（私十食べる＋ごはん＋来る＋～から＋家）
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b. kJ1omJ1am baajpiipt紐ahmおk（私＋食べる＋ごはん＋～から＋家＋来る）

(V) Toi d狂nc 血 anh退n .（私＋〈既然〉 ＋食べる＋ごはん＋～で＋家＋着く）

VPI が 「 行く」の 場合は、(K)が不適格、(V)ではd8n が不自然とされる。

(34)私は市場へ 行って来ました。（結合例⑥）

(T) C遥npay talaat maa（私＋行く十市場＋来る）

(K) *kJlOID tav psaa mおkvmJlhaaj（私＋行く十市場＋来る＋元に＋〈完了〉）

(V) Toi da ai ch(l｛囁n/vも｝．（私＋行く十市場＋ ｛着＜／帰る｝）

(34T, V)は、往復動作を表す表現 ((T)「pay十名詞句十maa」、(V)「di十名詞句十vも (d釦

は不自然）」 として適格である。(K)では、 次の ような表現 が用いられる。

(35) a. ゆommおkpiipsaa 私は市場 から（帰って）来ました。

（私＋来る＋～から十市場）

b. k]lomtらvpsaa haaj baan mおk 私は市場に行って、 それから来ました。

（私＋行く十市場＋それから＋得る＋来る）

(34)は 「 行く十NPI 十来る」の 例であったが、NPIの位置に動詞句が現れる 「 行く十VPI

＋来る」についても触れておく。 これは、VP1を 目的としてある場所を離れ、 そこに戻っ

て来たことを叙述する表現（「 ～しに行って来た」） であり、 動詞類 ((i)~(iii)）の別

と は関係なく、(T)で 「pay+VPI +maa」、(K)で「tav+VPI +mおkvmJlhaaj」、(V)で

「di+VP1+ vも」の形で用いられる。

以上の観察から、継起の意味 での 「VP1十来る」の容認度を言語ごとに簡単に整理すると 、

次の通りである。(T)では動詞類による目立った違いはないようである。(K)(V)では物

の移動を表しやすい動詞ほど、 「VPI 十来る」の容認度が高ま る。すなわち、 入手の意味を

表す動詞、作成の意味を表す動詞、 入手の意味も作成の意味も表さない動詞の順に、容認

度が落ちる。容認度が低いほど、 コ ンテクストの支えが必要とされることになる。

これま では、移動直後に発せられる 「 ～てくる」表現を問題にしてきたが、今度は移動

前に発せられる 「 ～てくる」表現に目を転じよう。 ここでは、話し手 が発話場所を 一旦離

れ、VPI で示される動作を 行って再び発話場所に戻って来ると いう場面設定のも と で、 「ち

よっ と待ってください」 と 発した後に続ける文について検討する。(36)はVPIに入手の意

味を表す動詞が現れる例である。

(36)私はパンを買って来ます。

(T) dfaw ch紐s由urkhanomp町maa（今＋私＋行く＋買う＋パン）

(K) kJlom teJ1 nom p町mおk（私＋買う＋パン＋ちょっと）

(V) Toi mua b血mi｛遥n/vB}. （私＋行く＋買う＋パン＋ ｛着＜／帰る｝）

(T) (K)では、それぞれmaa、mおkを 用いること ができ るが、(V)では V もが自然に用い

られる。d如も使用可能であるが、 その 場合は発話場所以外への移動の意味（「 行く」に対

応する）になる。ただし 、d8nの 後にday 「 ここ」を加えて、T6imuab血hmid8n day．とする

と容認される（「 私はパンを買ってここに来ます」の意）。
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発話場所が出発点となることから、 「 行く」((T)pay, (K)おv, (V) di)の使用 可能性も

生ずる。発話場所 に戻って来ることが、 状況から理解される場合には、 あえて戻って来る

ことを表現せず に 「 行<+VPl」が多用される。

(37)私はパンを買いに行きます。

(T) dfaw chan pay s由UIkhanom pal)（今＋私＋行く＋買う＋パン）

(K) kJ1om t;iv t切nomp叩muoipl蕊t（私＋行く十買う＋パン＋ちょっと）

(V) Toi di mua b呻mi.（私＋行く＋買う＋パン）

戻って来ることを明示し た表現が 「 行く」と共起 することも可能である。

(38)私はパンを買いに行って来ます。

(T) diaw ch釦pays血ukhanomp叩maak ぬ n（今＋私十行く＋買う＋パン＋来る十先に）

(K) kJ1omおvt切nomp叩mぬkVUIJ1 ?9jlgvhagj

（私＋行く＋買う＋パン＋来る＋元に＋今＋〈完了〉）

(V) Toi di mua b軸mi Vも（私＋行く＋買う＋パン＋帰る）

(36) ~ (38) は、 入手の意味を表す動詞 （動詞類(i)：結合例①）の 例であるが、 そ

れ以外の動詞類では、 次のようになる。(T)では、 おおむね入手を表す動詞と同じ状況 で

ある。(K)(V)では、移動物があると解釈されるか（動詞類(ii)：結合例②、動詞類(iii) : 

結合例③④）、ないと解釈されるか（動詞類(iii)：結合例⑤）が形式選択の重要な要因に

なる。(K) 「 VPl+m6汰」、(V)「VPl+vも（ あるいは、 品nday)」の連続形式が容認されや

すいの は、前者の場合である。 VPl の前に 「 行く」を 置いた形式は、移動物の有無を問わ

ず用いられる。(K) における 「おv+VPl」 「t;iv+VPl+mう3kVUIJ1?gjlgvhagj」、 (V)におけ

る 「di+VP1」 「di+VPl+vさ」がその 例である。結合例⑥については、 「 行く十VPl」 ある

いは上記(38)のVPl を 「 市場」 に置 き換えた形式が可能である 8)。

4 おわりに

以上、 タイ語 、 クメ ール語 、 ベトナム語の 「～てくる」表現について、 「 来る」に先行す

る動詞句の性質に注目しながら、 3言語を対照させた。 その結果、 「 来る」との連続構造の

成否が先行動詞句の意味により予測可能であるとの見通しを立てることができ た。 しかし

ながら、 「 来る」の 出没に関する制約については、 明確な形で提示する には至らなかった。

「動詞句＋来る」の形式は、 コ ンテクストの存在や他の要素 （アスペクト形式、 副詞的要

素など）の付加を前提と しなけれ ば許されない場合が多い。 様々な場面を設定し た 上での

精細な 記述が求められる。

「～てくる」表現に関し ては、本稿で取り上げた3言語や日本語を含めて、 補助動詞的

に用いられる 「 来る」 （さらには 「 行く」）を持つ言語 （特に、 東アジアや東南アジアの言

語）を比較対照することによって、 新たな知見が得られることが期待される。 3言語と 日

本語を比べると 、特に継起の意味では、3言語の 「 来る」の使用 には日本語よりも厳しい

制約が課される。 逆に言えば、制約の緩さに日本語の特徴を見ることができるかもし れな
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注

1)三上(2015)で考察の対象とした動詞連続は 「 述語が2つの 動詞句の 連鎖から成 り、

その 2つの 動詞句が表す動き や状態の主体が同 一であり（従ってVl、 V2と も 動詞とし

ての 語彙的意味と自立性を有している）、 そして動詞句と 動詞句がポー ズを置かず に発音

されるもの 」 に限定されている。

なお、 用例に 付した（ ）内のグロスは、 必ずしも分かち書きしてあ る語それぞれに

対応するものではなく、 何語かをま とめた意味を記した場合もある。 各言語の 表記は、

タイ語 、 クメ ール語が音韻表記 、 ベ トナム語が正書法による。 クメ ール語の 音韻表記は、

坂本恭章(1988) 「 クメ ール語」亀井孝、 河野六郎、 千野栄一 編『言語学大辞典 第1巻

世界言語編（上）』三省堂、 に従う。

2)「歌う」 「 食べる」など 、移動とは直接的関連性のない、 動きの 継続 を表す動詞などは、

「来る」 と 直接結合して、 付帯状況を表すこ とはで きない。

3) 「入手の 意味を表す動詞」、 「 作成の 意味を表す動詞」は、 それぞれ院川(2015)の 「獲

得義を持つ動詞、 離脱から獲得義を持つ動詞」、 「生産義を持つ動詞」 に対応する。

4) (K)の 「 ～ てくる」 表現では、 この文のように 、 文末に完了を表すhagjを付加したほ

うがよいと判断されるもの がある。

5) 「mおkpii 十動詞句」 を用いると 、 n�vpsaa 「 市場で 」 も使用可能となる。

k.J1om m3:Jk pii t切 nompaJJ ゆvpsaa （私＋来る＋～から十買う＋パン＋～で十市場）

私は市場でパンを買ってから 来ました。

6) (V)では、 時間幅の広いdaの かわりに泣a 「 ～したばかり」を用いたほうが意味が明

確になり、 分かりやすい表現 になると いう。

T6i泣aan C皿 d紐（私＋～したばかり＋食べる＋ごはん＋着く）

私はごはんを食べて来たと ころです。

7) 動詞類 (iii) の 例として、 「先生に会う＋来る」の結合を見てみる。

例：私は先生に会って来ました。

(T) chan ph6p khruu maa （私＋会う＋先生＋来る）

(K) *k.J1om cuop kruu m詞3k （私＋会う＋先生＋来る）

(V) *Toi dag且rp thdy giao 品n. （私＋〈既然〉＋会う＋先生＋着く）

(T)は継起的動作の解釈を許すが、(K)(V)では 「 ごはんを食べる＋来る」以上に 「 来

る」使用の不自然さ が感じられるようである。

8) (K) (V)では、移動行為を 「 昨日」 「 明日」の出来事として述べる場合も 同様に 、移

動物の 有無によって 「 来る」の出没が左右される。 すなわち、移動物 があれば（結合例

①～④）、 「VPl十来る」は使用可能となるが、 なければその形式は避け られる。

9)日本語の 「忘れて来る」は、 3言語では 「 来る」は表現されない。
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例：私は部屋に傘を忘れて来ました。

(T) ch血lUIUIIll rom way nay h&l)（私＋忘れる＋傘＋置く＋中十部屋）

(K) k]lom plec chat tok nav knolJ切ntop（私＋忘れる＋傘＋置く＋～に＋中十部屋）

(V) Toi quen c恥aphong.（私＋忘れる＋傘＋～に＋部屋）

3言語では、 空間移動を表す 「来る」と無意志性動詞との結合はふつうではない。

また、 「ぶつかって来る」のように方向性の意味が強い 「来る」は、(T)(K)でも 「来

る」が用いられるが、 「来る＋ぶつかる」の語順をとる。(V)ではd釦は現れない。

例：車が私にぶつかって来ました。

(T) rot maa chon ch血（車＋来る＋ぶつかる＋私）

(K) laanm蘊bok kJ1om（車＋来る＋ぶつかる＋私）

(V) Xe d皿gvao toi.（車＋ぶつかる＋入る＋私）

(T) (K)の語順は、 私に向かう移動に続いて衝突が起きるという継起性を反映してい

る。（V)は 「車が私にぶつかった」ことを述べる文であり、 私への接近の意味を表すも

のではない。
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